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表紙 1 50okV ガス絶縁開閉装
関西電力(株)との共同研究の成果として完成した 50okV ガス絶縁開閉装置
(GIS)の製品第1号は,関西電力猪名川変電所に納入されて48年10月より課電
されて込る。この GIS は,しゃ断器1台,断路器2台,変流器6台から構成さ
れた4,00OA 定格のものである。ブッシングを除き,通電部分がすべて接地金属
容器内でSF6ガスによって絶縁され,外部環境の影響を受けないので,信頼性が
高く,主た,安全性も高い。全体として地上近くに平面配置された構造であり,
重心位置が低φので,耐震上有利である。このGIS を適用したりんしゃ断器方
式の5卯kV変電所が将来に向かって多数計画されているが,従来形の機器を適
用した場合と比較して開閉設備の占有面積が約半分になることや,塩害条件のき
びしい場合に必要な活線洗浄必要箇所が大幅に減るととなだの利点をいかんなく
発揮するものと期待されている。
表紙2 三菱カラーテレビ
表紙3 三菱照明器具
表紙4 670 MVA 3,60orpm 内部冷却タービン発電機
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V01.48 NO.1 JANUARY 1974

MITSUBISHI DENKI GIHO

ITSU引S印S ENGINEERING DEVELOP ENT DU則NG 1973

1. Electric power Generation

PoweT Transmission and Distribution Appa

Power Recelving and Distribution Equipmen

for private Enterprize

2.

3.

[ 3 ] Electric Apparatus

for lndustrial Application

1. Electric Apparatus for lndustrial plan

Standard Electrlc AppaTatus

ElectTic AppaTatus for lndustrial pTod

RefrlgeTatlon and Air conditloning A

2.

3.

4.

50o kv Gas lnsulated switchgear

As an achievement of jolnt studies of the Kansai ElectTic power co. and Mitsubishi Electric corporation,50okv gas insulated

Switchgear (GIS) has been completed and delivered to lnagawa substation of the said poweT company. The unit has been in operation

Since oct.,1973. This Gls is Tated at 4,00OA and composed of one circuit breaker, two line switches and six current transformers. AⅡ live

PartS 獣Cept bushings are insulated with sF6 gas in grounded metal vessels. This obviates the eHect of outeT environment and assures

h地h reliabiⅡty and hi宮h safety. As the whole assem卜ly is insta11ed on a flat close to the ground, it has low center of gravity to be

advantageous from the viewpoint of eatthquake・proof. There ate many plans on foot 加 build 50okv su、stations of l- circuit breaker

t沖e.1n compaTlson witb the old appaTatus, this switchgear occuples one half of the aooT space. Also the parts subject to Mlt hazard

are decteased. These polnts aTe advantageS 餓Pected from thls new equipment
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放送衛星用14/12GHZ帯成形ビーム
アンテナのプレッドボードモデル

(本女の 1 -9参照)

Breadboard Model of 14 12 GHz shaped・
Beam Antenna for Broadcast sate川tes
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超大形タービン発電機絶縁の総合機能試験
装置(本女の 1 -13参照)

Functlonal Evaluation Test Equipment for Large
Turbine Generator lnsulations

,.,
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九州電力q射玄海発電所 1号機 625MVA I,80orpm
内部冷却タービン発電機と2,30okWプラシレス励磁機(本女の 2 -1.1.1参照)

625MVA I,800ゆm lnner.cooled Turbine Generator and 2,30okw Brushless Exciter
for Genkai power station unit NO.1 0f Kyushu Electric power co
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関西電力(株)姫路第2発電所 5号機BT制御盤
(本女の 2 -1.1.1参照)

BT control Board for Himeji Daini power station
Unit NO.5 0f Kansai Electric power co
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550kV 4,00OA 変流器
参旦買)

.、

関西電力総高浜原子力発電所納め 860MVA 275/22kv
三相変圧器(本交の 2 2.4.1参照)

Three・phase 860MVA 275 22kv Transformer with u.L.T.C. for
Takahama Nuclear power plant, Kansai Electric co
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川崎製鉄快千葉製鉄所納めシーケンサ
MELSEC・310(本女の 3 -1.2参照)

Prograrnmable sequence contr011er MELSEC・3101
Kawasakl steel co., chlb3 Works

屋外用Walk・ThroU宮h 形コントロール
センタ(本文の 2 -2.5.6参照)

Out Doorwalk.Through control center
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韓国POSC0製鉄所納め分塊ミル用主電動機(双子駆動ボトムフォアード配置式X本文の3 -1.2参照)

TW0 3,20okW 750V 40 80rpm DC Mi" Motors(twin drive bottom forward
arrangement) for posco lron and steel's slabbin倉 M川, pohang Korea

NHK納めオゾンによる漂白液
再生装置(本文の 3 -1.1.4参照)

Recycling process of Bleaching
Liquid with ozone
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溶接機ノズルから大気中にでる電子ビーム(本女の 3 -3.1参照)

Electron Beam welder and Electron Beam Breaking Through
Atmosphere

0

よ

反限時特性をもった漏電しゃ断器"スーパーフ"
(本女の 3 -2.5参照)

E3rth・Leakage Breaker(residual current protective
device)"SUPER SEVEN"with lnverse Time Delay
Characteristic

＼

ACS・10形冷凍クーリングユニットの捌寸例
(本交の 3 -4.2参照)

Example of 1打Sta11ation of coolin宮 Units for
Walk・in cooler

名古屋市水道局中央管理室(本交の4-1.7参照)

Central control Room of the Na宮oya city
Water works Bureau
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漢字ディスプレイ装(本交の 4 -2.7参照)

Chinese character Display Eq山Pmeηt.

Ⅱ二}[ニ」

、

M380 グラフィックディスプレイ装
(本交の 4 -2.7参照)

Type M380 Graphic Display EqUゆment
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ガスプラズマエッチング(本交の4

3.4参照)

Gas plasma Etching.

ML・3MB形ライナック本体部タト観(本文の 4 -4.6参照)

General view of clinical Linac, Model ML3MB.
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来を開発す
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三吾石自"介釿昔型
..

石油自動分析装置(本文の5

Petroleum calory Meter
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貨車操車場自動化
システム(YAC)
(本文の 5 -2.7参照)

Frei宮ht car shunting
Yard Automatic

Operation system
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試験中の三菱軌道バス(MAT)(本女の 6 -1.7参照)

MAT on Test Line

タービンタンカUCORNE ATLANTIQUE号(BV船級
のMUS・3000システムを含む機関制御盤
(本女の 6 -3.3参照)

Englne control console with "MUS"supervisory system i
the Turbine Tanker"L!CORNE ATLANTIQUE"

後楽園黄色いビル納めエスカレータ

(本女の 6 2.9参照)

Transparent Escalator for the Korakuen・Ye110W B山lding
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天満屋広島店納め展望用エレベータ

(本女の 6 -2.3参照)

View Elevators of Tenmaya・Hiroshima Department
Store
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ジャンボルミフラワー(本文の 7 -2.2参照)

Fluorescent Luminaires "Jumbo Lumiflower'!

＼、

タッチ選局システム採用の
18CK・41CT形カラーテレビ
(本女の 7 -1.1参照)

Mode1 18CK.41CT U$ing
Feather Touch system for
Electronic

DA・AI00形パワーアンプおよびDA.PI00形
プリアンプ(本女の 7 -1.3参照)

Power Amplifier Model DA.AI00, pre.Amplifier
Model DA.PI00

'

クリーンヒータシリーズ(MICS応用)
(本女の 7 -1.9参照)

Exhausting Type Air Gas Heaters of "MICS" Burner

.

会
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グッドデザイン選定商品

G マーク選定の20CK・62C形
カラーテレビ

(本文の 7 -1.1参照)

Mode1 20CK・62C"Good Design
Mark" Approved products
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巻 頭

三菱電機株式会社

明けましておめでと5 どざいます。

1970年代は激動の年代と言われてきましたが,数年来持続してきました経済の高度成長

政策も,昨年よりの中東情勢の変化による石油危機の影響を受け,諸物資の不足,諸物価

の高騰を招く結果となり,反省の時期忙直面したといえます。

また,政治,経済,産業界のすべての面で,国内的にも国際的に、変換の年とも言える

1974年を迎え,企業の技術にたずさわる者として過去の技術進展の経紳を顧みるととも忙

今後の技術発展のあり方についても再考する必要があると思込ます。

過去数年来の技術の進歩は社会環境との調和に欠け,技術であるが故の独り歩きをして

きた感じがしますので,技術開発に対する態度を変えなφ限り,技術革新,新技術の開発

に名を借りた,調和の欠けた底の浅い不安定な技術進歩のひずみのみが残る結果となり立

す。このひずみは,現在直面している石油,エネルギーの供給不足と材料の入手難によっ

て,更にドライブがかけられることは明らかであり,人類の進歩に貢献してきたと信じら

れてきた高度な技術や巨大な工業生産が,実は人類の危機を招く公害の発生源となり,エ

ネルギー.資源の枯渇を招く原因ともなっている点を考えますと,過去の技術開発の方向

を反省するとともに,テクノロジーアセスメント等を駆使して,社会から要請されている

公害防止,省エネルギー技術の開発をより効果的に進め,来るべき21世紀をバラ色の世

紀として迎える基盤を確立すべく,覚悟を新たにするものであります。

このような観点から,当社では昨年より積極的に「排煙,排水処理装置」等の公害防止,

家庭用電気品をはじめとした省電力機器の開発,および発電機・変圧器等の発送配電機器

の高効率化を図るとともに,「未来を開発する三菱電機」として新エネルギー利用機器の
開発を推進し,総合電機メーカとしての立場から電子計算機の自動機器への利用,物流シ
ステム,パターン情報処理システム等,生産・流通・'情報処理の各分野にわたるシステム

に意を、ちいて参りました。

これらの成果にっいては,今後に待っべきものが多々ありますが,ここに昨年1力年の

成果を本文にビ紹介申し上げ,各位のご一読を得ましてビ批判を賜わりますならぱまこと

に光栄でございます。

専務取締役

八

技術本部長

巻直躬

一◆^^◆^◆^◆^◆^◆^◆^・◆^・●^◆^◆^^^◆^◆^◆
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現在の高度忙工業化された社会にお仇て最も要請されるものは,人間性の回復と衆境の保全・復活である。

当社の研究部門は総合電畿メーカ所属の研完開発機関として,電機製品全休の製造にヌ・1して,立た萩製品朋発に1、1して,1'本的技術の創造と

確立,立たそれ孝ベース巴しての全社への協力を行なっていろが、その中を一貴するもの》してけ,補11詫士会の実現に役立っ研究を最重点主す

る理念である。

そのため精力的に研究・開発を推進して仇る方向とは,公害防止・環境制御関連の研究,情報伝達・済縦処理関速の研究,エネルギーの有効刊

用・省資源閧連の研究,さらに空閥の有効利用を計るための萩輸送方法・宇宙關発・海洋閉発関連の研究などがある。

とれらの研究には,その規模より国家の大形づロゼクトとして遂行せねぱならぬものが数多くあるが,当社、数々の国家重点づロゼクトに参画し

てV、る。

上記の重点研究を支える、のとして,基本技術に関する研究,材料・部品に関する研究は欠くことのできない、のであるが,これらも濳実{こ

遂行して仏る。

また,今後の人口幟成に対応した設計・製造・声噛矣の白動化・省力化の研究も社内各方面の要諸に応じて相次いで成果をあげつつぁる。

48年における研究・開発の成果のうち.製作所開発の機器に直接関連あるものは,本特集号の各編に紹介されているが,との「研究編」忙は,

圭として基本技術・材料技術・将来技術に関するものの一端を紹介する。

石聶突
疑3 Research and Development

1,構造解析における入カデータの自動化

有限要素法が拙造解析に広く応用されるようになって,従来実際

上解析が困難であった複粒な形状の擶造休の応力・変形を求めると

とが可能となったが,一方,惜迭匁引折の入カデータが膨大となり,

とれを作成するために多大の労力を要するので,従来より入力

タ作成の白動化が望まれて仇た。

今回,当社中央研究所が三斐総合研窕所と協同で開発した,二次

元講造解析用の入カデータ作成づ0グラ△AMGEN は,

(i)矯造体を自動的に多数の三角形要素に分割し,とれら愛:系

と節点に一連の番号を付し,要素と節点とをヌ・1応づける。

6D 簡単な境界・荷重条件を、とに節点境界条件,節点荷重手

ータを自動的に作成するなどの機能を有している。

本づ口づラムの主な特徴は次のとおりである。

6)実用性に留意して対象構造体の外形が円弧と直線とからな

る、のに限り, AMGEN の入カデータを簡単にして込る。

(ii)洲造休を幾つかの朧造部分に分割し,この俄造部分単位に

要素分割を行なえるようにし,また,との儁造部分の形状を比被的

複雑にできるよらにして仏るため,拙造休の形状,荷重作用状況に

即応して,無理のない要素分割パターンを作成できる。

価D 応力集中部では要素分割を密に,その他の箇所では机に要

素を分割できるよらに,構造都分ビとに金く白由に要素分布の相密

を定めることができる。

(iv)要素データぼかりでなく,境界・荷重条件データなど, 1侍造

解析づ口づラ△に必要なデータを作成し,様とんど人の介入なしに,

拙造解析づログラムにゞータの受渡しが行なえる。

図 1.には, AMGEN により作成した要素分割のづ口,タ図の一例

をカミす。

今後, AMGEN を有効に利用することによって,有限愛衆法の

購造解析の実用性を高めるととが十分期待できる。
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パターン情報処理の研究の一環として,コンバイラコンパイラマシンとい

う計算機の新し仇アーキテクチャの基礎研究が進んでおり,その研究に

ついて紹介しよう。

高次言語を直接実行する機械が, ALGOL, FORTRAN, LISP等

の言語について,数多く提案され,研究成果が積みかさねられてい

るが,直接実行は,計算機が持たねぼならないユニバーサリティを制限

するため,さらに高度のデータ構造,制御儁造が要求される場合,

それにとたえる能力を、たないという大きな弱点をもつ。このため,

現在までに提案された単一言語の直接実行は,計鉾機の一般的なア

ーキテクチャとしては,受けいれられにくい現状にある。

この弱点を完全に克服する屯のとして,そのシンタックス,セマンティ

,,クス,データ構造,柳Ⅱ卸朧造を自分自身で由由に拡張する能力を、つ

高次言語ULG を開発し,さらに,その言語を直接実行する計算機

のアーキテクチャを考案した。との機械は,その拡張機能によって,コ

ンパイラコンパイラの機能を実現するこ巴ができるので,コンパイうコンパイ

1 _i',、一→イ^→、".'iトー1-、T-1.,、,
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2 拡張型言語とコンパイラコンパイラマシン

'J^→

.1 1_1、{1 _、_'ι.Lf1、・"!0-ー、{一、

'ーー→、ケ,!'ー,^'1

.1 ι^+宅『一T.^^N-:

!、゛

、1 '、キ'、'、,." LI、」"゛ニ
イ、

t-一→,.'ーー→一ーニーー1

t.'→ 111-,.→:

t;・にし、 1 { 1;・ヤ
寸
'ーーΞ:
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ラマシンと呼ばれる。

ULG (universal Lang磁1語e Generator)は核吾三吾と拡サ長機百Eから

なる。拡張機能とは以、トのようなものである。

( 1)シンタ,りクス 1広帳は,づ0グラムのある"寺,・瓢で,ローカル石:〒1〒等か

え脱則を用意し,1!"Eのノンターミナ}レをその冉きかえ規則でデリベーシ

することを要求する形で行なわれる。ヨ、ノ

(2)データ備造の拡張は,モートに,モートの演算式を代入する形

で行なわれる。再帰的な定裟が許されるので,ー'般のトリー幟造,

グラフ枇造等が自由に処理できる。

ULGマシンは,以下のような設計概念忙もとづく。

(1)マイクロづログラムの Posh-down によって制御する。文脈自山

文法に属する言語のパーづングは,マイク0づログラムの再帰'的制御ICよっ

て突現される。

(2)データバス制御によるアトレッシンクを採用する。マスク指定忙よ

り,数バイト単位の情嬢が自山K指定され,これらの情報単位のマ

ニピュレーションは,シフトマトリックスで行なわれる。シフトマトリック 1Cヌ'!す

るドライバおよびマスタ指定はすべて,マイク0づ0グラ△のデータハスエリア

で行なわれる。

現在,このマシンのシミュしータが, M 7500 のもとで俳1発されてい

る。

究
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(4)ミニコン用新計算方式

処理機能の特性を考慮し, modulo-P 算法1て基づく回帰分析のア

ルゴリズムを研窕した。ミニコン Kおいて問題となる割鈍を行なわず,

等価な他の数忙おき換えて計算を進め,所要の結果のみを普通の数

に戻して表示するルーチンを1寺っ。特別のハードゥ1アなしに,行列の

反転などを高速に行ならことができ,また,引芽によるけた(桁)落

ち{て対しても,精度を失ならことなく解が得られ,今後,広く活用

されて行くものと恕、われる。

コンピュータ向きの,汁工1長術,および主として統計予訓ⅢC基づく觧析

千i厶の研究を行ない,また,いくつかのづロゼクトに参加して,設引

捌牙倫,および槻念設,汁レベル忙おけるシステムの性能・機能の評価千

法につき,次のような成果を得た。

(D 人工衛星

システ△認定試験のデータを解析して,設計の許価および改誓斗旨剣

を得る目的で,多ノートブj程式を極υ吊モデルとした統引'的手法{Cよる

等岫倒路網同定法の開発を迩めた。このブj法を用いて,電際層観測

衛星の数学熱モデルを倹討し,づロトタイづモデルの熱真空試験および擬

似太陽亢照射試験の計画立案,データ処理・解析に協力するととも忙,

設副の実証を行なった。

静止衛星とサづシステ△のインタフェースの解析法を築くために,衛星

の形状と熱・環境制御系のインタフェースを解析し,各形状およびミ・,

ション K適した制御レベル設定Kつき,指針を得た。

(2)都市交通システム

需要予測を行なうため忙,交通モードの組み合わせは待ち行列で

表わし,簡単化した便益関数を用いて, OR的手法忙よる都市中心

と近交剛主宅地の問の<々の移動の数学モデルを得た。また,利用者

の便益の解析および数量化を進め,訓工枇幾によるシミュレーションと平

行して,便益構造,効用関数および評価モデルの検討を行なった。

これらの有理性にっいては,運輸経済研究センタをはじめ,関係先

と共同で研究を進めた。

(3)絶緑の信頼性解析

試作テストバーの絶縁破壊電圧,および始nδ値の分散を解析する

ために,ラ!ータファイルシステムを作成,材料,工作および処理要因のデ

ータを登録L,分散分析および主成分分析を行ない,要因相互の影

鷲を調べて,それぞれの公差の設定に寄与した。さらに,絶縁破壊

に対する電界ストレスと温度ストレスの複合効果を検討して,故障モデ

ルの開発を進め,破壊電圧データの解析精度を向上L,加速寿命試

験計画の指劉'を得た。

3 数理解析法の研究

最近のデータ伝送技術の進展と共K,符号化方式について,より

詳細な検討が必要となっている。 1966年に G D. Forney,上.によ

つて提案された Conoatenated符号は,その後の多くの研究忙よっ

て,優れた特長をもつ符号化のーつであるととが明らかにされて込

る。本研窕は,主として Con偲tenat.d符号にっφて,理ヨ命的,実

用的な面から考察を行なったもので,次の二つに火別される0

(1)縦続・並列通信路等の通信の基本的な網形態における符号

化の中で, con鳳tonated符号はきわめて興味ある性質を示す。個

々の通信路では内部符号化のみ行ない,網の送受両端でのみ外部符

号化を行なう。このとき,全符号長を大とすることにより任意忙小

さい復号誤り確率が得られ,かつ,自由度に富んだ符号器,復号器

の構成が可能である。いま,ランダム符号化による評価を行なうと,

縦統通信路においては,与えられた復号誤り確率の上界を得る条件

のもとに,縦統通信路数のヌι数と内部符号長の逆数が,互いにトレ

_ドオフの関係にある。とれらの結果と共に, PCM 中継システムのよ

うな都膨τ通信路のモデル K適用したとき, con偲tenatod 符号は実用

的Kもすぐれた性質をもつことを明らかにしている。

一方,並列通信路Kおいては,並列接続された各通信路を同時に

用いて内部符号化する場合と,個々の通信路を用いて別々に内部符

号化する場合を,同一の復号器の複雑さの条件のもとに上ヒ較したと

き,後者のランダム符号化誤り指数は,前者のそれより大または等L

いことを例と共に示し,将来の多重回線を並列に用いたデータ伝送

における符号化などに対する示唆を与えている。

(2)最近J.J鴫te託n は,内部符号にランダムシフト符号,外部符

号に Reed-S010moD符号(たたみ込み符号化も司能)を用いた

Con侃ten祉ion により,符号問距離と符号長の比が,任意の.ate で,

符号長を無限に大きくしても0とならない符号化を提案した。しか

しながら,この符号は特K低い仏teで,理論的に達成し得る下界

よりかなり劣ってぃる。これに浩目し,二次の Concatenation を適

用することにより,大きな特性の改善をはかり,しか、, rateが0

に近づくに従がって,理論的な下界と一致する符号化を提案してい

る。この改善された符号を使うことによって,ビヅト誤り率が0・25

に近い二元対称通信路においても,符号長を大とすることによって

復号後のビ.り卜誤り率をいくらでも小さくすることが司能となる0

この符号は Deep space 通信などに応用できる。

Con仏tenated符号は,このような顕著な性質のほかに,ある条件

のもとに, compU仏tionalw0金が最も少なくてすむという実用的

にも優れた特長を有している。今後データ伝送における符号化の役

割が大となるに従い, con仏t印ated符号の重要性がますます増大す

ることを本研究は裏付けるものである。

4 連鎖(concatenateの符号

研



集積回路設計の結果であるマスクバタンレイアウト図は回路素子の配置

配線が正しく行なわれているだけでは不十分で,電気回路的にみて

妥当なものでなけれぱならない。このため集積回路CADづログラムシ

ステムの一部として, MOS-LS1レイアウト図の回路的な検証用非線形

回路網解析づ0づラム LILAS (L.youtlnspection by LogiC飢 Analysis

and simulation)を開発した。

LILAS はレイアウト図を、とに人手によって, LS1の中で回路的に

みて最も重要な部分回路を見い出し,等価回路に直した回路の過渡

解析を行なうづ口づラムである。 Pおよぴ Nーチャネルの MOSFET,接

合ダイオード,抵抗および容量で描成された任意の回路が解析可能で

あろO MOSTのチバイスパラメータはコンダクタンス係数β,零バイアス時の

しき仏(閥)値電圧 Vr三0,基板定数Bの 3 個を用い,チャネjレ電流式

は設計でよく使われている Crawford の式を採用してぃる。またダ

イオードは逆飽和電流IS と指数部係数κの2個を用い, shockleyの

理想ダイオード式を使っている。抵抗および容量は通常のRとCであ

る0 素子値は素子ごとに任意に指定できると同時に,トランジスタ,ダ

イオードにっいてはライづラリを定義し,登録された値を使うとともで

きる。ただし, MOST で 12φF1 は06V に固定している。 MOST

は S, D, G, sub の4端子素子として取扱って仏る。この結果C

MOS, ED/MOS を含む任意の MOS 回路の解析が可能となる。

解析できる電気量は端子電圧(節点電位),素子を流れる電流(枝

電流)および(瞬時)消費電力の3種である。任意に指定されたこ

れらの解析結果は時間をバラメータとすろ数値表およびナJンタづラフの

形で表示される。回路の初期状態は任意に設定できると同時に,指

定しなければすべての節点の電位は0とされる。電源電圧は任意の

値に設定できる。ク0,"クおよび入力信号は任意の高さ,幅,立上が

り時定数,立下がり時定数,パイアス値をもっパルスとして取扱うこ

とができ,しかもこのバルスの幅は時問ととも忙任意に変化させる

ことが可能である。バjレス波形は直線形と指数形の2種の減亥型が選

択指定できる。づ0グう厶のインづ,り卜は回路のハードとしてのイメージ

に直結した言語形式を採用し,回路の記述,回路操作の記述,解析

制御の記述の三っに完全に分雌して仏る。 L丘AS の大きな特徴は

予測子修正子法による自動積分において,刻み幅制御法として許さ

れた誤差内で,最大の刻み幅を試行錯誤によらず一度で発見できる

手法を採用している点,および解析すべき回路の規模に応じて必要

とする計算機の記憶域を動的に確保する点の二っにある。

6.半体素子の無ひずみ製作技術

半導体素子の製作には,高純度で結晶性のよいウェハに適当な濃

度の不純物を導入する工程が用いられている。これらの不純物原子

は,基板シリコン原子と異なる共有結合半径であるため,高濃度て邪吉

晶中に導入されたときには,結晶をひずませ,さらに格子欠陥を発

生させたりする。ことに拡散工程でマスクを通して局部的に不純物

が導入されたときには,深さ方向のみならず,横方向にも不純物濃

度こう(勾)配が生じ,それが欠陥を発生させる。このとき用いたマ

スクも結晶ひずみの原因となる。

これらのひずみや格子欠陥が発生すると, P-n接合の耐圧不良や

リーク電流増大を生じるほか, npn トランジスタでエミ.ワタ押出しの原因

になる。エミ',タ押出しは,エミリタ拡散後にエミッタ直下のべース層が

局部的により深くコレクタ層中に形成される現象で,トランジスタの高

5 MOS・LS1 用回路解析プログラム
周波領域での特性を悪くする。こと忙高周波トランジスタではその影

縛は著しくしゃ断周波数が制限される。

われわれは,エミッタ打1出しが格子欠陥の発生を除去してもまだ消

滅しないことを見出したが,格子欠陥か発生しなくても結晶内部に

はひずみが相当残っている。この結晶ひずみゃπ、領域中の過剰空

孔濃度の増大がエミ.,タ押出しを生じていると考えられた。そとで,

これらを一挙に解決する方法として選んだのがスズ拡散であろ。

スズ原子はシリコン結晶中ではシリコン原子より共有結合半径が火き

く, n形およびP形不純物の拡散により導入されたひずみを相殺で

きるし,また過剰にスズを導入すると過剰空孔もスズ原子の近傍k

引きつけると考えられる。スズの農度を変えてエミ.,タ押出しを測定

した結果では,スズ原子によりエミ',タ押出しは減少し,隈度が高く

なるとエミ.ワタ抑出しが負忙なる現象も現われてきた。しかし, スス

導入による効果はひずみを相殺する濃度では不十分であり,さらに

多くのス戈原子を必要とした。このことはスズの導入忙よる 1ミ',タ

押出しの防止はスズ原子による過剰空孔の吸収によるものと考えら

れる。

とのよう K してスズ原子の拡散によりエミ',タ押出しをなくしたト

ランジスタはより高い電流増幅率でもコレクター1ミワタ間でのバンチスルー

を起こさず,また高周波トランジスタのし中断周波数を 250。向上する

ととができた。さら忙広範囲の半導体素子分野への適用が実験され

て仏る。

(1)液晶

液晶は流動性を示す有機物質で,電界によって光忙ヌ、1する透過率

が変化するという特長をもっており,手イスづレイ材料として注目され

ている。さらに最近では液晶の分子の配向を制御するとと忙ようて、

色相の変調もできるようになってきた。

このような液晶の電気光学効果を利用した手イスづレイは

(i)低電力・低電圧で動作する

(Ⅱ)表示部がパネ1レ状で簡単な構造であろ

(iiりカラー表示も可能である

などの特徴をもっており,腕時計・電卓・計器などの数字表示忙利

用されつつある。

(2)液晶による千ヤラクタディスづレイ装置

当社ではすでにネマティ.,ク液晶を用いた分子配向制御によるカラー

表示技術を開発したが,これを利用し新しい駆動回路方式を採用し

て,大画面のキャラクタチイスづレイ装置を試作した。

この装置に用いる液晶セルは80×160の絵素をもち,分解能か

03mm絵素ピ.ワチである。表示文字数は200字で千ーポードによって

フ.液晶による投写型キャラクタディスプレイ
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図 2.液晶による投写型キャラクタ手イスづレイ
PTojection type character display usin宮 liquid crystals
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入力される。画面は直交ニコルをもったづ0ジェクタ K よって投写する

ことによって得られる。また駆四"卸モを制御すること忙よってカラ

立ξ永も行なえる。図 2 は水111貿忙よる千ヤうクタディスづしイのー一例

である。

本獣置は脚単なシスケムで力うーの人曲1師ディスづレイか可焼であり,

キャラクタ表示の抵か,裴飾照明などへの応用も可能である。

昭和娼年8月,沖縄を最後忙,電電公社の"公衆通恬回線の開

放"は全国的に完了した。この視覚情報時代忙,一般の電話回線を

利用して書画の伝送ができる"電話線ファクシミリ"が脚光を浴びたの

は当然の勢φ巴言えよう。ととろが,電話回線は伝送周波数帯域が

狭込ので,たとえぱ, A4版を 4本/mm の解像度で伝送しよらと

する巴,6分問もかかり,経済性,操作性の面から問題巴されてぃ

る。そとで,画質を何ら損うことなく,この伝送時問を短縮する手

段(帯域圧縮技術)が要求されるととになる。

伝送時間を短縮するためには,原書画の統言N内性質を利用して伝

送情綴量の冗長度を削減する方法と,手ータ伝送技術忙より高能率伝

送を実現する方法とに大きく分けられるが,ととでは,主として前

者に重点をおいた暁牙Eを行なった。これは,ー・般の電話回線網がデ

ータ伝送用としては,あまり良好な特性が期待できないといら'刑断

にたつものである。

とのたび辧1発した方式の特徴は,次のよら K要約で立る。

(1)問欠副走査方式忙よる低価格ラインメモリの多面的利用

(2)書画の幽黒部分の二次元的分布相関の利用

(a)ランレンづス符号化による主走査方向の相関

山)二線交亙走査忙よる副走査方向の相関

化)線順次と線交互との走査能率の逐次比較選択

(3)書画の統計的性質に適合した伝送符号の開発

との二次元相関の利用によって,従来の単純なネ別順次走査力式に比

べて,圧縮率が 10~25%(書画の種類によって異なる)向上するこ

とを,開発忙先だって行なった力式検討のショユレーシ.ンで磁轟忍Lて

いる。

開発Lた装羅の回路儁成は,送信・受信部とも,速度変換部,符

号変換部および同期部の機能づロヅクからなり,実動試験の結果はき

わめて安定である。ととで対象としている伝送回線は,一般の加入

電話回線網であるが, CCITr*勧告に準拠したモ手ム]、20obpS もし

くは,2,400、PS の使用を前提としてφる。圧縮率としては,書画

の種類忙よって異なるが,3~30が得られ,2,40obpS のモデムを使

用したとき, A4 版の平均的な手書き文書が,1分以下で伝送でき

る。

との舟域圧縮装置は,現在当社で朋発中の電話線ファクシミリ忙く

みこまれ,"高速電話線ファクシミリ"として製品化されるものである。

8 電話線ファクシミリ用帯域圧縮装置

4-

図 3,通信衛星とう(搭)載用4周波数帯共用成形
ピームアンテナの電気モデル

Electrical mode} 0{ fouT-(requency-1〕and sl〕aped-1)eam
antenna {or communlcat】on sateⅡites
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の電気モゞルを完成したが,さらに電気設計を向上させるとともに,

とう滋用としての熱備造設計を具体化しつつぁる。放送衛星とう轍

用アンテナについては,日本放送恊会総合技術研究所のご指遵により,

1,1 本の国土の形状に合った成形ビームアンテナのづい,ドポー1、モ手ルをン'

成した。また直交2偏波共用アンテナも研究を進めている。

地」求局用アンテナ系につφては,アンテナと送受信機とを口ータリショイ

ントなしに低損失で接続しらる染束ビーム形一次放射系の設計技術

を確立した。さらに副反身.1鏡だけを動かすととによってピームを11何

星{C指向させうる可動ビームアンテナ,6/4Glh 帯と 30だOGH■帯とを

分ける分波装羅などの研究を継続している。

地球局用低雑音増幅器については従来の極低温冷却方式の保守上

の問題を解決すべく電子冷却方式を検討し.4GH力常にて雑音温麼

60K 以下を逹成Lた。当社開発の低損失サー牛ユレータ, GaASパラクタ

を用いた。準ミリ波帯増幅器についても引き続いて研究中である。

わが国の衛星通信・衛星放送計画忙即応して,衛星に必要なシス

テム技術,ハードゥエア技術および材料技術の研究,また地球局などの

地上設備に必要な技術の研究を進めて゛る。

通信衛星とうG答)載用アンテナについては,すでに日本電信電話公

社電気通信研究所のご指遵により,4周波数帯共用成形ビームアンテナ

9 衛星通信・衛星放送

*国際電信電話諮問委員会

次代の原子力発電方式として,ナトリウム冷却型高速増殖炉の開発

が国家的胆模ですすめられてゃる。当社は三斐グルーづの一員として,

これの計測制御忙重点をおいた開発を分担している。

高速炉では,高温ナトリウ△取扱技術が特長的な技術となる。中形,

小形の計測器の開発や試験が手元で容易にできるよら,ナトリウムテス

トルーづが建設された。動力炉・核燃料開発事業団の委託をうけて,

破損燃料検出奘置に関連する一連の開発研究が実施され,なお,継

続されてφる。また,大口径配管流量計の開発も続けられている。

ナトリウムの漏えい(洩)を早期に検知するための,ナトリウム漏えい検出

器の開発試験は完了し,同事業団にて建設中の高速増殖実験炉じ常

陽)忙早速採用されるととになった。

高速炉の中性子計測は,検出器が高温高ガンマ線の現境で使朋さ

れることが特長である。この目的には従来の軽水炉用検出器は不十

分なので,新たに,高速炉用検出器の試作が行なわれ,満足すべき

性能がえられた。引続き実用化研究を実施中である。

きたるべき高速炉時代には,計算機は制御や安全保護系において

重要な地位を占めるだろう。この目的に計算機が適用されることを

想定したハードゥエア・ソフトゥ1アの研究開発も行なわれた。

1
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高速増殖炉の計j則制御に関する開発研究
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題点を究明するためのものである。

図 4.建設中のナトリウムテストルーづ

Sodium test loop (under construction)

原f力発樞の燃料である湿告宿ウランの需愛は 1980年代の始めκ現

存の濃縮づフントの伊絲合能力を越えることが予想されており,これに

ヌ・1処するため世界各国で濃縮づラントの建設が計画されている。とれ

ら現存および新設の濃縮づラントはいずれもガス拡散法忙よるもので

あるが,これは 5,00OTon swuN 以上のづラント規模(わが国の

1980年初頭の需要里は約3,00OTon swu/Y)でないと経済的忙成

立しないとと,しかも電力消費量が非常に人きく,わが国のよう K

電力料金の高い国には不向きであることなどのため忙,わが国では

遊心分肖備去による濃縮づラントの開発が急務とされている。

わが国の速心分雜法による濃縮づラントの研究開発は動力炉・核燃

料1捌発事業団を中心に進められ,当社も昭和45年度より二麦重工

業ぜ幻および三焚原子力工業休幻と共同で速心分雜機および実用づ

ラントの開発を行なっている。

遠心分雌法とは,六ふっ化ウラン(UF6)を回転胴の中で高速で回ψム

させ,遠心力によって生ずる圧力拡散を利用して同位兀素であるウ

ラニウムー235 とウラニウムー238 を分籬,核分裂性物質であるウラニウムー235

を濃縮する方法である。

当社は,昭和45年度より超高速回転機の軸受として磁気軸受の

開発忙着手,昭和46年度システム信頼性速心分雜機,昭和47年度標

準化一次試作機の軸受忙適用し所期の目標を達成した。すなわち,

途心分籬機の回転胴を六ふっ化ウランガスを入れた状態で安定に所定

の回転数で回転させるとともに,速心分籬機を設計するための基礎

データを得ている。磁気軸受はコスト面で間題があるが,軸を完全K

非接触で支持することができるために,軸受損失が無視できるほと

小さく,潤滑油が不必斐であり,しかも軸受定数を電気制御回路定

数により正離には(把)握することができる。

昭和48年度はカスケード試験装置および標準化二次試作機の開発

を中心に,試験機により超高速回転機の動特性を究明し遠心分雜機

の基礎特性をは握するとともに,高周波モータについて電源システム

を含めてその電気特性,機械特性を窕明し,遠心分籬機の駆動機を

,1発している。

なおカスケド試験装置は,遠心分雌機を多数台組合せた場合の問

光皎化1厶はっジカ1し゛介・架f島刑山熱qが刑生刈を紫外線(UV)川イ

射により急、速峽化さすことかできる。ワニス処理工程の合理化と製".

性能の向上を計り5る絶縁処理技術として光硬化法を用いる精方式

を開発した。との方式の基本的な考え方を図 5.に示した。

"ワニス"は主悼朔旨と少量の UV 硬化成分とからなっており,硬化

組織の形成は,まず室温下で数分問UV煕射し,その後従来どおり

加熱するととによって行なわれる。最初の段階ではUV硬化成分が

高分子網目を作り,この中に主枝扮旨はボ反応状態でトラ.,づされ,流

動性は完全に阻止されており,外観は Bステージ状となっている。と

の Bステージ化層は約 10mm K もおよぶ。トラ.,づされた主桂珂旨およ

び UV 照射されなかった部分忙あるワニスは,その後の熱硬化によ

り反応し,とくに機械的特性の優れた硬化組織を形成する。

本方式をたとえぱ回転機のワニス処理法として適要する場合1ては,

次のようなメリ'ワトが期待される。

(1)均質ち(緻)密なポイルス絶縁組織が久られる。

(2)モノマや硬化剤などの抓窕を阻止し 5 るので脱公害策とな

る。

(3)硬化条件(およびスケジュール)を改変しうる凹 11"厘が人きく

なる。

(4)硬化組織は複数種の高分子網目が複合しており,郭i物1生を

具現さすことが可能である。

、^: uvsensitive prepolyrner
Ma川 Prepolymer髭丘左勿

Ⅱ
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ウラン濃縮遠心分離機

光硬化によるワニス絶縁処理法

U如少+

、十+
UV

In・adlalio"

/ー

三菱電機技報. V01.48. NO.1.1974

Initlal flu ld

Stage(varn lsh)

図 5.光硬化を用いるワニス処理法の模式図

Schematic representation of curlng principle of UV
Sensit武'e varnish

^

＼-J

高圧発電機絶縁は,機器の人容量化・高電圧化にともない,ます

ます高い信頼性が要求されるようになってきた。ターピン発電機に関

しては,1980年ビろ忙は単機容量が200万 kW を超えることが子

想、され,また水車発電機には,さらに揚水化が進むととが予想され

る。とのような背景では,絶緑の信頼性は,従来の熱的・電気的な

要因を中心とした評価に加え,さらに熱応力に伴う機械的評価が特

に重要忙なる。

このため,モギjレコイ1レによるヒートサイクル試験装置を開発し(図

6.),回転機の起動・停止時における絶縁コイルの機械的強度を研究

した結果,絶縁コイルに発生する熱応力や熱変形の発生機騰を明確

忙することができた。

さらに,大容量タービン発電機の機械的・熱的・電気的劣化に対す

る絶縁の信頼性を確認するため,200万kW級タービン発電機絶縁の

総合機能評価試験装置を開発した(ハイラ什写真)。本装置はコア長

9m の実機相当モデルを用いており,ヒートサイクル時の熱応力,熱変

形が大きく鋤くが,本装置の特長は,これら外部拘束をうけた場合

の熱応力的な問題以外に,ヒートサイクル中Kも試験電圧が印加されて

13
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図 6.絶緑コイルの4A応力の測定状況
T]1ermal stress test o{ insulat】ng co】]

おり,実機が遭遇する機械的・熱的・電気的な各種要囲が総合的K

与えられており,信頼性の滞い評価が行なえること力斗'7長である。

現作,将来製作されるであろう大形タービン発電機の絶緑に開し,従

来力式の絶緑力式ならびに斯併.1発エボ牛シ絶禄力式の機能試験を実施

しており,総合的な信頼性の硫認を行なっている。

これら高圧1田転機絶縁コイjしの熱応力忙関する麗論的なは握や,

リ引幾相当の詞!何配士,絶緑コイル、ひいては機器の恬*貞性向上忙大きく

寄ザするものと老えている。

14, Nb3Sn超電導多心、線

核1蝕合炉や大形阿転機などの超雄導確磁石忙使用する線村は,
ノ)、
「】

令系,製竃岬綜Mの性能を越えた商い磁場1寺性力よび温皮11j性が要ボ

され, N、3Snで代表される化合物系竹料忙頼る外はない。しかし化

合物の属性として硬くてもろいため線材に加工するには多くの困難

がともない,何以名的にも難点がある。そこでわれわれは Nlhsn 線

を複合加工と内部反応からなる僻川1なづ0セスで製作する方法を老案

し,合わせて極細多心珠泉化することによって安定化線付とするため

の尖験を進めた。

製作づロセスは下記フ0ーチャー1、に示すビとく, CU 管に CU クラヅド

y '

ーーー→^XI〕Tι今」ト、ヲ

研

80

9^.^ー.1^゛→ 9-"ー'ξ〕1

(1)自動化の方向

今年度の研究の課題も,血動糊立や口動1験が,主たるものであ

つたが,傾向としては,設計から加工・組立・試験を含めた生1羊ラ

インとしての合理化に注月するようになった。艮産の生産ラインにつ

いては設計の見直しが重視されており,多様化忙対応する機征の標

門セ化設計や,加工組立忙適応ナる設針'とい5点忙.多くの技術者の

渠団で検i1が行なわれるよら Kなった。

計算機の導入は一段と活発になり, DNCシステムを1'.JⅡした多数

台の機械の制御,組立機の制福1巴安全保護を行ならシ丁テム,生産ラ

戸

ず '^

^

唆

,^

ー'ーーー.ー

した N、と Sn-CU(sn90%)合金の捧左諾め込み,一体巴して線引

きした後,650~800゜C 忙加熱Lて内部反応により N、sn の複介多

心味泉とするものである。

y

Nbオ斈(CUクラ

この製法の1"散は,

(1)製造づロセスが簡単なこと

(2)極細多心'泉として安定化がはかれること

(3) f儒界磁流密皮の尚い線Mが得られることである

図7.1C試作した 0.13mm 径の線の顛界電流密皮を従来の力辻

Kよる N、δnテーづと NI)-Ti介分線の1!1性に比岐して示した。

}5.公害分析

わが剛の場υ克汚央は現在もなお大きな1上会問題で,当社も企業の

社会的↓'i任忙おいて公害防止に関しては全力をっくし努力している。

一般的に汚染防止の基礎巴もいうべき崇嶢イn料勿質の分析法に隙し

ては問題.点が多い。すなわち,分析試判としては排水・大又い丁に竣

など種々あり,それぞれの環境によっても成分が熨なること力、ら打

害物質の分析は試料採取辻・i1所劇女・操作法などに1剖}越が多い。

当社の公〒1¥防止の一環巴して公1杉)析技術の価窕を行なっく力り,

最近の研窕ネ,1i果は次忙述べるよらな辺のである。

捌水中のひ系は従来の原子吸光分析祓でけ感哩が忠K,環境1'凖

の 005Ppm 以、トで仕i則定できないし、その他の力法も分栃様竹'が

はん算K寸川題があるため,ひ索を水索化ひ索に遊y亡ヌqtL,フレーム

小忙導入して原子吸光分析法で定_敬する力法を検討し.0.01~0,C6

1〕pm ぐらいのひ系を分析できるよう忙なった。さら忙岳卯改址のイf'h

物質の定耻にワレームレスアトマイザ法を川いることを検"し,例えぱ,

カドミウム壯0OBppm であった検出隈界が0.002PI〕m になり公轡防止

の管皿をさらに厳密忙行なえるよら忙なった。また,ふっ系の分析

は蒸詔分部後分析操作の側激なイオン磁極法で定址する迅述分析法

を磁立し,応用している。

大気粉じんの金属成分は、ハイホリューム1アサンづラで1山染したi父制・を

斯しく設睡した光電測光式発光分光分析装羅を用いて,碕哨定せす

るブj法を砿立し,公害分析および工場の環境測定などK1心用してい

る。

最近第二の PCB とさわがれてφる PCT (ポリ4訂ヒテルフェコD が,

使用する成曜品の泊リ)子打料に含立れているか否かi捌べる必聖・性が

生じる場介があるので,譜多)子躬1:小卞の PCTの分析法をガスク0マト

づラフ法で検討中である。

16.生産の自動化

Sn-CU合全1斈(CUクラッ 1り

円

CU〒}ξう仔動人

10?

,?g 1 き
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図 7. N、3Sn多心線の臨界電流密度一磁場曲線

右肩の写真はその横断而図で, C゛マトリックス中にN、
を核としたNI)3Sn線が埋め込主れて込る状態を示す

Critical cutrent density of a Nb3Sn filamentary
Wite, of which cross-seC60n is shown 81,OVρ
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インのモニタリンづ安全保守を行ならシステ△,生産管理システムなど,

生産の直接作業の代替から問接作業部門の自動化の方へ役立てよ5

としてきて仇ろ。

(2)組立・ハンドリングの自動化

量産K属する製品の自動組立は,昨郁忙も増して桔力的忙開発が

行なわれた。また小量生産に属する大形機器でも反覆作業の多い部

分の自動ハンドリンづ装置の閉発が行なわれた。

(a)小形モータの自動組立ろイン

クマ取りコイ}レの組立および巻線後の端末処理が自動化された、前

者は 6 ステーシ.ンのイン手ヅクステーづル形,後者は 20ス〒ーシ,ンのインラ

イン形の装置で,後述するようにミニコンeユータで告11御される。

(b)電力計の自動組立調整ライン

電力計の計量器や永磁マグネ.り卜の組立,ならびK督負荷,全負荷

の羽整を自動で行なう 9ステーシ,ンのインライン形の装置である。青1

量器の組付けでは,歯車のかみ合い量を検出しながら行ならところ

に特長がある。

(0 )ノ.,チンづづレス用オート0ーダ

大形回転機のセづメントコアのノッチングづレスつインに設臘された。複

数のづレスを停止することなく素材の供給巴加工けの取出Lか行な

えるよ 5 になり,省力だけでなく生産能牽がト.た

(3)ミニコンeユータ応用

複雑化する省力化・自動化機器の制御奘置として,ミニコンはすで

忙実用期に入りつつあり,次の各項に示すシス〒厶の閉発を行なった。

さらに,個々の機器だけではなく,製造ライン全休の制御と管理に

ミニコンを利用し.上位計算機と打機的な結介を行なら一貫した牛産

情報システムの研窕開発を進めている。

(a)小形変圧器自動試験システム

標准小形変圧器の組立完成品について,五つの試験ス丁ーシ,ンて

絶縁・耐圧・極性・出力電圧・負荷特性などの試験を冉動的忙行な

うとともに,試験結果の記録,試験成績表の作成を行なら

(1〕)ミニコン NC

岡"2軸で4軸までの位置決めと怜郭制御を行ならτ作機械を,

岡時k 巧台まで制御可能な群管理システムの開発を進めていろ

(C)ナルト基板部品自動そう入機の群制御

ミニコン NC の応用のーつであり, NC位置決め,部古1,そ 5 入のシ

ーケンス制御を同時に8台分まで群制御する。

(d)自動布線機の群制御

リレーを多数使用する制御盤の配線作業を自動化するため、一定の

市線治具上に電線を選択布線し,電線の端末処理までを行なら NC

制御の自動布線機を開発した。 3台の布線機の位置決めとシーケンス

制御を一台のミニコンで同時処理している。

(e)製造ラインのモニタリンづと制御

小形モータの製造ラインの制御とモニダJンづを 2 台のミニコンで行な

うシステムの第 1ステヅづを完成した。 1 台のミニコンは 20ステーシ.ンの

トランスファマシンの制御を行な仏,他の 1台は,約如台の白動機の起

動・停止,ラインの流れの制御,各機械のか動状態のモニタリンづを行

なう。

め,その作業性に難点があった。

フラ.,シュの効果を解析した結果,その大半は被溶接材の加熱に費

やされており,接合面を浄化すろにはどく短いフラ',シュ時問で十分

であることが判明したので,被溶接材を他の熱源であらかじめ加熱

しておき,熱問でフラ.りシュ溶接する方法忙ついて検討した。

図 8.は伊丹製作所と共同で閉発した試作機であり,加熱源とし

ては抵抗加熱を用いて被溶接材を 1,200゜C に加熱してからフラ.,シュ

溶接を行なった。

実験の結果,本溶接法1てよりフラ.りンユ時問を薯しく短縮するとと

ができ,従来のν50程度のフラ,,シュ時間で,引張強さ・曲げ強さと

も従来のものよりすぐれた接合部の得られることが明らかになった。

その他熱問フラッシュ溶接法は材料の消耗量が少なくてすむと巴や,

加圧力・電気的入力などを低減できるので,溶接機を小形化できる

などの利点を有していろことが明らかになった。

被溶接材の加熱法としては高周波誘導加熱なども考えられるが,

熱問加工のために炉などですでに加熱された被溶接材忙適用するの

が有利であり,したがって本溶接法は熱問加工材の高速溶接法とし

て期待される。

フラッシュ溶接は接合部の強度が高く,その1口頼性も非常Kすぐれ

ているので,冷間圧延用の板継ぎや鎖の製造などに用いられてきた。

しかし接合断面積が大きくなると溶接時間が加速度的に長くなるた

17 熱間フラッシュ溶接

現在,くま取電動機はその設計方法が確立されていないため,過

去の製作図・実測チータなどを参考忙し,設計者の経験とカンを頼

りに新しいアイデアを加えて Cut and Try により設"されている。

最適設計をうるまで忙は何回も電動機を作りなおすので,設計・製

作・実験に要する時問が多大となる。

との対策として,独創的なくま取電動機の設計方法(インダクタンス

マトリックス法)を確立した。この方法は鉄心の形状・寸法・材質から

インダクタンス要素を,界磁巻線・くま取コイル・回転子導体の形状・寸

法・材質から抵抗要素をおのおの計算し,連立一次方程式のマトリヅ

クスを騰成する。与えられた電圧,周波数および速度κヌ、1して速立

一次方程式の米知数(電流)を求め,トルク・入力などを計算する。

この方法は従来提案されている Chan8, K如n 氏らの設計方法と比

較し,

(1)計算回路定数と実測回路定数との対比が可能なため計算誤

差の原因追求が容易

(2)不均一空げき(隙)機で、計算可能

などの特長がある。

図 8.熱問フラ,りシュ溶接の試作機

Prototype flash welder

18 くま(隈)取電動機設計プログラム

=菱置機技報. V01 娼. N0 卜 1974
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計井はすべて電鮮機で実施する。したがって,一定のインづツト手一

タ用紙に電動機の形状・寸法・材質を記入すれば,簡単・逐速に電

流・入力・トルク対速度曲線がアウトづ,ワトされるので,初心者でも容

易に取扱うことができ,最適設計に逹するまでの時問・喪用を大幅

に幌減できる見通しをえた。

19.ジャー炊飯器用新保温制御回路

電子ジャー炊飯器は,電子ジャーの保温機能と冠気炊飯器の自動炊

飯機能とを持つ新しいタイづの理想的な電気炊飯器として,当社が

他社に先がけ昭和47年春に発売し,好評を博している。特に,長

時問にわたり,米飯を腐敗・黄変なしに保温するには,米飯温度を

約70゜C に制御する保温制御回路が要求され,各社それぞれ工夫を

とらしているが,とれまで,サーミスタ化ータ・センサ兼用)方式,あ

るいは,サーミスタ(センサ)十SCR方式のいずれかで製品化されていた。

2!打,1COV

春JHι

研

0.4

しかし,電源電圧・周囲温度変化の補償性能,サーミスタのばらつき

調整,さらに,制御回路コストを考えると,各方式には一長一短が

あり,改良の余地が残されていた。

A回,新しく閉発したサーマルリードスィ四チ(センサ,以下TRS と称

、す)+SCR力式は,両者の長所を生かした当社独白のユニークな保温

制御回路であり,上記の問題点をいずれも解決している。以下,そ

の概要を示ナ。

(1) SCR を零点々弧制御ナるため,電波障害が全くない。

(2) SCR に対して二重のサーリ吸収回路を設けている。また,

電流ヒューズを取り付け,万一の赦障にも万全を期している。

(3) TRS は,永久磁石・感温フェライト・リードスィリチの組合せで

あり,フェライトのキュリー点が動作温度となる(この点でりードスィッチ

が動作する)ので,経時変化はほとんどなく,製品の品質は安定L

ている。また,装薔方法の検討により,組立て時の調整は,全く不

要く・ある。

(4)リードスィッチは,直接保淘止ータを制御せず, SCR のゲートを

捌御しており,電圧・電流の面で理想的な負荷条件である。

(5) TRSが本回路のかぎ巴なるが,理論・実験の両面より十分

検討を加え,その信頼性を確認している。

リードスィ',チ単体の電磁的方法による単純な開閉寿命のみでなく,

実負荷における実使用条件をシュミレートした回路仂Π速)で,ある

仏は,実機の実使用下での検討を加え,70~150゜C のヒートサイクル

5,000回,70゜C付近での ON/OFFサイクル100万回を余裕をもって満

足していることを確認して仏る。

(6)動作温度について込,炊飯器へのTRS の実装上の検討,

保温温度に関する種々の実験などを行ない,最適な値を選んでいる。

この結果,電源電圧90~ⅡOV,周囲温度一10~+40゜C のいず

れの条件で込米飯温度をほぽ'70゜Cに保持でき,周囲温度に影将た

く約15時問の保温を実現した。

今回開発した新保温制御回路は,13,].6,19Z主力3機種のづ

ヤー炊飯器に採用され,昭和47年12月より発売されている。
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Electric power Generation, Transmission and Distribution

昭和48年は,前午に引きっづき公害問題をはじめとする流動的な社会情勢,円の変動制への移行,物価上男'扣瑞眼J策のための金融引締めな

どによる景気の先行きのかげりが懸念されたが,電力は生活に不可欠のエネ1レギー源として需要はおう盛であり,発電.送配電部門は長年蓄積さ

れた技術と豊富な経験に加えて,新たな研究開発によるざん新な技術をとり入れ,数々の成果をあげることができた。

発電部門では,原子力発電がいよいよ本格的な実用期に入り,関西電力(株)高浜発電所納め,同じく大飯発電所向け等国産最大容量級の発電

機が続々誕生していることが特筆される。一方,環境保護・公害防止に対する意識が高まり,公害防止対策用機器が登場したととは,世相を反

映すると同時に,今後のーつの技術動向を示唆するものといえよう。また,従来の電力の制御機器に,而子技術がとり入れられる,いわゆるパ

ワーエレクト0ニクスは,発電機の制御用機器においても一般化し,静止化が進んだ。

送配電部門においては,ガス絶縁開閉装置(GIS)が実用期に入り,50okV級から77kV級までの電圧階級のすべてに多数採用されっつぁる。

系統制御部門では,電力会社各社で進められている,電力系統設備総合自動化計画に対応して,電力系統制御のシステム化のための,ソフトゥエア

ならびにハードゥエアに関する技術開発が積極的に進められた。すなわち,情報処理・1制御機能をっかさどるミニコンシステム,情報伝送システムなら

びに CRT によるマンマシン対話システムを有機的に結合したハードゥエアシステムおよび,電力系統の増設変更に容易に対処できるづ0づラムの開発な

ど,見るべきものがある。関西電力(株)大黒部幹線に採用された,大容量電力長距離高安定送電のための直列コン手ンサシステムは,今後の送電技
術のあり方として注目される。

自家用受配電設備においても,電鉄変電所用整流器のフ0ン沸騰冷却の開発・実用化の成功,道路管制,特忙トンネ」レ用受配電設備の最わi鋭電

機品によるシステム化等,技術革新の成果が薯しい。

以下,昭和娼午の,技術の進歩を各項目ビとに具体的に説明する。

1.1 火力および原子力発電

1.1.1 タービン発電機

昭和48年度に製作納入したターピン発電機は総計39台,4,925,

333kvA に達し,台数, kvA とも昭和47年度同様の高水準を維持

した。特記事項として次の、のがある。

(1)関西電力(株)高浜発電所納め2号機は原子力用4極機とし

て,海南発電所納め3号機は火力用2極機として,いずれも国産最

大容量級のタン手厶機である。さらに人容量の関西電力(株)大飯発電

所向け4極機を製作中であり,同機に初めて採用する水冷却固定子

コイルの製造設備を新設した。

(2)最近注目されている 0ータ振動問題に対しては,下記の対

策を実施するととにより大きな成果が得られ,振動を許容値以下の

小さな値とすることができた。

(a)工場および現地用パランス計測設備を拡充し,バランス精度の

1.発電

(、)従来から行なってきた単休 Bータパランスのほか,主要部品

単体のバランスを行なうとともに,大容量機では発砥機と励磁機の直

結バランス亀行なうこととした。

(C)軸受支持部の剛性を強化するため,発電機づラケット,フレー

ム,励磁機台板等を容量に応じて強化した。また現地据付時におい

て亀づラウト固めの改善,特殊形状基礎ポ1レトの採用等により,発電

機励磁機を基礎に強固に取付けるよう忙した。

(d)発電機,励磁機0ータにおいて構造上重量または剛性が非

対称となっている部分については,支、坪尓化するよら改善した。

(e)大容量機においては,固定子電流によるづラケ.,ト,グランドシ

ールの温度上昇および熱変形の0ータ振動に及ぽす影纓を検討・i則

定し,この防止のため,剛性強化・冷却手段を採用した。

(f)電算機づ0づラ△によりあらかじめ振動特性をは(把)握する

と巴もに,計算結果をバランスに利用するとととした。また軸受台加

振テスト等を行なって,計算に使用する定数を実測値により補正し

計算の精度向上をはかった。

(3)輸出機の増加が著しく,28 台,1,984,223kvAのみぞう(未

曽有)の製作実績を達成した。

1.国内事用タービン発電機

昭和娼年度に納入および製作中の事業用発電機の代表的なもの
力 は以下のとおりである。

(1)関西電力(株)大飯発電所向け1号・ 2号発電機

1β釦MVA 24kV 1βⅨ)Tpm 09PFO.58SCR 水素ガス墜

5 kg/cm9

火力・原子力を含めての国産最大容量機で,固定子コイルには中

空中実素線組み合せの水冷却,回転子コイルには Pressurized Gap

冷却,固定子鉄心には複式放射通風を採用している。クーラ捻発電機

三菱電機技報, V01.48. NO,1.1974

向上をはかった。

表 1.タ
Brief review

昭和48年度納入

台撤総出力

国内事業用 2,7刀'0004 8.183,000

国内自家用

轄 出 54

ン発電機製作概況
turbine-generators built

787,644

89計

7

製作中

台数総出力
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図 1.関西電力(株)商浜発電所2号機920MVA,1,800即m
内部冷却タービン発電機

920 MVA,1βoorpln lnnet-CO0]ed turbine-generator {or
Takahama powet station unit NO.2 0f Kansai Electric

Power co

〆

メ司

上部に軸方向に配置し,づ口ワを軸の両端部に設けた織造とする。

四年中ごろの完成を目指して現在鋭意製作中である。

(2)関西電力休凋商浜発枢所納め2・号発電機

920 MVA 22kv l,800 印m o.9 PF O.58SCR 水素ガス圧

4 kg/cm2

阿所納め1号機と同一定格・祠一描造のもので,固定子コイルに

2列べントチューづ,固定子鉄心に軸力向通風を採用した内部冷却機で

ある。励磁力式はづラシレス励磁機(定格3,50okw)である。現在据

付中であり,さらに同一形式の鬨西冠力休凋美浜発電所向け3号機

を製作中である。

(3)九州電力休幻玄海発匙所納め1号発電機

625MVA 19kV 1βoorpm o.9PF O.58SCR 水素ガス圧

4kg/剖no

非対称スロ,,ト配確の回転子を採用した最初の機械であり,負荷岫

空げき(隙X滋束波形の改善,りアクタンスの減少によって,多ξ雁機設

訓1鄭桁の高皮化を目指したものである。固定子コイルは 2列べントチ

ユーづ,固定子鉄心は軸方向通風を採用した内部冷却機で,づラシレス

Wル腹機の定格は2βookW である。現在据村'中である。

(4)関西電力(株)海南発電所納め3号発電機

670 MVA 19 kV 3,600.pm o.9 PF O.58SCR 水素ガス圧

4 kg/cm2

さきに納入した同電力姫路第二発電所5号機と同一定格・同・一構

造のもので,固定子コイルに2列ぺントチューづ,回転子コイルに Pres・

脚血edGaP 冷却を採用して冷却効果の改善を図った内部冷却機で

ある。2βookW 505ゆm 電動直流励磁機は,この型式として最大

級であり,常用機は屋内型,予備機は二重ハウジングの屋外型である。

励磁機駆動用3,050kW誘遵電動機は,二分割のタンデム配置とし,

起動電流抑制のため順序起動方式を採用している。

(5)九州電力中櫛川内発電所納め1号発電機

556MVA 18kV 3,60otpm o.9PF 058SCR 水素ガス圧

41くg/cm2

励磁方式としてづラシレス励磁機を用いた国内火力用最大容量機で,

励磁機定格は2,70okW である。固定子コイルに 2列べントチューづを

採用した。工場にお仏て振動調整を含む各種試験を順調に終了し,

現在据付中である。
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昭和48年度に述転を開始した代表的な発電機には,次のものが

ある。

(1)関西磁力(株)姫路第二窕枢所納め5号670MVA発電機は,

振動綱整を含む各種の現地試験・ヨι1整および試運転を好成績のうち

に完了し,営業運転を開始した。

(2)東京電力 q櫛南横浜発屯所納め3号2×278MVA発電機

は,ク0スコンパウンド機にづラシレス励磁機を適用した最初の機械であり,

中速同期法を採用したものである。現地における各種試験を好成績

のうちに完了し,との抵ど営業述転を開始した。 2×1,350kW 3,0Ⅸ)

ゆmづうシレス励磁機は,中速同期時の 1,50OTpm において,同期化

に必要な励磁電力を十分1こg顎洽できる設剤'としている。

2.国内自家用タービン発電機

国内内家用タービン発電機は県氣の沈沸の影響で製作実績,台数

.容量と、に低調であったが,設備投資の回復とともに単機て、50

MVA を越す大容量機(水索冷却・空気冷却)を多数受注しており,

今後の伸びが期待される。

大王製紙伊凋向け75MVA機は水素冷却で,このクラスで初めて

回転子にラづアルベント冷却を採用した。工場試験でその冷却効果を確

認し,引き続き同一定格機を}台製作中であるが,今後の自家用大

容量機の冷却力式として多く採用される見込みである。

3.輸出タービン発電機

円切り上げによる輸出環境の悪化にもかかわらず輸出タービン発

電機は大容量・小容量ともに非常な活況を呈している。代表的な発

電機につφて述べる。

(1)メキシコ CFE L篭Una verde 向け750MVA 発電機は原子

力用4極ターピン発電機で初めての輸出機であり,激しい国際競争忙

打ちかって三菱グルーづが二次系の受注に成功したものである。冷却

方式は固定子・回転子と屯内部冷却て,獣t称スロット配置回転子等

の最新の技術を採り入れた設計である。

(2)台湾電力伊櫛大林発電所向け5号590MVA発電機は輪出

火力機として本邦最大の機械であり,固定子コイルの冷却に2列べ

ントチューづを採用した内部冷却機である。励磁方式はづラシレスでそ

の容量3βookW は3βoorpm機として本邦最大のものである0 同

一仕様で協和発電所向けに1台製作中である。

(3)タイ EGAT soutb Bangkok 向け 4号415MVA 機は,50

2 発電・送配電

図 2.九州電力(株)川内発電所1号機託6MVA,3,600ゆm
内部冷却タービン発電機

556 MVA,3,60OTpm lnnel-CO0】ed tuTblne generator for
Sendaipower station unjt NO.1 0f Kyushu Electric
Power co、
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11Z の輸出機として最大級のもので昨年納入した3号機と同一仕様
の内部冷却機である。

(4)メキシコ CFE Tula 向け 1,3,4号, salamanca 向け 3号
346MVA 機は,いずれも昨年納入した Tula2号機と同一仕様の

内部冷却機で2台を納入,2台を製作中である。

(5)トルコ TEK seyltδmer 向け3号188MVA機は,水素冷却

の最大容量機で回転子の冷却にラづアルペントを採用して仏る。励磁容

量は330V 690kWでサイリスタ自励式の最大容量機である。

(6)コ0ンeア 1CEL TeTmopaipa 向け 2号878MVA 機壯,水

素冷却機で厳しい輸送制限のため,回転子にラづアルベントを採用して
発電機寸法を小さくするとともに分割フレームを採用した。また同機

には,電解式の水素発生装置を付属している。

(フ)東洋エンづニブルづ経由ぺルー石油公団向け3×24.2MVA機

は,開放ユニ・"トパッケージ形ガスターピン発電機で,海岸近くの砂漠地帯

に設置されるため,開口部には砂じん(塵)対策,腐食対策の目的で

ガラス繊維強化ビニール樹脂を使用する。

(8)ワイリリピン Marinduque 鉱山向け 3×25MVA 機は,短絡
比07以上,初期過渡りアクタンス15%以上の両方を満足する設計と

なって仏る。

(9)メ千シコ CFE向け38.8MVA機は,既設他社同一定格水素

冷却発電機の代替品であるが,高効率と寸法制限を満足するためコ

イjレエンド部分に非磁性材を採用するとと等により空気冷却機で製作
した。

aのづラジル UsiminaS 製鉄所向け2×3.75MVA 機は,発電機

とタービンの問に大きな GD2 を持つづ口ワを持っており,系統の周

波数変動により生ずる応力に対し50MWクうスと同じ高張力軸材

を使用している。

al)上記のほか空気冷却機は,同一顧客に対し同一定格機を複

数台納入する場合が多仏ことと,短絡容量増加を抑えるため回転子

コイルにF種絶縁を採用し,初期過渡りアクタンスを大きくした設計が

数台あるこ巴が特長である。

a2)励磁方式仕,大容量・小容量ともにづラシレス励磁方式が大

半であり,特に輸出機では客先仕様で小容量づラシレス励磁機に、大

容量機と同様の副励磁機(永久磁石発電機)付きのものがふえている。

4.発電主回路接続装置(GMCS)およびバスダクト類

発電主回路接続装置とは,大容量発電機の出力を主変圧器に伝達

ナる電導接続装置で,最近,さらに強く要請される高信頼性と省力

化およぴ小形化に対し,最新の技術によって総合的にとれらに対処

ナろ製品である。

この総合装置は,発電機から主変圧器に至る問の相分雌母線構造

の主導体部,その両端の発電機端子部,変圧器端子部,ならびに分

岐導体部, PT-SAキューピクル部,架台部および冷却システム部から

なり,さらに開閉装置部が設けられる場合凾ある。これらを総称し

て GMCS (GeneTator Maln circult system)と名付け,大容量の

火力・原子力・水力(揚水を含む)向けに開発を継続してきた。と

のGMCSの構造上の特長は,発電機端子部および変圧器端子部に

おける機器問の性能上の協調,ならびに空間的制約を克服した点に

あり,今後の一層の大容量化に対して,技術的な見通しを得た点に

ある。本年度には関西電力(株)姫路第二発電所5号機用 GMCS が

運転を開始し,同高浜原子力発電所1号機および九州電力(株)川内

発電所納入品の据付けを完了し,現在,輸出工事などを含めて数件

の工事に着手している。

また,パスダクト類にっいても顕著な合理化の成果が得られた。

1.タービン用電気ガバナ

(1) EH ガバナおよびターボマスタ

昭和42年以来三菱重工業(株)と当社とで開発製作を進めてきた。

EHガノ汁を採用した60OMW 蒸気ターじンが,関西電力(株)姫路第
二発電所5号ユニ.ワトで運転を開始した。

EHガバナは,電子演算回路と高圧油系統を組み合せて構成される

電気一油圧式ガパナで,従来の30opsig油圧式ガパナに比較し,高

性能.速応性などのすぐれた特長を持っており,操作面においても

計算機.ボイラ制御装置などとの組み合せが容易で,本ユニ,トにお

いてもこれらの特長を生かした運転が行なわれ,そのすぐれた性能

が実証された。昭和娼年には引続き3台の装置が出荷されると共

に5台の装置の製作が行なわれており,今後の大容量タービンにはす

べてこのガバナが使用されるであろう。

また,中容量ターピン用電気一油圧式ガバナであるターポマスタを採

用したタービン玉2台が営業運転を開始し,合せて3台が現在順調に

運転中である。とのガバナは既設づラントに対する需要も見込まれて

おり,今後の発展が期待される。

( 2)ターボマトリ.,クス

三菱重工業(株)との共同開発で大王製舐(株)(三島)向け66MW

混圧抽気タービン用電気ガパナを現地試験中である。事業用ターピンの

電気ガバナの経験を生かし,自家発電用の多様な要求に対処できる

よう各制御要素の標準モジュール化を徹底させ,ピ1レ手インづづ口.,ク方式

による制御システム構成を可能としてある。

IC演算増幅器を主体とするアナ0グ制御方式を使用しているが,

事業用タービンの電気ガバナのもっ特色の抵かに産業用ターピンの多変

数制御系の干渉を取除くため,不干渉制御マトリックスを使用してい

るのが大きな特色となっている。今後機械式ガバナの機能をさらに

拡張し,保守容易で高信頼度のあるタイ'ン制御装置として広く採用

される込のと期待している。

2.バーナ自動制御装置

当社は従来パーナ自動制御装置において,ソリ.りドステートワイヤード0

ジック方式である MASC-10システムを完成させ実用化してきたが,

一方,0ジヅク構成の柔軟性ならびに信頼度向上への努力の結果,信

頼性管理の標準化のはかりやすい時系列ストアドづ0づラム方式を採用

し,さらにコンボーネントのIC化を実現したMELCAPシステムを登場

させ,着実にその実績を上げてきていろ。

すなわち MELCAPシステムは九州電力(株)唐津発電所3B向け

および関西電力(株)姫路第二発電所5B向けとしてそれぞれ納入

され順調か動中であり,その他2~3づラントも計画および設計中で

あろ。一方48年度は MAS010システムとの共存時期でもあり,

MASC-10システムとして、東京電力(株)鹿島発電所5B および袖ケ

浦発電所IB向けがそれぞれ完成納入された。

バーナ制御装置としてのより高い信頼性への努力は絶えず続けら

れ新し仏試みもいくつかなされてきており,両システムにおける入出

カインタフェースの電気的絶縁、その一例である。

3.タービン発電機の制御装置

昭和48年には,従来から推進している計算機と,アナ0づサづルーづ

を連系するととにより,づうントの広範囲な自動起動,自動運転をさ

1.1.2 調整装
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らにおし進めると共に, DACAガパナ Kおφては,1C化されたスピ

ードチャネルを採用して,回転数変換器の直線性を飛躍的に高め,

BCD カウンタ, D-A変換器の IC化をはかり,奘置の小形化・高伝

頼性化を進めた。

4.自動電圧調整装置

発電機の容量の増大や系統の複雑化に伴い,速応性がよく発電機

や系統の保護や補償などの各種機能を追加できる AVRが要求され

ろようになり,昭和妬年より磁気増幅器のかわりに半遵休を使別

したMWTA形AVRの開発を進めてきた。

このMWTA形AVR のづラシレス励磁機用としての第1・号機が,

昭和娼年6月より東京電力中凋南横浜発電所3号機にて運転を開

始した。静止励磁装置用としても,昭村ld8年6岡より関西電力(斜0

下小鳥水力発電所にて運転を開始した。どちら込速応性や安定性等

の性能を十分に発抑し,大き壮問題もなく1順J出C 運転を続けてい

る。

今後昭和49年から昭利50年度にかけて,圈内で約8づラントが,

輸出でも約10づラントが運転を開始する予定である。

MWTA形AVRに追加できる機能の中で,最近特に発電機の容

量の増大に伴う系統の安定度の問題から系統安定化装置が注目され

てきた。との系統安定化装置は,従来の磁気増幅器を使用した AV

Rにも付属あるいは追加することができ,今後ますますその必要性

力薪兪議されるであろう。

5.タービン発電機軸振動監視装置

ターピン発電機の異常振動による重火ボ故を米然に防止するため異

常振動発生時に,警報のみならず白動的にターピンをトリッづさせる

装置,および振動を連続記録・監視する装置を,現在の機能強化と

して製作し,東京冠力ぜ洞に3台,開西電力q漏に1台納入し,順

詔"Cか動中である。

異常振動検出装羅はマイクロコントローラMELNnC を用いて榊成さ

れ,各刺皮の振動を単に絶対値だけでなく,その変化率についても

常時監視し,振動の制限値を,振動の変化に機械個々の特性を考慮

して,各軸ビとに速度あるいは負荷をパラメータにきめ細かく設定し,

MELMIC に記憶させると共に,計測値と記憶された制限値との偏

差の大きさにより,警報表示を出したり,さらには自動的にタービン

をトリッづさせる機能を持ち,さらに運転に便利なよらに中央好H乍盤

に各軸の計担Ⅲ直をチイリタル表示させる。

さらに,振動の絶対値のみに注目して,異常時に警報およびトリ

四づ指令を出すワイヤードロづヅク装置とのインタロ.ワクを組み,二重化構

成として装置の信頼性が低下しないように考慮している。

また,記録計は連続多ぺン方式とし,振動値のほかに,回転数,

(併入後は負荷)も同時に記録して,振動監視に非常に便利なシステム

を完成し, A・後もこの種奘置の拡大が期待される。

備のポイラクリーンアヅづからづうント停止までと広純囲にたり,白ーケン

ス制御装置と共にその成果が期待される。

(2)土事の省力化

ユニットの大形化に伴い,ケーづルのΥlf没1庁工写;量も多ブくなものとな

つており,東京電力伊幻南横浜発電所3号機のマーシャリングポリクス,

九州電ブJ(株)川内発電所1'号機の WN-P形メタルクラヅドの採用等ケ

ーづルの多心化による省力化に火幅な進歩がみられた。

(3)排煙脱硫装置

公害問題の発生に伴い,火力発電所においても排煙中に含まれる

硫黄分を基池値以下に抑える必要があり,排煙脱航奘置が最近各所

に建設されつつぁるが,それに伴ら制御盤・グラフィク継・配開奘胤

を中部電力ぜ知西名古屋発電所・東北電力伊知八戸発砥所に製作納

入した。

2.ガスタービン発電用配電盤

近年の短納期要求にヌ、j処するため,制鶴1・監悦項目が機能ごとに

巧妙に分割されたづロヅクバネル方式を採用した。これにより,標準化

を客易にした,各づロヅクパネルの製作は机上で可能であり,作業性が

大幅に改良された,各づ0ツクパネル問結線を多心コネクタにてづレファ

づ化したことにより,結線作業呈が低減さナしメし従来形に比し納期

短縮に成功した,等の成果を収めた。

これまで,本方式配電盤を採用した短納期のMW-5田G形十数

台を受注,既に半数を製作・納入し,好結果を得た。本機にはづ口

グラマづルシーケンサを採用し,補助継冠瓣による制御は行なっていな

い。さらに即納を目標とする MW-191G 形用標準化仕込配電盤4

台も,本づ0ツクパネルブj式忙て製作完了しており,制御回路部分にも

機能別づ口.,クパネル化を採用した。ガスタービン発電用配電継としては,

今後ます主す標鞭化を計ることにより,類納期づラントの受注が期待

て、きる。

1.火力発電所用配電盤

火力発電づラントの大形化・省力化の進展に伴い,づラントの制御だ

けでなく,機器の安全運転・公害防止の力面に、新技術が採用され

ており,以下にその概要について述べる。

(1)計算機制御

事業用火力発電づラントの制御系統に占める計算機の割合は年々

増大しつつぁり,建設中の某火力発電所では,その範囲も起動前池

配電盤1.1.3

1.ボイラ用補機

公害対策の一環としてNOX減少六ξ策用の GMF設置が各発電所

で続々と進められ,しかもその仕様は 350~400゜C で 700~80omm

Aqという従来の GRF より高い発生風圧を要求されるようになっ

た。当社ではこれに対処するため効率がよく電動機容量も小さくで

きる高温用翼形送風機 KJ2200シリーズ, KJ2300 シリーズを開発し

て GMF に適用するよ5 にした。効率もラジアル形に比べ10%以上

ア,,づし,運転コストの低減,騒音低減の面からはもちろん,振動等

の安定性の面からも大いに高温用送風機として推奨できるものであ

る。

第1号機として東京電力(株)横須賀発電所 3B 向けにKJ22120

片吸込み1,wokW2台を納入した。続いて,南横浜発電所IB向け

に KJ23120 両吸込み1,750kW 2 台,五井発電所 IB 向けに KJ

22113片吸込み 750kW1台,横須賀発電所1,2B 向けにKJ22107

片吸込み郭okW各々2台を現在製作中である。

GRF としては袖ケ浦発電所2B I,00OMW用に貿形送風機を初

めて採用し,十分なる検討を重ねたうぇ, FJ22135両吸込み4,000

kW を製作中で49年5月に納入子定である。

またFDFでは騒音対策として,送風機用サイレンサの研究開発を

重ねてきたが,これまでの実績上,ユーザの指定騒音値を十分に達成

し得る性能を示している。

2

補機および制御盤1.1.4
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特にFDF用サイレンサとして九州電力(株)唐津発電所3B期MW

に納入したものは,指定騒音80A ホンに対してサイレンサ正面 3m

地点で76~フ7Aホン,同じく新相ノ浦発電所 IB向けではサイレンサ

正面で79~80Aホンという設計どぅりの減音特性を尓している。

現在送風機の騒音ヌす策としては80Aホン以下の場合は小屋掛け方

式が一般に採用されているが,当社ではサイレンサのみで75Aホンま

では十分対処できると確信している。

コスト低減,および送風機の保守点検 1二からも小屋掛け方式より

も有利であろう。

2.補機用電動機

最近の発電所補機電動機の大形化はめざましく,しかも低騒音化

の要求がますます厳しくなっている。さらに公害対策としての大容

量防爆電動機の出現も最近のめだった傾向である。

代表的な、のをあげる巴,九州電力(株)玄海発電所納め給水ボン

づ用 4,10okW 2極防滴保護形かビ形,東京電力(株)鹿島発電所

納め強圧通風機用7,70okW 4極全閉内冷形かご形騒音85(A)ホ

ン以下,東京電力(株)鹿島発電所納めガス再循環通風機用2,150

kW 8極全閉外扇形安全増防爆形騒音85(A)ホン以下等があり,

いずれ亀この分野における記録的製品である。

3.耐用コントロールセンタ

原子力発電所の安全性向上のーつとして電気機器に,より十分な

耐震性を垢たせることが要望されている。当社耐震用コントロールセン

タはとの要望にそうよう盤構造,使用器具などに老慮を払い,実奘

品を大形加震台に取り付け,盤の共振周波数下で加振し機械的,電

気的に異常のないことを確認した。また現地据付後,メカニカルインピ

ーダンス測定により前記実験結果との相異についても確認している。

当社耐震用コントロールセンタは下記仕様により標準コントロールセンタ

の10倍以上の耐震性を有している。

Aタイづ:はり(梁)無しの場合

(1)標準コントロールセンタ箱構造を補強し剛性増加

(2)耐震用器具の使用により誤動作防止

Bタイづ:はり有りの場合

(1)コントロールセンタ上部を壁からはりで支持し剛性増加

(2)標準噐具による耐震用特殊シーケンス(実用新案登録申請中)

の使用により誤動作防止

上記Aタイづにはりを付けた場合は,さらに耐震性は向上すろ。

て注目される。このづラントでは通常運転時の制御,監視を主とする

主制御盤の低かに,起動停止時および補助系統のルーチン操作を行な

うづラフィック形の補助制御盤を設け,有効適釖な運転ができるよう

に配慮されている。また有効電力,無効電力の制御装置として従来

のアナロづ形に代わり,ミニコン(MELMIC)が採用されている。同発

電所2号機の共同研究も着々と進渉中で1号機忙比し,自動化およ

び安全性の向上が一段と計られようとしている。

さらに本邦最大容量の原子力発電づうントとなる関西電力(株)人

飯発電所1,2・号機(1,]75MNve)をはじめ,美浜発電所3号機(826

MNve),四国電力(株)伊方発電所 1号機(566Mwe)についても機

器の大容量化,信頼性・安全性の向上に寄与すべき,数々の技術的

新機軸を導入しながら,鋭意づラントの設計,機器の製作をすすめて

いる。

2.高速増殖炉プラント

動力炉・核燃料開発事業団が建設中の高速実験炉「常陽」向け,

リニアインダクションボンづ,ナトリウム漏えい(洩)検出装置をはじめとする

二次冷却系電気計装設備の工場出荷を完了し,現地据付,試験中で

ある。さらに高速増殖炉の原形炉となる「亀んじゅ」(30OMwe)

についても,電気設備および計測制御設備を中心として担当した三

次設計を完了し,新技術の開拓に寄与した。

1.2 水力発

1.2.1 水車発電機

三菱機技報. V01.娼. NO.1.1974

1.軽水炉発電設備

関西電力(株)高浜発電所1号機(826Mwe)は昭和49年夏の運

転開始を目ざし,鋭意現地試験,調整中であろ。PWR形原子力発

電づラント用として,本邦初の国産制御用計算機となる当社の MEL・

COM-350-30F形制御用計算機が威力を発揮している。

また同2号機用電気機器もその出荷据付を完了し,逐次現地試験

を実施している。1号機に比し,電気計装品の国産化率が一段と増

し,原子炉トリ,,づしゃ断器・放射線監視装置・炉外核計装設備・原

子炉保護ルーラ.,ク・制御棒駆動用制御装置およびその電源設備な

ど重要な電気計装機器に当社製品が採用されていろ。

九州電力(株)玄海発電所1号機(559Mwe)についても電気機器

の出荷を抵ぽ完了し,昭和50年7月の運転開始を目ざし,据付,

試験中である。高浜2号機同様,国産化をおしすすめたづラントとし

原子力設備1.1.5

昭和娼年中に運転開始した水車発電機は,9づラント延べ18台に

および非常に活況を呈した。そのうちおもなものを紹介する。

まずオーストラリアではテュマットー3 発電所納め 4号機 278/263.2

MVA発電電動機が8月から好調に運転を開始した。南ア丈仂では

4力国で4づラントの建設を進めていたが,日本およびヨー0ヅパのメ

ーカ十数社の共同製作によるづラジル最大のイリヤソルテーラ発電所納め

170MVA水車発電機20台のうち,当社担当の 1号機および2号機

がトッづをきって好調に運転を開始し,日本の重電機技術の優秀性

を内外に誇示することができた。また発電専用機としては国内最大

容量の関西電力(株)下小鳥発電所納め 146MVA水車発電機(工場

試験を省略した)が,予定より 1力月以上早く5月より運転して

いる。

昭和娼年度に製作した水車発電機の特長は以下のとおりである。

(1)ベエネズエラグリ発電所納め264.5だ30MVA水車発電機は昨

年に引続き3台目を納入した。励磁方式はサイリスタ励磁装置であ

る。

(2)づラづルサルトオソリオ発電所納め1945n70MVA水車発電機

は低速大容量で,サイリスタ励磁方式を用いた。しかも回転子に要求

されるは,'み車効果 GD2 が32,ooot-n)2(2a=フ.4秒)と非常に大

きいため,回転子直径が11mを超える大形機となっている。

(3)北海道電力(株)新冠発電所納め105MVA九02MW発電電

動機はゞりア形ボンづ水車に直結されるものとしては,国内最大容量

のものである。また回転子に要求されるはずみ車効果GD2が4,000

t-m2(2H=5.6秒)と大きいにもかかわら,、,低減電圧による自己

始動方式が採用されたため強力な始動巻線をそなえている。

(4)スリうンカウクウエラ発電所納め27MVA 30OTpm 水車発電機

用には,保守面に対する現地特殊事情を考慮してづラシレス励磁機を

採用した。

電
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(5)とのほか国内の高揚程大容量揚水発電所の建設がますます

増加する傾向にあるため,発電電動機の高速大容量化にそなえ,あ

らゆる分野において研究開発を進め,新時代に刈応できる態勢をと

とのえている。

水冷却水東発電機;高速火容風の発確電動機に水冷却方式が近い

将来に採用される機運にある。当社では30MVA (相当)の水冷却

発電機を試作して各種の運転試験を突施し,本楴的な水冷1紗、W11機

の受注にそなえている。
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信頼度設計と特別品質管理体制の、とIC製作され,好評のうちに営

業運転に入り,当社の品質第一主義を実証した。

大容量揚水発電所の運転制御裴置巴して製作小の北海道電力(株)

斯冠発電斯および関西電力中凋奥多々良木発電所向けの設針が完了,

それぞれ昭和四年および昭和50午の運朋をめざし特別品質管郡休

制の屯とに製作が開始された。

水力発電所群の染中制御は第2段階を迎え,集中制御所に計算機

を導入して,より高度な運用が計られる傾向にある。束京電力中知

尻川制御所向け水系制御装置を現在製作中である。

3.輸出向け制御装置

海外初のフルタンキージョづとして建設を進めていた台湾 TRDC 曽

文水庫発電所(55MVA)が完成,営業運転に入った。当社の総合

技術力の成果である。

カナダクーテナイカナル発電所向け水井詞"速機に知kg/cm?と油圧を高

く,高性能をもっ HDガノけを初めて採用,その開発・設計を完了

した。

アルゼンチンフタル1フ発電所向けで現地産仰Ⅱ卸裴置,づラづルサルトオソリ

オ発電所向けで ASEA 社の電気ガバナ,シーメンス社の励磁トランス,

スリランカウク1ラ発電所向けで欧州メーカの制御装置類を採用するなど

国際分業化が目立ってきた。

4.自動電圧調整装置

昭和48年6月より関西電力休幻下小鳥発電所にて MWTA 形

AVR の静止励磁奘置用巴して運転を剛姑した。(関係記泰は火力

1,1.2 項(Cて側手eしたので参照されたφ)

ノ

'

1,2.2 制御装置

1.サイリスタ起動装置

揚水発電電動機のボンづ述転時における新らしい起動方式として,

研究開発を進めていたサイリスタ起動装置の開発を完了,その試作裴

置を実機 a35MVA 600ゆm 水車発電機)に適用して,起動・せ

ん俳ij)速・回生制動など一連の工場試験に成功した。

昭和48年7打,との研究開発の成果を公開,工場試験をリ討厄し

て拐水発電関係者の注目を集めた。

サイリスタ起動方式はサイリスタ素子(SCR)を応用した静止形周波数

変換奘置による起動法で,他の起動方式にくらべて次のような特長

を持つため,今後の大容量揚水機では主流と考えられている。

(1)大容量機に対してほ巴ノVざ制限なく適用可能である。

(2)静止形のため保守が容易である。

(3)多数号機に対して共通に使用可能である。

(4)起動が迅速である。

(5)電気づレーキとして、使用できる。

今回の研究開発の成功によりサイリスタ起動における動特性が解析

され,今後の大容量揚水機用サイリスタ起動装置の製作技術の基礎を

確立した。

2.国内向け制御装置

関西電力(株)下小鳥発電所(1妬MVA)納め運転制御奘置は,高

昭羽148年度の主な傾向と特長は次のとおりである。

(1) 47年と同様に原子力発電所,電電公社のデータ通信局,上

下水道等の非常電源として2,oookvA以上の火芥最機を多数納人

した。今後も需要増大が期待される分野である。

(2) 6月1Πの消防法改正に伴い非常用電源に使用される発電

セ'汁のシリーズ化を行ない即納体制を硫立した。 18,35,70kvA

(φずれも 60H.運転時の出プD の 3機種に引続き,140,230kvA

の大形機を PGシリーズとして主とめた。各機種とも完全パッケージ化

されているので据付期問が短縮され,電気室スペースを縮少できる。

(3)海外鉱物資源の自主開発に伴い,1_U元で電源として使用さ

れる火容量ディーゼル発電づラント用として副'9 台,総客量57,250

kvA を製作中である。今後も電源のない海外鉱山向け需要のM大

することが予想される。

(4)国内で、電力需給のひっ G憂)迪により Eークカヅト井1として

も需要が伸びている。娼年度は割10台,総容量13、475kvA の発

電設備を製作中である。また電気炉用電源として 7×6,450kvA の

大容量づラントを受注して鋭意製作中である。

1.3 ディーゼル発電

P.発電・送配電
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22kV固体絶緑開閉装買は,キ回路絶緑部分をすぐれた特性の工

ポキン樹脂およびEPTゴムを用いて絶緑し,それらの表面に接地層

を設けて超小形にすると同時に,安全性を高めて万一の事故の波及

を防止し,また,しゃ断部にも真空スィ',チ管を用込て装置を密圭1し,

省力化を図っている。

本年もとれらの特長を生かし,東京電力(株)および関西電力(株)

管内の都心部の22kV配電用変電所へ8変電所分130ユニ.,トを納入

し,約 100ユニリトを受注・製作中である。

また,配電近代化,保守の省力化より,東京電力(株)沼津地区の

訟/661(V 3,oookvA 配電塔の22kV側しゃ断器に固体絶緑開閉装

貿のユニ.汁が採用された。変圧器とその関連開閉器を一括した,全

裴可搬の配電塔は,今後の新用途に期待されている。

2.1 縮小形変電所

2.1.1 固体絶縁開閉装置

2.送 配

当社がSF6 を主絶緑媒体としてガス絶緑開閉装置(GIS)を製作

してすでに10年近くになる。との問 GIS 絶縁の合理化・高信頼度

化を目指して SF6ガス絶縁の基本特性の研究を進め手ータを蓄積し

てきた。

高気圧SF6ガスは本来高い破壊電界を、つので,ギャヅづ中の小さ

な粒子や電極上の徹小なおらとつ(凹凸)が弱点となって絶縁特性を

低下させる。とれらの弱点は統計的性質を持つので, SF6ガスの絶

縁特性はきわめて複雑である。

今年度は特に各種の電極系について,電極上の弱点の効果に注目

して実験的および理論的な検討を進めた結果,次の諸点を明らかに

することができた。

(1)ガス圧力,電極の面積および表面処理によって,絶緑破壊

特性がガス自体の性質により決まる領域と,電極上の弱点の影響を

受けて低下する領域がある。とれらの領域の境界を定量的に求め

た。

(2)電極の影縛による破壊電圧の低下をワイづ1レ分布の理論に

より定量的に検討し,実験室におけるゞータと実機の絶縁特性との

関係を明らかにした。

昭和48年には77kv~154kV までの電圧階級のものは亀ちろん,

世界に先がけて50okv GIS を製作・納入,現在18か所の納入先

で順調に運転されている。

50okv GIS は,製作所における実モ手ルによる長期課電通電試

験,絶縁物の長期課電試験系による実績と経験を裏付け巴して製品

化し,同時に製造面の合理化,組立土場の整備を図り,万全の態勢

を繋えた。

昭和娼イギに納入された GIS のうち,その卞なt)のについて紹介

,、る。

1.フフ~154kv GIS

(1)関西電力(株)百済変電所納め 154/フ7kv GIS

百済変電所は,大阪市南部の中心街に電力を供給する変電所とし

て新設されたもので,その規模は,154/フ7kV 250MVA変圧器2

電

2.1.2 ガス絶縁開閉装置(GIS)

郭

図 4.名古屋市水道局猪高配水場納め77kv GIS

フ7kv Gls for ldaka wateT supply pla址 of the Nagoya
City water woTks bureau.

パンクの変電所である。 GIS は,154kV 開閉装置,フ7kV 開閉装置,

100号および70号絶緑の中性点開閉装置であり,外部との接続はす

べてケーづル接続であり,154kv GIS および中性点 GIS は変圧器

と直結構造とした,課電部の露出が全くないパーフェクトクローズ形で

ある。定格電流は,154kV側が 1,50OA,フ7kV 側は変圧器二次が

3,00OA,各引出回線は 1,20OA であり,バンク間の母線連絡をケーづ

ルによって接続している。

(2)名古屋市水道局猪高配水場納め77kv GIS

猪高配水場受電変電所は,配水場ボンづ設備の増設に伴って66

kV 受電より77kV に昇圧した、ので,フ7kV 受電設備用GISとし

ては最初の MOF直結形のものである。その構成は,2回線引込み

(1回線常用予備) 2バンクであり,バンク問に母線区分断路器を設置

している。引込方式は,架空線引込みで,変圧器とは直結方式で接

続され,定格電流は80OA である。官公庁向け GIS 1号機として

好調に実用運転中の玉のである。図4.忙外観を示す。

2.50okv GIS

(1)関西電力(株)猪名川変電所納め50okv GIS

猪名川変電所は,関西地域への電力供給力向上に対処するために

山陰方面の電力を導入するとと屯に,外輪線と連けいする拠点とし

て建設されたものである。

GIS としては架空線引込み,しゃ断器1台,断路器2台,接地饗

置4台および変流器6台から構成され,定格電流4,00OA の母線を

架空線とした,いわゆるハイづり.ワト形GIS である。

50okv GIS の信頼性を向上させるため,制御回路・ガスコンづレ.りサ

等の二重化対策を実施するとと亀に,受入試験についても,長時間

課電試験,コ0ナ試験等,従来にないきびしい条件で試験している。

外観は,ハイライト写真を参照されたい。

2.2.1

電力会社において,計画あるいは推進されている設備総合自動化

に必要な基本技術のうち下記の開発を完了した。

2.2 系統制御

電力系統設備総合自動化システムの開発

三菱電機技報. V01.48 ・ NO.1・1974
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図 5.カラー CRT ディスづレイによる変確所スケルトンの表示例
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a co]or cRT display

(1) CRT チイスづレイによる運転監視制御

従来,系統の靴視制御は系統衷示盤,計器継,採作机を靴介せて

突宛されてきたが,系統の火規届Ⅱヒ,複雑化とともにそれぞれの奘

1溌は非常忙大形巴なり,使い難いものとなりつつぁる。これ忙klL

カラー CRT ゞイスづレイとライトペンを適用して,系統桝成状熊・運用状

態の表示,捌i卿操作等・一連の運転監視制御を容易に行なえるように

した。

(2)系統の増設変更IC伴らづ口づラムの追加変更

系統詮備の揃設変更に伴い, CRT画而の変更および隅1連づ0グラム

の変史が必要であるが,とれらを CRTディスづレイを介して行なえる

ようにした。とれにより総合血耐Hヒシステムの拡張性・変処性を大祝

に佃」1・させることができる。

(3)計姉機隠のミ古介による情綴交換

段伽の総合拘動化には複数の計罪機が遵入されるため,討卸鬮川

の円滑な11乎襟交換が必聖であるが,との技術を硫立した。

(1),(9)で使則した CRT画面の衷示例を図 5,に示す。

2.2,2 関西電力(株)伊丹系統給電所及び姫路地方

給電所納め自動処理装置(MELPAC・70の

鬨1叫電力(林)における総介砲動化計画に基づく,制御用計井識を

川いた内動処郡奘紐として二社は,伊丹系統給電所および姫路地力

羚枢所向けを製作し納入Lた。今後,電力の安定似給と系統運用条

務の効率化に威力を発杯すろ亀のと期待される。

(1)特長

R0 データ交"泌幾能と給電業務の自動処理朧能を阿・ーの劇算拠

で行なわせるよらにした。

(b)ソフトゥエアはづログラムをモジュール化し,これを連§よした構造

巴しているので,増設変更が容易である。

(C)づ0グラムとデータを明耐に区分したイン手,ワクスカ式を採用 L,

づ口づラムを変えるととたくデータを変更できる。

(d) CDT 奘羅,遠力監視制御裴羅等伝送系とのミ占介の処N時

問を短縮するようにした。

(2)機能

当初は,給電用恬報のデータ交換,所管の系統および設備の自動

監視,事赦,操作記録および給電記録等を行なわせ,将来には,水

系計算,系統構成計算,停電作業計画等の運用計画,有効電力制御

儒頼度チェ,,ク竹機桃が増強されていく子定である。

2.2.3 東京電力(株)新佐原変電所納めデータ

ロギング装置(MELPAC・50の

本饗羅は 50okV 系,275kV 系の電力系統情報を入力,処理し,

運転員Kわかりやす仏形で衷示あるφは記録すると巴により運転員

の名力化,作業の迅速化をはかるため,東京電力伊櫛房総変電所忙

引ぎ続き,東京篭力守櫛斬佐原変電所に納入された。

a )システム拙成

MELCOM 350-5F(a)中央処理演罪奘肌

(1))系統入細力奘置: 10コン1、ローラ,サーリ吸収盤,補彫上ル

儒(アナ0づ入力 96ゞi、,ゞイジタル入力 320 点,手イづタル出力 96'、、)

(C)周辺奘麗:システムタイづライタ 1台,0半ンづタイづライタ 2台,
1入
ロ,

オべしータコンソール 1 弓リ

(2)機能

(a)系統状態1'(電圧・冠1允'何剤"琶ノJ・無効電力)を選択併

測表示,、る。

(1〕)系統状態(CB, FD を 1秒周1均でスキャンし,系統変化ガ

あった場介には,系統変化内容を新深・印字するとともに系統変イ[

1分後に計測記録を行な5。

(C)定時記録,手動記録,日郡および月祁を作成する。

鳥

、 1キ生、『'Jq'JJゞ、十之,焚ン、
'"惑g'
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図 6.開西竃力中杓伊"給竃所向け自動処理装置
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ContTO} centel', Kansai Electric powet co,
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2.2.4

に1力所から多数の電気所を集中監視制御する場合に,制御所のス

ペースが少なく,経済的な LN方式の集中監視制御装置を製作納

入したので以下に紹介する。

(1)対向方式

制御所 1力所に対して,被制御所最大98力所を々、1向させる 1. N

方式である。(制御は 1: N,表示は(1: D N 方式)

(2)制御方式

制御机A, B 2机のほか,凹動処那裴置,士位1斯卸所または営業

所等からの指令を受付けるととができる。すなわち4力所の制御所

から相異なる任意の被制御所を,同時にそれぞれ独立に制御可能で

ある。 4力所の制御所のいずれかが,岡時忙岡一被制御所を制御し

よ5とした場介には,あらかじめ定められた優光順位の高い制御1折

からの指令のみが有効となり,他力はロックされろ。さら忙全1脚捌

御所に対して,いっせいに制御するいっせ仏制御が可能である。

制御机からの操作は,被制御所匙択・機種選択(CB, LS'穿).機

噐番号選択(4 けた)の組合せ式であり,この組合せはダイオード'マト

り.,クスの設定によりボジソ.ン番シ,に翻,沢される。

(3)表示方式

主系統および状態表示は,系統1靴説俳に常峪表示とし,ポ端の機

器状態および故障去示は,制御机に選択衣ポ巴している。

(4)計測方式

アナロづ画送・アナ0づ捕お巻による逃択,汁測ガ式としている。 CB,

LS 等を選択すれぱ, 1二1動1'内に関速する確111・電流・位'Ⅱ・'1没1庫1文

閻等が表示される。さらに,;汁刈専用1可銘が設けられており,バ'ンク,

母線,線路に関する計i則が容易に行なわれるよらになっている。

(5)仏送Π加「1

製択 2(圷少,術畍1川】 4秒,表小 9.aチ少以内

(6 )裴1議"上常時のバ,りクァ.ワづ

生断置のjし・〕画Ⅷ1は:市イヒしている。・杯1位の1算1;て',、1j11哘古)り!え

る被捌i叩所の1織社ι1例i針1が不能とならないよう,4 力所以1'、」の被制御

所づ口,"に分割し構成している。制1節机kは葡助操竹都がとりつけ

ら九ており, 11i11御机,ダ・けードマトリ.ワクス翻訳凧路笘の故障または没

定変山小忙は,ボジション番り'による制1卸が可能である。

(フ)外部接絖機能

"動処獄抄U置・ CD'1'・ホ合電 SV "1,・への{';シJ 受渡し端」'・が N{備さ

hている。へ夏忙は2制御所に力いて肉動処郡裴調が併股され,チ

ータ0ギンづ jゞよびオンノイン術畍乱1が行なわ九る予定である。

事故忙より置ノ」系統が分断されると,芥々の系統Kおいて需給の

ハフンスが崩れ,岡波数のN常を生じ,系統全停に金らせる匙Wしがあ

る。このため,系統分1新Ⅲiに1拓j垂で需給の均秧1を惚1るための系統安

定装置(SSC)の;皮胤を小部確ノ」(料Jで検司され,昭不1143 午にその

1号機を設置して以来,尖系統忙おいて1噸'1,,1にか動し, i販動作の実

績を得て,設蹴効果を災証できたしかしながら,漏iしい'1忰系絖

である 5001くV 系で壯,安定度傑1寺に必叡な"/Jの,J,1榔゛{はきわめ

て大きく,従來のづ0ツク別忙設1椴していた SSC ではヌ、1処できない

とのため,従来の SSC をt占夘網にて述箱し,稔1,ηして運用し系統

規模の増人に々↓処する莱小制御形総介系紕女定化装置が';1'1111iされ,

当社は,昭荊N7 午の1川'訊;変置所忙ついで,央部Ⅲ.1げ訂所に図 8.にボ

す大規模親SSC を納入した。

本装置は,50ORV 系統に適用されるので, 1,1紅i度愉H二には1!}に

留意して製作したが,その 1・プ'よ1村敦は

(a)ハイづりヅ1、比例配分師1路を用い,演岬精農か品い

(b)高感度比般部寺則発し,制御々、1象'Ⅲ別精度が,拓い

(C)セ要部を電化し,常時靴視川路を設け{片頼度が■iい

((1)手動点検川路を、没け,点検が容易である

(e)同路禦了や西蔀宗ガ法サiに改央を加1え,サージ而、!ノ」が1冉iい

中部電力(株)東部開閉所向け集中制御形

総合系統安定化装置

電力系統が大規模で複俳になるに伴い,従来発変竃1所ビ巴に靴悦

・制姉を行なってきた運用形態から,発変電所全休が連系され九も

のをーつの系統として扱い,その系統の最適運用を行なら形態へと

進みつつある。

とのような総介系統制御システムに使用さ九る速方職視冽帥奘鬮

としては, a .1) N方式と上 N 方式があわ,おのおの得失があ

るが,いずれにおいて、1是夾の裴圃よりさらに局信頼度であること

はもちろノV,内動処那奘置・ CDT 智の関連機器との偏牙受渡しが

奔易であるととが優求される。

当社では.配電片1変電所から一次変電所を々、1象とするもの忙至る

まで,多数の速方監視制御装置の製作納入実禎をもっているが,特

集中遠方監視制御装置2.2.5

乙名
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図 9.仕,集巾遠方監視冽御奘置の系統靴視盤および制御机のー

部である。

( 8) 1,1}J,プj式

制御表示とも, NRZ (Non Retum lo zeto)等長符号によるサイ

クリヅク方式であり,2御,600,に0OHPS の伝送が可能であろ。 aE

父ミ学会扮2ガ式に沖1拠)

2.2.6 関西電力げ知向け低速度再閉路装置(S肌・Ⅳ形)

1井士は従来上記目的のため{C, RC-101形 1氏速度1写閉路裴陞を製

作して来たが,との度モデルチェンジを行ない,漸シリーズを排1発した。

新シリーズの4斯救は,下記のとおりである。

(1)再閉路力'式」3N功二,再閉路ユニ,ワト]挿類でリt現でき,/j

犬変更は,ユニ,リ1、前師のタヅづで行なえるようにした。

( 2)小形化され,標HIH輪(ψ読 7{川X ,冉iさ 2,300)に 101川糾杉)を

収納できる。

(3)動作衷示わよび強拙"/J川援心、は,述絖川力,緜瓣i川ノJの

UJ換河能である。

(d)冬種動作表示に発光ダイメートを使則し,仁'灯"女を向 1二させ

た。

(5)ユニリト1両而より,試野逃断置をコネクタ接続して試験ができ

る。

木装脳の主要部をなナ再剛路ユニ,汁の夕U規を図 10.に永す。

長は以下の3点である。

(1)直流所内電源およびしゃ断器操作回路の2系列化に対応き

せてあること。

(2)将来の剤・算機導入に姉え,インタフェースを配慮してあるこ

と。

(3)ハート,カア巴 Lて,ロジ四ク都と入出力部とを機能分化し,

それ"らを村U〒比る力'式を採用したこと。

2.3 系統保護

2.3.1 系統保護りレーの概要

娼午度は,保護継電装置の商イ;諫則叟化および超々商ル,超鴨i圧リ

レーシリーズの製Ⅷ.化が強力に挑進された午である。すなわち,

(1)妬~46 午に開発Lた白動1詮樹が,超々尚Ⅱ1・超炉U王の各種

保穫奘置K絲み込まれ,変圧器保護.恐線保護および送電線偶薪質の

イ匡'頼度を飛鄭!的に向上させた。

(2)超々商1、におよび超商圧保護奘置としては,4711り変小に、1丑

紳保護装置,変ル部保護装羅の開発を完了Lたが,嶋午度は,それ

ら裴置の突系統における運Π拶爺占が出た午であろ。また,正波負波

各相位相比較と方向比岐との組合せより成る50okV用撤送保護装

置の開発,しゃ断器不動竹攻1策の商速化および適列コン手ンサ保護用

分数哥研皮りレーの開発などに成果が上っている。

(3) 154RV~66kV 系統における袖i儒虹勺夏化粉〒技術併・1発主 Lて,

(a)重負荷多端子用新形殿送保護奘羅の排」発

化)有効分比率羌動へと拡張された席抵抗系統用地絡母線保護

リレーの実用化

(C)多端子零相循環電流対策付全静止形千ヤリャルーの突朋化

(d)送電線の断線を検出する妖力式の開発

(e)省力化,縮小化を具体化した全静止形バランス保誰装陞の突

用化拡張

等をあげるととができる。なお,上述の方式暁溌の啄かに,

(4)電圧.電流りレーにっ込て, JEC 規格の設定に対処L,静

止形電圧,電流りレーおよび1製時りレー類の標準化シリーズの整備を

創'つた点を特筆できる。

2.3.2 最近の超々高圧および超高圧保護装置

1.変圧器保護

超々高圧変圧器の保護装買として47年度に第1・号裴置を完成し,

現在までに 6パンクの白動点検職祝付き全肺止形保護奘置を製作し

ている。(一部製作中を含む)

以下これら奘置の技術的な1!fRを斐約すると

(1)自動点検監視裴置の採用

俳ゞ鰯迷竈器はいずれも何らかの形で直列二重化方式となっており,

誤耐ⅡノにヌJ策として常時監視奘置を,誤不動作支J策として自動点検奘

置を内蔵Lて信頼度の向上が計・られている。

(2)別置形朋整変圧器の保護方式

調整変圧器が変圧器本体から分雛Lた構造の場合,調整変圧器専

用の保護方式が必要となり,新しぐ芯允平衡継電器を開発して納入

した。

(3) 1.5CB方式の母線に接続される変圧器の保護方式

1,5CB方式の場合,甲一乙母線間に貫通する火電流に対して,

和電流C丁による差動保護では誤差電流が問題となるため,新しく
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図 10.関西電力中杓向け SAR-N 形低速度再閉路裴超
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2.2,7 50okV 変電所用照光式配電盤

50okV変電所の監視,制御用として関西俺力q幻猪名川変電所

に照光季口記竃雛を納入した。(図 11.)

照光式配屯盤は従来より超高圧変確所の監視,制御用として多数

納入されてきたが,今回納入の50okV変確所用照光式配電盤の特
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各Ctごとに抑制巻線を持った4巻線形比率差動継電器を開発して

納入した。

(4)後備保護の強化

現在後備保護方式としては過電流継電器とCB不動作対策継電器

による 0ーカルバックァ,づ方式と,変圧器の超々高圧側,および超高圧

倶1からそれぞれ変圧器を含ノVで相手側を見る距籬継電器による」モ

ートバックァ.りづ方式の 2とおりが実施されている

2.母線保護

超高圧および超々高圧用母線保護装置として46革度に括電圧

差動方式,分割電流差動方式,自動監視装置付の高信頼度方式を東

京電力(株)と共同で開発し,現在までに N件,21ゼ,トの実績を半

げている。

これらの装貿は一重母線はもとより二重母線4づスタイ方式,多亜

母線等に好適の力式として各方面で標準的に採用されている。

48年度は15CB 母線の出現により,電圧差動方式,自動監視裴

置付き,しゃ断器不動作対策回路付きの超々高圧厩線保護裴置を関

西電力(株)向けに製作納入した。

との他,高抵抗ケーづ1レ系統用母線保護装置として有効分比率差動

方式地絡母線保護継電器,一線地絡検出継電器を実用化し東京電力

(株)に納入した。

以上これら装置の技術的特長として

(1)自動点検監視奘置の全面的採用

(2)電圧差動方式,位相比較比率差動方式G充出電流対策付き)

の採用

(3) 1.5CB 方式母線保護の並列二重化,しゃ断器不動{ノ敵、1策

の高速化による高信頼度化

(4)高抵抗ケーづル系への有効分比率差動方式の適用による ゛.Irι」

信頼度化

などが挙げられる。

3.送電線保護

安定度硫保のための超高速度位相比較キャリ卞,ルー,一端非電源系

統における地絡方向距籬継電器の方向誤判定対策,主継電器の構成

に点'検専用巻線等の点検入カインタフェースを必要としない自動点検

方式等を開発した。これらの技術は,関西電力(株)超々高圧変電所

にフィールド'テスト用として設置された試作機IC,また,地絡方向距雌

継電器の方向誤判定対策については,関西電ノ」(株)九州電力休凋の

超高圧系統用キャリヤ,ルーに実用化した。

(1)超高速度位相比較キャリールー

レぺ1レ釖り,手イジタjレ遅延を採用した位相比較継電器を正波,負波

別に純粋位相比較方式に適用し,信号伝送奘置ヌJ1司込みで1~1.5サ

イクルのスピード分新与られた。この信号伝送装置は,伝送遅延時問の

減少,信頼度向上のため,マイクロの G 帯域で接続できるようにし

た。(図 12.)

また,電力線搬送を使用した方向制御標本量位相比較へも, V4

サイクル判定可能な超高速度方向距雌継電器とともに適用し,1.5~2

サイクルのスピードが得られた。標本量は,常時正相比較,1線地絡時

のみ逆相位相比較へ無接点で切換えるととによって,多重事故に強

く,常時位相比較監視を可能にした。

(2)地絡方向距籬継電器の方向誤判定対策

一端非電源時の方向誤判定は,方向比較キャリャ,力向制御位相比

較千ヤリャ,距籬後備保護等に誤動作,誤不動作の影響を与えること

が判明して仏るが,相別不足電圧りレー,接地相検出ルーによって
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シーケンス的に防止できることを,模擬送電線で検証し,実用化した。

(図 13.)

(3)新点検方式

従来から,点検を装備すると,主継電器は点検方式の変化ととも

に,主継電器内の回路が変化するため,主継電器の標準化,統一が

困難であったが,今回, CT短絡式の新点検方式の採用により,主

継電器内には点検用のインタフェースを皆無にするととができた。との

方式は,従来の電磁形りレーへも適用できる長所がある。

4.直列コンデンサ保護用分数調波検出継電器

最近は,大容量の電源が,負荷から遠く敵れた所に設置され,電

負荷・長距籬送電線が増える傾向にある。とのような送電線の仏送

損失を補償するために,送電線と直列忙コン手ンサを接絖し,送電線

のりアクタンス分電圧降 Fを補正する方法が,実用段階に入った。こ

の直列コンデンサ方式の場合に,無負倚変圧器を投入すれば,分数開

波を発生させる時があり,変戚器に恕影縛を及ぽすととがある。

昭和娼年度に,関西電力中幻と共1司で,分数馴波成分を検1」」し,

直列コンゞンサと並列に接続されるパイパススィッチを投入して,主機を

保護する分数調波継電噐を開発した。その特徴を次に示す。

(a)コンデンサ通過電流に応動する力式

(b) f=定格周波数X(ν3)忙てタ.,づ値を定義し,05~2Aの

純囲で整定可能

(C)定格周波数では応動しない。

(d)動作時問 20omS 以内(200%入力にて)

(e)トランジスタを使った静止形

なお,上記特徴を具備したTFX-1-D形分数羽波継電器の外観を,

図 14.に示す。

5.断線検出継電器

送電線が垂れ下がった状態で再投入すると,電線に再び高電圧を

印加することになり危険を伴うので,今回この点忙鑑み,断線を検

出し再閉路装置に 0.りク信号を出す断線検出継電器を関西電力(株)

と共同で開発実用化した。

図 13.九州電力化杓納め超
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図 14. TFX-]-D 形分数綱

波糸佳電器
Type "TFX-1-D" fTaC60nal
1〕aTmonlc detectlng re]ay

"斗

図巧.断線冷出継枢1排
Brokcn line detecling re}a>'

一主゛ーー^

4'

心武王

電

'L-

え絲惨篭器は,殉i線後屯線が落下し,1φG, BψG,ご,S,3ψS '穿に

移行するまでには数両 ms~数秒を姜することを利用し,この冏に

断線を検出しょうとするもので,殉袿染、心故においては,「各ⅡΠ御上

力H建全である。断紳仟1の確所iが鯲全Uはりも少た仏」と゛う点にが,

f1 している。

図 15.に 11叫斜杉)の継雄瓣の外観を示す。

6.しゃ断器不動作対策

従来,しゃ1新器不動竹次、1策としては, D CB パしりトスィッチ条件起

四1ガ式,2) DZ 検出力式などが採川されていたが一超々商1、上・超i哘

圧系ではより什上り11計尚が知く,硫火なしゃ断器不動件文ι策が安求

され,3) 1琶流検出(HOC)力式が使川さ九てきた。

HOC 検出力式は,故11迂直所辞北絖を HUC で検"_1するため硫リiで

あり,しゃ断器不動竹攻、j策としては最適であるが,什上り11捌川力X価

のためには高速度復婦のHOCが優求される。とのため従来のHO

C では文J処でき,',大逝流Lや断!1寺の DC 分1徐去のためギャ,,づ村

き入カトランスを使朋,コンデンサによる人力、中ヲ竹は行な力ずパルスコネ

クト1可銘を使刑した,商速唆復h}形 HOC (10OA Lや断{Cて 1サイク

ル以、下)を例」発し,とれを超大・商jf保穫継確装艦および越,巧j噺呆護

継冠装置に適則して, HOC 検川力式Lや断器不動作対策をリy血し

た。(図 16.)

2.3.3 重負荷多端子系用新形搬送保護継電装置の開発

東京電力q瀚との共祠研窕Kより,飛負荷多"子系川漸形織送深

護継確裴院を開発し試作完成Lた。

木装置は,3端子電負倚R蹄獣送電線の保護をΠ的にした、ので,

潮流の影轡を受けず忙故肺検出するため,2線が心亦別主して逝扣心

流逆相電圧を使用した逆相力向りレー,逝祁距蹴,ルー,3線般陣用

として正キ目屯流正1・"電圧を使用した正伊方向りレー, 11上鯏糾、縣レルー

から構成されている。また入力・一括方式による全箭H上化により,内

動監視機能を術えて,商偏頼度化保守省力化をはかると共・に,-1川

線・一画に収納して継緬スペースの紘少化にも大き女成果があった。

上保護(短〒御は正相逝"_1方向比較力式とし,Ⅱ洲.1力向りしーと逝

相力1司りレーの恊嗣により,多重赦障11§の動{乍も磁りミなものとなり,

図 16. UO×ー]-K 形 i拓速度復●粥瑜允輪川継心部
Type uox-1-K hiq11 SI〕eed resetⅡng 以Ⅱ1でnt
dcfecling N}ay

'武

゛、鄭

昆、

j

鱗
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図 18. PTI"形 1製W絲雛遊瓣
Type pT上 timing rclay

図 17.電負倚多端f系刑府i形搬送保護
即佐 lil'"ξ'11,1

Ne、¥【lpe carrier pTotective relaylng
SC])eme al multi-1ernunal syslem 、V111〕

1〕eavy ]0ιLd

後姉保護(匁蔀紛は正栩逆+Π距謝仁ルー(りアクタンス)を採用L アーク抵

抗検ⅡⅡ逢力に優れ,潮流の影料を受け立い途力後働保護が可能とな

つた。またフェールセーフとしては,'常11斯物流で'洪動作しない磁流変化

報け金川、ルーを使用した。

これらの力式は多端Υ'系統に、その主主適川できるものである。

なお,水奘1押は現在災系統 q倫本綜,港北S/S~(高本S/S)に力い

てフィールドテスト小く'ある。(図 17.)

2.3.4 単体りレーの開発

ーー゛

31

毬

き紗

ノ,"

1.標準りレーの整備

(]) W!形ケース収納の静ル形過批所珠W心瓣力よび都止π劣卿上紕

磁器のシリーズ化が完成Lた。これらはいずれも JEC-]74A または

JEC-174Bの肌桜忙誰拠したもので,全静化J際路"奘1難共通に適用

できるよう毛慮してφる。

(0) UO-8-K 形・,.'・・単イΠの過確所珠佐確器で 0.5~a,O A,2~6 <

の 2種頚の整定純1川をイjし,いず九も定儲5Aである。

三(1D UO-フ-K 形・・・・,各村、1ごとに過遊流検出を行なっている

棉過電流継確器である。柴定和剛は UO-8-K形と1司じである。

(0) UVG-9-K 形一一上として地絡検H_1{C使jⅡされる単相の過

'心Ⅱ沫蹄冠器で,整定q創川は 15~50V となっている。

(d) UV3-1-K形,・・・・・線問電圧の低下を検"1する三相不足砥圧

継確器で,整定範囲は 60~90V となっている。

(e) UV3・・2-K 形一・'・相確圧の低一Fを検出して,主として直接

接地系の地絡検出用に使用される三11_1不足電圧継電器で,整定範岡

は 30~50V となっている。

これら継遊噐の出力はいずれも倫理儒りで出しているが,接'瓢'

・りの必要な場介で、 UDX-1-0形補助継屯器を梨[合せることで容易

に得られるようにしている。また,ランづ表示用補助,ルー,強制.,は

検川づラグジャ.りク,試験用コンセントが各村_1ビとに刊属しており,1R1及

いが使利なように吉1愈をはらっている。

(2)選択短絡IW心器のストッパ刑過延流継笵器として,静止形の

103-2-D形三1、齡圖心所蔀路遅器が完成した。とれは従来の LO-3-2

-D形に比べて,低タリづのものが低負担で得られる1!j長を有して

し、る

(3)テレホンリレーと岡・ースペースで収納できるづラづイン式の PTL

形隈11縢蜷雁器が完成した。(図 18.)これは現在ぜ繕凱C製作している

UTL形限宗歸迷電器と主ったく阿一特性で小形化したもので,1捉喝

整定範囲.定絡立どの仕様も UTL 形に合わせてある。この PTI"

形限騰絲皆電器はテレホゾルーと一緒にして,両者合わせて最大6個,

2 発電・送配電
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8個および 18個収納できろ ARB-6-E形,

RB 18 U 形としてシリーズ化している。

1.大形変圧器(外鉄形)

昭和48年に製1乍・納人した人形変任器の記録を脇Vナると,発危

づント用としては=扣変Ⅱ1器の記録容量である 860MVA 275kv

変1王器2台を関1嫡危ノJq凋尚浜喫f力発電所に納人し,また,超々

高圧変圧器については前午忙引き統いて関西宙力(株)猪工川変電所

および東京電ノ」休和匁i佐原変電所にε0ORV I、00OMVAバJク(単相

小.巻変尿器3台より構成)をそ1 ぞ才岬杓人しメ昭利48午に小け

る人形変ル器の生産台数は賜台で,轟》バ畦にして約 12、5noMVA

マ:、2を)る。

なお,大奔電変1下器および超々闘圧変圧器の技術的誥問題を解明

するため,突燐模の変ル部やモゞ1レ試刈をW作して芥柿の1命証試験

・Ⅲj発試験を突施した。

(1)発電所用変圧器

関西電ノJ(株)高浜原子力発電所納めの 2台X860MVA 275kv

負荷時タ.,づ切換器付変圧器は,三栩一体輸送された変圧器巴して

最人容量器であり,外鉄形変圧器の特長を牛かして8耕1蒋成交互配

置巻線,超々高日絲色縁と同じE形絶縁力式,外鉄形フォームフィ."タン

ク,2台の MRG形負倚時タ.ヅづ例換器雌列使胴など技術の粋を集

めて製作し,また,輸送にⅧ1つてはタンクを分;判しないで負荷1埒タ

ツづ切換器・高低庄づツシンづを取り付けたままで一休輪送され,呪

地組立作業を簡略化して信頼性を向上した。(ハイライ1、写真参照)

また,北海道電力休知新冠揚水発電所には2台XI05MVA 187

kVゴ三変圧器が納入されたが,一次・二次巻線の抵かに揚水電動機

起動時に使用される低電圧起動用三次巻線(10分定格)があり,電

動機起動条件に最適の特性が得られるインピーダンスを選定してある。

(2)変電所用変圧器

50okV単相単巻変圧器は合19台を製作した。関西電力(株)猪

名川変電所には 2 ハ'ンク分の 1.000/3 MVA 500/V 3/275/V互、/73.5

kV 負荷時タ,,づ則換器付単相単巻変圧器(図 19.)を納入した。実

器に先行して検証器1台を製作し,絶縁耐力を中心とする各種試験

を実施したが,そのうち,絶縁耐圧については30%過電圧(AC=

884kv,インパルス=2,015kv)忙耐え,長時間過電圧試験を 2時間実

施し,試験中のコ0ナレベルは常規ヌ打也電圧の 1.5倍でBackground

CoroM leve1 以下であり,また,長時問温度上昇試驗なども実施し,

2.4 送変電用機器

2.4.1 変圧器

ARB 8 E形および A

図 19.関西電力休杓猪名川変電所納めだ11、Πパンク】,oonMVA

5{Xリ275/73.5 kv rri.村 1屯巻変j112;
TbTee-phase l〕nnk l,00O MVA 500/275/73.5kv
(111ree singlC【PI〕nse ιIUιolrιlnsfor】ners wi11〕

U. L. T. C.) for Kansni Electric p0圦,er co

いずれの試験項Uでも與常のないことを確認した。束京確ノJ休凋漸

佐原変電所には 1バンク分の 1,000/3 MVA 500/V互、/275/V吾、/63kv

半.相単巻変圧器(別置形負荷時電圧調整器付)を納入した。なお,

いずれも低騒音形で,70ホンの仕様値である。

また,超高1丕変電所向けの変圧器については半.器容量が」曽大され,

束京電力(株)港北変電所には 2台X450/450/135MVA 275/147/63

kV特別三相負荷時タガ吻換課付変圧器を納入し,東京電ブj(株)

東富士変電所向けおよび中部電力休村三河変電所向けの450MVA

変圧器を製作中である。これらの変圧器は,いずれ、愉送の制約ト,

特別三相構造であり,巻線は8群榊成交互配置で,(MRF形)負倚

時タ.ワづ切換器を並列使用している。

表 2.忙,昭羽148年における人形変圧器の製作突績を水す。

2.中形変圧器(内鉄形)

国内の電力会社向け中形変圧器は,ますます低騒音を要求される

ことが多くなっていること,輸出向け変圧器につ仏ては,円の人幅

な再切上げによって受注は減少してきているものの,長納期の乎持

量が多かったので,活況であった。

(1)ベネズエラ CADAFE 納め 10OMVA t包巻変圧器230/115kv

10OMVA単巻変圧器5台など合わせて9台を,変圧器唯体のTurn

Key契約で受注し,このたび無事客先へ引波した。いうまでもなく,

TⅢn Key契約とは,設計・製造・工場声W貪・海上輸送・現地1堕上

輸送・現地組立・現地試験のすべてを引き受けることで,技術者の

不足している国への輸出方法として,ーつの有効な力法といえる。

納

関西電力

東京電力

関西電ノ」

入

(高 1兵

(港北

(猪名川

表2

Supply list

東京電力

東京竃力

関1川電力

関西"カ

中国電力

光

P S)

S S)

S S)

(新江原

(京北

(東大阪

(南大皈

(山口

昭和48年大形変圧器製作実績(外鉄形30OMVA または卯okV 以ヒ)
Of large power transformers (sheⅡ type,30OMVA or 40okv、 and ab小

数

2

S S)

S S)

S S)

S S)

S S)

2

マト

6

MVA

3

址

860

450/450/135

1000 /1000 、300
3 / 3 /T

劉丁博

電

300/300/90

300'300/90

3001300/90

300/300/90

kv

275/22

275/147/63

圧

π/7手/那
500 ?75 /
V互' V吾'/

相数

275/147/63

?50/147/22

250/フフノ?2

220/110/66

剛波数
HZ

3

S3

60

50

冷却方式

60

3

送油風冷

送油風冷

送油風冷

3

50

3

50

3

60

送油風冷

送油風冷

送油自冷

送油自冷

送油風冷

60

伽1

LRT

IRT .低騒音

単巻・ LRT .低騒音

60

単巻・低騒音・別置LRA付き

IRT .低騒音

LRT ・低騒音

IRT ・低騒音

IRT ・低騒音

"
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図 20.ベネズ1ラ CADAFE納め三相 10OMVA

230八15kV 単巻変圧部
TI)1・ee-phase loo M＼7A 230/115 kv auto-transformel
for cADAFE, VENEZUELA

また,この変"1瓣は,門社が1大Ⅱ失形で製作した最大容砥で,従来,

斯社ではこのクラスのものを外鉄形で製作していたが,変111器の単

際容1,W)」杵大{C件い,内鉄形でも 230kv loo MV<級を型作する

ととにした、ので,外鉄形・内鉄形の長所を仰ぱし,知所を舖いあ

いたがら,よりすぐれた1,1頼"1のi俗仏変圧際を製1午していくうぇで

二社の大きな長所となるであろら。

鉄心については,変ル器容吐の揃大に仟い,鉄心断.川磯が大きく

なり,二に作性の低、F,鉄心市薪寸の不均一などにより,汁{H にヌ、1する

峡品の鉄損仙,すなわち鉄繊蜘加率が大きくなる仙向にあったが,

1〔竹汁小を"慮したパンド鉄心市桝寸俳造を採川し,さじ,に磁気1川路を

改1吽したネ,,1果,鉄損が従来と比べて 10% 1'"男域少した。

(2)発砥所jl、1所内変打、1部・起動変Π1器

互Y'ト火、1策し力、ら,九艸ΠにノJ (1朱)1,1i沖.弓街に1所納め 1フト、1V<所内変

Π1器は,55 ホンという配遣変Π1器なみの低騒汗で納へ1,た。従*:,

火力発磁所は,敷地が広いため,イ堺噸高を要求されても,せいぜい

65~70 ホンであった。

主た,60OMW級ユニ,トが'、えたとと力Jハ所内阿路の逃"1変

動率と魚蔀誇存吊●の板ばさみを解決ナるため,硬卯W"/J(株ル膿陥第

二発確所納め60MVA,小都確ノJ(株)西名古嘩発確所向U 9dMVA

の芥起動変jモ器に負仰1!」・タ,づ吻換器が取り付けられた。

(3)配枢用変任器

電力会村.納めの1兄電川変Ⅱ淵縦1,負倚が市街地に条小し'ぐいるの

で,単器容躍が10~15MVA から20~30MV<に佳行しつつぁる

こと,立た,低堀高の要求も多く,その値は 55~60ホンであったの

が,最近には50ホンの仕様もぽつぽつでてきた。

しかしながら, JEM 規格値より 25 ホン近く亀,変1、モ器11'[イJけの

防音畔織造で低減するのは,今のととろ,経済的範囲を越えている

のが突情で,1坊音旦での描造または竹制・を改誇するか,あるいは発生

騒音の小さな鉄心素材の出現を待つ必要がある。

3、乾式変圧器

昭和48年度は,産業界の盛んな需要動向に支えられて乾式変圧

器の生産も女'剖に推移した。ビ}レ受電用としては,東京海_上ビル納

め 5、oookvA 20kV 級の 2 台を仕じめ,]、00ORV'＼以_k の、のが

53 介,原了・力発確所動力1様練川としては, 1瑚11哘に、カ(林)の,擬浜発

確川謠杓め 1,500だ,oookV< 6kV 級の 5 台,九州確力中凋玄海発雁

所に 2,50okvA 6kV 級を 2台,2,oookvA を 3 台等を納入した。

2.発電・送配電
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特殊な分野では,づラづルウジミナス製鉄所向けのクレーン積載用6m

kvA密封由冷式変圧器がある。との変圧器は,常時2G の加速度

に耐える設舌Nてしており,設計上に種々の配慮を行なっている。

PCB公害の問題から,不燃性油入式変圧器の代替品として定活

し,火力発電所の動力電源,廃煙脱流づラントの電源,その他海洋掘

削の舶用動力電源,水力発電所の励磁確源等,広込分野に乾式変圧

器が使用される傾向がみられる。

4. DR 形負荷時タップ切換器

三菱DR形負荷時タ,ガ切換器は,工業用受電用変圧器と電力用

配電用変圧器専用の負荷時タ,ガ切換器として当社の白主技術によ

り1刑発された。従来の MRD形巴同1染,埋込形の抵抗式回転形タ,

づ切換器であるが,定格の低減に釆じて,その切換メカニズムとコン

タクト配躍とが,ユニークなアイデアと最新の村料技術によって,徹嶬

的に単純化・合丑1!化されており、このゞ、i、で全く趣を受にしている。

との単純化と合理化の結果,その切換動作は硴突無比になり,絶文、1

的なイ,1頼度を得るにいたった。主た,その1苗造がきわめて理解しや

すいので,だ九にで、容易に分解・両・紕力:,、るととができる。この

ため,保守,'.り、倹は,従来と興なり,ユーザにもあぶなげなく災施し

て、らえるよらになった。定則JIH英のひノV度も,従火の半分以、トく

十分である。さらに,寸法・重U;忙力いてもー・段と小形・嵯呈化さ

九ているので, DR 形負荷111夕四づ UJ換瓣を取り付ければ,変圧器

令休の寸法・玉1止に少なからぬ低減が則1寺できる。

(1) 4寺長

(a) UJ換剛W1器・タゞづ避択器の双力に.可動コンタクトとして口

ーラコンタクトを採用 Lているので,リ1ξ常に動きが,佐くて硫リιで, uj換

動作の{,諫則女は飛蹄!的に向上して仏る。

(10 リJ"田1朧刈器・タ,づ避択器の双ブjとも,リy心剖定コンタクトを

タ,づ"1定コンタクトと向一・11・リ司_上に門Ⅲ代し,この1刑の按触を 1オゞの口

-3コンタクトだけで硫保するよらにしたので,可動m1の小心への'心流

リ1込みがなくたり,、"1四」削1の1侍造がJP常Kη待屯化されている。

(C) uj換'村閉際の可動コンタクト1川転子を駆動する俳勢機織は,

スタートから 1、ラベルの 2/3 主では, 1川転子を帯勢ばねによって加速L,

残りのν3 では,逆に1川松子を同じ俳今Nまねによって波述ナる。こ

のため,Ⅲ1杣i述捜を大きくとっても,停止11bのショックはJド常に小さ

く,判リ"生に'むネ鱗ま邸動杣のクッションだけで,半水久的な機械的

,'
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図 21. DR形負荷噛
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寿命が期待できる。

(d)複雑な巻わくを要するニク0厶線の代り忙,:!t1社独自のソリ

ツド抵抗を限流抵抗体として採用したので,小形で取り付けやすく

なり,点検の容易な絶緑簡外周に配置されている。

(d)タ.ヅづ選択器の外径と切換開閉瓣の外径とが賑嫁ソ穿 L く,

かつ,細いので,接続リードを取り付吋たままで変圧器カバーの取村

穴からそう入できるため,組込みがきわめて奔易にでき,タ.ワづ切換

器全休の組立品質がそとなわれることなく,完全に保持される。

(f)ダイバータインサートは,4 佃のナ.,トをゆるめるだけて、期単な

組立式のつり上げ奘置でつり上げられる。これを,頭部ケースの上

にカバーを敷いて受けれぱ,そのま立容易に分解・再線立ができる。

したがって,従来のよう k保守ゞ肺灸のためにわざわざ地上へつりお

ろ,、必要がない。

(g)切換併1剛器のアーキンづコンタクトは,最{氏20/j1司のタッづ UJ

換に耐えるうぇ,取付け・取外しがきわめて容易忙できるので,数

回分のス弌アを備,ておけぱ,実用 1二,最低80刀回の機械的寿命

に等しい電気的寿命を有するタ.,づ切換器を使って仏るのと,ほと

/Vど変わりがない。また,タ,づ選択器の接点、は,摩札の憾とんざ

ない 0ーラコンタクトであるので,その寿命は'1二永久的である。

(2)仕様

(a)定格ステ,づ容呈

230AX70OV,150AX850V

(b)定格電圧

フ71くV ■・1,性点助換,10 kv Jγ小性',1、1、 uj換

(C)タ,づ点数

9~23点転位切換●耐生切換可能

(d)過負荷切換能力

315AX70OV,225AX850V

(e)通電能力

315 A 述続,3,d50A 2秒1川

550kV までの 2サイクルから 5サイクル主での電力用しゃ断噐として,

あらゆる定格・要求を満たすように完備され,多数が納入された。

そのらち,1"に江月ゴ、べきものとして,550kV ガスしゃ断器力§,関

西電力q知猪名川変電所・奥多々良人発電所忙納入された。図

22.にその外観を尓すさらに,別」貞に記赦さ九ているように,

50okV ガス絶ネ剥'釧羽生Wq (GIS)用として,タンク形 550kV ガスしゃ

「断解、納入された 550kV ガスしゃ断器の定゛芥は,汝のとおりであ

る

550kV 定格電流 4、00O A定格電1に

定格Lや断電流.50kA,絶緑晧級 (350 号)

定桜Lや断闘問:2HZ,無負荷投入11寺問 0 I S

付属,動作*務 R 比,投入抵抗

また,定格電ル36kV のパッファ形ガスしゃ断器が,籾めて製品,

化され,名・電力会社k多数納入された。

なお, GIS 用ガスしゃ断器と同タイづのタンク形 940kV ガ'スし中

断器が,九州電力休杓唐津開閉所その他に納入された。

国内市場ぱかりでなく,海外市場において亀,ガスしゃ断器の採

用が一般化しており,タイ・台湾・韓国・ギリシャに約 100 台の 66~

]61kV のバ.ワファ形ガスしゃ断需が納入された。

2.油しゃ断器

当社のタンク形油しゃ断器は,安定した性能に好評を得,作内外

にわたり引続き多数を受洗・納入した。

11iに,北海道電力d朱)を中心にした北海遭地区への 170-GW形

(204kv)油しゃ断器の納入は 150 台に達し,この地灰における主

要幹線の大半が当社製油しゃ断器で占められることは,その安定し

た性能と同時に寒冷地域に才、ける優秀件が認められたものと思われ

る。また,19能年に製作朋始した 70-GTR 形(72/84kv)油しゃ

晰器は,製作閉始以来,畄一機種で1,500台の納入を達成した

i陥什11f1としては.円の人幅再切ト.げK もかかわらず,台湾・幸制司

への 1611くV,10,00ONIVA 47 台をはじめ,各種の油しゃ断器を受

江納人したまた,標淮織師.の好闘な生産に並行して,サウジアラビア

へ向けて従来の同一・定格m,にヌ、jして 20%縮少を図った 100-GI'R-

25 形(115kV にoon,60OA 5,00OM＼、A)の新機種を戦列に加えて

納入し,引続きニュージランド,その他向けに20台製竹1小で,今後の

愉1、H11」場の硴保・拡大に威ノJを発邦できるものと期待している。

1.ガスしゃ断器

*1礼のガスしゃ断器は,単一圧ノjのパッファ形および二屯庄ノJ形の

二方式が,がいし形からタンク形までシリーズ化され,72kV 以上

2.4.2 しゃ断器

図 24.20-LDN-25形スケルトン形

少油量形しゃ断器(ばね
緤作機構付き)

Type 90-LDN-25 S1ξeleton lype
10w oil circuit breaker wjth

Spring operatin号 mechanism

斐冠機技報・ V01.48. NO.1.1974

図 22.500-SFH-50 形ガスしゃ断器 50okv
4,00O A 50 kA 21-1Z

Type 500-SFH-50 gas circuit breaker
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図 23.10O GI'R-25 形タンク形訓1しゃ断部
115 kv l,200 1,60O A 5,000 IVIVA

1'ype loo-GTR-25 0il circuit breaker



屋内用 12~36kV少油量形しゃ断器の開発・製品化も引続き推

進し,電磁操作機構付標準品を多数納入するとともに,当社独自の

ばね1矧乍機構付少油量形しゃ断器を完成,納入Lた。とのしゃ断器

は,幅広いユーザを対象に開発された、ので,スケルトン形と称して

キュービクル収納とと、忙,単独機器(引出機轆付)巴しての販売をは

かるものである。図24.はスケjレトシ形ぱね操作機榊付少油量形油し

や断器の外観を示す。

3.空気しゃ断器

C形空気しゃ断器は,大電流用に適した拙逃忙より,大容量の回

路に多数納入されている。

近午,大容量の揚水発電所が計画され,その発電機回路に設けら

れる大容鼠のしゃ断器が要望されるようになり,これに対処して 18

kV 12kA のC形空気しゃ断器の開発を完了L,関西電力(株)奥多

た良本発電所向けに製作中である。

図 25.は,試作したしゃ断器およびキュービクルの 1相分である。

試験は,短絡試験などの一般的な諸試験のほか,揚水一発電切換

えが必要なため,多数回の負荷開閉試験などを実施した。

定格は,揚水一発電切換え専用の負荷開閉用と,発電機回路に設

けて短絡しゃ断を行ならー・般用との 2系列を開発した。

・一般用負荷切換え爪

18kv18 kv定格磁圧

20B 号20B ぢ絶緑階級

12kA]2 kAヌE市行「巨所i

10o kA63kAしゃ断電流

5 サイクルしべヰ柳埒問 5 サイクル

0.2秒0.2秒無負荷投入時岡

15kg/omo-g 15kg/om2-g採作膨力

2.4.3 断路器及び負荷断路器

牛ユーピクル用断路噐は,ヰユービクルシステムの最適化のためにいろい

ろな形式が開発され製造されているが,このたび図 26.に示すよ

うに,20-VSC-6形断路器(24kv,60OA)が開発,納入された。

これは,三極双投形の断路器で,しかもづツシンづ回転形式をとって

いるユニークな形式である。従来より製作されてきたづ,,シンづ回転形

式の RDF形断路器は,二っの室を完全に隔雛し,断路状態が硫認

できる形式であるため,安全性が要求される牛ユーピクルに多く採用

されているが, VSC 形仕, RDF 形2台を 1台にまとめたコンパクト

で,しか酒信頼度の高い形式である。したがって,三っの室を隔齡

し,硫実な回路切換えが行なえる、ので,受電2回線(木線および

予備線)方式のキューピクルに適用されている。

昭和30午以降,製造している負荷断路器は,断路器製造技術に

立脚し,市場要求に応じて新製品を開発してきたが,このたび,

70-VSFB-4 形(84RV 40OA 屋内用)負崔打折路器を完成させた。

これけ,図 27.に示すとおり,垂直一点切形断路器に細げき形アーク

シュートを付加した酒ので,フ7kV 25MVAの変圧器の励磁電流を安

全に別閉でき,従来のガス負荷開閉器と比べて小形で,簡単な橋造

であり,キュービクル用として最適である。

細げき形アークシュートは,36RV以下で多く採用されていたが,使

用電圧が77kV になったため,大形化されており,しか亀坐・一形式

(従来は並列形式)にしたため,アークシュート内忙税'時通電が行なわ

れるようになったので,特にアークシュートの設磁'には工夫がこらして

ある。

ゞ尋イ轟二往ぎ

2,4.4 避 器

50okV 用 SV-FB 形定桜420kV避缶'器(図 28.)を開発し,関

西電力(株)猪名川変電所に納入した。

との避雷器は, SF。ガス消弧方式を採牙」し,ばらつきの少な仏平

たんな放電朋始電圧一閃冊H洲生を得ると岡時に,複合形朧造を併用

して開剛サーづ処丑鮮彪力を一段と向上させている。 550kV 系,525

kV 系の双方に適用可能な共用仕様を満足し,六↓象汚損度は0'01

mgkm?で,50RA O.2秒通電による防爆試験,03g 共振3波加振

による耐震試験も実施してその機能が確認されている。
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図 28. SV-FB 形 420kV避雷器
Type sv-FB 420kv Hghtning arrester

1.油入計器用変成器

油入変流器については,550kV 4ρ0OA正立形変流器を初めて製

作し,関西電力(株)猪名川変電所に6台,同奥多々良木発電所に6

台納め,現在,猪名川変電所向けに18台,奥多々良木向けに6台

を製作中である。この変流器は 4ρ0OA を正立形で製作し,過渡特

性を老慮した変流器であるというととでも初めてのものである。猪

名川変電所に据付けを完了した550kV変流器をハイラ什写真に示

す。

なお,猪名川変電所には,この他に200号4.00OA変流器30台

をはじめ,計48台の超高圧変流器を納入した。

づツシンづPD は,従来の超高圧以下のシリーズに加えて550kV用

を完成し,猪名川変電所へ納入の超々高圧変圧器に取り付けた。 P

D の精度は,50kA I.0級に十分な余裕をもって合格しており,超

高圧以下の3.0級と比べて特性向上が著しいこ巴が確認された。ま

た,実運転時の性能をは握する資料とするため,づツシンづがい管が

汚損した場合のPD誤差一汚損特性試験屯実施した。

2.乾式計器用変成器

乾式計器用変成器については,屋内用にはづチj山'ムモールド形,エ

ボキシレジンモールド形,屋外用には EPTゴムモーjレド形を昨年に引続き

各方面に多数納入したが,特筆すべきは,50okv GIS用の CT を

開発したことである。この CT は,50okV 回路の保護方式から直

流分を100%含んだ事故電流に対する過渡特性が要求されたが,当

社大電流試験設備を使用して各種試験を実施したが,いずれも良好

な結果をおさめた。図 29.にその外観を示す。

我が国最初の275kV 系直列コン手ンサ設備が,送電容量増大を日

的として関西電力(株)城端閉閉所に設置され,昭和48年10月に人

工故障試験を含む現地試験が実施された。設繍の定格容量は49.6

MVA 2バンクで,城端開閉所・北大阪変電所を結ぶ人黒部幹線こ

う(亘)長240km の 22.20。を補償している。

この設備は,米風の50okV送電系統にお仏て最多数の納入パンク

実績をもつ WESTINGHOUSE社の直列コン手ンサ方式を基礎に設

計した、ので,自己復帰形放電ギャヅづを主体とする保護装置を中心

に構成されている。絶縁架台の耐震強度,積雪2mの冬期使用条件,

将来の増設(補償度50%)等についても設備上特別の考慮が払われ

ている。図30.に絶緑架台部分の装置を示す。

なお,この設備の仕様は,関西電力q杓,日新電機(株)および凸

社で構成された共同研究会において検副され,当社はコンデンサ部分

を除く設備全般の製作を担当した。

計器用変成器2.4.5

2.4.6 直列コンデンサ設備

図 30.関西電力(株)大黒部幹線納め直列コン手ンサ設備
Serles condenser insta11ation foT Daikurobe mιlin line

Of Kansai Elec. power co

図 29. BS 形 50okv GIS 用
CT

Type Bs current transformeT
f0τ 50o kv GIS

1.6kV 専用配電用変圧器

高圧配電電圧が6kV にかわってから久しく,最近では電力会社

向け変圧器,キュービクルメーカ向け変圧器など特定顧客向け変圧器で

は6kV専用晶の使用範囲が拡大してきた。一般向けを刈象とした

標準変圧器ではまだ工場配電などに 3kVが使用されているところ

もみうけられるので,6kv,3kV共用品としていたが,前述の市

場動向から,10ORVA以下の標準配電用変圧器については昭和娼

年初めより 6kV 専用とし信頼性を向上した。(図 31.)

2.気中開閉器付きネットワーク変圧器

低圧スボットネットワーク配電用として,油中3位置開閉器または気

中 2位置開閉器付き20kv/40OV および 6RⅥ40OV 変圧器はすで

に開発完了し,現在各所でか動している。

最近は一次 6kV から低圧ネットワーク配電を採用する例も多い。

とのたび,この市場要請にとたえ,6kV 開閉器の改良を進めてき

たが,6kV に女、jしては従来の油中・気中の 2系列を気中方式にー

本化し,変圧器直付の小形軽量化した6kV気中開閉器を開発した。

(図 32.)

2.5 配電用機器

2.5.1 変圧器

三菱電機技探・ V01.48 ・ NO.1.1974
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図 32. RA形 6kv l,000図 31,配電用変圧器(6kY
RVA ネットワーク変圧専用,単相 50RVA)

Distril〕ution transf01'mer
tj.」1

ξ'〒

Iype RA 6上V 1ρookvA( 6kv only used 1 φ 50
netⅥ'ork ttansformerkvA).

油入開閉器の"謝""閉""按地" 3 位羅に対し,気中式では"開"

"閉"の 2位羅でネヅトワークスィ,ワチとしての機能が采たせ,織造が簡

粂化できる。保守点検が客易であるなどの特長をオ丁している。

2.5.2 しゃ断器

1.大容量真空しゃ断器

近年配電系統その他種六の電力設姉が複雑化・増火化する忙つれ,

性介帥祝Cはより大きなしゃ断容雄の,設備収容能力の点からはより

コンパク1、なしゃ断器がUJ望されている。とのような要求に支1処すべ

きものとして製作されたのが,この 6-VX一如形真空しゃ断器であ

る。これは,現在各ブj而に使用されている 3-VKG一如形真空しゃ

断器の 6kV クうスへの格上げをねらうと共に,さらに胎祀L能化・商

信頼性化を研・つたもので,先に発表された VXシリーズ(6-VX-13,

2のの一翼を担う,6kVクラスでは最大のしゃ断容量を有する真空

しゃ断器である。また脆造面からとらえれば,真空スィッチ管として

は従来のガラス容器から4寺殊セラミヅク容器に変えることにより,信

頼性・生産性を高め,操作機縦jとしても主要回転部にはころがり軸

受を使用することによって迅速に安定忙動作するよら配慮して仏る。

定格電流は従来同様に00,2,000,3,00OA の 3 種類である。図

33.にその外観を示す。

2.近代化装柱変圧器用真空しゃ断器

都市の電力需要増加に伴って安全性・偕頼性ならびに周囲環境の

調和を目的とした近代化裴柱変圧器の一次側開閉器として,最も適

した VOB-30形千動式真空しゃ断器を開発した。(図 34.)

との真空しゃ断器は,6kV 50+125RVAの変圧研"C内蔵され,

過負荷・内部層問短絡および負荷側短絡鄭故にヌすし,主回路直列引

きはずし 1コイルにて自動しゃ断を行なうと共に,ハンドルにトリリづ

剰Ⅱ乍表示をする機瓣を備えている。

2,5.3 高圧気中負荷開閉器

屋内用としては, PFS 形高圧受電設備のしゃ断装置として最適

なヒューズ付き負街N蹴羽器があり,気中形で経済的なことから妬年

度に引き続いてさらに広込範囲で利用されるよう忙なり,多数を納

入した。

48年度は屋外柱上用として PSL形気中負荷開閉器を完成した。

これは,酉己選線用の区分開閉器,または自家用施設の責任分界点の

開閉器など忙用いる亀ので,これまで,、つばらこの用途に用いら

れてきた油入開閉器に代わるものである。これは,取付けが道路側
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1.限流ヒューズ

限流ヒューズは,一般のしゃ断器にない限流しゃ断性能を有するの

で,小形で安価であり,かつ,特に近年の製品の高品質化により,

低圧から高圧に至るまでますます利用度が増大しつつぁる。娼年の

主な新製品は次のとおりである。

(1) V 字形ヒューズホルダ CL 形(形番 V)屋内用

従来,磁器がいしを使用し,これを平行にアンづルペースに取り付け

てφた桃造を,図36,のよ5 にエポキシが込しを使用して V 字形に

拙成したものであり,牛ユービクルのコンパクト設計に寄与するものであ

る。定格は,フ,2/3.6kV の 60A と 10OA となっている。

(2)広域ヒューズCL形(形番GP)屋内外用

従来,小形でしゃ断性能のすぐれたものとしてCL形ヒューズがあ

るが,この広域ヒューズは,これよりさらに小電流しゃ断性能のすぐ

れたものである。ヒューズ王レメント中央部に低融点金属を付芯させ,

その回りに小電流しゃ断用チューづを使用した構造である。定格は,

フ.2kV 5~10OA。最小しゃ断電流は,1時問溶断電流(定格電流の

約 1.7倍)。この広域ヒューズの小電流しゃ断性能の検証試験には非

常に大きな容量が,しかも連続定格で必要忙なり,かつ,長い溶断

時問後のしゃ断現象をとらえる必要があるため,特牙ⅢCそれらの設

備と測定装置を設置して開発した。
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図 33' 6-VX-40形(3,000

A)真空しゃ断器

Type 6-VX-40 (3,00O A)
Vacuum circuit bTeaker
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図 34. VOB-30形真空しゃ
断器

Type voB-30 Yacuum
Circuit breaRer'

図 36, CL 形(形番 V)図 35. PSL-2形屋外用高圧気
ヒューズホルダフ.2/36中負荷開閉器 7.2 kv
kV 60A 屋内用20OA 3極単投手動採

Typo cL (乱y]e v)fU託作形
ho]der 7.2/3.6kV 60 AType psL-2 10ad break 5Witch
indoor use.for outdoor service 7,2 RV 20O A

端の柱上になることから油入朋閉器では出故のときに油火災になり,

通行中の公衆に危害を及ぽす恐れがあり,オイルレス化の方向に大き

く移行しつつある。

この史"明にあってこの市場二ーズに答え,シンづルで偏頼度の筒い

気中絶緑力式の PSL形を完成し,発売を開始した。(図 35・)

2.5.4 ヒューズ
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2'ズポットネットワーク用プロテクタヒュース

スボヅトネットワーク用1恨流ヒューズとして, JECA67-5 「スポ,ワトネ.71、ワ

ーク受電設備技術指針」κ基づいて製吊'化したのが, FLK形ヒューズ

であるが,さらにスボットネ.りトワーク用づ0テクタヒューズとして最適な

NWF 形ヒューズのシリーズを萩しく研'1発・製品化した。

形名: NWF

定格電圧. AC 500/460V

定格電流.50OA,1,00OA,1,60OA,2ρ0OA,3、00O A,

4,00O A,5,00OA

定格しゃ断容量:対称 20okA

準拠規格: JEM-R 「スボ',トネ',トワーク受電設備用ヒューズ」

3.半導体整流素子保護用ヒューズ

新しくエレベータ回路用半導体整流素子保護ヒューズとして FLF形

ヒューズのシリーズを開発・製品化した。このヒューズは,従来の FL

形ヒューズにはない特長を有する。

(a)超ヒートサイクル寿命を保証している。

(b)溶断動作表示装置を内蔵している。

(C)小形である。

(d)専用のモールド製ヒューズホルダも製作してぃる。

(e)しゃ断容量が 10okA と大きく,しゃ断 Pιが小さい。

(f)定格 250V I0OA,150A,20OA

50OV 75A,125A

4.高圧電動機用限流形電カヒュース

従来から,高圧3kv,6kV電動機回路の短絡保護用ヒューズとし

て CLS形の形番 M シリーズおよび形番Pシリーズを製作しているが,

さらに新しく形番 PB シリーズとして,従来のものより長さを短くし

た縮小形ヒューズリンクを開発・製品化した。

形名: CLS(形番PB)

定格電圧:72kv

定格電流:50SA,10OSA,20OSA

定格しゃ断容量:50OMVA

5.高圧大容量バックァップ限流ヒュース

従来から高圧大容量の限流ヒューズには, CL形の3.6kV 40OA,

フ.2kV 40OA クラスまでを製作しているが,短絡保護のみを考えた

バヅクァ・りづ専用ヒューズの大容量品を新しく開発した。

これは,従来の CLS形の形番Mシリーズをさらに容量拡大したも

ので,形番MV シリーズとして容量を拡大した。

形名 CLS (形番 MV)断路形

定格:3.6kV 60OSA(筒2本式),三相対称250MVA

溶断特性:JE0175 第Ⅱ種

変成器2.5.5

1.屋外用 WALK・THROUGH 形コントロールセンタ

従来の屋外形コント0ールセンタを,さらに前進させた WALK-THR

OUGH 形を開発し,サウジアラビャに 10セリト納入した。(ハイライト写

真参照)このコント0ールセンタは,4面用および6面用収納キュービクル

から成り,下記のように列盤を構成する。

4面用= 4面用キュービクル

6面用=6面用キュービクル

8面用= 4面用牛ユービクル+ 4面用キューピクル

10面用= 6面用キュービクル十 4面用キューピクル

12面用= 6面用千ユービクル十 6面用キューピクル

保護構造は JEMI030の防まつ形, NEMA PART ICSI-110

TYPE 3 に準拠している。

特長は,つぎのとおりである。

(1)千ユービクルはユニ,ト化されており,現地での据付作業は大

幅に省力できる。

(2)牛ユービクル中央部忙は,操作者用通路があり,悪天候でも

容易に操作できる。

(3)変圧器→パスダクト→コント0ールセンタを組合せ,配電システムを

構成できる。

2. E 形コントロールセンタ用 CLN 形限流装置

当社では,この抵ど大電流・高限流特性の永久ヒューズを 1極あた

り1本使用した CLN形限流装置を開発した。この限流装置をE形

コントロールセンタに組み込み,昭和48年9月に始めて納入し,引続い

て多数製作中である。(図 39.)

図 37. EB2形 20kv Eールド

形計器用変圧変流器
Type EB-2 20kv molded type
MOF.

2.5.6 コントロールセンタ

重量と、に大幅に縮少された。

2.6kv Eールド形計器用変圧変流器

今年度も各電力会社に多数の6kvE-1レド形計器用変圧変流器(以

下PCT という)を納入した。今年度の新製品は,ある電力会社の

規格変更忙ともない定格過電流強度150倍の PO-6H形を改良し

て,小形軽量化,絶縁信頼性を向上した PO-6T形を開発したこと

であり,図 38.にその外観を示す。以下新製品の主な特長点を述

べる。

(1)小形軽量にした

(2)絶縁信頼性を向上した

(3)防爆構造にした

(4)防雨構造をさら忙向上Lた

1*

Ⅷ

i"グ

Ⅶ

図 38. PO-6T形 PCT の外観

、ぐ
..

Exterior view of type po-6 T
Instrument transfoTmer

亀、

、

1.計器用変成器

47年度に引き続き,屋外用には EPTゴムモールド,屋内用にはづチ

ルゴムモールドおよびエボキシレづンモールドのものを標準として,一般受

変電設備用に多数製作し,納入した。

48年度の特筆すべき事項は,図37.に示す20kv Eールド形計器

用変圧変流器(MOF)を開発したことである。従来,この種の

MOF は,鉱油入または不燃油入で製作され,不燃化対策としては

不燃油入形が採用されてきたが,PCB問題で製作できなくなった。

今回,開発したものは,屋内用で,コイル部分をエボキシレジンでモール

ドし,鉄心と組み合わせて鉄ケースに収納したもので,外形寸法・

三菱電機技報. V01.48. N0 1.1974
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CLN形限流装置は下記のような画期的な特長を有してφる。

(1)下位に按続されるはん用ノーヒューズしゃ断器のしゃ断容呈

は, AC 460V 20万A に上昇する。

(2)下位のノーヒューズしゃ断器との完全な選択しゃ断ができ,

事故回路のみを切籬す。このためづラン1、のか動を確保する「負荷の

連統性」が確実に保てる。

(3)小形で E 形コントDールセンタ忙ユニットとして組み込みでき

る。

(4)特κ開発された,くりかえししゃ断耐量の大きい永久ヒュ

ーズを使用しているため,短絡電流を何回も限流しゃ断できる。

(5)適用定格電流は放熱フィン付き自然冷却方式で,60OA,800

A,および1ρ0OA が可能である。

(6)電力損失が小さく従来の限流りアクトルに比べ約 V6 以下で

ある。

3. E 形コントロールセンタ用ブロック配線ユニット

E形コントロールセンタユニ.汁に,新しV、制御回路力法として開発し

たづ口,ワク配線方式を,昭和娼年5月より遵入し,コントロールセンタの

仕様決定と,配線システムに一歩前進をもたらした。(図 40.)

主な特長として

(1)器具と電線(フラ."電線)がセ,"忙なってφるので,

よ一軒乳●一ー^^

1,

ゞ、

■;と

'エ.

0,

図 40、 E 形コントロールセンタ用づ口,ワク
配線]ニ・りト

Block-wiTing unit {ot type E motor
Control center

図 39. CLN-80()限流装貿
CLN-80o current Ⅱmiter
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^
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というきわめてすぐれた特長を有して込る。図42.は小田急電鉄納

め 1,50OV 3,oookw, E種定格フロン秒凱鵜冷却シリコン整流器の外観

である。整流回路としては三相全波で素子は「FD-1600-50」を3S

X2PX6A=36個の楢成で使用している。

また,このたびオーストラリヤ NS~VR 向けとして 1,550V,4,030

kw,過負荷定格としては 150%2時間,200%3.0分300% 1分,

如0%10秒という過酷な定格の気中自冷式シリコン整流器を製作し

た。従来気中自冷式は,無保守,不燃性の長所があるため中容品解

には採用されていたが,4,oookW級としては最初のものである。

整流回路は三相全波直列12相を採用し,短絡電流の抑制をはかっ

ている。

(2)直流高速度しゃ断器

電鉄変電所および製鉄ミjレ用づラントの直流き電回路保護に多数

の納入実績を有する「BHシリーズ」に,あらたに小形軽量を特徴と

する「BHF-20」形正方向性直流高速度Lや断器を追加した。これ

図 41.課電形配電線故障探査器
Ttouble detector of distribution ]ine Uslng

hig11 Voltage impulses

ケンスは端子の選択によって容易につくるととができる。

(2)フラヅト電線の使用により,電線の強度と一連番号記入忙よ

つて,電線の判別が容易になった。

(3)制御パターンの計画一製作手配ーシーケンス細部決定ースーパ端

子の組合せ一配線完了,と計画生産システムが全く変わった。

(4)誘導による誤膚よ訓功止付きのネオンランづを採用Lた。

(5) NFB操作ハンドルの位置調整が便利になった。

(6)制御回路ヒューズは絶縁キャ,りづで安全に脱譜できる。

(フ)制御回路端子を 15点から 18点にした。

2.5.7 課電形配電線事故探査器

高圧架空配電線の接地事故を主な対象として,復旧時冏の短縮化

を目的とした,課電形事故探査器を開発した。本器は線路に 15kv

の袖j圧パルス電圧をε剛川する翻1電装羅と,そのバルス砥流を迫跡L検

出するアンテナ,およびアンテナで検出した電流から亊赦,点力向を発見

する探査器の,三部分より構成されている。

課電装置自体も事故電流を検出する機能をもっているため,線路

区分開閉器の入切操作により事故区閻を限定するととが可能であり,

また探査器は線路に流れるパルス電流のうち,班故電流だけを検出

して事般点方向を指示するため,硫実に事故点を発見ナるととがで

きる。また本器の性能としては,線路容量0.3μF の範囲内(線路こ

う長約10km)で,地絡抵抗0~10kΩ,15kV をEU加して放電する

ギャ,,づ状の地絡事故が探査可能である。(図 41.)

謝^ 賀§'沙

3.1 電鉄用変電所機器

(1)電鉄用整流器

冷却方式の究極の形ともいわれている沸騰冷却方式を用いたフ0

ン包級鵜冷却整流器「フローレヅク」の開発,実用化に成功した。これは

数年前より開発に着手Lていた、のであるが,熱輪送媒体として無

害で,電気的特性もすぐれたフロンを使用しており,気化i替熱を利

用するために,単位面積あたりの熱輸送量が大きく強力な冷却能力

とポンづなしの自然循環特性を有し,定格電流1,60OA の大容量三

菱フラパックダイオードを使用しているので,

(a)小形軽量

(b)無公害

(C)不燃性

(d)完全自冷式で無保守

(e)全天候形

「^^『」"^ー^

3. 自家用受配電設備

2. 発電・送配電
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図 42.1,50OV,3、oookW フロン沸騰冷却式シリコン整流器
「70ーレ'りク# 1」

1,50O V,3,ooo kw {10n evaporation cooled type silicon
Tectifier " FLOREC # 1"

により定格電流2,00OA,3,00O A,5,00OA,8,00O A のシリーズ化が

完了した結果,小容量から大容量までの直流き電回路の保護に適助

なる定格電流のしゃ断器の選定が可能となった。 BHF-20形の定格

は下記のとおりである。

定格電圧: DC I,50OV

定格電流:20OA

定格L や断容量,50kA 突進率3×10OA/S の同路における

推定短絡電流最人値

定格投入操作電圧. DC I0OV,220V

準拠燭格:JEC 152, JEM U82

(1) 66/フ71Ⅳ級リ愉噛亡心盤

とのクつスとしては,雄内祐小j杉,屋外づ0ヅク形および全火秩形

を多数納入した。

屋内縮小形閉鎖配電盤は盤の高さを4m に押えているため,白レ

用などでは吹き抜け構造を噛に必愛としないので床面桜の有効利用

が可能になるなどの特長を有している。

屋外全天候閉鎖配電盤は,内部に点倹通路を有するものでいわは

一部現地組立式になっているづ0.,ク形閉鎖配電盤に属するもので

ある。したがって現行のづ0'りク形の特長をそのまま受けついでいる

うぇに,随時・任意に天候に関係なく点検し得る構造になっている

点が顧客にアピールしている。この種の閉鎖配電盤は,電圧や回路に

ヌ、1する適応性が大き仏ので,110,154kV 級の製品も容易に製作可

能である。

(2)Ⅱ~33kV 級閉鎖配竃盤

ⅡkV級では,工場設伽の増大に伴なう火容量の自家発電設備の

設置が多くなり,その結果大短絡電流(50~ⅡokA),大定格電流

(3~6kA)のものが要求され,との種の仕様に最適なC形空気し

や断器を使用した屋内および屋外用の閉鎖配電盤は今後の需要に★・1

処できるものである。

22~33kV 用としては真空しゃ断器を使用したものが一般化して

いるが,今回22kV 用として「LDN形小油量しゃ断器を使用し,

油入変圧器を直結騰造とした新形パッケージ式閉鎖配電盤を製作した。

この閉鎖配電盤には,二回線断路器受電の場合の受電用断路に三位

置切換断路器を使用し,操作の単純化,誤操作防止を図っていろ。

(図 43.)

(3)高圧閉鎖配電盤(FX 形メタ1レクうツド)

6/3kV 用新形メタルクラ',ドとして 7.2/6.3kv,600~2,00OA,20/

25kA 定格の「VX形真空しゃ断器」を収納した FX形メタルクラ.,ド

シリーズσEM-U53F2級に準拠)を製品化した。特長としては

(a)しゃ断器, PT, LA 等を各ユニ.,トのづ0,りクに収納し,こ

れらを適宜組合せる構造としているので構成が容易である。

(b)一面に2~3き電回路を収納できるので床面積の縮小が図

れる。

(C)真空しゃ断器を使用しており,保守点検の手問が減少する。

(d)インタロ,,ク装置を完備しているので安全である。

3.3 閉鎖配電盤

1ユ家用受電変圧器は大容量化,高電圧化忙加え低騒音の要求が多

くなってきた。また機器のコンパクト化,安全性の面から SF6ガス絶

縁開閉装置「GIS」が増加するととも忙, GIS 直結形変圧器の需要

もふえてきた。

低騒音変圧器は,三菱自動車(株)(京都)納め 12MVA をはじめ,

三菱製鋼(株)(東京)納め7.5MVA 1台,日本専売公社(新倉剪め納

め 4.5MVA などその他多数納入した。

GIS直結変圧器は,川崎製鉄(株)(藤沢製綱,仙台)向け20MVA

1台,当社名古屋製作所向け7.5MVA 1台を製作したが,ことに

川崎製鉄(株)向け変圧器は, HORV級では一般工業関係では初め

てであり, GISに変圧器を直結し高い伝頼性と保守の省力化が期待

できるものである。

タ,,づ切換器では, rDR 形抵抗回転形負荷時タヅづ切換器が実用

化されたが,当タ,,づ切換器は,切換開閉器・タッづ選択器の双方に

可動コンタクトとして口ーラコンタクトを使用しているので,切煥動作の

信頼性は非常に高込うぇに,長寿命である。さらに小形・軽量化を

図ってあるので,変圧器の寸法・重量を低減でき,保守点検も簡単

であるなどのすぐれた特長をもっている。

乾式変圧器・・・・・・ピル用として東京海上ピル納め 20kV 5,oookvA

2台をはじめ,20kV 級 1,oookvA 以上では,27 台を製作し納入

した。またスボ.,トネヅトワーク用変圧器として丸井新宿ピル用の 1,250

kvA 3台のほか,小容量スボ,ワトネ.りトワーク変圧器も多数納入した。

3.2 自家用受電変圧器

図 43.20-TLN-M 形閉鎖配電盤外観
FUⅡ View of metal-enclosed ぶⅥιCh留ear type
"20-TLN-M"
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(4)コント0ールパリケージハウス

フィリビンマリンデュークニ,ケル鉱山向け,全裴可搬式変電設備を完成

L納入 Lた。これはパッケージハウスの中に,4.16kV メタルクうりドおよ

び電動機盤,480V パワーセンタ,コント0ールセンタ,バヅテリおよび充電器,

故障表示盤を収納し,内削は空冷式の空調を行ない,また有圧ファ

ンにより水柱2.5mm のへ,,ドの内圧をかけて収納畿器に文1し良質

の畔μ見を磁1保し,完全な変1琶所を例i1支している。パ'ワケーづハウスのユ

ニ,リ1、の長さは」0~玲mで重量は大き仏、ので35~401 あり二速二占,

五述1鴫のも含めて計17変冠所分のパリケージを製作した。パ四ケーづハウ

スの附造は,夙U祁および丹組の鉄鋼部分以外はアルヨ板をりべヅト按

合と U怪量化を副'つている。現地で電源変圧器とバスダクト接統L,

タ卞部ケーづルを接続すれぱそのまま使用できる変電設佛である。

3.4 ビル用受変電設備

名"心のビルでは,スボットネ,,1、ワーク方式が受電方式のホ{C占める割

Aが商くなってきており,今午度は5件の納入を見た。都心のスボ

ヅトネ,,トワーク丙己心地域が拡大されるに伴い,スボットネットワーク受確設

術がよりいっそら"及する、のと芳えられる。

受配遜設鯆機器の中心をなす,Ⅲ]閉奘羅と監視制鶴"噺齡忙ついて

述べる。

畔"1奘1溌は,"別商圧用,"通商}モ用,低圧用の三卿が回路屯圧

に応じて適用されている。名1刈閉奘羅は,安全性,ス弌ースファクタの

,3、からキュービクル形式が巾心である。千ユービクルに収納されるしゃ断

器は,"別商庄では従来の空気しゃ断器が真空しゃ断器に,普通商

Π1では磁気しゃ断器が真空しゃ断器にとって代られる傾向が強まっ

ている。低圧では,咋午度開発した DS形気巾しゃ1祈器が1β0OA

主での河路に多く適用された。

監祝制御装置を方式の点から見ると,従来の西接式から飾易述制

式に中心が移ったと考えられる。細易速制方式は,1)機器を逃択,

2)機器を共通スィ,,チで入または切,という二二拳動式であり,親側

に遜択りレー,故障ヲや桜などの共通りレーを設け,子側に受{"りしー

を設けるので,刈子問の制御ケーづルが4寸ぶ呈でよく,りレーを娼V

級とすれぱ,冠話用ケーづルが利用できる巴いら大きな利.'烹があるの

で,今後の普及が期待される。

監視制御業務の名力化のために, MELDACシリーズの 0ギンづ奘羅

を導入した例が多くなった。定時記録,開閉器・保護りレーなどの

採作・動作記録を拘動的に行たい,保守員を単調な記録作業から解

放L,より高度な作業を実行させる利",長が受け入れられて仏る。

3.5 工場用受変電設備

三菱石油化幻水島製池所向け受配電設術を製作・納入した。既存

の受配竃設備を地強するためのもので,昨年度よりづ0ジェクトチーム

を編成して検討を加えた。主要部分は

(1) 66kV平行 2回線受電66RVGISの導入,主変圧器の増設

などによる電源強化

(2)系統監祝制御用コンeユータMELPAC-5Ⅸ),遊方監視制御装

脳MELDAC-500の遵入による確気設備の運用,保守の自列Hヒ,合

理化ならびに省力化である。

66kV 平行2回線受電のためK,中国電力寺杓水島変電所との問

{C三菱 HCB りレーをdL心とするパイ0ヅトワイヤリレーシステムが導入さ

れた。 GIS は既股の鉄・丹拙造式66kV1回線受電設備の場合の数"06

の広さの敷地に納まり,縮小効果の大きいととを示した。
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M副IAC-500 システムは MELCOM 350-5F 形づロセス制御剤'31

機IC,電ノJ系統とのインタフェース朋機器を加えたもので,常に電力

系統の状態を監祝し,受確停止,発雁周波数低下など緊急、時の負荷

(ⅡRV,田厶り選択しξイ折, HkV フィーダの接統厩線の切換え,俳1

閉器・保護りレー類の,県作・動作記録,ロギンづなどの機能を突行す

る。受配逝設鯆の規模が大きくなったにもかかわらず,保守員の負

扣をむしろ小嵐威したといえる。

MEI,DAC-5伽システムは,1 ン1 制御,(]江)xd 表示式速1伊ル凱靴

3紕からたり,備内忙点在する十数力所の 0ーカル変電所の朧器の

監視制御をすべて,・や央から行ならものである。系統表万dCはカラーづ

ラウン管式ディスづレイ装羅が適1Ⅱされ,ローカル変磁所の名称,'心力系

統のスケルトン,剛閉奘貿の状態などが剣W1に色分け表示される。従

来は口ーカル変冠所の状態をは握するには,保守員が巡視する必要が

あったことを考えるときわめて大きな名力化がはかられた。

MELPAC-500, MELDAC-500 などの遵入に伴い,中央瑞託噛制

御継込一漸され,小形計器・小形スィ',チを多用して新河寸ヒをはかっ

た盤が納入された。図44.にその一都を示す。

上記各隣器の遵入には,既設設伽の大幅な改造が必要であったが,

円滑に突行された。

最後に,受電と発屯を含めた系統の総合試験を突施し,冬設姉が

所期の機能を発抓することを確認Lた。この後,引き統いて従'業述

転IC入り,順嗣に述転を続けている。

3.6 スポットネットワーク配電ヨ到蒲

スボ,ワトネヅトワーク配電は他の配冠方式にヌすし多くの 41i長をオ丁して

おり,名"Dの各種ピル・駅舎等に多数のスボヅ1、ネットワーク受確設術を

納入し好含ltを得ている。名村造船所(株)伊万里工場納めスポッ1、ネヅ

トワーク配電設備は,火規模工場における1諺内配電に本格的なスポット

才四トワークカ式を採用したもので,これからの工場における村鋼勺配

遜の指針を与える、のである。以下設備の概要忙ついて述べる。

(1)配電方式

5変遊ψi3 回線スボヅ1、ネヅトワークノj式

10 変硲厄li2回線スボットネヅトワーク方式

合計」5変電所である。なお2回線方式の、のは将来の負荷増加

に対し変圧器 1台」竹設し 31両線力式巴する。

(2)変電所設羅場所

尾内.10変電所,屋外用.2変篭所,地下用: 3変匙所

聾洩気

図 44. MELPAC-500 中央制御装置
MELPAC-50o centτ且] control system
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(3)ネットワーク変圧器 350

鉱油入ネットワーク変圧噐に高性能・コンパクト・保守の容易な気中式

断路器を直付した一体構造のものを開発し適用した。

気中式断路器直付油入自冷式変圧器. 1、Ⅸ)okvA 66kv/4卯

~254 V 60H2

(4)ネットワークづ0テクタ盤 35面

定格:460V 2,00OA 20okA

づ0テクタしゃ断器. DSNM-2000

づ0テクタヒューズ忙は,新規格 JEM-R IC適合した定格電流 2ρ(X) A,

定格しゃ断電流20okA を使用した。

(5)ティクォフ盤

溶接機幹線2ρ0OAX2,動力幹線 1ρ0OAXI,照明用60OAXI,

10OV 変圧器用60OA または225A,と四種類の幹線とし,ティクォ

フヒューズには限流効果の大きい FLK 形ネ,ワトワークヒューズを,ティクォ

フしゃ断器には NFB を,なお60OA 以下の幹線には永久ヒューズ付

きしゃ断器(NFU)を使用している。また,各盤は標池化を大幅忙

導入し製作・保守を容易にしている。

(6)進相コン手ンサ設備

迭船所の性格上力率の悪い溶接機負荷が多数あり,常忙無効電力

が変動しているのですべて自動制御を行ない,開閉器には多ひん度

閉閉に有効な低圧真空開閉器(VC形)を使用した

している。これらのことを総合的に考えれぱ,電動機容量が多くな

り,その台数も増えた場合に,電源電圧変動対策巴,りニアな適正

風量ノ.,チの選択によろ運転経費の節減等の観点より,起動ラッシュ

がなく,起動・停止ひん度に制限を受けず,かつそのらえで可変速

がりニアにできろサイリスタ電動機(CS 形)の採用が,将来の問題と

してク0ーズアッづされる契機となった。一方換気の制御は,従来トン

ネ/レ内の V1値による制御を行なっているが,センサの精度,換気効

果の遅れ,その他の条件によって,必ずしも最適な制御は行なわれ

てφない。今回とれらを改善するために季節・曜日・時間帯・1ど殊

条件等の要素をすべて折り込んだ交通流のパターンを過去の手ータか

ら設定し,とれによるづ口づラム制御を行なった。今後トンネルも長大

化して送風機容量は大きくなると思われる。従って運転経費の飾減

を目指しながら最適環境制御を実現する方向をりサーチせねぱなら

ないが,そのーつのステ.ワづとして今回の評価は貴重な指針となるで

あろ 5。この種の制御はトレース的な機能,予測的な機能があるが,

この中で屯予測的な制御になり,24時間中の制御となれば人問では

不可能で,制御用計算機による制御が実現化される機運となってい

る。今回はデータロガーのみで制御機能はないが,サイリスタ電動機を

採用し,りニア的な風量制御を行なう場合には制御用計算機の導入が

必要と考えられる。遠制御装置はチイづタルサイクリ,,ク方式であり,そ

の伝送路を極力減らした伝送方式巴している。すなわち親局子局問

はそれぞれ2P の連絡線のみとし,トラフィ,ク情報・電力量・アナロづ

量等すべてゞイジタル伝送を行ない,積算は手ータ0ガーにて行なうよ

らにした。日本道路公団九艸樹k貫道についても手イジタルサイクリ',ク式

遠方監視制御装置とし,将来広域制御(10okm~150km)への足掛

りを作ったもので,階級制御的構成となる。

当社は今まで多くのインタチェンづ用電機品や,東名高速道路都夫

良野トンネル」用電機品等を納入してきたが,今回建設省中部地方建

設局「矢の川トンネル」納め電気品および日本道路公団九州縦貫道路

南関^熊本インタチェンジ納め遠方監視制御装置を完成したので紹

介する。

上記矢の川トンネルは既設のトンネ1レ(長さ約2km)であるが,交

通量の増大に従ってトンネル内の環境が悪くなってきたために,換気

設備および6kV高圧受配電設備・非常用づーゼ1レ発電設備・遠方監

視制御設備を新設した亀のである。電気設備はトンネルの両坑口であ

る尾鷲側j・賀田側にそれぞれ設けられている。中部電力(株)より

6.6kv 一回線にて尾鷲倶1に受電し,賀田側には6.6kV ケーづルにて

送電する。将来さらにその南(約1.7km)にある大又トンネル(長さ

約2km)へも送電するよら計画されている。その主たる負荷は,

それぞれ両坑口に設置された送風機用全閉外扇形極致変換三相誘導

電動機180kW 460V 各2台があり,これらの起動時の電圧変動率

を押えるように下記対策を行なっている。

(1)電力会社送り出し変電所より受電点までの電圧変動を保証

するため,電力会社側にて電圧調整器を設置した。(電力会社送り

出し変電所より受電点までの距籬は約9.5km である)。

(2)送風機用電動機は極数は 10n4 極とし,起動方式はコンドル

ファ起動方式を採用した。

(3)起動ラ',シュ電流の重畳を防止すろための順序起動方式と

した。

一般にトンネ/レの立地条件は,電源より遠隔地の場合が多く,これ

以上の負荷があったり,も5少し距雜があったりした場合,もはや

このようなヌ、1策のみでは規定値内の電圧変動に抑えるこ巴は不可能

となる。また,トンネ1レ用送風機の特性としてその起動停止・変速が

ヲr常忙ひんぱんに行なわれるため,誘導電動機を使用した場合電動

機の熱容量に対1"'十分なる考慮が必要となる。今回仕他力通風形と

道路用電機品設備3.フ

(1)集中遠方監視制御装置

近年,集中監視制御システムは,中央制御所に処理饗置を設け,多

数の被制御所と中央制御所を遠方監視制御装置を介して接続し,情

報の伝達を行なうシステムがとられつつある。とのようなシステムに

使用される遠方監視制御装置は,高信頼度であるととはもちろん,

中央制御所ではス弌ースの減少,および処理装置巴の信号受渡しが容

易であることが要望される。

これらの要望を満足した遠方監視制御装置として, MELDAC-

500形装置を制作納入した。この装置は従来,監祝制御方式が,

L 1対向方式であったものを,制御1:π,表示1:1対向方式とし

て,経済的に、スペース的にも有利になっていろ。この装置の特長は

次のとおりである。

(a)対向方式制御(1.4) Xπ方式,表示 1.1

(b)信頼性・拡張性,制御所装置はすべて4被制御所単位のづ

0.,クで構成されている。したがって被制御所の追加が容易であり,

障害発生時でも影響を及ぽされる被制御所は4力所に限定される。

また回路素子に IC を使用すろことにより,部品・接続点を大幅に

減少して信頼度を向上させている。

(C)計測方式は手イジタ1レ伝送・アナ0づ直送いずれでも可能であ

遠方監視制御装置3.8
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(d)伝送速度は 1,20obpS の高速伝送まで可能である。

(e)処理装置とのインタフェースはワードシリアルビ・りトバラレル渡しを

標準とし,2台の処理装置に接続可能なよう忙考慮されている。 1

台仕計算機であり,他の一台は計算機ダウン時のバックァッづ装置で
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ある。

(2)筋易 CR1ディスづレイ装1靴は,各孤の図形(変確所のスケルト

ンイg)をあらかじめ,足憶L,必斐な時に,作意のパターンをカラーづラ

ウン管_上に映し出すと1司1崎に,機器の状態により,スケルトン上の機

器シンポルに色付けを行なら。

この装1松を則いること忙より,従来制御所で非'常な人きなスくース

を1_りめていたグラフィクパネルを市'小することができる。(図 45.)

この裴睡は染小述力監視裴貿と接絖できるよう者慰されており,

また引3-1機をj"いずに動かすことができるハードマシンであるので,

訂'算機を使別しない染小挑俔制御システ△のマンマシンインタフェース忙

最遡である。厭剖削}:様は次のとおりである。

沖Ⅱ毎の人きさ 398×308 mln

画而の分割 32 × 2・1

表示色 7色

十ヤラクタ 61種

近年,わが国の情報処理システムの多様化と発屡にはめざましいも

のがあり,特にオンラインコンピュータシステムでは新設されるもの,さら

に増設されるものなどが急増しているとともに,その規模も非常に

大形化されている。オンラインコンビュータシステムでは不可欠の無停電電

源装置(CVCF)も,必然的に需要が増大し,大形化システムが目立

つてきた。

当社では古くより「節止形」無停電電源装置を手がけて,昭和U

年度東京電力(株)納めの本邦初の完全並列冗長運転方式(2×80

kvA)を完成して以来,昭和娼年度までに約300 客量にして"A
FJ ,

30,oookvA の実預を有するに至った。

昭和48年度には,三菱銀行(株)池尻事務センター納めのトータル

2,025kvA という世界最大級の CVCFシステムが完成し,本格的か

動には仏った。本システムは20okvA 4台並列運転が 2システ△,100

kvA2台並列運転,および75kvA3台スタンドバイシステムという構成

である。 75kvA CVCF は,1BM 370-165 の中央演算処理装置

(CPU)専用の電源として開発されたもので,従来の商用周波数

CVCF と比べて40OH.という高周波,電圧変動値が常時士2%

以下,電圧変調率が0.5%以下などとい5きびし仏値に押えるため,

浮動充電力式によってバヅテリ回路を栂成し,インバータの転流失敗を

少なくするために高性能の「TC転流方式」(特許出願中)の採用な

ど,ユニークな方式をとり入れているのが特長である。

<

ー",

3.11 静止形無停電電源装置(CVCF)

図 45. CRT ラ!イスづレイ裴置

CRT di卜P]ay eq山Pment

'剛
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轟゛

キ発"尋

大口電力需要家において,電力用コンデンサの投入量を自則珀りに調

整して,受電力率を 100%付近にする力率自動羽整奘置「MICAM-

PFシステム」を開発した。本装置の利用で電力損失の軽減,力率割引

制度の利用による電力料金の低減,および受変電室の業務省力など

の効果が期待され,既に10セ汁近くの納入笑箱を得ている。 こと

に,この力率自動調整装紐「MICAM-PFシステム」の機能・世消Eお

よび効果を記す。

(1)機能

(a)自動調整 あらかじめ設定した力率の基準値と回路の

力率の比絞を行ない,展標力率の範囲内に入るよう電力用コンデンサ

の投入,しゃ断を自到川りIC朋整する。

(b)手動調整:手動のスィッチで調整する。

(2)性能

(a)月盛範囲 進み50%~100~遅れ50夕6

化)入力 AC ⅡOV 5A 三相3線式平衡囲路

(C)精度 士 3度仏路H角で)

(d)目標設定幅:4度(位相角て・)

(C)設定諸皮;士2皮(位相角で)

(今出力接点数: 3接J急,4接点および5接点の3郁類

(g)出力仕様.無電圧IA接点, AC I0OV IA (抵抗で),

ONの時,コンデンサ投人へ, OFF の時コン手ンサしゃ断,

(h)嶋隈. 0~6分 q工意忙設定可焼),0ンデνサの投

入,しゃ断の時岡問隔)

(i)力率の最適制御が可能.負荷の状況にマッチした塒1綴設

定で,投入するコンデンサ容量の最適制御が行なえる。

(j)多段階の詔整が可能: 3接点出力で8段階のJ"整が,ま

た 4按"'は出力で16段階もの、1"整が行なえる。

3.10 力率自動調整装置

近午,企業内の口動化・省力化にともなって情轍量がますます増

火する傾向にあり,これらの情桜を災ヰy營理処理するデータ処理機

能も単能的なものから,速方監視制御裴置を含むトータルシステ△的な

ものまで幅広い要求がでてきた。本奘置はこれらの各種仕様に対し,

容男パこ刈処できるよう入出力部のハードゥエア幟成をビルディンづづひりク

描成とし,制御部に信頼度の高φマイクロコントローうを使用している。

マイクロコント0ーラのソフトウ1ア拙成は,標淮化した各種機育獣樹立の

づ口づラムパッケージの組合せにより機能逹成ができるようになってい

る。

以下本装置の主な特長は下記のとおりである。

(a)ハードゥエア衣峰成は,すべてビルチインづづ口.,ク織成を採用し各

種仕様に容男ノ1て文寸処できる。

(b)マイク0 コントローラの使用により,機能の拡張性・融通性に寓

んて、し、る。

(0)梧§佐化されたづログラムバヅケーづの使用によるソフトゥエア体係

が完備している。

(d)周辺機器が豊富にそろってーる。

(e)遠方監視制御装置との結合が容易にでき,総合的省力化が

図れる。
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その他,昭和娼年度中の主な実績をあげると,国鉄納めの2X

30okvA 抵か多数あるが,特に三菱倉庫(株)東京ダイヤビ1レ納めのも

のは,いわゆるコンビュータのアパートといわれ,種々のテナントが独自

でコンビュータ業務を行ない,安定した電ノJを一括給電するシス丁厶で

ある。今回のものは六つのテナントに刈して CVCF は,20okvA 3

台並列運転を 2システムで槻成した。力のおのの丁'ナントによって使

用するコンピュータのメーカ,種顛,使用ブ)i去が異なるため,テナン1、相

互の電気的な干渉を防ぐ方法がンス丁厶上に考慮さ九ているたとえ

ば,各テナントフィーダビとに強制転流方式忙よるサイリスタスィ,ワチを設

けて,あるテナントで短絡事故が生じても1瞬時にそのフィーダを助り

落し,健全テナントに対してなんら悪影糎を及ぽさないようにしたも

ので,良好な結果を得た。今後,総介的システムとしてこの種のシス

テムがますますふえるととが考えられる。(図 46.) 図 46.20okvA CVCF 4 台並列運転
20okvAX4 Unit constant volta晉C constan〔

frequency power bupply

44 三菱電機技報. V01.娼・ NO.1・1974
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咋年の西1業界はきわめて好況忙終始したが,当社産業j1上選機品はいずれも多忙な生産を続けながらも数々の新しい製品を排拶壱し,多くの滑i標

i仙シリーズを完成した。

公害問題がますます厳しく社会問題化しっつぁり,排煙脱硫裴置・じんあい(塵挨)処理装置・座水処理装置などの電機品の開発が火きく伸び

た。また騒音対策として,電動機や変圧器の低騒音シリーズを充実させた。静止形竃源では可変電圧・可変周波数の標準シリーズが 1,oookvA ま

で完了し,化学大容址直流電源としても 1,00OV,30kA まで標準化が完了した。づラントが複雑大形化するに伴い,高信頼性,自動化の要望が

ますます強く,それぞれの規椣忙応じて,シーケンサ,マイクロコント0ーラ,ミニコンピュータ,あるいは中・火形計算機などの遵入による自動制御方式を

とることが多くなった。

1票難電機品全般としては,好況を機に標沖1化の推進と多様化迪応のためのシリーズの強化が目だった。特筆すべきものとして,ノーヒューズしゃ

断器や漏電しゃ断器において,羚確の連統性を向上できる画捌的な新製品の開発成功をあげることができる。

生産用機器としても,機器の火形化,作業の高速化_白動化,品質の安定化が強く指向され,数々の新製品を世に送った。溶接機には新Lく

三相整流式直流溶接機および大気中遊子ビーム溶接機の突用化が行われた。如トン大形誘導炉が開発され,炉用電源にはサイリスタインバータがシリ

ーズ化された。放電加工機はますます火形化すると共忙,ワイヤカッ1一放電加工機・粘密治具放電加工機など,特殊機器も開発された。数値制御を

使用したガ'ス UⅡ斯機に新しいH彰湾騨システム, EXAPT の導入が行われた。

冷熱機器としては橋妾の拡大とともに空ヌ寸空パ、ワケーづ 1ヤコン,空ヌ寸水ヒートボンづユニ、ワトの故良,充実を行った。産業空調用パ四ケージ1ヤコンなど

のヰⅡ殊用途その他の空、1出幾器のモゞルチェンジなどを行った。また冷凍機およびその応捌例,は需優の多様化の要望にこたえて,そのシリーズ化を進め,

芥"東ク山ルづユニ,ト・空冷式冷凍機・スーパマーケット川冷凍機を製品化Lた。 1寺に漁船用全R動省ブj化1御東機ならびにづライン方式忙よるオーづンシ.

ーケースの冷却方式は,,拓イ,1頼性の省ノJ化システム機器として4寺笹に値する。

謬蕪 Electric Apparatus for lndustrial Application
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(1)ボンづ川 9,0(川HP 4 P かご形,i秀導磁動機

オーストラリアニューサウスウェールズ"訂にプJ庁(ECNSW)の NO.フユニ,ワト

(1」_1力 50万1ハV 火力発俺所)向けに,インガ'ソルランドを経山しポイラ給

水ボンづ用雄動機として 9,00OHP 4 極2台を納入した。電源は

1],00OY,501し,確動機形式は全栩内冷形,織形,かご形,ルj轍で

ある。主な"徴は

(a)効率が 97.0%(定格出ブJ時)

(1,)起動延流は定格価の450%以下

(C) 2州の空気冷却瓣をサイドマウントした洲造で冷却管は二m

11ij11;

( d )小性"はりード(リT j1リ糊、f筋付

1.1 工業プラントー般

].1.1 特殊電動機

1.工業ブラント用電機品

(e)主端子箱は扣分部形

(f)騒竒は機側 lm の地点で83ホン

(g)固定子コイルに全数インパルステストを突施

した等である。

(2)グリーンベールづロゼクト用電動機

オーストラリアのニッケル鉱山開発「グリーンベールづ0ゼクト」用として,

ポールミル用2,250HP 26極同期電動機2台その仙各種誘導電動機55

台を納入した。本機は鉱111関係・述搬関係・精錬関係忙使用され特

に粘錬関係の確動機は完全防食が施されている低か特徴として

(a) F 極ネ鱗条,115% OL のときの温度上男.10od.旦゜C 以下

(b)始動電流600%以下

(0)磁竹ゆ斜屶防止のため軸貰通部にグリースシール取付

(d)ファン及びファンガイドけ NON-SPARKING の組合せ

巴した。

(3)じノVあい(塵吹)処理jl」枢動機

集じんづ0ワ用として川崎製鉄向けの2,20okW6極全閉内冷かご

形をはじめ各製鉄所に多数納入し,都市のごみ処理用として,京都

市向けに三菱重工業q幻経由にて記録的容量の1,50okw l0極開放

管通風形巻線形をはじめ多数納入した。

(4)低騒音防爆形誘遵電動機

低騒音1嚇暴形電動機は,従来の80~90ホンの騒音レベルをさらに

下けヲ昌 70ホンの低騒音要求に応じ得るものを製イ乍した。

(D 従来の設計思想より脱皮した独得のサイレンサの設計により,

減音効果をあげるとともに,通風損失をきわめて少なくすることが

マ:、き)乞。

(2)特殊ファンの採用により減音効果・冷却効果をあげ,構造

1風1.i、1δ"..、,■t●、じ宅ーンー",一武

イ{

春

X覧

'露

/.十.、"

1翻j

図 1.9ρ0OHP 4極全閉内冷形誘遵電動機

9,00OHP 4 Pole cACIN' induction motor
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図 2.低騒音防爆形誘導電動機
Low noise explosion proof
induclion motor

、、、、、
~、、、、_ノ、

^

の簡素化をはかった。

主な仕様は

安全増防爆形(eG3),耐圧防爆形(d2G4),全閉外扇形, E種

絶禄,0.2kNV~75kW 2極,4極

0.2kw~55kW 6極

(すでに一部分労働省防爆検定合格済)である。

(5)低騒音電動機の需要増大

電動畿の騒音を著しく低減させた低騒音電動機は十数年前より既

に納入実績を有するが,最近の需要増に伴仇0.2kWから],oookw

までのシリーズを完成した。このシリーズは 75ホン主でを対象として

おり,極数・外被形式・電圧等に対しあらゆる顧客からの要求に応

じられるものとなって仏る。

また65ホン級電動機も多数納入したが,この場合には電動機用と

しては國内最大級の無響音室にて騒音を実測している。との無響音

室は数千kWの電動機まで収納可能で騒音の分析が行えるもので

ある。

低騒音電動機の納入先は多様化してぃるが,特に上下水道づラント

・発電づラント・ガス製造づラント等,生活必需の公共設備関係に多数

納入した。

100

図 3.低騒音防爆形誘導電動機
Low noise explosion proof induction

motor 6'eTtical type).
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図 4.集じノV(塵)用翼形送風機特性
Characteristic curves of aiTf0Ⅱ dust c011ector fan.
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1.1.2 送風機

(1)集じん用翼形送風機

集じん装置の大形化に伴い,送風機容量が増大し,効率の高い翼

形送風機が採用される傾向が強まっていろ。特に,摩耗の少ない建

屋集じん用送風機には抵とんど翼形送風機が採用され,高性能で安

定した特性と低騒音送風機として好評をはくしている。騒音対策も,

送風機にしゃ(遮)音工事を抵どとしかつ各部よりの音の洩れ防止構

造を採用することによって,従来に比しはるかに経済的に騒音を

75Aホン程度まて、低減するととができている。ダストの付着,脱落に

起因するアンバランス発生による振動増大にたいしては,ダスト付着防

止用エアづ0一装置を取付けたが,その効果は非常に大きい。図 4.

は納入送風機の特性曲線で,全圧効率約86%の高性能を有してい

る。この送風機の要目は

形名: FA4089両吸込

形式:翼形送風機

風量:9,ooom3/min

12ω0

.

図 5.排煙脱硫裴置用翼形送風機FA-4109両吸込
Airfoil blading fan for sulfur・dioxi(1e removal
FA-4109 double inlet

全圧:420mmAq

温度:6げC

回転数:740ゆm

電動機:90okW 50HZ8P

(2)排煙脱硫装置用送風機

事業用発電づラント向けとして,ウエ1レマンロード法湿式判1煙11兒硫奘置

用として下記仕様の送風機を昭和娼年1月納入した。

仕様

注文元.三菱化工機(株)(巾部電力休初西名古屋 1リS#1ポ

イラ用)

形式:翼形送風機 1台

形番: FA-4109両吸込

風量:660,ooomvh

風圧:650mm/Aq

ガス温度:14伊C

電動機:2β50kW 8P 60H.900印m

本機は事業用発電づラント向け排煙脱硫装置としては世界最大級

の620ρ0ONm3小の排ガス処理能力を持ち,当社としては初めて,

排煙脱硫装置用に,効率がよく騒音の低い翼形送風機を採用し,動

力の節減を行うと共に騒音低減を計っている。製作に当っては,排

ガスによる低温腐食を配慮し,耐食材を使用,軸貫通部には温風を

叺込み腐食防止を行っている。本機の完成により,今後排煙脱硫装

三菱電機技報・ V01.48. NO' 1.1974
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置用巴Lて駕形送風機を使則する機会が増加する、のを杉える。

(D 師止形可変J司波数逃源共朧

駆固で保守の容易な交流竃動機の速度制御用としての部止形可変

周波数確源(VVVF)は,すで忙フι川化の段階ICあり,鉄姻づラント・

繊雜機械・工作機械などの各郁産業畿瓣邸動川確源上して広く川い

ら九ている。

当社でも,高性能転流法の研窕や,過去におけるサイリスタ1心刑技

術を基にして竃動機の AC 化を進めてきており,すでに,・ヤ容量(~

20okvA)・中間周波(~20OHり VVVF 裴貿忙ついてはシリーズ化

を完成,数百台を納入し,順嗣にかq家)動している。

最近では, VVVF奘朧も,拓速化および火容量化が饗求される場

介があり,竺1社で10虫心分籬機川として lklbの奘1説を光成してす

でに納人済みである。また,鉄嗣づラントなどにおいては,数再介の

枢動機をせノVG前)速述転することも多く,その他,大容靴化の安求

に答えるべく生勲置の酔1発を進めており,現在では 20okvA~】,以川

kvA 乳リ女の VVVF生劇織の製作も可能になっている。

電力変換装置],1.3

群障害が冏題Kなるので,整流瓣用変圧解の交流側巻線を種々に紺

み合わせて'心i原網ⅡC所詔とる1'1j,1峨lt叱所ιを1[いにヰヤンセルさ・辻ている。

ノ、/△と△/△の変H1際芥 1 六'で轍介・辻,12 W総允と,、る山力寸立 J,湘

単な例であるが,おの'ゞのに移小を線を股りく 15゜遅れまたは進

みのものを加えく 4台の紲合せ,さらには人/△およびこの士1げ,

△/△およびこの士]0゜の;汁 6 台で艇!介せ 36村1藥流とすること、ゞ11

近行われている。

これらの変ル器は,2台〕緑を共通タンクに収納し,寸法の低減

を図ることもある。大形平滑用りアクトルは,乾式匝U令,ア1喰板コイ

ルを採則して不燃化・小形化が行われている。

1 _師鰯一'姦t

1 "1.、1
師一削一ーー

a )シーケンサMEISEC-フ]0

MEISEC-710 は長年にわたる粍リ剛例街ル野段 MET"M<C シリーズ

の火鞁上,漸たな柳形側1心 f,汁り機の技術を小かし.姉妹機1市

MEISEC-;H0 と 1司一・・恕、恕のもきに統・・化,標i北化を,Πり機百を1'内,

燐模的に発屡させたものである。

MEIS醒C【7川の1!j災

(0)論N汝笄処貞し従来のりレー,,倫即シーケンスを作成寸るの

と全く阿・一千払によりΠ'〔1妾づ0グラムができる、

化)'"加杉)岐処興し"ιイ1{のシーケンスの状態を刊断,適、i'i:'jι行

(C)徴分検瓣処延L 入ノJI'iりの立 1二り,ゞ11、ドリを検川

(イ1) JIC通インタ日.ワク処凹!:111通条イ小,没定でづ0グラムの儒"1古イヒ

(C)りづルーヲン処川!:シーケンスの"河f1化,づ0グラム数の大1町げ列

滋化ができる。

(f)削込処川しりレ常■処川!,優先制御Wi鞭都1九11心卸かで占ろ。

(g)オンラインモニタ●オンうインでのシーケンスチア,クか"}介1

(2)昭駒lff、粂(株X肥島)納めサイロ制御奘擢

殻物の搬人,貯/歳,搬川,力1Π:作業を一呉Lて行うサイロ設備が

との科,茨■W,切セ島コンピナー1、内川仟仙雅業(株)廃島、1y昜忙建股され,

その雄機"゛をー一括納人した。本船より穀物類を受け,コンベヤ,パケッ

ト 1レベータ'町{C よりサイロに投人し, 11:場送り,トラック送り,りサイク

ル送ず町のサイロ川荷1所鯏jUとして, M]汀,M<C-100 を採川しづラ

フィ,,クノ⇔ルと・一休とした小央制倒H慌としてまとめ,ー'ガサイロ内の

Υ11川Ultの管則,智肌表の作成,トラ,ワク 11_M桝云票の竹り戍'町のΥ1ヲ,M〒到!

奘1汽上して MELMIC-1山を使川した。またトラ,,ク出荷場の騨許見

として ITV を採出することにより,小火制御室よりの一括集中制

御を可能とした。

(2)確子ビーム溶接機別超商Π小§流枢源奘朧

冠子ビーム溶接機の工鮮U)町,へのj心用は逐汰増火しつつぁり,粘

皮の良い浴按や,深い溶込みなど,従来の溶按機では得られ左かっ

た数多くの4!i長を有しているが,これ忙使用する超商圧電源として

90kV 250mA の直流竃源装置を完成した、これは,三扣内釧J杉変

ル器の尚圧側をシリコン整流器で単扣懐流し,直流側で三扣分を値列

接続したものを同・ータンクに収納したもので,1寺長としては,

(a)単相整流でありながら6相整流した場合と例じ出力波形が

得られ,平滑フィルタが少なくてすむ。

(b)絶獄と冷却とが油入山冷曾沙1式であるため,保守は不聖、で

ある。

などの数々の4寺長がある。

また,その制御力IU才,三_村・1内鉄変牙{器の低ル鯏でサイリスタ斗÷、f

を逆並列結線にした交流制御力式で,その11長としては,

(i)応答速度が速い

(ii)制御精度が良い

などの1寺長がある。

(3)変圧都およびりアクトル

設備が大餌模化するにつれ,電源側忙流れる商溺波確流による'誘

図 6.1kfb 25kvA VVVF 生黙難
IkHZ 25kvA VVVF device

1.1.4 の 他

3 産業用電機品
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仏ったんサイ0 に貯蔵された穀物仕,前後処理設備に送られ,脱

疫,人,1,食用油ヤi:成m,に加11:される小1汁は前処劃{股備,後処理

設備出尚サイクル設備山静"5U h山電動機ι:,コ50 介のづJバ類の1削

御裴蹴を納入,りイ0'没備1水条 MELMAC I00 を採川し集中制御

を行なうようにした。

(3) NHK 納めオプンによる源一液再生裴置

公害防止分野へのオゾンの辿用は,ハート技術,ソフト技術の両而に

わたって強力活発に開発が進められており,染色廃水処理・フェノー

1し廃水処理などへ多くの実績を牛みつつぁる。最近,特に注目に値

するのは,オゾナイザのク0ーズドづ0セスへの適用である。 NHKへ納入

した漂白液再生裴置は,シアン含有捗目夜であるカラーフィル△漂白液を

オゾンによって酸化再生して再利用するもので,有害なシアン化合物

をいっさい系統外へ排出しないクローストづ0セスを構成している。漂

亡1液中の亦」血塩はフィ1レムを漂白すると自らは還元されて黄血塩巴

なって漂白能力を失なう。とれを酸化し再生するのにオゾンが利用

される。この装置はオゾンと漂白液を気液接触させる再生そう(槽),

オプナイザ,原料空気供給装置からなっている。オゾナイザは小形化を図

るために放電管印加電圧は高周波50OH.を採用している。周波数

変換はトランジスタインパータによっている。インバータによって周波数を

上げることは小形化に寄与するのみでなく,放電管入力(才ゾン発生

量にヌ、j応)の缶Ⅲ卸にも多くのメリ.,トをもたらし,とれからの研究に

期待するととろが多い。この装置はオプン発生量150創h,処理液収

客300ιで,機能のみならず最妖の意匠設計を行っている。

(1) 1丕延補機則直流電動機

南アプ仂迎那共和鬨,1SCOR製鉄所向け熱交換器付圧延袖機用

直流電動機を完成した。一般忙,全閉形直流機は,規格では,1時間

定格であるが,これにヌ1して,全閉形で出力を低下させずに連続使

用に耐えるものとして, A辻toA辻方式の熱交煥器を装備した全閉

形圧延補機用直流電動機を製作し,良好な試験成績を得た。本機は,

標準800番系列に適用され,全閉形防水犠造になっており,通風用

のダクトを工場内に引き通す必要がなく,強制通風形連続使用の圧

延補機に,この熱交換器付直流電動機を採用する機会がふえてくる

もの巴期行される。

図 8.は熱交換器付KM814である。

(2)韓国POSC0 向け電動機

この度韓国浦項綜合製鉄所(POSCO)に,焼結・分塊・圧延の芥

づラント胴として,次のように大形誘導電到」機を多数製竹薪内入した。

焼結づラント用として3βookW 8極1台,650kW 12極 1台抵か 3

台,分塊づラント用として 6,50okW 12 極 1台,圧延づラン1、用とし

て 1,80okW 2極2台をはじめ,850kW2極憾かⅡ台の合,'1'19 台

を製作した。規格は JEC 37が適用され,かご形モータについては

ⅡS規格が追加適用されている。その他栗田工業(株)経由で350kw

6極4台をはじめ25台を納入した。なお現在鋳物鉄づラント用とし

て,],60okW 4極2台ほか25台を製作中である。

(3)製鉄づラント用サイリスタレオナード装置

圧延づラント用,づロセスライン用など各種直流電動機の可変直流電

源として使用されているサイリスタレオナード装置は,1967年に 4,500

1.2 鉄鋼金属

1.2.1

図 8.熱交換器付 KM814
KM 814 Witb heat exchan宮er

kWの大容量の第1号機を製作して以来進歩発達を重ね,大容量平

形素子の開発などにより高効率でしかもスペースファクタの良い,1.容最

CF-Dシリーズ,大容量CF-E ジjーズが完成された。その後小小容最

の CF-Gシリーズを開発し,すでに数十台納入実粘を"つている

CF-G シリーズのり!i長は

(a)整流器,スィッチギ卞関係,制御部を 1キュービク1レ内に収納し

ている。

(b)制御は,1C 化によって部",数の減少と,づりン1、カードの数

の減少により仁練頁性の1"!二を1刈った

(C)各制御アンづの出ノjは,制御師1路専川のメータで測定可能の

抵か,外部の測定器でも容易に測定"j能なものとした。

(d)サイリスタ素子は F1250B, FT 30O A, FT50OA'穿の乎形

素子を使用し,スタ',クに組込まれている。

(e)しゃ断器としてサイリスタづレーカを採川する笘,保護協,剖に

対しても十分に考慮した。

また,庄延主機等に使用する CF-Eシリーズ,補機等忙使用する

CF-D シリーズにおいても制御回路の IC 化を完了するととも忙,制

御同路の配線をナ」ント配線化してイ'藪刑」の向ヒを図った啄か,各 1

ニ.,1、の運転状態がわかるようになっており,保守・点検を便利K し

た。

(4)新形サや欣夕制御雛(VT 形)

製鉄づラント等の小形サイリスタレオナード裴置としてサイリスタ部とス

イ.,チギャ部をコンパク1、に一体化した,刃i形サイリスタ 11川倒1盤を剛発し

た。

本機の1!i長は次のとおりである。

(a)低電圧受電領域を広げるとともに, AC コンタクタの桃内収

納をはかった。

(b)サイリスタ保護用直流しゃ1新瓣に,羽i開発の人奔量サイリスタづ

レーカを使用した。

(C)サイリスタ制御回路は,全面的忙 IC 化し奘置の小形化・保

守性・信頼性の向上をはかった

(d)シーケンズルー回路・電磁づレーキ回路の AC化をはかり,ま

た新たに開発した界磁サイリスタ装置を使用して,制御電源のAC化

をはかったシリーズも準備している。

(e)保護りレーを電磁式より半導体化することKより,信頼性

般

図 9. CF-G 形サイリスタレオ
ナード裴置

Iype cF-G lhyrislor slalic
IeonaTd
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図 10. CF-G 形りイリスタ
休盤

Type cF-G 仕〕yr15[01

の向上をはかった。

(f)サや玖夕裴置とスィヅチギャ部を・一体化すること ICより, 11,,}

付床凾恭においても,従来のν2 程皮にコンバクト化した。

(5)自動運極制御奘置

近年,鉄鯛づラントの大形化,高速化は著しく,こ九を制御する制

御装置は製品の商品質の硫保,生産量の増火,省力化化何山述松範

囲の拡大),経済的なシステム則郁戈'穿を満さなければならない。この

ためには,システム方式,およびシステム楴成H/W の両面からの検す、」

が重要であるが,最近では,ミニョン MELMIC,シーケンサ MELSEC

のような智瓣虹町W を使用して, DDC遊用範囲の拡大を行い制御

回路をづログラミングによって突現する力式を全西的に採則している。

従来のハードワイヤード0ジ四クによって制御を行う場合に比L次の噛徴

あるシステムが突リιされた。

(a)づうント S/W 上の要求にヌ、1する容易な災悦

(b)メインテナンス性の向上

(C)高信頼性のあるシステム拙成

(d)経済的なシステム構成

(6)シーケンサ MELSEC の鉄鯛ラインへの1心用

新しい老えに基づくシーケンス制御裴楓として,従来のりレー挑IC

代り出現したづログラマづルシーケンスコントローラ"シーケンサ MELSEC"は,

各界に好評を博し,受注も好綱で多数製作納入し,順、1棚Cか働して

いる。

製作実績中の数例とその制御機能は次のとおりである。

(a)形剣ラインの仕分けバイリング制御

(b)大径溶接管ラインのパイづ搬送設備の制御,メカニカルエキスパ

ンダの制御

(C)タンデムコールドミルラインのミjレ入出側のコイルハンドリング捌御,

自動通板制御,0ール組替制御

(d)づロセスラインのコイルハンドリンづ,三セ忰制御シーケンス(図 11')

これらの適用においてば MELSEC の持つ次のような多くのメリ

,ワトが発揮された。

(り高信頼性

(ii)高いメインテナンス性

6iD シーケンスカ新Ⅱみ易く変史が容易

(N)運転方案決定に時問的余裕ができた等。

3.産業用電機品

゛. ^"'

図 11. ME1ぶEC 制御継
NIEI,SEc contro] paⅡC]

^

.'ε才

」

吏に MEISEC を使仏易い込のにするため,カセ,ワト MTから口動

的にづ0づラムを11き込む自動書込裴置,並びにメモリの内容をナル

タに打'ち出す自動記録裴置が新たに製作され, MELSEC はますま

す広く使用され,シーケンス制御の概念を火きく変化させた。

(フ)白動運転制御装1鐙マイクロコントローラ MELMIC の応川

圧延設術およびづ0セス股備においては,ラインの内動運転のi勘速

化・粘密化が要求される。これらの要求を觧決する DDCシステムを,

マイクロコントローラ MELMIC を適用して突現した。

MELMIC を適用した制御システムの11長として,

(a)複数の機能をイ丁する制鶴1ヌ,1象を岡哨{C制御するこがU1焼で

ある。

(1D M捌"MIC 1六、の受1!」三つ佑lmW屯1川は比峻的せまく,システ△

,1皮1箪のづラン1、全休に及ぽす膨糾は比岐的少ない。

(C)速1心性ある制御システムが突悦できる。

((り保守・点倹が容易である。

等があげられる。主な適用例は下祀のとおりである。

(i)ホ,ワトス牛ンパスミルへの適用佃上入側コイル'J,'十L、1W御,入"、1

側脚動波速制御,コイル尾端停止制御

(ii) ECL への適則栃K図 12.):人側コイル'剣心制御,入側"

動波速制御,溶按点自動減速捌御

(Ⅱi)コールドミルへの遡捌伊上訓山11_11、ド位矧1則郵,入側嵐動減速

制御.ガイド類APC

(iり CPLへの適用伽上人11_ⅡW川動減速制御,溶援ノ1i、由動減述

制御,コイル尾端停止制御

MEI"MIC はこれらのほかに广雁動膝の主制御システ△, AGC (白

動板厚制御)システ△へも適用されている。

1.2,2 製銑製鋼設備用電機品

(D 高炉設備用電機品

韓国浦項綜合製鉄所向け鉾物銑浩的司羽電機品を一式製作した。本

電機品は原料裴入設備,熱風炉設備,送風設備および付属設備の低

か鋳物銑鋳造用鋳銑機設備を一括含んでいる。

特色ある生嵯醗としては,原料共入設備に標沖1品のゞイジタル式ナJ

セヅ1、カウンタを採jU し,灯i俳なタイムフ、ケジュールの設定を非常に客易な

ものとしたほか,炉頂機器の動作にシーケンシャル方式を併用すること

図 12. 1'1動述松制御盤
AutolnaⅡC conlrol pancl
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により,タイムスケジューjレ設定点の削波と,装入時問の短縮を可能と

した。

また鋳銑機設備のレードル傾動用に渦電流継下付電動隈(当社商品

名 ASEータ)を用いたが,マイナスト1レクの発生する復帰時も任恵の速

度で制御可能な制御力式を朋発し採用した。

(2)焼結設備用電機品

(a)韓1回浦川綜合製鉄1折鈷物銑 1」場向け D14W獣沽設飾木屯

儷,、,"は前記高炉設備用電機,訊と一括受江し,製作したものである。

電機品の内容として捻,無接点継電器盤(MELMAC-10のの焼

結設備標舉仕様を中心とし,多数の実紬を有する焼結設備用電機品

で樹成されている。新たに採用したものとしては,コンパクトに設副

された多段債形サイリスタレオナード裴置(当社商吊,名パワーレづセンタ)が

あり,電気室のスペースイゴ効1ⅢⅡICJド,診忙効果があた。

化) F1木嗣管(株)福1_1.触鉄所納めDL 式灯詠"1設備

木.没備は本邦最大の股姉容量で,無公害,省力化をΠ標に製作し

た、ので,電機品の内容として,主排風機は9,50ORW 同^W遜動機

2台で駆動し,総括制御饗殿は MELMAC-100 を採用し従来千動

媒作であったウィンドレづダンパを電動に灯肺占機と1司期化させ口動忙例1

W1を行なうようにした。

'"動機は,防じノVと騒゛'?にヌ、1し4"川な劫遺をはらった。

1.熱問圧延機用電機品

熱1川111延機用電機品として,分塊ミ1レ,1つイン,川心ゞミjレの机ま

たは什ヒ圧延機増設3 ライン(1人」 2 ライン製竹:小),ホヅトストリッづミ1レイ上

士圧延機およびダウンコイラ」曽設 2ライン(1火」1うイン製竹ヨ1,),ホットスト

り.,づミ1レ制御m'算機新設 2 ライン(内 1ライン製作11,),棒綱ミル 1ライン,

人径管1ライン(製作中)を納入した。

これらの電機遍,は,当社の総力をあげてとり矧み,鉄鯛川電機'▽,

機器の最斬の技術が駆使されている。4!i忙顕著な事項としては,

(a)シーケンサ(MELSEC-10のが,りレーロジックに変って,白正JJ

・千動運転 0ジヅクにも取り入れられ,複雑なりレーロジヅクをメインテ

ナンス,変更の容易な,ソフトウ1ア化した。

(b)電動機盤・サイリスタ電源を一体化した, CF・ Gジトズを完

成した。大形圧延機の電気室の縮小,メインテナンスの容易さを生んだ。

(C)自動盤・総括盤・電磁弁盤など,標準化された新構造盤の

作成により,メインテスフリーへと近づいた。

(d)ホットストリッづミルラインにおける,づロセス計算機(MELCOM

350-3のによる既設ラインの完全自動化,省力化をはかった

(1)分塊圧延機用電機品

本圧延機は,輸出用分塊圧延機電機品で,圧延機用電動機は,電

力事情の関係でイルづナが使用され,補機可変電源には,サイリスタが

広く使用された。輸出用のため,その電機部品およびメインテナンス容

易さには特に信頼性を考慮しており,制御回路はシンづルで,しかも,

機能が十分発揮できるような自動化が考慮された。

(2)厚板ミ1レ電機品

当社の厚板用電機品に刈する経験は,世界有数のものとなってい

るが,最近,広幅厚板および厚板そのものの増産から,第1圧延機

の既設ラインに,第2圧延機を遵入するととが行なわれている。現

在,3ラインの机・イ1:1二Π二延機の増設が行なわれて(内 2ライン製作

小)おり,内 2ラインは既設の制御則計算儷の拡張もあわせてヲ訓応

中である本噛設には,いかに既設っインの休止時間を少なくし,

圧延設備用電機品1.2.3

図 13.韓倒 POSC0 製鉄所納め分塊ミル電源 11gner
M-G sct

IM 6βoo kW 11,0(川 V 601-1Z 12 P 590rpm DCG
4-1850k、V 750 V.

羽U_11処機を群入するかにかかり,また,,汁卿機H動化にヌ、1しても,

泡'、な立ち 1二りが要求されたが,リιイfξ,好W"1忙運転されている。

(3 )ホッ1、ストリッづミル電機品

ホ,ワトス1、り,ワフミ1レでは,90ガチ"り空,広1"'最,拓述 1β00~1,5(川 mpm

の1拓速化された人芥量股肺となっているが,最近,増産の必姜性か

ら,設備を最人1製に拡帳するとともに,その容量も最人1製に増強さ

れている。

(a)主心流屯動機の 2タンデム形より 3タンデム形へと」旨,瀕された

設備もあり,この甥合には4!」'忙,,杣のねじ1辰動通風冷却効米に考慮

をはらっている。

(b)速方コイラ,近接コイフの」N'没

(C)既設ラインの全面口動化,省ノJ化のためにフ0セス,"'算機を

新しく導入した。

(4)棒鋼ミ1レ電機品

本設備は,粗・巾冏・仕上圧延機川K分かれ,粗ミルは交流電動

機,中ルト仕上ミ1レは個別サイリスタ駆動の直流電動機で拙成される

1ストランド圧延機である。製品は丸棒・與形等で,圧延機としては

中程度の規模にランクされる。電機品には,最新の三菱鉄鋼用電機

品が適用され,その信頼性とコンパクトな制御盤で好調に運転されて

いる。

2.冷問圧延機用電機品

昭和娼年に製作・納入したタンゞムコーjレドミルの主なものは,づラジル

ウジミナス製鉄所向けの5スタンドミ1レおよび三菱アルミニウム住月富士製

作所向けの 2スタンドミルである。前者においては,主機はM-G方式,

圧下は電動圧下であり,自動化設備等はないが,ハードゥエア的には

最新の電機品と全く変わるととろなく, M-G 方式として最も近代

化された垢のであろ。また,後者は,サイリスタ駆動,全スタンド油圧

圧下方式の新鋭ミ1レであり,電機品としての可動倍3分は可能な限り

減少させたのが特徴である。すなわち,ライン駆動制御部および油圧

圧下制御部については,並列演算方式は保持しつつ,アナログおよび

ゞイジタjレロジック制御部のほとんどを IC 化すると共に双方の連係を

密にし,将来の全ディジタル化への展望を開いた。また自動ハンドリンづ

部分に対しては当社製づ0グラマづルシーケンサ(MELSEC)を,自動減

速・尾端停止およびボジショニンづ荊")に対しては,マイク0 コントローラ

(N1町"MIC-10のが川いられ,完全に直列制御化されて仇る。なお,

最終1_!リj忙ヌ、!しては接"1、UC よるフェー1レセーフ 0ジックを組み,安全に

対して留意している。また,直流電動機(主機)関係については,
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ラインの高速化,界磁制御の広範囲化忙備えて,整流の改善に注'包、

を払った特殊設計を採用した。

1.2.4 鉄鋼プロセスライン用電機品

最近の鉄鋼づロセスうインでは,復数の処皿を・・ーつのラインで行うラ

インのコンビネーション北を指向しており,制御システムは立すます複雑

なものとなり闘φ偏'頼住が要求されるようになってきた。これに対

応するために,電機品の耐U上器化・無接点化が強く要求され,従来

リレーロづツクを使用していたものは次第にシーケンスコントローラに取って

代られるよう{Cなり,信頼性の向上と共に保守の省力化を逹成して

いる。

サイリスタレオナードでは制衝1継と・一体1訴迭となったコンパクトな勳シリ

ーズが実j丹化され,づロセスライン用の喧流可爽確圧雄源は,ほとんど

すべてサイリスタ化されるようになった。また,づラント全体としての

建設コストを下げるためK,電気室を省き直接制御盤をヤードに据付

ける力式が試みられ,制御盤・サや炊夕盤を水クーラで冷却し,素子

の冷却空気は盤内で循環させる方式を実用化している0

従来よりラインの自動化のために,マイク0 コントローラ MELMIC や,

シ_ケンスつントローラ MELSEC が広く使用されてきたが,より大幅な

省力化や自動化の要求が高まり,マイク0コントローラではライン速度の

設定,巻戻機や巻取機のコイル径を手イづタル的に検出する事による

界磁制御等のソフトゥ1アカ井用発され,ラインを総合的にティジタル設定

をして運転する方式が確立した。シーケンスコントローラはハードゥエアの

信頼性が認められ,磁磁弁を丁可山制御する回路もシーケンスコントローラ

に含めて,電磁弁を出カカードのサイリスタスィッチで直接制御するブj

式が採られるよらになり,電磁弁制御盤の据付面積を火幅に縮小す

る事ができた。いずれもづ口づラマづルな装澀であるので,ユーザの複

雑な要求に六Jし柔軟性を村一て文、j応し得るものとなった。

1.3 水処理プラント

般1.3.1

ーー'瑞既壁製郵7琴fj欝季迷'弐/gj二
一瓢

.'4
絵三

8.産業用磁機品

泌蕗

ーーー、゛ム"-0叫釜尋.●

¥酬佃諾峯毛^除際0,.

"註塾当

゛'

ノ)'

、ー^

"

ヂ・地ず'1ぎく1子●,§1牙'しメ.た

ー,途愈一ー,

i.、【',●

.、叫'

匁弓、

子

゛'.叉
攻、七二

ニタ碧 、、

/ J'4」

^ J

鄭
号一▲.■"'

製子
ヨ、ニ、

t美E1き

^郷

r ゛

、'ご'ー

ンー

、^

'手'"司ι一
j

逃"'J
、ー"'

、^、"、

,タ
^

ヅ"

無,非、

剛一,

点轡驫考g

チ突气風墾竪
y

、J J

,_-J、

必珍

1堅゛二
'ー'ξゞ゛、?

(1)廃水電解処理装置

顔料廃水・分散染料廃水・含油廃水など汚濁性分を不溶性浮遊物

(コロイド状)として含有する廃水処理に対して,電解法は凝沈法'

加圧浮上法などにくらべ多くの優れた点をもちながら期待程には実

用化されてぃない。それは電極面へのスケールの付盖,電極問きょう

(夾)雑物の増大などによって通電が困難になり,電解処理機能が著

しく低下j・ると込ら致兪的欠陥があったからである。

これを克服するものとして,当社が開発したものは徹小問げき

邸京)方式電解処理装置であって,電極問げきを lmm以下として,

その徹小問げきに廃水を強制的に流すと共に,電極を機械的にしゅ

う伊■動させることによって液流並びに機械的洗浄によって,常に

電極表面を清浄に維持する力式とした。

本機の特徴は次のとおり

(且)スケールなどに左右されることなく長期連続安定運動ができ,

消費電力が少ない。

(b)徹小問げき方式としてⅥるので,電流密度が高くとれ,装

置が非常K コンパクトになると共に電極交換が非常忙容易となる。

(C)廃水処理として,スラッづが少なく,電解浮上効果のみなら

ず,電解酸化・還元反応をも重畳した効果が得られる。
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図 14.廃水電解処理装置
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図巧.大阪府水道部納め2,50okw l0極低騒音誘遵電動機
LOW-noise 3 Phase induction motot

(2)大阪府富田林ボンづ場納め 2,50okW低騒音誘導電動機

近年,騒音公害が大きな社会問題となってきており,低騒音電動

機の要求が多くなってきている。今回大阪府水道部富田林ボンづ場

騒音61ホン(客先騒音指定は65ホン以下)の低騒音大容量三相J'、、、,

誘遵電動機を納入した。電羽彪剣士様は次のとおりである。

保護形式,回転子形式,全閉内冷形かビ形

:2,50OR气N7 101亟出力,極数

60HZ6,60O V電圧,周波数

本電動機は,電磁音および通風音を極力押えるように特殊設計が

なされている。

(3)低暇音変圧器

水処理づラントは,理μ寛の良好な所に設置されることが多く,環境

保全の立場から低騒音であることが要求される。敷地境界から距籬

をおいたり,屋内に設置したりして境界における音を小さくできる

が,機器に低騒音化打櫛告を採用することが多い。鉄心の磁束密度を

下げて発生する騒音を小さくすると力、図 16.に示すように,油容

器としてのタンクの外側にさらに鋼板を張りめぐらして音の透過を

少なくし,二っの壁の間IC 口.ワクウールなどの吸音材を張って音の工

ネルギーを吸収し,壁問の音のピjレドア,りづを防いでいる。
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(4)造水づラント用電機晶

海水から飲料水をつくる,いわゆる造水づラントは水資源不足の傾

向にある国内ではもちろん,外国でも注目されてぃる。

との度笹倉機械(株)経由香港政庁向けに,造水能力 18万トン畑

のづラント用電機品として,海水ボンづ用立形1,320kW 8極 3台を

はじめ,合計17台の巻線形誘導電動機と液体抵抗器を製作した。

規格はBS規格が適用され,電動機騒音値はBEAMA規格を満

足している。ケーづルおよび機器への引込線は短絡容量40MVAで

設計されており,端子箱は相分雌形が採用されてぃる。

(5)羊角湾ゲート用電機品

九州農政局の総合開拓パイ0.,ト事業のーつとして,天草島羊角湾

地区パイロ・,ト事業が進められているが,その中に全国初の湾締切り

による淡水湖建設事業があり,今回ゲート用電機品一式を製作納入

した。淡水湖の規模は面積2謁ha,総貯水量950万トンであり,ゲ

ートとしては洪水ゲート 2基,とう佃の門ゲート海側および湖側各1

基,除塩ゲート 1基がある。

常時は湖面が海面より一定値以上高いことを条件に湖面一定にな

るように除塩ゲートを制御し,洪水時は洪水ゲートにより同様の制御

を行うなど各種自動化が組み込まれており,管理室にて各ゲートの

一括監視制御が行なえるようになってぃる。なお非常用電源に75

kvA ラξイーゼル発電装置(DU .75)を備えてぃる。

(の速方監視制御装置

遠方監視制御装置は,水処理づフントの合理化・省力化に不可欠な

ものとなり,今年度屯 MELDAC-400形遠方監視制御装置を大阪

「行水道局向け,啄か多数納入した。当社では各種の遠方監視制御裴

置を製作しているが,水処理づラント用忙適した MELDAC-400形

装置の特長は次のとおりである。

(a)符弓方式

電気学会通信専門委員会CDT基準により,多数の制御.表示.

テレメータが可能な符号方式である。

(b)テレメータ

手イづタル伝送方式とし,精度が高い,また制御所ではアナロづ表示

・ラ!イジタル表示いずれも可能である。

(C)伝送速度

1,200ポーの高速伝送が可能である。

(d)連絡線

図 16.17MVA 低騒音変圧器
LOW-noise transfoTmer o{ 17 MVA.

電々公社線の利用が可能であり,使用者側で連絡線を新設すろ必

要がない。

(e)外部接続機能

計算機・0ガー等への信弓受け渡しが容易にできるよう考慮され

ている。

1.3.2 浄水設備用電機品

昨年夏の全国的な異常渇水は,単に異常気象といったス災で片づ

けられる問題ではなく,都市の発展,生活水準の向上が続く1恨り,

そして需要に対応する浄水設備の施行および水資源の開発が十分で

ない限り,今後毎年生ずる問題であろう。

当社の浄水設備用電機品もこれらの社会的要請忙応じるべく,各

地へ納入したが主なものを以下に掲げる。

(1)ボンづ用電機品の需用は官公庁関係が大半であるが,浄水

関係では人口過密化に伴う浄水設備能力の増大と共に,送水.給水

設備が増強されつつぁる。

運転方式についても集中監視制御方式が一般化し,ボンづ場の無人

化,あるいは自動化がすすめられている。また配水ボンづにおいて

は,給水域の拡大による配水圧力の変動が無視できなくなり,末端

圧制御の精度が要求され,台数制御方式と共に速度制御による圧力

制御が行われる等,段々と高度化してきた。

(2)佐賀県伊万里市浄水場へは,6kV 受発電設備・小央監視

操作盤・コント0ールセンタ・計装各一式を一括製作工事中であるが,11」

民生活向上への一貿をになうであろう。

(3)宮崎市下北方第2浄水場と大塚台ボンづ場へも電気品一式

をおさめ,また浄水場およびボンづ場間には遠制装置を設置し,省

力化および有機的な運転操作に貢献して仏る。

その他,新設浄水場電気設備一式としては,瀬戸市蛇ケ洞浄水場

・札幌市当別町向け等があり鋭意製作中である。

(4)大阪府磯島取水場へ納入したものは,受電設備・1.50okw

SS形サイリスタモータ・演算制御装置・計装であり,特忙種々な条件

から演算制御装置 MELMIC をゞユアルで採用し,完ぺき(壁)なる

流量自動制御運転を可能としている。

最近の下水処理電気設備で特に注目すべきは,制御用のシーケンサ

やミニコンを導入するケースが増してきた事である。これは設備の大

容量化および制御方式の複雑化による事は当然ながら,製作期問が

短く,シーケンスを十分固める前から物を作り始める事ができ,現地

での試運転中のシーケンス変更が比較的簡単に行なえる巴いらことが

大きいと思われる。そしてとれらの傾向は今後もますます噛えて行

くであろう。

以下にシーケンサ,ミニコンを含む全づラント電機品を,納入したド水

処理場・下水ボンづ場を掲げると

名古屋市柴田処理場・茨城県深芝処理場・東京都森ケ崎処理場.

東京都北多摩処理場・横浜市港北処理場・横浜市磯子ボンづ場・同

菊名ボンづ場等であるが,今後特に汚濁処理設備などへの採用が期

待される。

その他,特筆すべきづラントとして名占屋巾'堀留処理場・福岡市東

部処理場・札幌市厚別処理場・神戸市垂水処理場・沖縄県伊佐浜処

理場等がある。

1.3.3 下水設備用電機品
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1.4 荷 1又

1.クレーン用直流回転機

48年度はコンテ寸クレーン・塔形クレーンのほか,造船所のドック設備

としてのゴライアス(橋形)クレーン用直流電動機が特熨な製作品であっ
^

ノこ0

ゴライアスクレーンは屋外に設置されるため,クレーン上忙列上拔される

主要確動機もすべて屋外に設置される事になるが,比較的容量(トル

ク)の大きな電動機はスペース的に全閉自冷形での製作が困難なため,

次の二つのブj法が採用された。

(1)屋外用ハウジングを設け,その内に電動機類を設隈

(2) A辻 to A辻形冷淵瑶&付屋外形電動機の採用

上記のうち(1)項は電動機としての特殊性はないが,(2)項用

電動機巴しては冷却器を含め,信頼性(特に耐振,耐湿)および保

守の観点から特に大きな勢力が払われた。昭和48年度納めの三菱

重工業住杓長崎造船所の60ot用電動機に引続き,48年は名村造船

所設備として,30otクレーン用電動機を本力式で製作した。定格は

下記のとおわである。

(a)上部卜0リー主巻

240kW 440V 650八,850ゆm 電磁づレーキ付

(b)下部卜0り一主巻

3'10 kW 440V 500/1,425rpm 電磁づレー十判

2.レードルクレーン

C.S.N'(づラジル国立製鉄所)納めの直流レードルクレーン5基を, ニニニ

菱重工業中杓経由で納入した。巻上荷重並びに速度は,主巻275t

の 30FPM,第1および第2補巻は 70V20t の 30FPM/60FPMで

あり,横行は 150FPM,走行は250FPM の移動装置を備えてぃる。

電動機は AISE規格に基づく600番,800番のKM形直巻電動機

を採用しており,全出力は8,790HP である。電源は DC 230V の

定電圧を用いてφる。巻上裴置は発電制動と2台の直巻電磁づレー宇

を用い,特に主巻では2電動機の並列駆動方式を採用して,1台故

障時には双方の電磁づレーキと抵抗器の並列接続により非常運転が

可能な切換装置を備えている。

3.天井クレーン衝突防止装置

(1) RM-9900形(マイクロ波利用方式)

本装置はマイクロ波を利用し,同ーヤード土に2台以上の天井クレ

ーンが走行する場合のクレーン相互問,および建屋間の衝突予防,警

報用として使するものである。マイク0 波(XBand)の伝搬特性,お

よびマイク0 波発振素子(ガンダイオード)の特徴を利用して,幾何学的

に距籬設定を行ない(10~30m間任意設定可能),対向クレーンまた

は建屋問との距雛が,設定距雌内に接近すると,これを検出して捌

御信号が得られる。制御信号として 1回路a, b 接点のりレーコンタク

トカ新与られるので,クレーン走行モータを制御しての自耐H亭止,ある

いは,警報器と組合せての接近警報に使用できる。

特長

(a)マイクロ波を使用しているため,風・雨・煙・低こり(挨)・

光・音などの影粋を受けない。

(b)検出距籬が長く(m姥 30m),10~30m の「出てイ壬意設定可

'
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図 17.名古屋市柴田下水処理場汚泥中央管理室
Centra11nud monltoting room {or shibata sewage
treatment pond, N且尽oya city
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(0)装置は一女,1の相似の送受信共置からなり,両奘置同時に出

力が得られる。

(2) RU-9600形(超音波利用方式)

天井走行クレーンの衝突防止,接近警報用として既に RU-9000形

および長距雛検出用RU-9500形を発表しているが,更に引続き長
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図 18

Control panel

3 産業用電機晶
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図 20. RM-9900 形マイク日波検出器
Type RM-990o micTO-wave detector

距籬検出用として本タイづ、RU-9600形を開発した。本装置はトランス

ボン互式シングァラウンド方式を採用しており,専用親機と専用反射器を

1対とするもので,距雌12m まで検出可能である。この装置の特

長は親機,反射器共検出出力が得られること,およびそれぞれ独立し

て検知距雌が調整可能であることの2点である。荷役業務の能率化

・合理化の手段としてクレーンのブ、形化高速化の傾向が著しく,それ

に伴う安全面の充実という点から今後大仏に期待できる装置である。

4.電気ホイスト

(1)スタ,りカクレーン用ホイスト

スタ.ワカクレーンとフォークリフトの性能を兼ね備えたもので,倉庫の

有効利用と自動化が容易になった。

その主なる特長は

(a)ホイストの全長を,普通1,000~1,20omm 以内に収めている

(通路幅からの規制があるので)。

(b)使用条件が厳しく,40% ED, slvnl=6Ⅸ)~900 となって

いるのでモータはH種絶縁とし,焼損防止装置を内蔵せしめている。

(C)巻上速度が速く,標準ホイストの 2~3倍で 15~30m/min

である。

(d)停止精度が良い。

(e)起動時のショ.,クが小さい。

(2)船用ホイスト

船舶関係の荷役機として,船倉に捕獲された魚類を陸上げする目

的に利用する漁船用ホイスト,船のデ.りキに据え付けられ,舷てい

(梯)の昇降用のホイスト,船外クレーンやづロピづヨンクレーンに使用され

る糧食運搬用ホイスト,およびエンづンルーム補修用として用いられるホ

イストを各用途別のシリーズ化の開発を行い納入した。

(3)原子力発電づうント用ホイスト

漂子力発需ヲ与ントに対しては,その多全件力よび信頼度がきわめ

図 22.スタ.ワカクレーン
HoiSι for stacker

図

Type

21. RU-9600 形超音波検出饗置
RU-960o ultTasonic wave detector

用ホイスト
Crane

図 23.原子力発雨フつント用ホイスト
Hoist for nuclear power plant

て重要であるので「原了力発電所建設の品質保証基準」(米原子力委

員会 USAEC IOCFR5のその他の基準kよりトータ}レシステム(総合

的品質管理体佑ののもとで製作した。

(4)ワイヤづロック(HL-B 形)

軽ひん(頻)度(使用ひん度250回/時,使用率15%以下)用電気

ホイストでその特長は下記のとおり。

(a)作業性向上:巻上速度は,同じ荷役分野で活躍するチェ

ンづ0.ワクよりも高速度が得られる。

(b)用途が広くなった:ワイヤローづ巻取り用みぞ(溝)は巻胴

によってスムースな荷役作業ができ,揚程が6m となった。

(C)機種が豊富になった:従来の手押,電走形に加え,つり

下げ用フ.ワクァタ.りチメントが設けられた。

(d)高い信頼性:巻上機の生命ともいえる電磁づレーキは三

菱独自の直流方式のづレーキを採用している。

(5)無線遠隔制御装置(ラジコン)

三菱MR形無線操縦装置を製品系列に加え,電気ホイストの荷役

作業において危険を伴うような場合,遠方から運転者が直接「目」

で見ながら,合理的かつスムーズな作業が行えるようになった。

この無線送信装置は VHFでFM方式の全トランジスタ化を副'り,

電波施行規則に定められた微弱な電波(10om雜れた距雜で電界強

度15μV/m 以下)を使用しているので,クレーン運転資格により運転

できるようになっている。
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1.製紙プラント用電機品

製紙業界では需要の大幅な伸びと原H料(原木ないしパルづ)の不

足を反映し,故紙再生パ}レづ小心の各極恢紙抄紙機や付j川仙値の商

φ袷論蹴氏および1杉續氏則抄紙機・コータなどの新股が珂立った。

これらの那動装置として抄紙険用4セット,ワインダ jⅡ5セヅ1',オフマ

シンコータおよびスーパカレンダ用各2セ,ワトの確機"を製作したが,小で

も本邦最大規模を診る新剛抄紙儷 q裳械ψ品8,750mm,最商速皮

1,20om/n〕in)用電桜厶畄1,その設備客量(DC Eータ寿舗1-フ,oookNV)

において記録"であるのはもちろん,ミニコン(MELMIC-]0の使刑

の手イリタルド0一制御システムなどの新技術と,ワインダ定尺巻取制御

などの自動化裴置を耶使した最新設備である。

製紙づラントへの計算機制1卸の評入件数は, BM(坪量・力ψ・Dコント

ロールのみを目的とした小形システ△なども含め徐々にではあるが増

加しており,今年度は上質紙抄造設備に始めて MELCOM 350/30

Fシステムを製作したのが特筆される。これは坪量・水分,原料配合

などの常時制御や抄き物変更,紙切れ時の自動操作および制御なら

びに生産管理用各種データロギングを含んだ抄紙設備としては総合的

なシステムであり,オンライン運転での成果と今後の進展が期待される。

2.製紙プラントへの MELMIC の応用

抄紙機商速度制御の高精度化の要求にこたえ,今回某社向け抄紙

うインにマイクロコントローラ MELNnC を用いたディジタルドロー自動制御

盤を納入した。

MELMIC を適用する事により手イジタル制御システムはソフトウ1ア

化され,多ルーづの DDC制御を行なうようになった。機能の一例

を示すと下記のとおりである。

(a)ディジタルドロー制御対象 フセクション

(b)ディジタル速度表示対象 12 tクション

(C)ディジタルド0一表示対象 12 セクション

(d)速度異常および速度差捉常警報出力対象 4セクション

ディづタルドロー制御精皮は 0.01%であり,ラ!イジタル速皮およびディ

ジタルドロー表示は2グルーづからの表示選択入力により, 1司時表示を

任意セクション問について可能とした。

さらに,速度設定値およびセクション問の速度差を計測し,速度異

常およびドロー異常の警報出力を出すようにした。

3.輪転機用電機品

48年度は三菱重工業ぜ洞三原製作所経由で,新聞並びに商業用

オフセッー命転機の電機品を多数製作納入した。

本年度はT11L-E形サイリスタレオナードユニ,トを全面的に採用して

卸Ⅱ節盤の小形化を図った。また新聞用怜転機では従来E川例ユ:"お

よび折機用電動機をすべて直列に接統して,1台のサイリスタレオナード

で駆動していたが,これを各電動機ビとに 1台のサイリスタレオナート

て噛区動する方式に改めて,ユニ.,トごとの標準化とモジュール化を図

り,システム太写成の融通性を高めた。

給紙部関係では,リールスタンドの自到情氏継用に新形の紙径倹出器を

採用したが,紙継成功率も高く良好な成領を納めた。

輪転機用電機品は,将来も多岐にわたり種々の自動化が予想され

電機品に対する期待は大きい。

1.5 製紙
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1.5.2 セメント

1.セメントプラント電機品

昨年は,3,000~5ρookWクラスのミル駆動誘遵同期電動機の納入

が多かった。ミル屯火容量化し電動機も従来の焼]放形からフィルタ村

き開放他力通風形,全閉内冷形等の保護形式が白立った。その他三

菱スタテ.,クスリッづシンによる最適位相投入力式,エアクラ,,チによるイン

チンづクラヅチの述力操作ブj式等が採用された。

現在インドネシア,チビノンセメン1、向けに 1,60OT/D の乾式セメントづラ

ントー式を受注製作中である。ととでは,ミルのインチンづクラヅチの開

閉は錠によって主確動機の起動停止に安全機械インタロ.,クがなされ,

また牛ルンのサイリスタレオナードはサイリスタの並列枚数が 1枚故1箪し

た場合もキルンの運転に支障がないように計画されている。

2.セメントプラント用送風機

キルン用主排風機として最近採用される形式は安定した運転と闇

効率特性をもつ翼形送風機が多くなってきている。仮焼機の設置に

よ扮巫転時間も長くなっているので,今後の主力送風機は本形式が

多く採用されるとととなろう。図 25.は最近納入の火形羽根車外観

を万ミす。

本機の仕様は

形名: FJ23107両吸込

形式:爽形送風機

風量:12,120m3/mln

風圧:80ommAq

温度:350゜C

回転数: 1,175tpm

電動機:21,ookNV 60lb 6P

仕上ミ1レ排風機にも高効率駕形送風機が採用されているが,全圧

効率84%と従来採用されてきたラづアルファンに比し15~25%の効

率上昇したほか,摩耗対策巴しては,羽根車の畔U電しやすい部分に

硬度の高い金属を溶射し,気流の乱れによる効率低下を防いでい

る。

3.日本セメント(株X上磯工場)納めスタッカリクレーマ用

電機品

石灰石ヤード(貯灰場)への積付・保管・払出しを,自動化するス

タリカリクレーマ用讃機吊,一式を函館ド.,ク(株)経由で納入した。

図 24.
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現状においてスタッ千ング(積付け)は,抵ぽ自動運転が実用化され

ている。しかし,りクレーミンづ(払出し)は,従来困難視されてぃた

が自動」化を完成したのは業界において本システムが最初である。とれ

を実現するためにストアードづ0づラム0ジック制御裴置としての三菱は

ん用N形シーケンサを機上に積載した。これはミニコンに匹敵する機能

を有し,さらに,振到」・ノイズ・電源変動等機上積裁に十分耐えるよ

う種々の考慮を払っている。運転方式は,機上運転室で各種運転準

備とづ口づう厶初期設定操作を行うことにより,機上運転室・地上監

視室のいずれから、自動運転の起動・停止が行なえるようになって

いる。

以上,本自動化システムの完成により,前後設備との一連の連携を

もったトータルシステムとして大きな省力化が実現できた。

これは,新開発の冷却導体,新形式ユニット構造を採用すると同時

に,特に高圧を考慮した絶緑構造とし,大電流によるわく組の過熱

に対しても素竹および構造の両面から新構想による設計を行なった。

試験の結果,素子および導体の冷却,主回路絶緑,置流バランス,わ

く組過熱の防止などきわめて良好な4',性を発揮することが硫認さ九
た。

このシリーズは,すで忙南アフり力納め(マンガン電解用) 2×580V

28kA,三斐化成(株)(坂出)向け(アjレミ精練用)フ×650V 50kA

などに適用され,引きっづき,隔膜電解用整流器にっいても製作巾

である。表面処理用整流器は,アルマ什処理用,めっき用,汚水処

理用などの幅広い分野への進出が目立った。なかで、アルマイト処理

を巾心とする低圧,中容量(20V NkA)装置は,電解用,電着用,

交着用を含めて約50台を製作,納入する実績を重ねた。このシリー

ズは,制御回路をすべて内蔵した小形高性能機種で,合理的設計の

追求により,今後,いっそうの需要の伸びが期待される。また,

般めっき用電源として, DC8~16V,1~4kA の定格をカバ_する

CE-G 形小容量新シリーズが完成され,銅・ニッケル.ク0ム.亜鉛など

のめっき用電源として25台の実績を重ねた。このシリーズも必要な

装置.器具をすべて内蔵したバッケージタイづで,高度の標淋化を達成

し,市場要求に十分こたえられるものになってぃる。

図 26.2,000/1,ooovh スタ,りカリクレーマ
2,000/1,ooovh stacker and reclaimer

1 電気化学用及び表面処理用整流装置

電気化学用整流器は,今後,アjレミ精練,隔膜法電解などの高電

圧のものの需要が増加することが予想、される。これに対して,従来

のシリコン整流器シリーズの見直しをはかり,衞電圧大容量整流器

(DC I,00OV 30kA クラス)の新シリーズを製"n,化した。

1.5.3 化

三菱機技報. V01.48. NO.1.1974

図 27.南アプ功納め 580V 28kA レクチフォーマ
580V 28 kA rectiformer shipped for south Africa.

2.二軸延伸機用電機品

三菱重工業(株)名古屋機器製作所経由某社向けとしてフィルム幅

8m,ライン速度最大150m/min の 2軸延伸機用電機品を製作納入

した。

本設備はボリづロピレンの延伸用設備であり,ラインは押出機・牛ヤス

ティング機・縦延伸機・横延伸機・引取機・巻取機より構成される。

各電動機はキャスティンづ機がM-G電源で運転され,それ以外はず

て THL-E形サイリスタレオナードで駆動される。

二軸延伸機では,つイルム延伸の際,材料が破損しやすく,特に島

い速度精度が要求されるため,精密級のバイロ.ワト発電機と低ドリフ

トのIC演算器を組み合わせ,アナ0グ式速度制御としては最高精度

のものを製作した。また引取機ではチイジタjレ速度制御方式を採用し

て,更に高い精度を実現している。

巻取機は,テンションピリクァ,づによって一定張力制御を行ない,巻

取張力の変動を防いで製品品質の均一化を図っている。

学
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2,1 区〒ヨ
動機

1・三相誘導電動機の低騒音シリーズを完成

白レやホテルなど,多数の人が染まる場所に設脳される電動機に

は,従来から低騒音形の採用が多かったが,騒音公害の防止,瑞境
改筈の見地から,最近は広く一般産業機械にも適用される傾向にな

つたので,次のようなシリーズを完成した。

(b)出力範鬮:200・40OV 級 160kW 以下 2~6極,
31くV 級 37~1,()001(IV

(0)形式 全閉外扇形,全閉空気冷却器付き(防爆形を

含む)

(d)波音力'式.小容量機は1寺殊外扇ファン,カバー等により,
小容赴機は消音カバー取村け,火容量機およびi萄速機にはサイレンリ

取付け方式をとってぃる。

2・中形乾式水中モートルを鋼板フレームでシリーズ化

生産性と怪量化をぢぇてフレームを鋼板化した。従来の鋳鉄フレー

ムに比べ約20%幌量化でき,移動使用のボンづ用としての適性を向

2. 標準電機品

上させた。 Cのモートルは,モ、、トルの外周にさらに外筒を設け,その

闇をポンづ揚水路とした形式である。 20OV 級 2P で,1.5~11k入V

をシリーズ化した。

3・水中モートノしの日本最大級を納入

当社長年の技術を結集した,国内最大容量の"okw'4P 3kv

級局圧水中モートルを製作し,昭和48年5月,電業社機械製作所経

由で柔石土地改良事務所(北上川上流御所ダム)へ納入した。現在,

祠地区のかんがい取水用として順朋に遜転してぃる。

モートル形式:全閉立形(軸上)水封式

口径 40omm/ 1-

流量: 18m3/分(揚程76m),24mV分 G牙裟72.5no

4・特高・安増・ブラシレス同期電動機を製作

化字づラントのように,周囲のふんい気が危険な所で長11寺1司述転す

る場合,その剛の保守・管理の省力用として,安全耳引坊爆形,づラシ

レス励磁方式の同IW遜動機の採用が多くなってぃるが,このたび主

回路遜圧UkV の 3,0001厶V 22極機を製作した。 4寺別商圧機器設

置上の問題点を特殊た拙逃の採用により解決した,労働省検定合桜

品である。
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図 28.優騒音三相誘導置動機
(一例)

Low noise induction motor
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図 29.鋼板フレーム乾式水1・,
モートル

Dry type water submersible

Pump motor W北h steel plate
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2.2 電動応用機器

1.新形クラッチモータを開発

クラッチモータは,工業用ミシンの駆動i原としての操作性・静粛セ上と,

メインテナンスプト性などの要求を満たす必要がある。新形はこれらの

性能を一段と改善した、ので,具体的な改良点は次のとおりであ
る。

(a)クラッチ板の形状,取付け方法の改善により, 1甥き音の波少,

寿命の向上,取換え・交換の省力化をはかった。

(b)レパー機幟の単純化と,す州乍の円滑な球而接手の採用により,

だ踏みぺダルの踏みタ,チを一段と軽快にした。

(C)過酷な運転にも安心して使川できるよらに,モータのトルク

1"生とフライホイールの償性モーメントとの,相乗的性能の向上をはかっ

た.

2 縫製産業の合理化用に工業用ミシン改良開発

(1)タ,チバック付き肉動糸切りミシン(DB-179-BL 形)

先に省力化ミシンとして朋発した自動糸切りミシン(DB-179 形)の

操作を,さらに省力化したもので,従来は手動作によって行なって

いた返し縫いや艸え上げの操作を,スィッチ捕'乍により自動的に行な

えるようにしたので疲屶、、少なく,能率は一段と向上した。なお,

き',
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図 33.自動止め縫いミシン(DB-179-AD形)
Industtial sewing machlne with automatic tacking
devlce and undet trimmeT.

各部分の駆動は dCソレノイドによる新方式である。

(2)自動止め縫いミシン(DB-179-AD 形)

記憶制御回路により布の縫い始めと縫い終りを,選択した針数だ

け自動的に止め縫いをしたうぇ糸切りも行ない,布押えも自動上昇

して定位置でミシンを停止するシーケンスにしてあるので,技術経験

が浅くても効率よくミシンをか動できるため,縫製品の品質もまた

均一化できる。なお,スィッチ操作により,中速度の前進や後進のイ

ンチンづ運転も白在にでき,制御回路の切換えにより0~19針までの

反復縫いもできるので,シール付けやパンドルーづ付け等の作業にも適

用できる。

3.防霜ファンを量産

農作物の被覆,古タイヤの燃焼等忙よる,労力負担の人きい霜害

女、1策を省力化するために考えられた送風防霜法とは,霜がおりる夜,

畑地の上空に存在する地表面温度より暖かい空気を,電柱上に設け

たファンで」也表面に吹きおろして,霜害を防ぐ方法であり,温調サ

ーモスィッチにより自動運転ができる。防霜ファンは三相20OV 750W',

羽根径60cm で,新機櫛を採用した首振り形と,固定形計5機種

あるが,当社は全国各地の関係機関との共同実地テストによるソフト

ウェアを豊富に持ってぃるので,設置条件に応じた最適機槿の選定

の相談に、応じられる体御1ができている。

NEY上をはかったNEA-A形ならびにNET-A形電磁クつ.りチと,

一<形電磁づレーキの各8機種(12~10okg m)を完成した。新オー

トギャッづ装置は,長時間無調整で安定した動作ができるよう新しい

機擶を採用し,伝頼性の向ヒをはかった。

2.高ひん度駆動用マイクロパウダクラッチを開発

電f,i1算機の入出力端末機の高ひん度駆動用色して ZF形マイク0

パウダクラヅチ 3機種(20~80kg cm)を開発した。高速応答性をもた

せるため,出力側回転部の慣性モーメントを小さくする構造を採用し,

一方,トルク時定数(定格トルクの63%に達するまでの時問)が2

という,国産の電磁クラ.,チの中では最も応答性のよφ特性のたn)S

め,毎秒60回の始動停止が可能となった。

3.巻径検出装置を開発
LH-パウダクラ',チを併用した張力制御用機器の関述機器として,

880OPAB形巻径検出装置を開発した。これは輪転機などの巻出し

のタ_レ."切換え時における,材料の添接時期を自動的に検知する

屯ので,オートペースト式巻出し機構の完全自動化はもちろん,あらゆ

る巻出し機騰の生産性向上,省力化が可能となった0

2.4 制御機器

三菱電機技報. VO」.48 ・ NO.1・ 1974

1.新形乾式単板電磁クラッチプレーキを完成

新しいオートギャッづ装置をはじめ,部品の標準化による生産性の向

2.3 電磁クラッチブレーキ

1.電磁接触器等のシリーズ強化を推進

(1) MSシリーズ交流田磁開閉器に 8形と 20形の 2ワレムを追

加し,ジjーズの拡充により,多様化への適応性を向上させたO MS-

8系列は50OV I.5kW 以下用で, MS-10系列よりも小形安価, M
S-20系列は定格容量は MS-18 系多1ル同じであるが,5極柑D告で補

助接点2個付きに限った設計のため,一般用途には18形よりも小

図 35. NEA-A形乾式単板電磁
クラ・ワク

Type NEA-A electro-magnetic
Clutch

図 34.防霜ファン

Fan for h'ost proTection

図 36. NEY-A形乾式単板電磁
づレーキ

Type NEY-A electTO-magnetic
brake

図 37. ZF 形マイク0 パウダクラヅチ
Type zF micro powder clutch.

図 38. LH-PAB 形

巻径検出装置
Type LH-PAB diameter
detector



形で1女佃1となる。以上忙より, NIS シリーズのフレームは 15種類とな

り,用途に適した経済的選択の幅をさらに広げた。

(2)開発を進めてきた DF形直流電磁接触器の B シリーズが完

成し,25・50・100.20OA が系列化できた。すべて鋼板取付け,表

面接続形で,50mm ビッチのづレハづ機造盤への取付けも容易である。

(3)鋼材運搬の省力機器であるリフティングマづネットのうち,鋼板

つり用マグパワ- K 形シリーズの種類を増した。長さ寸法は400,800,

に00,1,600,2,ooomm の 5 種類となり,自重が軽く,つり能力が

火きいため,好評で順調に多数が活躍してぃる。

なお,スクラ.ワづ用丸形(マづパワ- S 形)では,最大級の HM-24S

形(外径2,40omm,自重10.5t,消豊電力如klv)を,海水中の鋼

村つり上げ用として製作した。

2.電磁接触器も低騒音化に着手

聖井上では従来から,電磁接触器類の低騒音ヌ,1殿を行なウてきたが,

今回さらに低騒音化の可能性を見出した。騒竒発生の原因は,電磁

石部分の振動によるものがほとんどであり,従来のヌ、j策、この振動

の低下に努力が払われていたが,新たに,この振動増大のメカニズム

を明確にすることにより,騒音発生の要因を抵ぽ究明できた。

この要因究明に基づいて,各機種ごとに,きめの細かい対策を構

じた結果,試作品ではあるが,機種によっては騒音レペルを約10ホン

低減でき,再現性屯非常によいというデータを得た。

3.高圧コンビネーションパ才、ル HC シリーズに S パネルを

追加

JEM 規格に準拠の従来品, HC-A (M1クラス), HC-E (M4クラ

ス)バネルに加えて,操作の容易性,亥全性の向上を目的として,盤

Mi断路採作式の質C-Sパネルを開発・発売した。

特長

(a)ドアを閉じた状態で,主回路を盤面から按・断できるので,

操作が容易であるとともに,安全性が向上Lた。

(b)台車をそう入すれぼ,負荷側づヤンクシ.ン部は自動的に按

となるので,負荷のメづ測定は盤内部の正面側からできる。

(C)真空コンタクタ,気中コンタクタのどちらでも収納できる。

(d)電動機盤としては,じか入れ始動の抵か,りアクトルコンベン

始動盤も応用品として製作できる。

定格

3/6kV 250/50OMVA 20OA

4.カム形制御器を軽量化

巻線形誘遵電動機の始動・速度制御用であるカム形制御器を,小

形・軽量化を重点に改良開発した。特長は次のとおりである。

(a)各部品の機能の一体化と合理的配置により,小形で保守・

点検が容易な構造とした。

(b)鋼板化を推進して軽量化するとともに,外観をスマートにし
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図 39. MSO-20 形電磁辨・川措"
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図 40. DF-20OB 形直所亡"磁
接触器

1'ype DF-20O B d. C、 magnetic
Contactot.
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'ーー_-y;●〆図 41.マグパワ-HM-24S形
スクラ,ワづ用リフティン
グマグネヅト

L任6ng magnet" MAG・
POWER HM-24S"for

Scrap handⅡng

た。

(C)ケーづル引込みを容易にした。

(d)互換性を考慮したため,取付1ナ寸i去は従来品と詞じである。

5.小容量のVV・VF インバータを開発

1.5~22kW程度の誘遵電動機の可変速駆動用として,転流方式

Kよる TC形 VV-VFインバータを開発した。制御回路には全面的

に IC を採用し,信頼性の向上と小形化をはかった。このインバータ

は転流CTの作用により,電動機始動時のような過電流時に十分な

転流能力が得られるため,始動トルクを大きくすることもでき,ま

た,比較的負荷の GD.の大き仏電動機の始動・停止の運転サイクル

侮
電

rY

、ー"

^ー"'1ミ^

図 42. jY;り_f コンビネーションパ才・ル(HC-S)
1-1idl〕 Y01加ge colnbil〕ation panel, type HC-S

趨

『、.^=
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図 43.新形電動式カム形
制御器
Motor operated cam
Contr01]er

3,産業用電機品
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を短くできるよら,さらにづレーキトルクも発生するように設計されて

いる。

今回開発したものの性能は,竃源が単相20OV,出力は三相150

V 3~2501丑,定格容量5kvA,過負荷耐呈300%30秒,電源電

圧50%降下および3サイクル瞬停補償付きであり,づラシレス,無保守

で,広範囲の可変速を高効率で行なうことができるため,使用ふん

い気の悪い繊維工業,研削盤関係をはじめ,高速回転を必要とする

ワインダ等に需要が期待できる。

6.電動機用静止形保護継電器を開発

三相誘導電動機のより広範囲でより適正な保護のために,部止形

保護継電器を2機種開発した。

(a)過負荷.欠相・逆相保護を行なう3E式のMF-3形電動機

保護継電器,および前記3要素に外部ZCT付き漏電保護を加えた

4E式の MF-4形複合電動機保護継電器。

(b)電動機巻線に PTCサーミスタを埋設して,直接巻線温度を

懸

屡雫
.

f

図 44.小容量TC形VV-VF
インバータ

VV-VF inverter by TC
method

^

イ
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図 45. MF-3 形電動機保鍛継亀器

Type MF-3 motor protection Telay.

46. SRP 形電動機温度保護継電器

'rype sRp tl)ermo pTotection rclay

検出して保護するSRP形電動機温度保護継電器。

フ.荷役機械用に新形りミットスイッチを開発

荷役機械の過巻,走・横行制限用として,従来のLE形に代わる

1"F形を,各形式と屯屋内防水のほか屋外防食,耐熱形について開

発した。特に2回路の接点構成は独特のカム構造で,現地でもa接

触とb接触を容易に変更でき,ま左配管穴も2力所設けるなど,現

場据付けに便利な配慮をしてある。なお,定格は AC 550V 3A,

DC 220V O.4A (永久磁石付き)である。

図 47. LF )杉りミ.ワトスィ.りチ
Type LF limit switch.

図 48.'1抽j/ーヒューズ
しゃ断器

Four poles no-fuse
brcaker

1.4極ノーヒューズしゃ断器のシリーズを完成

従来,三相4線式配電には,電圧線に3極ノーヒューズしゃ断器を

適用し,中性線には単極のナイフスィ.,チが用いられていたが,このナ

イフスィリチの操作を誤ると中性線が開放状態になる危険があること,

速方操作ができないこと,配電盤・分電盤機造が複雑になること,

などの不便を解消するために,3極のノーヒューズしゃ断器に,過電

流引きはずし要素をもたない中性線専用の第4極を加えた4極しゃ

断器のシリーズを,50A から 2,00OA フレームまで完成した。

特長

(a)中性線の開閉トラづルがない。

(b)ナイフスィッチの併設に比べ,盤の設計製作が容易である。

(C)付属装置の追加により,遠方操作が可能である。

2.画期的な新製品限流選択プレーカを開発

給電の連続性を求める選択しゃ断方式と,電路保護システムの経済

性を尽的としたカスケードしゃ断方式とは,、とも巴相反すろ関係に

あり,従来は両立は不可能と考久られていたが,このたび開発した

NFU形〔TD (短限時)付'き〕づレーカは,この矛盾する選択しゃ断

兼カスケードしゃ断を,20okA までの全電流領域にわたって満足さ

せる画期的な新製品である。とのづレーカは,短絡事故時に内蔵の永

久ヒューズにより限流を行ない,その後引き続いて限流状態を保持し

て,20mS以上の時問遅れののちラ.,チ部が引きはずされ,しゃ断

を完了する、のである。したがって分岐回路に短絡が発生した場合,

分岐回路のノーヒューズしゃ断器が主回路の NFU形(TD付き)によ

り限流さ九た電流を瞬時にしゃ断するので,両しゃ断器問には選択

桃が得ら九ると同時に,永久ヒューズの限流によってノーヒューズしゃ

断器がカスケード保護されるととになる。

4.「」足

(a)企領域において避択しぐ・断が'可能:洩"1"1能時問はBU

n胎以上あり,給電の連続性が硫保される。

(b)抜群のバックァ.,づ性能:永久ヒュー支のもつ大きな限流赳

能により,2ないし 3フレーム下位の標準のノーヒューズしゃ断器をバ

.ワクァ,ワづ保護て、きる。

たとえぱ, NFU-6Ⅸ)形(TD 付き)は 2フレーム下位の NF 225-G

形を保護できるので,経済的な低圧電路保護システムを彬成できる。

(C)しゃ断時の放出エネルギーは従来品の数分の1:しゃ断時

に放出されろアークエネルギーは,普通のノーヒューズしゃ断器よりはる

かに少なく,電路の安全が硴保される。

(d)繰返ししゃ断が可能:繰返ししゃ断ができ,予備品が不

要で,事故原因を取り除くと直ちに給電ができるため,事故時の停

電時問は最小限ですむ。

(e)世界最大のしゃ断性能:世界最大のしゃ断容量 Ac d60

V 20okA のしゃ断容量をもっているため,電源容量の増大忙よる

しゃ断器のしゃ断容量不足の問題を解消できる。

3.長・短限時,瞬時の3引きはずし要素を備えた三元ブレー

力を開発

元来,ノーヒューズしゃ断器は高速(最短時問)しゃ断にとり,小形な

がら大しゃ断容量を得ているため,分岐回路用しゃ断器巴して成長

してきたが,電力設備の大形化が進むにつれて,大容量フレームのノ

ーヒューズしゃ断器が幹線用しゃ断器として使用されるよらにたって,

ノーヒューズしゃ断器にも気中しゃ断器のよ5な選択しゃ断性能が要

求されるよ5 になり,とれにこたえて,短限時装置付きしゃ断器が

数年前から使用されてきたが,ノーヒュー戈しゃ断器の本質的な問題で

ある短時問許容電流の限界のため,しゃ断容量を低減して適用せざ

るを得なかった。とれを解決するために開発したのが三元づレーカで

ある。すなわち,従来の短限時装置付きノーヒューズしゃ断噐に,標

準品が本来備えている瞬時引きはずし要素を付加して,長限時・短

限時・瞬時引きはずしの3要素村きとするととにより,定格しゃ断

容量を低減して適用するこ巴を解消できる、のである。

したがって,一般的には図 50.のるまでが選択しゃ断可能な領

域で,左を越えろとこれが不可能というととになるが,短絡領域で

仕その過渡現象のため,分岐しゃ断器のしゃ断性能によって選択し

や断可能範囲が異なってくる。つまり,下位しゃ断器が非限流しゃ

断器の場合は,通過電流波高値が石以下のときは選択しゃ断が成

立するが,下位しゃ断噐が限流しゃ断器の場合仕,限流効果による

通過電流最大波高値が 12以下のときは凾ちろん,,1.を越えるとき

図 49. NI・U800 形(1D 村'き)づレーカ
Type NFU 80o circuit breaker,

bU11t-in time delay devlce.

2.5 ノ ヒューズしゃ断器
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^ー

^ ばすし

/

図 50
'1'rゆIC tr]1〕】〕1nK

で、,しゃ断1崎1詞が十分忙短いときには選択しゃ断が成立する。こ

のように,三元づレーカの選択しゃ断、河有躍血圀は,雛定無那告電流と

ムとのⅢ}係ではなく,下位しゃ断器のしゃ断性能によって決主る通

過遊流によって左右されるものである。

4, SCB 4000 形システムブレーカを開発

長隈1情のビヅクァッづ電流値と動作時問,短1災時のビリクァヅづ電流値

と動作時1田,瞬1侍ピヅクァ,ワづ電流値,地絡引きはずし動{ノ削割田の 6

4"小のおのおのを独立して広1刺川忙開整できるシステムづレーカ巴して,

従来の 6【川A,に0(〕A,2,000八に加えて d,00OA フレームをⅢ1兆し,

このシリーズを強化した。火逃流容量のため,辨勢ばね忙よる投人祉

1説,1極あたり 20佃の1ξ援触子と 21固のアーク 1劾蝕子による按触1山

造を新た忙採用した。

5. AB200 形低圧気中しゃ断器を開発

矧y)1邑心機保護川しゃ断器として,従来は小小容冊:の発冠機を々、」

象占した 4()OA,6山A,800<の 3 機1重があったが, Z>1川さらに

小形な弓§心機をヌ、1象として20OA客敬の AB 2{川形を難1発した。定

怖しゃ1断鑑流は AC 50OV 15R<(文Ⅱ尓仙)で, 11ポ海,"恊会の認

定を取得ずみである。

6.漏電しゃ断器を拡充・強化

心気設備技術基準の改正く・加}匙しゃ断器の設貿義務が拡火され,

川仟1門8郁2打から全面ヲy厄となったため,需饗は危、剛1した。当社

は従来配,の小形化忙努力する・ーカ,反1製11訓寺性の"スーパーフ"をⅢ」

発し,第19 回全国優良電設資M屡で,凹!恕的な感確防1にj11洲確し

や断器として建設火臣賞を受賞した。

(1)漏電しゃ断器

最も需要の多い30Aフレームの小形化を挑進し,単1Π用のNV-1C

形,三相打・}の NV-30C 形を開発Lた。また,国内て中刀めての doo

Aフレー△で定格感度電流が 30mA のものも開発した。一方,地絡

保護専Πルして,単相用のNV-KB形,三相用のNV-K30形を開

発した。地絡保護専用形は過負荷・短絡保護旅則形と区別1るため,

肖色の名板,緑色のテストポタンを採川している。

( 2) i構電りレー

小形化に加え,電ル・感皮の功換え要望皙,需'憂家の二ーズに介

わせた NV-ZB シリーズを關発Lた。ヨ三な"長は汰のとおりである。

寸ミ
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図 51. SCB 4000 形システム
づレーカ

Type scB 40oo syslem circuH
breaker

1・・、に.,鳥a臨"ー"一←、'踊.ー'.ーー、ー.,ーー..'
4轡・'・.・,'"

図 52. AB 200 形気中しゃ
断器

TヅPe AB 20o ait clrcun
breaker

.ガきずセ手、

1_轟"

(a) ZCT と分謝ιしているので,継内配線の崗山度が火きい。

(b)りレー本体の取付けm拜貞は,わナか 70×43mm とコンパクト

であり,霊・箱内内蔵忙最適である。

(0)定枯砥Ⅱ1は 100た0OV 以1換え、河能である。

いD 定格感度確流は鬼噸荷坊止川の30m<からー・般刑の50om<

までそろえており, 100/50山nA,200/50o m八は感度UJ換え'"Ⅱ捲で

ある。

(3)スーパーフ(巻頭のハイラ什写真参照)

災用上の諾開題をー・挙に郷削ιするナぐれた機能をもち,亥全・恬

虹υ圧・メインテナンス等のlmで従来の槻念を打ち破る,四!恕的な感確防

1にj11i補遊しゃ栩U器を俳拶§した。七つ(セづン)の噛j、ι巴は,浤のと上

りである。

(a)反1災11寺1!i性のため,ニューザンストリヅづが解池,、る。

(1〕)電路の地絡確流値をΠ説できる,漏磁確流太示メータ付き

である。

(0)地絡によりしゃ断動作をする前に,内蔵の繁繊接'e1により

杵報表示ができる。

(d)しゃ断;僻の動作原鬨が地琉か過負荷かを,裴示ポタンの指

示で半1リ刈できる。

(0)半遵休式漏近しゃ噸'器であるが,絶献抵抗の刈定に、1"例の

注意がはじめて不要忙なった。

({)衝撃波耐電圧が6kV と商φ。

(g)ノーヒューズしゃ断器と IC の技術の罰1介せであり,ル1j偏頼陵

で長寿命である。

図 53
MⅡSUN5hi

加HEしゃ断器,漏篭りレーの全容
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1. MELO・MATIC (MOM)円周自動溶接機

作業環蝿が悪く,かつ,最も熟練を要する全姿勢溶接の自動化を

ねらった MOM シリーズには, TIGチューづ 1ヨ動溶接機.横向シール自

動溶接機・ MIGパイづ自動溶按機がある。昭和48年には,全裟勢

溶接現象の研究を自動化のための制御に結びつけた磁気オ.,シレート

制御・ガス圧制御・バルス制御・アーク長制御などの各種制御機構を

製品化し,安定な自動溶接をより能率良く行ない得るよ 5 になっ

た。また図 54.に示すように最新な手ザインで電源部と制御部をー

体化した構造とし,可搬性を要求される現地配管工事で使いやすく

した。

とれらのMOM シリーズは従来の研究,実験用の段階から脱皮し,

昭和48年にはかなりのユーザで,本格的にラインでか動しつつぁり,

昭和49年は現場溶接工事に定着すると子想してぃる。

2.抵抗溶接機

昭和48年の抵抗溶接機は,産業界の需要が盛んで,各種溶接機

3.1
.^

接 機

3.生産機器

が多数生産された。鉄鋼メーカ納めマヅシュシーム溶接機,フラヅシュバ四

ト溶接機,づレーチンづ用圧接機およびわく村機,車両メーカ納め大形

機動式スボリトi容接機,航空機メーカ納め三'Πイ氏周波式スボリ1、i容按機,

三キ則氏周波式づ0づエクシ,ン溶接機'京である。特記すべきは,車両メ

ーカ納め大形機動式スボ.,トi容接機で,とれは,昭和49年より量廊の

始まる山陽新幹線用車両が軒量化を図るために幌合令が使用され

軽合金車両をスボット溶接するために製作されて各車両メーカに納人

された。従来,軽合金を溶接する忙は三相低周波溶接機が使用され

ていたが,溶接機重量を軽減するために新たに三相整流式溶接機が

開発された。大容量シリコン整流器を内蔵し,一次開閉器には SCR

を用い,定電流制御,自動ならい制御, Nc eりチ送り,自動ドレ.,サ

等の新技術を適用し,溶接作業の自動化,高速化,溶接品質の安定

化を図ってある。主要定格は,下記のとおりである。

溶接能力 軽合金3mm+6mm

最大溶接電流:130,00OA

40okvA 500。使用率定格容量

最大加圧力: 4、oookg

ふところ寸法:2,20ommX80omm

移動速度 4m,8m/min

3.大気中電子ビーム溶接機

大気中電子ビーム溶接機は従来の溶接機とは異なる新しい形の溶

接機で,高真空中で高速度に加速された電子のもつエネルギーを大気

中で溶接に利用できるようにしたものである。空気巾で電子 eーム

特有のすぐれた溶け込みが得られる。

写真(ハイライト)に示す部分が溶接機の中心部で,上部電子銃内の

真空中で発生した電子は細いビーム状になって最下部のノズルから'、

ん囲気ガスとと、に大気中に出射する。写真忙見られる電子ピー△

は電子のエネルギー150kev,電子銃出力電流80mA,ノズルを出た画

後の電子ピーム径は約lmmφである。電子ピームは大気中に出ると

空気分子で散乱され写真下方のようにピーム径が次第に大きくなり,

溶接性能が低下するので,溶接は溶接機のノズ1レ近くで行なう。

ステンレス鋼(SUS304)をその表面がノズルから約12mm になろ

よ5に置き,上記の電子ビームを約40cm/分の速度で掃査した場合

に得られるピードの溶け込み深さは,ビード幅(4mm)に比べて深く

約15mmである。溶接速度を速めてもあまり溶け込み深さは浅く

ならない。金属の高速連続溶接(たとえぱバイづのシーム溶接)用機

器として期待されている。

図 54. MEL-0-MATIC TIGチューづ自動溶接機
MEL-0-MATIC TIG tube automatic aⅡ Position
arc welder.

3.2 電気炉・加熱装置

二菱電機技報. V01.48. NO.1' 1974

図 55.各車両メーカ納め 4001(VA 130,0【)0 <三相整流弌

スパッ1、溶接機

Three phase Dc gpol welfler.

1.誘炉

昭和娼年は鋳物の需要の増加と,鋳造工場に対する公害規制の

強化によって誘導炉の需要が急増し,きわめて多数の炉を製作・納

入した。これらのうちで特筆すべき吐,3月にか(嫁)動を閉始した

ダクタイル鋳鉄溶解用 40 1 ゾ】0,oookw (艮人: U、0(X)kw)るつぽ形低

周波誘導炉である。

当社では,甲.くより大容量・大電力誘導炉を多く製作・納入して

きたが,これらの炉によって得た多くのゞータや操業経験を基に,

火幅な改良を加立た新形炉を開発した。次のよ6な特長を持ってい

、) 0

.

.



仏)コイルの強度・剛性が数倍になっている。

(b)コイルのすべての接続部は,超音波非破壊検査法でチェリク

されており,信頼度が格段に向上している。

(0)コイルに加わるライニンづ(耐火材)の巨大な膨張力は,コイル

の剛判辻,コイル外J司の磁気しゃへい鍬心主によりてたくみに支えら

JI,ている。

( d)ライニンづは,均一・な温座傾斜にたるよらに冷J、1]き 1ι,て1」 1),

つ仁ングの長寿命化が図られている。

(C)火形炉にもかかわらj',保守・ノ烹検がきわめて容易である。

この炉は,娼年3刀以来,全く無班故で好淌に運転されており,

ライニングは,3力月ビとにりライニンづされている。

2.誘導加熱装置

公害防止・省力化を旗印とする誘導加熱装置は,昭和娼年には

φつてその需要の増大が著しかった。

特に,押出用アルミビレ,,トヒータは 18 台,副'13,oookNV を製作・

納入するに至った。

一方,高周波電源として,従来の電動発電機式に代ったサイリスタ

インパータ式電源を,シリーズ化し,3証IZ 60okW の 3台並列運転,

31dl.単機で1,oookW等,かずかずの記録品を出し,鍛造用ビレ

四比ータあるいはナットホーマ用バーヒータの電源として納入し,ユーザ

の好評を博している。サや欣タインパータ電源を使用した誘遵加1熱装

羅を世に出してまだ1年であるが,製作中を含めてわが国最高の

15,oookW の実績をもつに至っている。

誘遵加熱装置を応用した焼入装置につ仇て、,従来どおりにアク

スルシャフト低ひ,'み焼入機を筆頭に,ベアリングレース焼入機,ガイドローラ

焼入機などの多くの装置を納入した。また,国内ではじめてアクスル

シレフト低ひずみ焼入機にサイリスタインバータ式確源を採川した酒のを

蝉作した。

3.高周波インバータ

誘遵加熱・焼入用電源としての高周波インバータは,商周波大容量

FT50OEY形サイリスタ素子の完成に伴い,信頼性・経済性ならびに

使いやすさを基本方剣'として3]dl.100~1,10ORW の標没シリーズ

をプ'成し,某所ピレ.,トヒータ用の 3]くH" 1,oookNV をはじめとして,

延べ22台,11,050kW を納入した。この小には,3Nし 60okw

の3台の並列運転が含まれている。

木裴置は,保守の飾易性,商速度応答,低騒音などの卸止部・とし

ての種々の特艮のほか,とくに 3kHZ6001ζW の装置で蛤%以上

の高効率を有し,また負荷の力率変動に対して自動的に運転力率を

調整し,負荷タンク回路のコンデンサの調整をせずに・一定力率の運転
が可能な冉動力率湘整の機能を村する气',卓越した噛長をキ、fうてい

ろ。

1. DM 200ON はん用大形放電加工機

昭洞卜15イ1二の超大ル幻女心例Uオ幾 DM 5000 汗舛C弓倩涜き,昭乃H8イ1{

には DM 200ON 形を瓣仔ξLた。 IV糾勿の最大重!止10トン,確極取

付重量2トンという,はん用の火形放祇加工機である DM 200ON

形は,加工の無人化を可能にした最適制御装置OP-3,鉄対鉄加工

や仕上面加工を格段によくするF回路,同一仕上面で加工速度を分

割数倍あげることのできるM回路などの電源装置を備え,大形金型

製作に最適の放電加工機である。このDM200ON形を使用するこ

とによって,これまでの大形金型の分割加工法を一休化加工に変え,

胎件脊度な製品とともに,製作作業の大幅な合理化がはかれる。

2.ワイヤカット放電加工機

放電加工分野における放電加工の省力化・能率化を大幅に拡大ナ

るものと,近年業界より脚光を浴びて゛るワイヤカヅ"攻電加工機
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図 59. DSP-3形精密治臭放電加工機
DSP-3 Precision electric discharge macl)ine.

DWC-50形を開発し,某精密金型メーカ 2社へ納入した。ワイヤカヅト

放電加工機は極細のワイヤを電極として被加工物を糸鋸式に放電切

断するユニークな機械であり,今回開発したDWC-50形は世界初の

光学式図面ならい制御方式を採用した、ので,図面形状の高精度連

続ならいとその縮尺加工等により高精度加工ができる。また,既存

の NCワイヤカヅト放電加工機に比べ図面形状のディジタル化,づ口づラミ

ンづ等の必要がなく,また加工送り速度制御に高精度サーポ機構を組

込み最適速度に自動制御するため,高能率,安定加工ができる。

3. DSP・3 形精密治具放電加工機

時"1'・カメラ・電子部品・精密抜型などのミク0ン台の要求のある

分野まで,放電加工を適応しよらとするユーザの要求にこたえるた

め,精密機械メーカと放電加工機メーカによる精密治具放電加工機の

共同開発が必要となり,当社はセイコー精機と共同開発を行なった。

この DSP-3 形は座標位置精度3μ,回転振れ精度3μと高精度な

加工が可能である。この DSP-3形の特艮は高精度加工,細穴加工

の時問短縮を可能にした主判13,ooorpm 回転機構,異形電極の高粘

度な位置出しを容易にした角度微調整機儁の内藏である。

4.電解加工機の高速しゃ断装置

電解加工において,不測の短絡や放電時に,電極を保護するため

に,確実な検出回路と,完全な電流しゃ断の行なえる,高速しゃ断

装置が要求される。本装置の検出回路は,時分割方式による差分検

知回路を ICで構成し,電源りツづルや,外乱と,短絡および放電を

確実に判別する。またしゃ断回路は,高圧回路側で,サイリスタによ

る側流回路を設ける特殊設計回路を構成し,主整流回路のダイオード

特性を利用し,完全な電流しゃ断を行ない,通常lmSでしゃ断が

完了する。この装置により,電解加工に,低融点合金を電極材料と

して利用できるようになり,電解加工の用途拡大に大きく頁献し

た。

、ヨ
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図 60.電解加工機の同速しゃ断装置
High speed breaker of ECM.

(a)高性能

ねじ切り精度・切削画精皮の人幅向上。高速応性によるサイク1レタ

イムの短縮。直径 1μ,2μ,5μ,10μ設定屯位。

(b)高信頼性

新パルス分配方式の採用, LSI・ MS1 の採用による素了の人幅縮

小。ドライづユニ,トの人幅簡素化。長時問工ージングと各郁偏虹U叟テスト

の全数実施。

(C)保守性とアフタサービス網の完備

ユニ."トの小形,軽量化。ラ.,クマウント・前後浦メインテナンス 1M造。機

械との結合,調整・保守時問の短縮。

(d)操作性

ユーザかルンテ.ワドな仕様形態

2. MELDAS4000/5000 数値制御装置

MELDAS4000/5000シリーズは,旋盤用 MELDAS5100 に続いて

開発された,ボール盤・中ぐり盤・マシニンづセンタ・フライス盤なだに用

いられる数値制御装置で,位置決め直線助削用(400OA/B)から愉

郭制御用(500OA但)まで幅広い機能と高性能を兼伽えて仏る。 1

号機は昭和48年Ⅱ月納入された。主な特長は次のとおりである。

(a)速度精度比の向 1二(10 ミク0ン指令て、19.2 m乃),1ミク0ン

指分で7.2m乃・D

(b)新開発の FS (Fioe sC川の力式,パ1レス分配力ぺによる':i列

能切削

(C)電気駆動方式の標洪化

(d)全シリーズ,モリュール共通化,づ0グラ△,外部接続共通化

(e)メモリサイクル,ユニパーサルリードアウトなど最新で豊富なオづション

3. ESS1ガス切断機用数値制御装置

産業装置用NCのーつとして,ガス切断機用NCがある。特に造

船業界では欧州で一般化されている ESS1フォーマットのガス切断機用

NC が広く用いられるようになり,当社もこの種の NC を開発し,

製品化に成功して現在2台がか動している。

ESS1フォーマ.り卜は EIA フォーマ.ワトに比べてづ0グラムが簡単で,柿

助指令2けたと移動指令しかなく,づ0づラムテーづが画期的に短縮さ

れる。この ESS1タイづの MEI、DAS-5240E の卞な1!i長は次のとお

りである。

(a)型切および緩岫線助断が可能である。

(b)早送り速度,マーキング速度が最大12m乃),釖断速度が最

大6m乃)で高速度である。(づラズマ功断用として可能)

(C)υ沖畠補正吐 1 命令でオフセ.,1・「ナロj換がすべて自囿旧',に

、'きる。

図 61. MELDAS 5000<
数値制御奘圖
MELDAS 500OA

numerjcal contr011er

1. MELDAS5100 数値制御装置

MELDAS5100 は普通旋盤・立旋盤・自動盤専用のNCであり,

性能・信頼性の大幅向ヒを主眼に開発され,昭和47年Ⅱ刃に 1η

機を納入以来,機械メカ,ユザからきわめて●iくJH仙さ*門好'1平

を得ている。

主な特長は次のと上りである。

3.4 数値制御盤

、
ヲ



(d)最短距謝_を逆行ナる機能を有し,全づUツク逆行が可能であ

幻。

(e)サーポはミルスモータ廓動の電気サーポを採用し,レゾルバによ

る位置検出のクローズドルーづ方式で,両怜駆動の場合は独得の軸ずれ

検出装羅をもって仇る。

4,群管理システム

最近の群管理システムの多創裂は,薯し込ものがあるが,当社もすで

に工作機械および製図織の群管理の実繊を約10台、ち,さらに数

台の引合をうけ好評を博してぃる。

なお当社の群管理システムは,計算機で複数台のNCを一括管理

皇,

W

電尋

^

孝

'

ナる方式と, NC 憐1徒をソフ1、化L,1卸磯に担断込せ, NC にかわり

機械制御裴'羅(MCU)を置く2力式で進めているが,後者のシステム

は,三菱重工業q凋と共同開発したもので,第6回掘本国際工作機

見木市に出品し好評を博した。

5、数値制御装置の自動プログラミングシステム

NC の普及とと、に,その利用技術としての自動づ0グラミングが遵

入成果を大きく左右する傾向が高まりつつぁる。 MELDAS の自動

づ口づラミングシステムとしては,従来APT 用のボストづロセリサを開発し

て MELCOM その他に尖奘したが,さらに白動化レベルの高いシス

テムとして EXAPT を導入し, MELDAS 用ポストづロセ,ワサの開発,

MEI"COM への突奘,実用化を図った。

EX<PT システムは Fイッのアーヘン火学を小心に1削允小で,現イ1ξ尖

川化しているものに穴あけ刎U二用の EX<PI、1,艇削加_LjⅡの EX・

APT 2 があり,その1寺」'は次のとおりである。

(a)図形処理のみでなく,切削量の分削決延,送り述麼の決延,

]二具の自動選択など,加工条件の自剰J沙ミ定ができる。

山)加工条件決定のための加エデータファイルを,計鉾機に容易に

登録,更新できるので,づ口づラム作成時の手問がはぶける。

(0)用途に応じてしステ△が選択でき,またモづユール化制弱発小

で,加エシステムの休系化が明確である。

今後の自動づ口づうミングの方向は高レベル化の抵か,会話形,モジュ

ール化,ミニコンでの処理などがあり, MELCOM MELDAS 用の111

ノ.""、

、鳥●●、'^

轟郵

纂

図 62.群管理システム

Integrated numerica] control system
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機器調^

1.空気熱源ヒートポンプ・パッケージェアコン

無公害・1ネル半一右効利用としてのヒートポンづは,数多くイ史刑され

ているが,当社では従来よりの空気熱源ヒートボンづ機器に新たに,

GFH-30 (2,5kw) GA11-100 (フ.5kw) GAH-150 (11kw)をそれ

ぞれ朋発し,シリーズ化を完成した。主な特長は次のとおりである。

(且)ーつのユニ,り卜内に,運転,柳倫1装置が完備してぃるので述

転操作は,きわめて容易である。

化)冷媒回路には過冷却制御弁を使用して込るので,伝熱而槌

は100%生かされ,低温で、暖房能力はフルに発揮される。

(C)ア牛ユムレータの効果的使用により,圧縮機への液バリクおよ

び圧縮機よりの吐出ガス温度を低くぉさえることができるので,長

寿命・高信頼性である。

(d)室外ユニ,トは低騒音タイづであるので,騒音公害を引き起

,、ととはない。

2.産業空調用空冷式パッケージェアコン

冬期でも発生熱量多く冷房する必要のある所,年1削空゛11を必安と

する所などには,産業空調用GT形パヅケーリ1アコンが従来から使用

されていたが,空冷化の要望にこたえて,新た忙低外気温度で込運

転可能と司・る GAT-50 (3,75kw) GAT-80 (5.5kxv)を朋発した。

主た特長は次のとおりである。

(a)空冷式であるので,水質悪化や,冷却水の凍結などのヌ1策

は不要である。

(b)風量調節機構付凝縮器となっているので,凝縮圧力は常に

3.産業用電機品
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動づログラミングシステムとして上記APT, EXAPT の遵入とともに

APT のサづセットとしての小規模システムの併」窕を進めて仏る。

4,冷凍・空調機器
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図 63, GAT-50/GVT-50 形パヅケーづエアコン
GAT-50/GVT-50 packaged aiT conditioner

一定で,年周空閧磯としての特刎の配慮は全く無用。

(C)室夕武疑縮器は低f萎斉タイづである。

3.小形パッケージエアコン

マンション・ホテル・事務所等向けエアコンとして従火より数多く使用

されている,薄形床置式の MGL-40(1.2kw) MGL-50 (1,5kw)

を,風量・吹出流速を変えることもなく低騒音化(当社製品比約8

ホーン低下)を行なった。

4.大形パッケージエアコン

大形パッケーづ1アコンPF-100・120 は従来のXE形を全面的に改良

したユニットである。
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本ユニッ1、は従来のものに比べ外形、1'法・虫量共人幅に小さくな

つており,据付面磧も大幅に縮小した。また圧縮機吐出管に消音器

を,バネル全面にづラスウールを張付けることにより低騒音化を計った。

本ユニ寸は4ステ.,づサーモを内蔵し,きめ細かく経済的な運転を行な

い,さらに遠方操作用端子と遠方一手元切換スィ.ワチを取付けてい

る。

その他の特長

(a)冷却水・暖房器(オづション)の配管は,左右いずれからでも

接続できる。

(b)始動電流が小さい。(PF-100 は順次起動, PF-120 は人一

△起動)

(C)空気冷却器は当社独白の特殊波形フィンを使用。

(d)特殊仕様のユニ"ト(オー】レフレヅシュ形,高風圧形など)が多

くあり,あらゆる空制にマ.りチしたタイづが遜べる。

5.空気熱源ヒートポンプチラーユニット(サニーパック)

本機は,暖房サイクルにおいて,「最高温水温度5デC」「運転保瓢

最低外気温度一5゜CJ「除霜性能の確実」かつ「高効率,高信頼性」

で好評を5 けている CRAI{形ヒールボンづユニ.,トの改良機(サニーパッ

ク)である。

この改良したサニーバック代表機である CAH-4 と CAH-K20の

巡加特長は次のとおり。

(1)屋外形で機械室がいらないことに加え,コンバクトな薄形と

し外気吸込口を片面としたため据付面積が一段と小さくなり,据付

がさらに容易になった。(据付面積は CAH-4形では43%, CAI-1-

K20形では80%となった。当社比)

(2) 1台で冷温水を供給できるので,付偶機器も少なくてすみ,

さらに加え CAH-4形ではボンづをユニワト内に組込可能としたので,

冷温水配管も一段と容易となり,システ△全体がコンパクトにま巴まる。

またボンづ音のしゃ音効果も発揮できる。

(3) CA11-4形では,従来のマルチファンシステムに対し,低騒音

形シ0,りコファンを採用し,許容機外静圧が大きくとれ,騒音処理がさ

らに容易になった。

(4)遠方操作式による取扱いの容易さに加え,寒冷地における

運転停止中の水回路の凍結を防止する自動ボンづ運転装置を内蔵

したので,運転監視が一段と容易になった。

6.空気熱源式ヒートポンプチラーユニット(AWH 形)

公害を出さないとと,安全であること,1台で冷暖房が可能であ

ること等の大きなメリ.ワトをもつ空気熱源式'ヒートボンづチラーユニ',トの

第 1 号機を d6イ1二3j三1に 111場ιC送り出して以来,各種の改良を加1え,

「AWH形Cシリーズ」を完成するに至った。

Cシリーズ機は,大形電動切換弁の開発により,冷一暖切換が手動か

ら自動となり,さらに除霜方式を温水散水方式から逆サイク1レ方式

(ホ,トガスリバース)にしたことが大きな特長である。

特に除霜は効率がよく,約10分程度で完了する。

フ.ターボ冷凍機

ターボ冷凍機CTE形は発表以来,その設計・構成並びに小形'軽

量の点においてユニークな機械であったが,このたびさらに小形'軽

量化した。すなわち,主な変更点をあげると,凝縮器・蒸発器に伝

熱性能のすぐれた新しいフィンチューづを採用した。これによって,凝

縮器.蒸発器は冷却能力を変えることなく長さおよび径を小さくで

き,冷媒チャージ量・重量と、に人帽に怪減できた。運転・保'丁の山i

では,オイ1レタンクの設計変巫,潤滑油系統の況皮制御ノj式の変史,

帷びに吸込ガス温度サーモスタ.汁の取付を行ない,より一眉硫実でイ0

頼性の高い運転を行なえるようにしたその啄か,使用部品の標準

化,外観的には化粧バネ1レの意匠変更を行ない,全体的にすっきり

した手ザインとした。

8.エアハンドリングユニット

エアハンドリンづユニ.,トの主要構成部品である送風機と熱交換器の大

きさは,ユ:,トの大きさを決定する大きな要因である。

今回,従来の送風機に比べて,同程度の性能で,大きさが一回り

小さな送風機を開発し,これを用いたエアハンドリングユニワト AD形新

シリ_ズを開発した。この製品は風量が35~930mvmln,送風機発

生静圧が最高90mmAq,冷房能力が標4好士様で 5~119トン(米

トン)であろ。

AD形新シリーズの主な1寺長は

(a)従来の縦形横形をコンパクトな羽iしい形状に統一し,さらに

小形軽量化にした。

化)熱交換器は,フィンに当社独特の波形のみぞを設け,仏熱

効果を高める構造にした。

9.ローボーイ形りビングマスタ

冷温水を用い,室内を冷暖房する三菱りビンづマスタのシリーズに,

ローポーイ形りピングマスタ"LF シリーズ"を開発追加した。

機種としては露出形,および埋込形,各々冷房能力2,000~7β00

kcavh の5機種,計10機種である。

特長

(a)本体高さが340mm であり窓下設置に適す。

図 64

6§

PF-120 形(90kw)大形パッケージエアコン
Packaged air conditioneT

図 65. CA11-4形空対水ヒート
ボンづチラーユニ,ワト(2.5

kw)
Air to water heat-pump

Unit'

図 66. AW'H-120 C (90kw)ヒートボンづユニ.ワト
Air to water heat-pump unit.
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図 67.1、Y-、100上卜E 形口ーポーイ形りビンづマスタ

Type LV一如O LFE ⅡYing masteT

(b) 150川mφの大J杉シn.,コファンを仙川 L,{露~3S ホンの低騒

f?<・ある。

(0)風量ネ畔占にはサイリスタ式無段調堅観器を採川L,きめ細かな

風量調整を可能上するとともに高信頼度を計った。

(d)新ケーシンづ緋造を採用し,配管工フ"・1坊霧工Ⅲの作業をや

りやすくした。

YI 、づι工予

4.2 冷凍機および応用品

1.りモート空冷式冷凍機(6AR 形)

空冷式't紺器を別1霞式のりモートコンゞンリとしたりモー1、空冷式冷凍

機は,既に窕光の 0.75,1.5,22kxV の 3 機荷に統き 3.フ,5.5kw

の 2機樋を開発した。また,クいJンづタワー,ボンづ使用の水冷式冷凍

機に比べ,据付工嚇・保守管郡等が竹力化され設備1?・緋持費が経

洗1'内上力る。

4、i 長

(a)圧縮ユニットはオイルチェック介村'の改」!U上拡機に上り油上り

を減少し安定運転を可能にした。

(b)りモートコンデンサは滞性能熱交換器と低騒竒送風機の線介せ

により,低騒1お四転で屋外逓転に適する。

(C)りモートコンデンサは外気遍度の変化に応じて自動速度調節運

転を行なうから,安定した運転が得られる。(3.フ,5.5上XV 用)

(d)不凝綸ガスバーリ弁を内蔵したから冷媒回路内の空気抜きが

外易である。(3.フ,5.5kw)

2.密閉形小形冷凍機侶シリーズ)

朔閉形冷凍機は全機種(空冷20OW~1,50OW,11機種,水冷

40OW~1.50OW,5 畿種)につ込て小形化,高信頼性化のモデルチェ

ンジ(Bシリーズ)を行なった。主な変更点と特長は次のとおり。

仏)外形寸法を 10~15%小形化(当社比)したので,機械占

打ス弌ースが小さくて済む。

(b)空冷式冷凍機に使用の送風機を無給油北および単.相化によ

り,回転方向る一定としたのでサービス・保守が省力化される。

(0)冷媒ガス吸入口および冷媒液出口の接続用採作弁は,鉄製

から黄鋼製に変更し,耐久性・サービス性を改善した。

(d)空冷式凝縮器は千鳥配列とコルゲートワインを採用して熱効

率の面でさらに高性能化した。

(e)水冷式凝縮器は,ローフィン管等を使用したオイルクーラ付二重

管式により小形高性能化を計った。

3.水冷式半密閉形冷凍機(SRW形)

近年コンデンシングユニ"を使用した冷叫姓甑豈の1、占川範田仂司太がり,

施、T:技術の向上上と込に半密閉形冷凍機の採川が増えてきた。当社

はこの需要の多ΠHtの要望にこたえてこのたび37上W~15]AV の

5機種についてモデルチェンづを行なった。特長は次のとおり。

(a)冷媒R12, R22および R502の 3機種を同一機種で蒸発

温度により使いわけを可能とし,高温用途から低温用途まで広い温

度帯域をカバーするこ巴ができる。

化)半痩閉形冷凍機専用の高性能水冷式凝結器を朋発L,20~

(め%(当社比)小形化による掘付所仟貰の翫ヤト化を計った。

(C)給油Π,排訓1口およびi池i航辻むどをクランクケースのサーヒス

]1ξ而のみにまとめて保守点検を容男バCした。

(d)制御箱をオづションにて取何サ可能とし,クコナンづタワ一井覗冶

水配管を容易とし,現地工事の省力化を配慮した擶造とした。

4.並列圧縮式半密閉形冷凍機(SSW牙分

2台の半密閉形圧縮機を1基の水冷式凝縮器に積載し,専用の制

鶴辯を監視盤を付属したスーパマーケヅト用冷凍機SSW形は,局信頼性,

経済性,現地工事の省力化を目的とした冷凍桜で,フ.5,Ⅱ,15]AV

の3機種を開発した。その特長は次のとおり。

仏) 2台の圧縮機の冷媒回路を共通にして込るため,万一1台

が放障して1),残りの1台で冷ゴ糊迅転を統行し,商品が損傷するの

を防ぐ。

山) 2介の氏給機を負苅変動に介せて,1台ずつ順次ON-OFF

ナる容凰制樹1運転を白動的に打ない,運転電力豊が従来力式に比較

し少なく経浩的である。

(0)制御盤の付属により,配線作業が細単になり,自動的に赦

肺の検臓と李事段を行なうので,工事・運転管理・サービスの省力化が

計れる。

(d)冷媒R12, R22, R5舵の選択により,11果用から冷冴!食

品までの幅広い用途に,阿一冷焚輩罵を使い分けるこ●が可能となり,

3機種で9種類の冷凍奘匙に刈応できる。

琴器縛^,
錘

0

゛

図 68.並列圧縮式半密閉形水冷式冷凍機(SSW-75形)
Nvatet cooled condeDsing unit with two seml-hetmetlc

ColnpTessoTs in para]]e〕 and lvlth supeTvislng and
Contt0Ⅱing b0註d (model ssNV-75)

5.冷凍クーリングユニット

コールドチェーンの発屡とともに急、増する鎌配用低温冷蔵庫の需要に

六、1しては,従来からコン手ンシンづユニヅトによる現地冷媒工事方式が多

く採用されてきたが,最近は3~20坪程度の小規模冷蔵庫において

、,工事技術者の量的不足対策,工期短縮化および冷凍装置の信頼

性確保のため,合理化,省力化製品としてのユニット形製品の要望に

こたえて,本年度は庫内温度一40~-20゜C用として小形コンパウンド

式二段圧縮機を内蔵した ACS-8 (5.5kNV), ACS-10 (フ,5kNV),

ACS-15(11kw)形の3機種を開発した。その特長は次のとおり。

(1)パッケーリ形のため現地工事は冷蔵庫巴の接続,電気工事(主

回路のみ),冷却水配管だけでよく,冷蔵庫組立土事を除けば3日

程度で完成する。

(2)冷風は壁吸込,壁吹出式のためダ外工亭はほとんど不要

であり,とのため高さが2,5m程度のづレハづ冷蔵庫にも容易に組込

める。
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(3)運転・停止は押しポタンスィヅチで操作でき,ラ,フロストはホ,リ

トガスバイバス方式を採用しており,手フロストの開始をタイマで,終了

をゞフロストサーモスタヅトで行なう全自動式である。

主た,減圧弁・クランクケース内圧調整弁・自動給水弁(付属),補助

ヒータなどを設けると巴により,低温ユニ.,ト特有の過酷条件に耐え

られるように設計してある。

6.漁船用全自動省力化冷凍機

従来の直接冷却方式に換えてづライン(問接)冷却方式によって冷

却を行なう亀ので,次の基木的特長を、つBCR-M形.BCR-MW

形・BCS-M形・BCS-MW形の4形式の全自動省力化冷凍機を閉

発し「かつをつり」「主き網運搬」「以西底引」等の漁船に納入して,

いずれも予想以上の好評を博してぃる。

(1)冷凍機仕独立したユニ,トとして,工場で冷却テストを行な

つて性能を確認されている。現場では冷媒配管は一切不要。

(2)づライン冷却であるため負荷の変動に対して,安定した冷邦

運転を行な仏,液バリクせず,完全自動運転が可能。

(3)現場据付工事はづライン配管のみ行なえぱよく,]二期の短縮

はもちろん,装置の信頼性の高いメインテナンスフリータイづである。

フ.冷凍多段形オープンショーケース

冷凍食品の急速な普及にともない,スーバマーケ.,トおよび一般食品

小売店における立体陳列販売による販売効率向上に役立つ冷陳多段

形オーづンショケース ADV-24IG を開発した。

特長

(1)ト.りづ吹出しによる=重エアカーテンカ式を採用し,州1能の向

上を行なった結果,周囲温度27゜C,湿度55%の条件で十分品温保

持のできる製品である。

(2)手フロスト時問の短縮のために高性能フィン付き手フロストヒー

タを採用した。また手フロスト開始はタイマ方式でクーラ温度感知で

終了する自動復帰方式である。

(3)陳列用たなには,貯蔵品の落下防止巴エアカーテンの乱流を

防ぎ,品温の安定を計ろ保護ガードを取付けた。

8.プライン式オープンショーケース冷却設備

づライン式による冷却設備の特長は,工事の省力化,保守の省力化

および完全自動運転が可能であり,ユニット形づラインクーラ, BCL,

BCR, BCS が製品化され,スケートリンク・冷蔵庫・船舶.製氷.工業

装置等に数多くの実績がある。

今度初めて,大手スーパー(株)ニチイ大分店納めとして, BCR-80

X 2台, BCS-50× 2台によりショーケース58台(低温多段ADV-24

LGX6台含む)および冷蔵庫6室の冷却設備にづライン式を採用し

完成した。

本冷却設備の最大の特長は,ショーケースの自動チフロストにあり,従

来の電気ヒータゞ70ストに比較して短時問でかっ確実な手フロストので

きる方式である。ゞつロスト熱源は,冷凍機の吐出ガス熱で,これを

有効利用して温づラインを作り,これを三方弁切換えによりショーケー

ス内に流し込みゞ70ストを行な5。さらに本設備では,ショーケースの

冷風温度,づライン温度を遠方監視できるようにしてぃろ。

図 69.漁船用全自動省力化冷凍機BCR-60N1形(45kw)
Brine cooling unit for fiS11er-、oat.

、^,1

図 70.冷凍多段形オーづンショーケース ADV-24LG

Multi-deck type display case for frozen foods

68

図 71.ニチイ大分店納めオーづンショーケース
Open show case
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我が国は,従来の成長巡求型から岱"御し,今やそのバイダ庁イを保ちながら,福祉の充突と,国際恊J'1の推進をめざし,いわゆる福祉社会の

形成を良櫟として進屡しっつぁるが,磁子・工業はそもそもこれに合政した指向性を持っており,当社の篭子機器部門もその指向性のもとに数多

くの萩技術,制機種を俳拶6しっっいろいろな分野で人いに活躍し,発展を統けて途る。

以、Fに(1)通信・1膨狗志用機器,(B)砥子,汁芽桜,(3)半遵体索子・確子管,(4)放牙、1線機二細CブJ刈L,昭和48年度における当社電子

段術進歩の成果の既喫を説明する。

、毛1、"会ゴ,、 Electronics Equipment

子 t疑

1.1 移動無線機器

昭和48年は, FS-30, FM-31シリーズに代表される新竹叫野珍固定

用,移動用無線機の生産が本格的に行なわれ,新しい需要にとたえ,

標準機の変形により広帯域切替の移動無線機FM-25AW/CWなど

も!刑発した。以下,新たに開発納入した代表的な機種を紹介する。

なお動川"岻線鬨係については,6,交通・述微細も参照されたい。

1.新形構内用無線機

本機は刷内操車掛用無線畿巴してU本倒有鉄道に納入した甥帯無

線機である。従来400-32形構内繰車掛J11無線機を多数納入してき

たが,操j岡卦用無線機の運用実態からさらに小形,軽姑なものが要

望され,これに応じて開発したものである。本機の特長は次の通り

である。

(1)きょら体はすべてづラスチ,クモールドとし嵯1正化をはかった。

無線機本体の重量は電池を含み約650gである。

(2)竃池は, Ni-cd,450mN1のものを6個直詞ルして帷数

化をはかり,カセ,,ト化して交換を容易にした。

(3)低い電源電圧において40OMH.1W の商周波出力を得る

ため,矛噺野と効率の高φトランづスタを新たに開発した。

(4) CH 数は最大5CH の実奘が可能である。

(5)本機と組合せて使用,、るへルメ,,ト送受話器は運用する喋境

条件を吉慮したものであって,特に騒音忙ヌすしては新しく浮拶壱した

差動マイクロホンを採用し通話の明りょう(暸)度を向上させた。

2.日本国有鉄道納め長大トンネル対策設備

北陸トンネル内の火災事故以来,トンネル内の保安支、1策のー・環として,

長大トンマルに対して如OMH"帯3波切替づレストーク式乗務員無線

機による駅と 1、ンネル内ホ両乘務員問,およびトンネル内列車の前後

^
^
^

1. 通信・電子応用機器

部連絡用通信回線を設けるこ巴になった。

とのためトンネル内に約lkm 問隔で無線機を設睡し,トンネル出入

口の両最寄駅から制御監祝できるようにすると共に,地区指令セン

タからも制御監祝を行なφ,トンネjレ内車両の乗務員との間で,通話

できるようにした。単線トンネルでは,前後部連絡を行なうに必要

な伝送損失を得るため漏えいq却同軸ケーづル(LCX)を使用し,対

駅との通信回線は空冏波方式を採用した。また複線トンネルでは,隣

接する基地局出力問の電波干渉をさける左めに上CX方式とした。

枢源部は通常ACWOVを受砥し電池を内蔵して停電時対策を施し

てある。両駅および指令からは,周波数功替・送信制御・系統切替

・各無線機チェ.ワク,醤イ副朋御ご艦源監視を行ない,トンネル内車両の

釆務員と通話を可能としている。

3.警察庁向け新形受令機

誓察庁は現在UR-1形受令機を使用しているが,さらに小形の

UR-2形受令機を採用すべく,昭和47年に誓察庁より各社に基本

要求が示された。これに沿って各社から試作機器を納入したが,そ

の結果3社の受令機が採用され,当社も入選した。本受令機の特長

捻次の通りである。

(1)超小形である。外形寸法は 55(NV)×20(D)×80(H) mm。

(2)周波数範囲 142Mlh~163MH.の指定2波切換えが可能

で切換周波数問1鞆は90ok亘Z 以内。

(3)電源は単3形乾電池1個。充電可能の Ni-cd 電池も使用

できる。

(4)超小形だ術D円スぜ一力を内蔵し,スピーカによる受話が可能。

(5)通常はイヤホンを使用するため,イヤホンコードをアンテナとし,

イヤホンを使用しない時は,内j畿アンテナで受信できる。

(6)選択呼出信号により群呼出(最火100台からなる群単位の

呼出で最大10群までの呼出)と,個刎呼出(最火1,000 台中の 1台

の呼出)が可能である。

4.スエーデン向け自動車無線電話用機器

スエー手ンでは,広山地域を走行する加入者と一般加入者あるいは

移仰仂Π入者同志の通話を可能ならしめる,「移動無線電話システム」が

国営と民営の二本立で行なわれており,その需要は年々増加Lてい

るが,当社はその両者に自動車無線電話用機器を多数納入した。

国営の MTDシステムは昭和46年12月運用開始以来,音声呼出

方式であったが,48年秋からの自動選択呼出方式への移行延備え,

新たに選択呼出装置と自動チャネ1レ切換装置を開発納入した.

また民営の自動車電話システム、同様のシステムであるが,移勘発

^

図 1. MT-60D01構内川
ぢぢ1誓無線電話装置

4()OMHZ 2-WAY portab]e
τ且dio

ご 磁イ棲鰯
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図 2. MT-55A形超小形受
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呼の場合には空線チ、ネ」レを自動選択したのち,移動局の呼出信号と

同一の信号を自動的に送出し,基地交換台に発呼局番号を表示する

など,呼出機能がさらに進歩している。当社はとの基地局,基地制

御装置を含み移動局多数を納入した。

なお選択呼出力式は,国際海上移動築務で使用されるCCIR5 け

た(桁)信号く順次直列トーンカ式による10万加入の呼出可能の方式)

を使用した弱欝界で、確突に動作,、る力式である。移動無線機は昭

和46年スエーチン西"没イ禽の検定試験で世界に最初1に合楴した,船0

MH.寺"畷染機を心H本にし,送択町三出回路力よび"動チャネルUル趣同

路は小形化され,とれど・・体に突装されている。

1.2 移動用ディジタル伝送機器

近丸'ゞータ通伝の需要の増火に作い,無暗測引線を用いる移動用手

ータ伝送機器の必要性もi轍欠衡まってきている。当社ではHF回練

用および VHWUHF 回線則の二つの手ータ伝送機器を開発した。

また手イジタル技術を用いた.可搬形の半鄭動分磁子交換機を開発し

た。

1. HF 回線用 FPK データ伝送装置 MDS・10

との發羅は況偏の多い HF 圓線においても,満足な手ータまたは

テレタイづ伝送を可能忙するため,広帯域通信の原理忙より況信に強

い,当社独暇iの FPK (FTeguency-pauern Keyin三)変調方式を用

いた。またインタリーづBCH久f弓による誤り訂正装置を内蔵し, AR

Q によらない・一方向動作の誤り訂正を行なっている。その結釆,通

常の空界状況(音声の感明2~ι,軽度の況信およびフェージンづあり)

の下では,悌'に 10-4 以下のビヅト誤り率を得るととができる。水奘

確の主要諸元は次のとおり。

伝送速皮.10ob太(対無線機階D,使用周波数.300~2,70OHK-

般の A3J 無線機と組合わせて使用可能),電源電圧.DC22V~

28Vマイナス接地,変調方式:FPK方式,同期方式.独立同期(位

相制御卞D,誤り訂正符号.インタリーづ BCH符号 BCH (15,フ,2)

インタリーづ数100,使用温度純圀:-20゜C~+50゜C,寸法・重量

340×233×255 mm 12 Rg。

2. VHF/UHF 回線用 DPSK データ伝送装置 MDS・12

との装置はVHF/UHF帶の一般のFMまたはAM無線機を用い

て,高速のデータ伝送を行なうためのもので,ーー般に遅延ひずみは

小さいが非直線ひずみの大きい無線回線の特質にマ,,チするよう,

サづ千ヤリア周波数の高い MODEM を用いている。また,インタリーづ

BCH符号による誤娠丁正装置を内蔵し,インパルス雑音やワエージング

等による短期囲の回線瞬断が生じても,符牙誤りを生ずることがな

仇。本装羅の主要諸元は次のとおり。ただし下記以外は市信eのMD

S-10 と同じである。

伝送速皮.60ob心,にoob/.,2,40ob心,使用周波数,1,800~3,000

H.,変調方式.二陶 DPSK(600、心, 1,20OW幻四倒 DSPK(に00

、/S,2,40o b/.)。

3.12回線半自動全電子交換機 MDS・11

との交換機は,災害・事故呪場等の応急、懐時回線の端末用交換機

として',小形・!難凪・取扱締易をねらって開発した。携帯形磁石電

話機による内線10風線と,共確式(自動または乎動)または磁石式

局線2回線が収容可能である。繰作はLED表示ランづの点波を見

ながら操作ポタンをワンタ,,チするのみで,各種接続が自動的に行な

われる。また゛つ・ぜい指令の機能も持つ。主要諸元は次のとおり。

回線容量:内線磁石式10回線局線共電式自動主たは手動

タ挙三→嚇゛1芽'尽乏ぎ1ず'、イ/ゞゾ、ーナ"t ")イ,ニ'ξミ、三、'、、゛,,ノ
ゴムーノ、＼J'/ JJ、〕 J 、

,t "、.、ーー"*

1^垂凄金,- L'・ミ."ー.^゛嘘亀所^

図 3. FPK ラ!ータ伝送装置 MDS-10 および 10キー式
牛ーポードとづりンタ

Dala transnlission equ{pment wit11 FPIく modcln,

NIDS-10, and keyl〕oard nⅡd pl'1nter

声.,'゛ J 「^

fニマ・,,、ーーー'ー
ニキ才'i^Ii^^^、'・、、
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図 4. DPSK手ータ伝送奘羅MDS
-12

Dafa trιlnslnisslon equlpnlcn[ W1111
1)PSK 1Πodcln, N11)S・・12

^

〆ー""H

'^

2回線(切換スィ,,チにより磁石式に切換可能)その他各種接統回路

あり,そう入損失:2dB 以下(1,50OH力,漏話減変量:80dB 以上

(1,50OHり,通話路形式. SCR クロスポイントスィッチ,制御力式.布線
論理による共通制御方式,ダイヤル形式.回転ダイヤルまたは艸しポタ

ン互イヤjレ,電源電圧. DC 22~器V 内蔵電池または夕武祁磁源,寸法

.重昂・:180×470×360加n.10kg 以下(電池を含まず)。

1.3 多重無線通信装置

UHF帯の機器では輸出ヌ1'象の80OMH.帯無線機を完成した。

カ,マイク0 波あるいは淮三リ波帯では直接発振素子の使用が定播化

し,ガン互イオード,インパットダイオードを使用した無畔泉機の突jrHヒを進め,

送信出力・信頼性・保守性の向上に寄与している。

1.80OMHZ帯小容量多重無線装置

80OMH.帯の多重は,風際的には広く使用されており,今回,輪

出用として, ME-08D061X形多重無線装置を開発した。とれは,

40OMHZ 帯,160MH.帯でも使用でき,送信出力5W,伝送容量

電話6CH,打合せICH,小形・軽最で可搬用としての耐振性を備

える。交換機.電話機など端末機器への接統が容易にできる信号中

継器を内蔵し,電源は DC 24V のほかに, AC I00々0OV を楞豆徒

としている。概略性能は次の通りであろ。

■^^
●丁メ,=

玉
、゛^

図 5.半白動全電子交換機
MDS-11 G叩しポタン,ダイヤル

タイづ)
Semi-automatic a11-clectronlc

telephone exchange, MDS-11
(lvith push-button dLLI)
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周波数:790~960MH.,送信出力:5W,伝送容最:電話 6

CH,打合せ ICH。

2.フ.5GHZ帯 960CH 容量送受信装置

日木風有鉄道ビ指遵の、とに製作し,東京一博多幹線の第2ルート

Πル Lて,図8 の太線区問に納入した。変開器に,ガンダイオード,お

よびバラクタダイオードを用いたマイク0 波直接発振変調方式を採用し,

受偏,局都発振器にもBRF奘荷による,周波数の安定化されたガ

ン互イオード発振器を用いた。

IWI、JN幅器が 2台付加され, 1_"ブJ部で位11_1介成することにより

送{a川力 12W を稲る。フェージンづの多発区1川については,スペースダ

イバーシティ受偏'が可能な構成とし,瞬断率の低減,圃絲かq知動率

の向上に寄与している。ガン互イオードおよびパラクタ互イオードは竺1社小

央研究所にて卿禿したもので,発振出カレベル,雑音特性が特に優れ

ている。 1システムは,送受儒機・電力蜘幅機ξ婆轍制御機で拙成さ

れる。冬劣黙12606め X225(D)×1,800(H) mm の標i北架に突奘さ

れ, DC 24V で動作し,消費電力は50OW/システムである。

3.20GHZ帯 PCM 再生中継装置

ク0ツク周波数20OMI・し四恨 PSK による 20GH.帯PCM再生中

継装貿を用いて実験局を娼年6男に開設した。回線は1対向,区

別距削約5kmであるが,主に降雨を含む伝ぱん条件の変化による

伝送1"小の劣化を記録するととをΠ的巴している。

1.4 衛星通信装置

1.インテルサット標準地球局,国内地球局用き到蕭

昨年の 1クァドル局,ニカラづア局に引続き,ユーゴスラビアのIVANJCA

に地球局アンテナを建設した。 4枚の反射劣註コルゲートホーンで隅成す

る当社が開発した方式は,国際商朋衛星通偕地球局アンテナの決定版

となりつつぁる。今回のアンテナには,亘;深いユーゴスラビアのⅡ計肖に

合わせ,除雪装羅をつけている。一方,国内の,地上剣司も含めて,地

球局の受偏系の性能を左右する低雑古」汝顎部け,へりウム冷却に代っ

て簡易な電子冷却のパラメ1、りヅク動幅昭が帰加ら北つつぁる。当社は

数午前から研拶6を行ない,この1圧ど,このパラメ1、リ四ク W艸1,Uにを使っ

た試作機を完成した。性能は,下記のと二↑りである。

j吋波数粥屯し 3.フ~4,2GI・h,雜f"尿痩.60゜K 以下,下11デ、1:隔 dB

以_L,寸法.重1止:260×225× 1,ooo mm 60kg。

この冠子冷却パラメトリック父小Ⅷ'器は,ペルチェ効巣を利川して増幅噐

木体をぴC以下IC冷却する、ので,へりウムガス冷却に比べ,纓雑な

冷凍機が不要であるばかりでなく,高圧ガス・極低温・高真空智の

一般知識がなくとも保守できる利'伐があり,取扱仏や保勺号町衛鄭.,

かつ低コストとなる。これで総合システムの最示要部分の"消Eの向_上

と保証を,ーー段と確笑な凾のにした。

2.可搬局

既に開発済の直径 12.8n沖の可搬アンラナと前項の磁子・冷却ノもメ

トリック1仰幅器を組合わせると,締易な可射U杉地お捌司の心臓訊姑H司成

することができる。との場合,アンテナの仰角(EL角座)と受イ詣系の

性能を示すアンテナ利得/雑音温座(G/T)との関係は,つぎのよらに

なる 50:31.7 dB,10゜:32,2 dB,2()゜:32.6 dB,30゜:30.8 dB,5げ

:32.9 dB

INTELSAT の加定する NON STANDARD 局の仕様は,動作

EL 鈎における性能が G/1之31.7dB であるから,動{乍EL 角が 5゜

になっても使用可能である。従って,すでに標準局で使用中の GC

E, MUX, HPA 等と紲合わせて,商性能の可搬形地球局設備が突

呪できるととにむった。
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1.5 宇宙開発機器

わが国の宇宙開発もいよいよ本格的段階を迎え,実用衛星計画で

仕,宇宙開発事柴団のN河'1岬にj川えて,靜止気象衛星,放送.通信

衛星の計画が明らかとなり,また科学術星.計画では3号衛足.以降の

打上げj司として,誘導制御を行たうミューロケッ1、の開発が進められて

いる。

当社は,衛星本体,および衛星.関連地し設備,ロケ,,トとう G勘載

電 f機器,および0ケ'り1、関迎地上設備'羽厶純國の開発製作を進め,

また天文分野でも電波望遠鏡・ス体望述鏡等の開発,製造を通じて

活躍をつづけてφる。

1. ETS・1・1SS チェックァウト装置(EICE)

宇宙胴発事業団か開充中の「技術試験衛星一1形(ETS-1)」およ

び「電既層観測衛星(1SS)」の認定試験および受入試験用の試験奘

置で,宇宙開発事業団小平分室に設置された。電子計算機(MEL.

COM7500システム)その他が有機的忙接続され,衛星の複雑な機能

や性能を正硴に測定試験し,試験ゞータの整理を効率的に行なうと
とができる。

2.移動型衛星試験装置(MOCS)

ETS-1およびISS のシステム試験を行なうための試験装置として

昭和48年8月製作された。本装置は小焼模で小まわりがきくので,

将来,筑波宇宙センタ,種子島 0ケ',ト乳幻鮪塔などに車載移動して,
衛星の試験のために使用される。

3.10mφ多周波共用追尾アンテナ

東京大学宇宙航空研究所が開発中の科学衛星のテレメータ受信と

距凱および距離変化率測定に使用され,衛星からの 136MH.,400

MH.,2β0OMHZ の電波を自動追尾受信し,同時に 2,10OMH.の

電波を衛星へ送信する多周波共用追尾アンテナである。また,衛星か

ら到来する任意の偏波に対し,偏波ダイパーシティ受信 a36M壬し,

40OM1し帯に対し),偏波追尾受伝(2,30OMH.帯に対し)を行な
つて,偏波損失をなくし,かっ府波変動による距離変化率の測定誤
差を軽減している。

4.45mφ電波望遠鏡

東京天文台の45m電波望遠鏡の設立計画によれぱ,高鏡面精度

(02~03mmhms)の反射鏡が必要である。当社はとれに応えて,

ホモ0ガス解析用の専用づ0グラムの開発・センタハづ模型実験.振動実験

'風洞実験等を行なって仇たが,所要の性能の反射鏡が得られる目

途がっいた。鏡面精度は0.25mmんms,最適バラポラからの最大偏

位は0.4mm,重量はセンタハづを除き約80トンである。

5. AATB (英・望遠鏡庁)向け巧0インチ天体望遠鏡

英.豪両政府の共同計画で進められていた 150インチ天体望遠鏡

仕,オーストラリアのサイ手インづスづりンづ天文台での現地据付も順調に進

み,英国で製作された光学系の据付も含め組立を完了し総合試験を

行なっている。当社はマウント部,ドライづ部,コント0ール部などを担

当した。主鏡重量が400トンにも才'よぶこの望遠鏡は,1974年初め

に完成されるが,南半球で最大級の反身1剛天休望遠鏡として天文界

に多くの新事実を屯たらす込のと期待されてぃる。

1.6 マイクロ波アンテナおよびマイクロ波部分

アン丁ナに関して1,何波共用アン丁ナの広角皮放身,}特性,および,

交差偏波誥別度特性の改善をアンテナ本体および一次放射器の形状

構造の両西より研究開発を進めている。マイク0 波部品に関しては,

短尺あるいは長尺可とう(挑)導波管ならびにフェラ什応用部品(サー

千ユレータ,位悟合成器)について特性改善および製造法の確立を進め

ている。本年度の技術進歩の成果の代表例を以下に記す。

1.扇形開ロオフセットパラボラアンテナ

広角度放射特性のすぐれたアンテナとして,開口面積=2.14m2 の

ν4円扇形開口のオフセ.介パラボラアンテナを開発した。開口面内に散

乱波源がなく,また,側面がしゃへいされているため,14.4~15.25

GI、b において水平面内30度方向で一55dB,60度方向で一65dB

というすぐれた広角度放射特性をもっている。回線集中度が高いた

め,電波干渉が問題視されるような地上マイク0 波回線中継局用アJ

テナとして今後の需要が期待される。

2.まゆ形コノLゲート導波管

マイク0 波中継局でアンテナ~中継器間をケーづル類似の方法で配管す

ることを目的として,30~10om 級の長尺可とう導波管を開発した。

伝送特性を良くするため"まゆ形"断面をもっのが特長であり,コル

ゲート形式にして可とう性をもたせ,ボリェチレン被覆を行なっている。

特性の一例は,6GH.帯用(5、925~6,425G11.)で入力電圧定在波

比1.045以下,許容曲げ半径50omm (E面),70omm (H面)であ

る。中継局の給電導波管の設計,施工の省力化に効果が期待でき
る。

3. UHF TV サテライト装置用小形アイソレータ

従来UHF帯ではサー千ユレータ形アイソレータが用いられてきたが,

楢造が複雑で量産向きでなく,もっと機器に組込み易く小形て而す電

力の大きなものが要求されてきた。このアイソレータはフェライトの共

鳴現象を利用したもので,上記諸要求に沿うと同時に将来の MIC
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化にも適介する惜逃を村している。

1.フデータ伝送機器

'11算栃1」御システムは,従来の鉄則・化学・冠ノjなどづシント内くの

1心用から,データ伝送と継み介わせた,より広域な制御システムへと

発朕しつつぁり,取扱5倩靴量も生すます増加し,情縦制御システム

化,コンeユータネ,,トワーク化の力向へと迩みつっある。

1,名古屋市納め東山管理事務所遠方監視制御システム

■占屋11i水廼施設の条小管理のため,取水,汀卜水,送水映びに配

水などの一述の恬縦を架収錠リ舌し,総合処卯して,商座の水利川と

経許効果を挙げるとと、に安全を硫保するととを目的とする。東山

に管氾史"務所を新設L,とれを親局,赤口井・人治の蔀1水場を子・局,

猪高・鳴海等の配水池および犬1」1取水場を孫局とするハイアラ千ーシス

テムをM"戊,親局と子局は12GHZ帯の多重無線回線で結び,子局

と孫局は40OMHが帛多方向多重回線が使用されている。管N俳務

所のゞータ処理奘羅は, MELCOM 350-5F の二玉系継成である。

孫局 1局当りの伝送容呈:は,アナロづ入力]41呈/局,パルス祐算人力

15 艮/局,状態{'1号300点/局で,通信速度は20OBPS,符りカ

式は擬巡1叫符号化力式,送出力式は計測N;參ば常1}寺サイクリヅク伝送

(最大3CH/局),制御信号は制餌川寺送偏 acH/局)である。

このシステムは今後,水道トータルシステムとして・一矧高喫なものに立

る計画と伺っている。しWライト写真参!{田
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2.給電所用自動記録装置

雁力関係の系統制御用データ伝送機器として,昭和娼年度もCDT,

TT,等を名砥力会社に多数納入した。特に伝送機器と計鉢機上の

結合といら点で火きな意味を持つ給電所用自動記録装羅について述

べる。この奘羅ほ東京確力(株)のご指岬により1胴発,製解,化を迩め

ているもので,系統給電指分所,店所給心所の給狙指令室内に設け,

CDT,へTM, SV等の伝送奘羅とオンラインで按続して確力機器動

作の記録,系統衞要Rの加算,裴耽塾常の記録,子定作業のゞ"彩町

の処理を行たう。制駕1用として MELCOM-70 を使用,コアメモリは

]2kw,1引厶U の21玉類とし,1田厶V の場合の最大処理能力は,

SV 11!jⅧ],000 ゞ、〒゛テレメータ tl'i、縦 50_吼,入力凪常li予櫂 200.,1j、であ

る。項Πの地設,印'上名称の変、唖笘の"訓乍は六、1話形式のづ口づラムに

より,また 121゛、¥から]6k、V への巡加1リ1奘は,コネクタ接統IC より

Yf易に11力匝く'きるようになっている。

1,8 レ ダ

新らしいマイクロ波IC技術を用い,商度な地子走査理論にJ'づい

て排仔をした,全固体化アクティづフェイメドアレイレーづは,納入後も客先

で引き続き芥稲の試験が行たわれ,所刈の性能を耐儒忍して,将来に

明るい見通しが得られた。また,カーエレクト0ニクスの先端である内動

市用衝突防止レーダは,Π醍Π動、小X付0■恊祠で開発に成功Lた。

i拓速回転アンテナを使川した、三リ波商分畑の空港而探知レーd を,

火1坂岡際凖港・北海道千歳空港に引き続いて,成田新田際空港向け

に泌作した。気象川レーダ仕,1〒1内は名占吊・室戸の冬気象台向け

を,焔出刑は WM0 から受註Lた力」づ海向け 6 台の内,最終のジ

ヤマイカ局,十ユーバ局m」け 3 台の捌付けを終り,リ絲光き,マづガスカル向

け 3台を製作Lた。

1.電子走査アクテ4ブ空中線装置

呼来のレー互として.1遊来のレー,上は令く洲たった多くの1磁~寺

、つ,アクティづフェイズトアレイレーダを1坊11打庁第一W「光所に納入Lた。

木裴羅は,マイクロ波 IC で謬釦艾した,小さなレーダを,64 個平而に

配列し,全体としてーつのレーダとして動作するものであり,空小

線ピームの走査は,アンテナを機械的に動かす必要はたく,コンビュータ

により電子的に行なわれる。マイク0 波 IC で作られたレーd モジュール

は,送信素子を合め,すべて固体化されている。本奘置は,実験奘

置であるが,実用的なレーダとした場合には数千個のレー互モジュール

を平面または曲面忙配列する。このレーダの特長は次の通りであ

る。

(1)電子走査のほか,パターン戒形も可能であり,従って,多H

的・多機能なレーダとすることができる。

(2)レーダを全固体化できる。従って信頼性の向上が期待できる。

(3) 1割程度のレーダモジュールが損傷しても,レーダ全体の機能

図 16, UHF 帯小形アイソレータ
UHF band miniature isolatm、S
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があまり低下Lない。

2.新雷誤測レーダシステム

4bK心力中脚と噺社が共阿で排1発した山観刈レーダシステムは,地上

■約Boom の鉄塔を持つ燕本1苫白レの完成と共に,昭府レ侶年5月

よりか動に入った。本システムは,害の高度およびその高度Kおける

受猿確力を剛定し,{'夛処理奘羅によ炉邸内の発禽を予測して,発

住;ランづ,ⅡHI」山淵に表f六するとと込に, f勺Ⅱ瓢而染生断酬を用V、て,山

乎川迹縦するよう1・緯成されており,火擬1分の発匹'が,20分[川 W、上の

余袷をもって予知できるようになった。

3.三次元レーダ

斗件_W虫自の力式Kより十数那来1Ⅲ兆されてきた商竹消E三次元レー

ダ込,すでに2 力所の寸イ1、で突用され,3・号儷の突用1刑始も近く,

航空機の職祝管制忙威力を添える、のと期待される。

1,9 放送機器

当社でけ,抑.恥效惰山ν皮送憐を小心忙,放送機器の生産,剛発を

迅めている。最近の主な技術的巡歩は, UHF 電力」1舛語器のマイク0

波IC 化である。その§占果,{行叔i性の商い均一な4き性が笑川できる

ので,詑列化火確力」竹帆得仟の突溌が,近く予恕される。また, TV

放送中継機の1・"性の改誓に関する技術の開発、進められ,低雑音受

信,あるいは伝送波形等化に関する成果を発表した。また,小集落

の難視支、」策の需要に対して当社では,80形 0,5W サテライト装置を
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災用化し,10omW無線共聴の突用化試作機を開兆した。な上,将

来の技術として, SHF放送に鬨する開発も開始している。

以上の成果は, MIK技術木部を初めとする廊客各位のご擶導に

よるととろが火きい。

1.10 産業用テレビジ.ン

産業打」テレeジョンσTV)の利用は,年とと玉に多様化し,脱模、

大きくなり,最近はカラー化する動きが活発になった。

当社では,京都および阪神競馬場に大規模なカラー1TV システムを

納入した。本装置は,従来の白黒ITV に代りカラー化した込ので,

6台のカラーカメラを使用し,場内に配置した約Ⅱ0台のカラー受像機

にレースの状況や配当釡の表示等を映し出す、ので,ファンの好評を

得ている。また,炉内監視・排煙監視など冬種の監視用ITV につ

込て垢カラー化の要望が強くなり,遂次計画中である。

この他,カーEジ.ンの開発に力を注ぎ,バスに限らず大形車や特殊

車両用として用途の広い6形力ービジ.ン, CV-61ν621 を製品化した。

とれは,小形軽量で,電源に十12Vおよび十24V の 2機種を準備

し,小形車種への遵入が容易である。また,師度の変化によろ画角

変動の改善,耐振性の向上,保守性の向上等を計っており,ユーザの

1切待にとたえ得るものである。

1.11 シーケンス制御装置とその応用

1. MELMIC、100

はん(汎)用シーケンス制御装置 MELMIC-100 は,鉄鋼・電力 .^

般工業用等に,一般シーケンスコントローラ, DDC 用口ーカルコントローラ,

監視装置,ラ,ータ0ガー等として広く適用されている。最近,自動車生

産ラインへ適用されたととは特筆に価する。これは,日産白動車休櫛
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と共向で閉窕したシメゴムで,山動綛立ライン・機械工作っル・山動

溶披加エライン等の自動化設併"打制御装置を,1・し心として,づラウン管

表示方式によるづログラム霄込生断置および故障検知裴羅の=つの装置

からなり,シーケンス{乍成,変更の容易さ,運ルN寺の叔障個所発見11!」

M」の加鞘およびか動*の向上を1_11Wとしたものである。

MELCOM7000シリーズは昭羽1ι5年の発女以来,受江災;ムも年六

増火し,箔帳処Nの中核上して多力i繭で活凱!しており,最近の代表

Π加IJ趣j打例を以、Fで紹介する。

1,東京大学の教育用計算システム

東京大学裳介jⅡ訓'好センターに M互IXJOM 7フ〔川を納人 L,昭棚

IS11江J」から正式にか動を側始Lた。このシスラムは学生災習用と

して・一般のシステムとはかなり災なる次の噛長をもっている。

(1) FORI、R<N σIS-フ()00 の水i佐)の常駐コンバイラ,山'L<G

(ト0R町^AN LOAD A八の GO)を村すること。学生災習用のづ0

グラムは小規模であるが大量の杓・数となるが, FLAG はづ日グラムビ

とにコンパイラを外荊猪計衣奘隙から読みこむ必要がなく,またコンパイ

ル後直ちに笑行できるのく・平均して'1件の処廻!当り7秒と非常に高

速に笑行でき,4乳C教育用に大いに威力を発揮して仏る。

(2)カフェテリアブj式の入出力を採別している。学生は各自のづU

づラムを自分で力ード読取装羅忙槌み,スタートポタンを判1す占力ードは

即座に読みこまれ,数秒後に近くのラインづりンタに処直際占果がH_リJさ

れる。これによってターンアラウンド1蒔問がリ戸常に短縮され,またセン

タ仰ルして人千が大幅に節約される。

(3)実習の記録が常時自動的に作られる。FLAGで処廻!された

づ口づラムについては,誤りの統計が学生別・問題別に作成され,実

習状況のは握や教育内容の改善の指針が得られる。

2.富士ゼロックス社のビジネスオンラインシステム

?X士ゼロヅクス(株)海老名工場へは MELCOM7700 を納入し,昭

駒レ侶年赤忙第一次のシステ△閉発が完了した。主力機器としては合

硴'で約鉐OMB の容量の染団ディスク装置,複数台のラインづりンタや

カード統取玉U殴,回線経山で接統した MELCOM70ミニコンビュータや

M3如カラー牛ヤラクタディスづレイ等である。これらにより海老名工場で

はオンライン生産管理システムを実施しており,設計図面情報の管理,

資材の納入払出し,作業実粒iラ!ータの収染,経営情報のインクァイアリ

等効果的む生産管理に役立って込る。また述隔の工場のミニコンビュー

タとはコンピュータハイアラキーシステムを衞成しており,資材管理や自動

倉応の傑卜綴処理(0ケーション管理)などを行むっている。

ソフトゥエアとしては,四次元処理が可能な BPM-2モニタシステム,オ

ンラインコントBールシステムとしては QUICS (Qulok lnqU辻y and co・

Inmunication system),糸ι会合データベースの処理用の FLH (FⅡe and

1"og H鵬dle0 等各種の桜能をもった MELCOM7瞭)のソフトゥエア

がシステムの完成に効力を発揮Lた。

3.宇宙開発事業団の衛星チェックァウトシステム

子轡開発漠業団が小平分室に設貿した技術試験衛星としての電凱

層観測Ⅱ蛎星のチェックァウト装置はMELCOM7500を中心に各種の測

定器類から構成されており,測定の操作と多量の試験データの整理

2.1 MELCOM 7000 システムシリーズ

2. DISYREXER

オ'1々置はシンクロ鴛機やシンクロリゾjレバと冠[合せてディづタル指令に

よる位羅決め(DISYREXER-100/10OP)やディづタル倹出(DISY・

REXER-}(川B)を行なうものである。菊長は,アナロづ検出器やアナ

ログ制御奘隙を利捌L,ゞイジタル処理,制御を行なう場合に使利な

ハイづり,りドシステ△をきわめて勤単に笑現できることである。

2.電子計算機

を自列"御に行なうととができる。例えば衛星から発偕されるテレメ

ータデータを MELCOM7500 に入力し,試験者が判託し易いように

校正や単位の変換を行ない§古来を表示する。同時に衛星内都の正州乍

:1犬!褒をりアルタイムにW井兒するためIC衛星から送らオ1たデータを突Ⅱ1」ポ勺

でチェックして表示すること,あるいは律j"に制御仁り'を送り,こ

れにヌ小ナる俳j!'の動作をチェック,、ること込 MELCOM7500で行な

われる。こうして衛冗の試野鉚寺に得ら*"たデータは磁ヌ(テーづ K収

録され,後か心 MEICOM75{川でデータの峡理を行むらことも

叉:、きる。

以上の1_1的には NEI,CM7500 のi高速演鋭十上能や優光告噂△みシス

テムを^1,しbとする冬種のりアルタイム機能と,りアルタイム処理に多くの

突わ、をもつ RBM (Rca]timc Batch Monitor)がオ丁効に生かさ才して

いる。

MELCOM350/30F は制御捫刷'鉾機として広い応則分野に何d田

たる地歩を築きつっある。また MELCOM9100/30F はバヅチ q斗

学技術計姉,各種情報処理),タイムシェアリング(複数端末からの同!時ア

クセス),およびりアルタイム(実験データ収染,名種インクァイアリ)の名処

理を同時に笑行可能な中形機として好評を得てφる。両システムは昭

和47年に計画した演算性能の向上および適用分野拡大のための機

能の強化を完了し,これら改良版の量産を行なった。また昭羽」娼

年は主メモリの性能向上,信頼度向上およびコスト低減を目的として,

16ミルコアを採用した 3D-3Wメモリを開発,詔!価試験を完了した。

岡メモリの採用によってメモリ実装密度が従来の抵ぽ2倍IC向上し,

メモリ容量128kB までが本体架内に実装可能となった。

ーブjソフトゥエア部門では,基本ソフトゥエアとして,広いj'用分野に

迪合する尚性能モニタ(MONITOR一Ⅳ),および主として科学技術

副●字の商能率化をはかる BATCH-OS を研1発L,また応用ソフトゥエ

アを効率よく作成するためK重要な工業用言語として,CONFORM

一Ⅳおよび問題向き言語としてMDSS を開発した。

以下ソフトゥエアの開発状況について記j、。

1' MELCOM 350/30F 高性能モニタの開発

今後ますます高性能の要求される計鉾機制御に対処して新しいモ

ニタ「MONITOR一Ⅳ」を開発した。電力・化学・鉄銅づラント制御,

交通制御,りアルタイム情叔処理に広く適用される。 MONITOR一Ⅳ

は次の特長をもっている。

(1)マルチタスク制御の商述処理

(2)フォアグランドとバックグランドジョづの併行処野!を行なうフリータイ

ムオペレーションか町"E

(3) CRT等の入出力動作と書式の変換を行なうν0 ライタ

(4)高速処理を行なうりアルタイムファイルシステムの具備

(5) CONFORM-1V,マクロアtンづラ,りンケージェディタの組み合せ

MELCOM 350BOF,910OBOF2.2
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によるづづ厶作成の高能卓化を災現

2. MELCOM 9100/30 F BATCH OSの開発

科学技術訓'幼.を主目的とし,仙込やすさと,搭性能,尚効宗運松を

実現した新しい「BATC110S」をⅢ1発した。 1寺長は,

(1)討'姉機室運営の省ノJ化をⅢ内とした,新しいノj式"カフ工丁イ

リア運営方式"を採用した。

(2)入出力動作と演卸を併行処郡するシンビオントカ式採j1ΠCよ

り,従来の 21高以上のスルーづヅトカ新野られる。

(3) JIS-7000 レベル以上の批冉長到 FORTRAN-A

(4)豊富な標準ライづラリの完備

3.工業用計算機言語の開発

1二業用の高位計算機言語の重要性が認姦され暫及しっつぁるが,

MELCOM350B0用としては先に開発した CONFORM をさらに

発展させ,標準FORTRAN を完全忙包含したうぇに,実時間制御

に有効な機能を充実した言語系 CONFORM一Ⅳとそのコンパイラを

開発した。このコンパイラはオづジェクトづログラムの実行効率向上を最重

点として作られ,初版に比し空摺1効率200。以し.,時問効率 100。の

向上が実現された。づログラムデバ'りギングを円滑に行なうために村効な

袖助機挑を充実させたことも嶋長となっている。

品位.吾語のもうーつのタイづである問題向き言'として, MDSS

(MELCOM DDC & SUPERVISORY-CONROL SYSTEM)が1羽

発され,適用対象と直結した伶姻各記法によるづ口づラミング効率向上と

ドキュメンテーションの合理化に成果を出してきているが,とれによりバ

ヅケージづ0グラムとして組み込まれる制御アjレづりズムのライづラリが一段

と充実された。

3.プロセス入出力装置の拡充

従来からある多能なモジュールを発展させ, DMA チャネル絖山の謡,i

速づロセス入出力裴置の朋発を完了するとともに, CPUシャシ内に千

軽に災製できるはん用入出カインタフェースユニットを閉発し,多極多様

な"1'測器・入出力機器等との接続を容易κした。

4.りアルタイム DOS の開発

ミニコンeユータの適用分町'が従来のシステムコンボーネントとしての用途

から発屡し,人容量ファイルを接続した中形機並みのシス于厶として

使用されるケースカ"曽えてきたが,これをサボートするソフトゥ1アと

して今午度はりアルタイムゞイスクォペレーティンづシステム(RDOS)の開発

が行なわれ,フォアづランドとバ'りクづうンドジョづの併行処理が可能とな

つ;そ。

5.その他のソフトウェア関係の強化

会話形"語づ0セッサとして従来から広く仙j刊されてきた BA.SIC

忙ついては,これをさらに強化拡充した EXTENDED BASIC の

朋発を行なった。

数値il'分11Ⅱのサづ1レーチンパッケーンとして＼SP 70 が"上6 さ,, ME・

1^COM70 の持つ高速演卦処理能力と相まって科学技術,il'j,ψ)町で

の帽広い利用が可能忙なった。

以」二の抵か,多ブ打面から要望の強かったク0スアセンづっ/シミュしータ

について、近々完成の運びとなり,従火からの MELCOM300/30

シリーズでのづ0グラ△製作に力形_ MELCOM7000シリーズを始め名

極のノd杉マシン忙よるづ0づう厶製竹功§可能になる。

6.標準アプリケーションシステムの開発

ミニコンの適用分野はきわめて多岐にわたり,一般k裸誰シス丁厶の

設定は困難とされているが, MELCOM70の広範囲な適胴分野の

中から今年は次のような標準システムの開発が完了し,相ついで出倚

された。

(a)りモートバリチターミナルシステム(RBS-7の

(b)医療システ△

(0)土木測量システム,建築設計シフ、テム

(d)データ集配信システム

(e)定則券自動発券システム等

高性能のはノV用ミニコンとして,最新鋭の技術を結集して閉発され

た MELCOM70 は47年5月の 1号機出荷以来約 1年半を経過し,

予想を上回る受注ペースを確保するととも忙,そのすぐれた性能が

フィールドで完全に実証されるなど,市場における地位を硫固たるも

のにした。

昭和娼年度はさらに広い適11」分野に★、1応するべく入H_リJ装耀と

ソフトゥ1ア関係の拡充がはかられ,同時に,数多くの標準アナ竹ーシ

ヨンシステ△が追加閉発された。主なものをあげると,

1.計算機問結合装置の開発

複数台のミニコンを結合したミニコン複合システムが市場の注1、1を集

め,当社でも複合システムの受注が相ついで仏るが,複合システムを

実現するための基本的要件となる計算機問の結合手段について,今

年は高速・低速2種類の計算機問結合装置,磁気手イスククロスコール

機構等の開発が完了し,階層楴造システム,ネットワークシステム,さらに

は高可用性を追求した二重系システム等が容易に実現できるように

なった。

特に高速度,1'算織間結合裴殿は最人回線数8回線,回線当りの伝

送速度20okバ什/秒,接続征長距緋最大30om とい5高性能の

ものである。

2.高性能通信制御装置の開発

従来からある3種の通信制御裴置K加えて,最大256回線を制御

可能な多回線通信制御装置,最火48kBPS のバイナリ伝送が可能な

高速通信制御装置,および公衆回線網の利用を可能にする網制御饗

置などの開発が相つぎ,増大しつつぁる通信制御関係における ME・

LCOM70 の適用性をさらに拡大した。

2.3 コンヒュータ MELCOM 70

MELCOM350/7 は,中央処郡装置に,高速のはルミニコンMEL・

COM70を用い,実績のある MELCOM 350シリーズの入出力装置

と組合せて,新たに制御用ミニコンとして開発された計算機システム

である。 47年U月末に発表されて以来,自動車エンジンの排ガス分

析,走行試験装置,火力発電所の人気現境監視システム,電力系統制

御のシミュレーシ,ン試験装置,ピル管理システム,位置制御(DDC)シ

ステム等々の応用分野に適用されている。

1.ハードウエアの特長

(1)高信頼性および保全性

MSI,大型機能力ードを採用し,フェイルセイフ機綱を允火し,また

チパイスビとに切り籬してオンライン保守ができるようにして局い信頼

性と保全性を確保している。

(2)入出力裴置

各種補助記憶裴鬪,周辺機器をはじめとして通估1川線,
電^

り・ータムC

換焚置,設定盤,表ボ盤などの入出ノJを取り扱うコンソール 入出ノ」機

拙などがある。

2.4 制御用ミニコン MELCOM 350/フ
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(3)マルチコンピュータシステムへの適用

システ△の大形化,複雛化に伴う処理性能を上げるために,各種マ

ルチコンピュータシステム(ハイアラーキ,負荷分割,二重系システムなど)を合

理的に朧成できるようにした。またデーダルク機構,ラ,イスククロスコー

ル機織,名種通信;例御機擶,および手ータハイゥ1一への按続なども可

能である。

(4)拡張性,融通性

各種機能のオづション化,合理的なユニットモづユール鼬成をはかり,

増設・変更などに十分な拡張性・融通性・を菊している。

2.ソフトウエアの特長

(1)智豆化パ四ケージ

アセンづラユーティリティ 1亨の仏わゆるべーシヅクソフトゥ1ア以夕UC,ユーザ

の負担を幌くするため,従来システムごとに作成されていた応用分野

別づログラムを分析して,各種の標準パヅケージ(づ0セス入出力処郡,

えぺコン処理,印字処理,日誌作表処理,データリンク処理等々)を用意

し,イーづオー互的な注文を可能にした。

(2) H/W の平行動作試験づ口づラム

入出力装置の平行動作テストをオンラインでもできるようにしたモ

ニタ経山の 11/W ダイナミックテストづ0づラムパ,,ケーづが用意されている。

(3)制御用コンパイラ

リアルタイム FORTRAN の抵かに本格的なづロセス仰血川1問題向き

烹3吾として MDSS-7 がある。とれは,主として述続づロセスの剤11

機制御に必要な諸機能を飾えた問題向き言語システムで,1)各づ0セ

ス変数のスキャン処理の内容を,いわゆる穴埋め式のづロセスデータリス

1、<、指定ナるだけて、,オンライン処理まで可能であり,また,2)シーケ

ンスコントロール,セ,ワトボイントコント0ール, DDC など上b1卿均定型的な1例

御引'井に適した DDC 言語が用意されている等の機能を込ってい

る。

(3)記憶容量10,000語単位の固定へ,"磁気手イスク装置,高速

の紙テーづ読取せん孔奘置,カセ,介磁気テーづ装置,高速づりンタ

(165字/秒の印字速度を持つ 7×9 ド,,トのドヅトづりンタ),オートインサ

ータ(帳票自動そう入排出奘置)などを適用業務に応じて付加でき,

フレキシづルなシステム構成が司能である。

(4)使い易いアドレスのづ口づラミング言語(COOL)により,シス

テ△に文j応したづログラムを容男ノ{Cξ旦むこ巴ができる。

2. MELCOM88

引き統き幾多の入出力奘殿を開発し,オづションとしてシステムへの

組込みを可能とした。おもな玉のを以下に記す。

(1) MELCOM83 とのシステムインタフェース

MELCOM88と MELCOM給とをチャネルを通して結合するシス

テ△インタフェースであり,これにより双方のデータファイルを共通に利用

できる複合システムの構成が可能となった。従来MELCOM83を使

用中のユーザが業務量の増大に応じて従来のカステムを生かしながら,

システムの拡張を容易に行なうととが可能である。

(2)オートインサータ(帳票自動そう入排出奘隈)

ピリングターミナルおよび本休のタイづライタに取付けて,1枚約1秒の

速さで自動的に1帳票を印字すべき行位置にセ.り卜することができる。

(3)コードコンバータ

低速チャネルに接統すれぽ,村'属の紙テーづ読取/せん孔装置によ

り,テレックスコード・ BCD コードなど,8 主たは 6単位の紙テーづによ

る入・出力が可能である。

(4)オンラインシステム

これまでのオンライン用ハードウ1アおよびソフトウ1アに加えて,公衆

通信回線(電話型)利用システムにおいて計鉾機が相乎局K対して自

動的にダイアルしたり,応答制御できるづログラムおよびインタフェース

奘置を開発した。

2.6 インテリジェントターミナル

計井機システムの中でりモートターミナルの占める割合が,近い将来か

なり大きくなると予想されている。しかも機能的に屯従来の牛ーポー

ドナJンタのように単一の固定的な仕事しかしないものから,ユーザの
、

業務内容に応じて機能の変更が可能なもの,センタ側の計芽機の負担

を減らし,回線効率を高めるものが要求されて込る。

との目的にそう,オンライン用機能をもったコンパクトなターミナルコン

トローラを開発した。本コントローラを使用したターミナルシステムは,オン

ライン問合せ業務やデータ集配信業務に適したもの巴して設計されて

おり,最大H台までの端末機器と,それを集中制御するコントローラ

2.5 MELCOM80 シリーズ小形電子計算機

47年に発表した MELCOM88 に引き続き,48年5見には ME・

LCOM86 を発表し,直ちに量産出荷を開始した。との2機種によ

り, MELCOM80 シリーズのラインアッづは一段と強化され,48年の

生産出荷台数は前年の150%以上を記録し,引き続き市場に高いシ

エアを確保することができた。

MELCOM88 については,さらに各種オづション装置の拡張開発

を行ならとともに,各種ユーティリティ,サづルーチンの強化,づ口づラミンづ

言語として COBOL の実用化など,ソフトゥエア面も一段と充実し

た。

1. MELCOM86

大容量のチータファイルとして固定へ,,ド磁気ディスク装置を本体に内

蔵し,多量のゞータの分類集副'とファイル更新を行ないながら伝票発

行を行なうととができ,ビリンづ用超小形電子計算機としては従来の

ベストセラーたる MELCOM83 より、一層高いパーフォーマンス/コストを

尖現して込る。,、なわち,

(1)]0進12 けたを隔吾とし,1,000語の主メモリと,9,000語

の郁助メモリを 1台の固定へヅド磁気ディスク装羅を用込て笑現し,

これをデータファイルとして,いわゆる手イスクインラインシステムが擶成く、

きる。

(2)テン牛一忙よる直接入力の際,数値ディスづレイによりその都

度確認できる,連続帳票のほか単票や元帳など多種の帳票が扱える

など,いわゆるダイレクトづ0セ,ワシンづに最適な機能を持つ。

d 需子朧器
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てヰ諺成されている。

コントローラはストアドづ0づラム方式で,各機能をメモリに記憶された

づ口づラムで実行する。とのため機能変更,追j扣や,端末機器の増設,

種類の増加に文Jして比絞的容易にヌ"匹できる。ターミナルコントローラの

ソフトゥ1アの既略雛莇艾は,「オーづン」「スィ,,チャ」「インタラづ1、ハンドラ」「デ

バイスコント0ールづ0グラム」「ユーザオリエンテ,ワドづ口づラム」の各バ・りケージカ§

村機灼に接統されていて,冬ゞパイスの同時動作が可能である。セン

タ側との手ータの送受は 1づ0',ク畄.位のづ口.,ク伝送で,係準伝送制

御力弍左上0ていろ左め,接統が容易である。

センタおよび各手ハ'イスを制御する兪令の語長は 8ビット単位で,メ

モリの最火容量仕 16kバf卜である。づ口づラムの内容は,センタ玉しく

は端ボ側で変処可能である。

力俗徒の入川ブ升矧瓣として,十ーポードづりンタ,千ヤラクタ手イスづレイが川

意されているが,システムの要求に応じて他の機器も接統可能である。

たとえぱ手ータ集配僑用には,カードベースで,オペレータガイダンス付きの

データエントリ奘置,端末出力用の力ードパンチなどが楞§隹で井上轍されて

φる。図 24.はターミナルコント0-3 の夕柿11である。

-1都

=リ毛J

( 2) 8 介'キでけ1轟1できニマルJ ステーション jWであり,生たミ丁っン

でづログラムコント0-・ルしているので,機能の変山,"ル父の拡弧が容易

L、匪うる U

ディスづレイの用途が多様化するにつれ,ゞイスづレイ装1風はシステム化,

インテリづエント化の動向にある。

上記の要求に応じ,今回下記三機種のインテリジェン1、ディスづレイシス

テムを開発した。

1. M 345 MD 型キャラクタディスプレイの特長

(1)人問工学的操作性にすぐれた装羅であり,誤操作防止機能,

力う、、3色による見易い画面を特長としている。

(2)手イスづレイは,ミニコンによるづ0グラムコン1、0ールであり,機

能の拡恨・変更が容易である。

(3),イスづレイおよびナルタが各16 台接続できるマルチステーショ

ン jWであり,増設が容易である。

(り表示文字が2,000文字(80字X25行)、あり,広い川途忙

j商介できる。

2. M 380型グラフィックディスプレイの特長

(1)ミニコンを内蔵しているので,スタンドアロン型としても使用

でき,また回線経由で火形計卸機と接続してインデノジェント川ルして

使川できる。

(2)フォートランで11乎出せる図形処匙!のソフトゥ1アがゲ6備しており,

会'1舌J判tX1形処則を使利にしてある。

( 3 )りフレ',シュノWであり, il[1ii貞iがⅢ1るく,ダイナミックな裟示に適

して上り,川途が広い。

3.漢字ディスプレイ

(1)文字を 32×16 ドットで表示しているのでi高,?,質であり,ま

た明弼休などの種々の字型で表示できる。

図 24、

,

___、_ー'甲"ー

、

1

インテリジェントターミナル

InleⅡigent tel'minnl

2.7 各種ディスプレイ

図 25. M 345 カラー千ヤラクタ
ディスづレイ生ξ心_

1'yl〕e 入1 315 C0101' C]〕nl'nc【{.1'
(1」SI〕1:1y eq 11」1〕m" 1

1占嬢処直"システム発艇のかなめと、いわ六,るファイルメモリも,その

用途拡火に主もない要求される性能も多岐Kわたり,これにこたえ

て従来の機f卓に下,祉5挨"心の県附.化を述成し, 11i1昜のWi剖にこたえ

ている。

1.小形力ートリッジディスク駆動装置 M 802

カードルジ手イスク!郭動裴置は小形11珂芳刑'汁外機・ミニ3ンeユータ川と

して性能はもとより,価格・寸法・疾用上の下嘘さなどκ加えて交

換可能な手イスクメモリとして注Hされているが,本共1羅は業界{C先が

けて性能の向上に成功した。本奘鍍の1寺長として,

(1) i氾癒容_吸が火きい。1肥来より製迭1坂光してきた M801 と外

形寸法に変化はないが,記糖容匙が1冉噌し12.Sメガバ什になった。

こhはルリ備1大であり業界の注Πをあびている。

(2)同、1待ち1!捌珂が知iかい。平均 12.5ミリ紗であり1是来機種の

ほぼ V2 になっている。

2.大形交換形ディスクパック駆動装置 M836

本奘隈は IBM-3330 形磁気手イスク生黙澄に11_1当する新形ずイスク邪

動奘置で,竺1社の M7000コンピュータシステムに接統されている。木奘

1置の1寺長として,

(1) 1引意容量が大きい。 1軸あたり 100メガハイトで,これは最

新の高密度記金剥断村^只付g内忙はトラ,ク衝度の柿U二(193TPD,

ビヅト密度の向上(4.0・10BPI)および MFM 変闘力式の採川等によ

り突現されている。

(2)位隈決め1埒川M玖豆い。 NJ靴決め時閥の減少および位1配決め

粘度の向上のためにりニアモータを使川したトラ,,ク逃従バ位朧決め力

式を採用している。

3.フレキシブルディスク駆動装置 M 891

木生獣霞はむι来のディスク装桷1とは全くぉ、むきをy4に,、るもので,

i;酎意媒材ミにやわらかいづラスチワクフィルムを用゛るととを最大の川i」1

とし,交換が可能であるため単なる記1意奘羅としてぱかりでなく

Uψ機器への1志用が検訓されて込る。特長として,

(1)記1意媒体にフレ牛シづルディスクを用いる。交与ぜ而玲三である上

同時に小形軽量でかつ沌千のため郵送可能であり,,氾憶外せは80

棚力ード換例曙御2、000枚に相ヨする。

(2)ランダムアクセス可能。配1愆容壁および価祐はカセットテーづ払

であるが,ランダムアクセス可能のため必要な情報を匁111剖剖にとり1_Ⅱせ

る。

(3)独"の長叉f命形へッド。記録再生jⅡの磁気へヅドは独Uの技

術て制.1発した全ワエライ1J製(8細参照)のため,野命が飛躍的に向

上した。

ム」一"ーー^

2,8 る茲気ディスク
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4.小形固定へッド形ディスクニ引意装置

従来の;ι1意容1北幅は 10/)ピ.71、から 205 万ピ.,トの範囲であった

が,新らたに 886万ピットまでの喫求にとたえるべく羽子製避.2機神

の排ザ6を行たい喫品化に形0た。主要件能はつぎのとおりであろ。

NIS25J_W式名杓、 N18]5

89;1酎愆ゼf_址(メガピッ 1、)

2_820記録富度化ツト/インチ) 2,300

トラヅク客;':(十ロビ四ト) 6942

128+16(予舗D倣十8(予舗Dトラヅク数

16.6・平均1罰埒問(ミリ 1少) 8.3

転送速度(メガじツ1、/砂) ].732]

305ヨ計意媒休(ミリメートル直径) 210

(磁気メ,プギ円板)

三甕諭4糊モξミ"、
J ^^X七

、鄭謡
ゾへ、

J.

=, TBAS

气

図 26. M 891 フレキシづルゞイ
スク駆動装置

M 891 fleXⅡ〕1C diゞk drive

納入実繊を有する装置である。計量機K回転発信器を取付けとれの

信号によ畷冶油量を計数し,単価選択ポックスにて選択された単価に

より給油後,演算処理して給油伝票を自動発行する。 TBAS*販売

業務は,乎i井により同一伝票で処理できる。特長は,

(D 5台までの計量機の伝票発行業務をオンラインで行なえる。

(2)各計量機ビとに 2けた4種の単価があらかじめ磁気コ了に

祀1愆され,単価が山由に逃択できる。
＼

(3)全IC化され,卓上形で,小形嵯量である。

やり 1田転発低'瓣,"U所選択ポ、りクスで存アクぜ"がそろっている。

2. MH・003 形フェライト磁気へッド

ゞイづタルカセッ1、j"として1胴発したこの磁気へ四ドは,製命.化が困蹴

とされてぃた 2 1、ラック,ラ,ユアルギレヅづタイづへヅドの全フェライ1'化を業

界に先がけて尖呪し,従来のパーマロイなどの介金へッドに比べてそ

の信頼性を著しく向上して,カセットレコーダのへッドメンテjンスフリーを

可能とした。その主な特長は,

(1)合金N外に比べて20イ高以上の耐摩粍性硫保

(2)袖i皮のシールド技術によるクロスフィードの低i咸

(3)安定した狄ギャッづによる分何歯を向上

(4)特殊絲立法によるチャネル冏ス牛ユーの減少

タ'气,ノぐノテリブク・セ'ザリサ,・・ビス

1. GD・500形給油伝票発行機

ガソリンスタンドの竹力化奘脳のーつとして新らたに側発され,既に

2' 9 そ

1、全国新幹線用大電力素子

全国新幹線網試作車両の力行制御川整流器則として設計された

2,50OV I,60OA のダイオード, FD 160OA 形,および2,50OV

1ρ0OA のサや欣タ, FT I00OA形の量産を昭和48年1月より開始

した。とれらの大電力素子は50mmφ以上の大口径シリコンウエハを

使別した圧接洲造の平形索子である。

FD 160OA, FT I00OA の出現によって電流容量は従来機種に

比べ,ダイオードは 2倍,サイリスタは2.5 倍と飛躍的に増大した。素子

外形形状は図 28,,29.に示すようにセラ三ヅクシール部に二段のひだ

を股けて絶緑距籬を長くとってあり,今後さらに素子が高耐圧化す

る場介忙も適川できるよう老建力斗厶われて仏る。

ダイオードのべーシヅクェレメントは PIN 全拡散形の採用によって,よ

り均・ーな整流按合を得るとともに系子圧按面の可滑動性に村羽リ衡没

計を行なった。またサイリスタは dvd'耐量の増火をはかるよう設釧

_上の考j恵を払い,同氏HCシリョンウ1ハの火Π径化によって実効陰極1面
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槌を火きくしたため,電流密度は従来機秤はり裕度のある安全設訓

となっている。

2.逆導通サイリスタ

昭和 45年,耐圧2,50OV,ターンオフ 1時問 40μS という竺1時として

は画期的な高耐圧高速逆導通サや炊夕の試作に成功して以来,地下

鉄電車用チ.ツパ装置への応用を目的として,その特性の向上と突用

化に努力してきた。その結果,耐圧2,50OV,ターンオフ時問30μ.,

オン電所NOOA という他に類を見ない高耐圧大電流容量の高速逆遵

通サイリスタFR60OAX-50の実用化と量産化に成功した。

従来,このよらな高耐圧素子においては,ターンオフ時問の短縮は,

オン損失とオフ電流との著しい増加を招くため,きわめて困雌であ

つた。しかしオン損失の増大とオフ電流の増加を抑制しながらター

ンオフ時問を短縮しらる画期的な構造と,製造技術の開発に成功した

ため,この高耐圧大容量逆連通サや炊夕の量産化が可能となった。

とのFR60OAX-50は新鋭直流電車のチョッパ装置に使用され,その

突用性が磁抗忍された。そしてこの素子を用いることによってチョッバ

奘圖全体で大電力半評体聚子の必要な使用数は従来の約2/3となり,

奘置の小形軽量化に大きく寄与することが立証された。現在主でに

ア1られている多数の業子の使用笑紬から,/打妾,この師のチョッパ奘

置をはじめとする小川iの速度制御奘貿忙ひろく使川されるととが期

1芋されている。

3.高周波サイリスタ

1耐圧 1,2(X)V,確流容量如OA,ターンオフ 1崎1珂 10 μS 以下の4寺性定

図 27. MH-003形フェライト磁気へヅド
MH-(X)3 1errile 1口a又ne11C I〕ead

図 28、火容量平形サや炊タ
fT I,00O A

Flat pac]凱ge hig11 Power
thyljstor type FT I,000<

4 Ⅷ子・犠器

図 29.大容量平形ダイオード
FD I,60O A

F】at package hlgh power rec・
tifier diode type FD I,60OA
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格をもち,周波数10kHZ で60OA (正弦波 18伊通電,ピーク介の以

上の画期灼な高周波通電能力をもつ闘耐rk容量高刷波サイリスタの

開発に成功した。

従来のサイリスタを高周波で動作させる場合,スィッチンづ損失の増大

と,ターンオフ時問短縮による11偵電圧降 Fの増人のため,笵流容鳧と

動作周波数に限界があった。

この難点を克服するため,転流時にゲート・カソード間に逆方向電正

を印加する新しいターンオフ機能を持つサイリスタ構造を開発し,これ

により,順電圧降下や漏れ電流を増加させることなくターンオフ時間

を半減し,同時にスィ.ワチンづ損失を大幅に減少するととに成功した。

この結果1,20OV の高耐圧素子でターンオフ岫問を 10μS 以下に短縮

することが可能となり,スィ'りチンづ損失の減少とあいまって,10k11Z

で正弦波ビーク60OA通電可能なサイリスタが実現した。との素子の

開発は,10脚.,数百kvA の大容量高周波サイリスタインバータ装置

の実用化に大きく寄与するものと期待される。

図 30. FR60OAX-50 の素子
外候とスチリク外観

FR 60O AX-50 and 2 S stack.

率 16%の G■A.リード型インパ、,トダイオードが試作された。

ガンダイオードではその動作層の条件と雑音レペルの関係が明らかに

され,7GH.帯,12GHが詩でQext=150で S/N>70dB の結果を

得,国鉄向け無線機に応用された。また MIC に適したバッケージレス

ガンダイオードが開発された。図 31.のよらに, NnCレーダモリュールを始

め,各種導波管新方式ガン発振器センサが開発され,レーダスピードメー

タ,ビ1レ用 ITV システム,クレーン衝突防止装置等に利用された。

GaAS ショ.,トキパリアダイオードでは Ni・ pd合金を用いて,従来より

も耐熱性・僑頼性で優れたダイオードが開発された。(図 32.)

順方向許容電力150mw,耐圧20V の性能を持ち20GH.中継

器Xおよび1ψ帯レーダセンサ胴の高而1電ノJ超高速スィ',チに応川され

た。

PINダイオードは図 33.に示すように低損ノミピームリード化に成功し

た。とのダイオードの特長は従来の Surface 0亘ented 型の欠点である

直列抵抗RS(~5 Ω)を,づレーナビームリード化により 1.5Ω以下にし,

特性を従来のづレーナ型と同等にしたことにある。

光通信・光情報処理システム・光精密測距奘置等に使mするため,

発光・受光素子の改良が続けられ,高周波特性の薯しい向上が計ら

れた。

発光素子としては今回製品化した MEK-10 はレーザダイオード巴同

様の朏造を持ち,周波数応答速度は20MH.,発光効率は 10。巴改

善された値を持っている雁か,各発光点からの発光ピーム扣亙間に

位相ずれがないように設副'されてぃる。

受光素子としては P゛PN゛型構造の Si アパランシェフォトダイオード'が

設計・試作され,使用周波数IGH.以上の特性を実現した。

3.発光ダイオード

発光ダイオードについては数年来,研究開発を行なって来たが,昨

年より赤色発光ダイオードの本格的な量産体制に移り,従来のMEⅡ2

に加えて,昨年度開発を行なった MEU3, MEⅡ4, MEⅡ6 の生

産に入った。

とれらの新製品はガリウムひ(砥)素燐エピタキシャルウェハから作られ

た亜鉛拡散形のづレーナ赤色発光素子を,従来のMEⅡ2のように

1.複合ダイオード

複合ダイオードPMI01およびPMI02 は,1個の素子で2個のダ

イオードの機能を有する整流素子である。その構造は,1個のシリコン

ペレ.ワトに,2個のづレーナ形ダイオードを形成した前者は陰極共通,後

者は陽極共通のセンタタ.ワづダイオード,になってぃる。外形はづレーナ形

サや欣夕 CR02AM と同形の桂胡旨モールドされたりードマウント形であ

り,小形軽量である。

定格出力電流は,03A,定格ピーク繰返し逆電庄は50~20OVで

ある。

従来の 2個のメサ形ダイオードペレヅトを用いて,製作したセンタタ.ワ

づダイオードにくらべて, PMI01およびPMI02 は,特殊な表面処

理を施したづレーナ形素子であるから,漏れ電流が少なく,高い信頼

性をもっており,そのうぇ量産性にすぐれているのが特長である。

づレーナ形複合ダイオードPMI01および PMI02 は,センタタ.ワづ整流

回路はもとより,づ小,ジ回路にも使用され,これらの回路の応用製

品であるテレピ,ラジオ,ステレオ等の音響機器,非常灯電源装置,自動

車の安全公害対策システムの制御装置などに,広く使用されるであろ

う。

2.マイクロ波半体素子と光半体素子

マイクロ波半導体素子用材料の研究として SiおよびGaAS のエピタ

キシャル成長技術の進展をみた。si1ピタキシャルでは 2段結晶成長方式

があらたに閉発され,界面不純物分布が急しゅん(1唆)になるように

制御されたウエハができるようになった。 GaASエビタ千シャルでは P

形成長技術が開発された。また Gasbleタキシャル成長でキャリャ濃

皮38×1015/cm3 室温移動皮7,70ocmりV・seC のN形成長層を実現す

るに至った。

インバ'ワトダイオードでは20G11Z 帯で広帯域特性を有し,出力5卯

mW 以上の Siリード型インパ,ワトダイオード,8Glb 帯で出力 IW,効

3.2 ダイオ ド

図31.各種ガン発振器とレーダセンサ
Several types of gunn osci11ators and sensores.

図 32. GaAS ショ,ワトキバリャ

ダイオード

GaAs sch0廿ky baττiet
diodes.

図 33.ピームリード型 PIN ダイ

オード
Beam-1ead type pnl diodes.
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項 IJ

表 1. ME 112, ME 113, ME 114, ME U6 光学的特性
Oplical cl)atactcTistics of ME 112 ME 113, ME 1レ1 and ME 116

(1"}囲温度 25゜C,噸電;交: ME 】1?は 50 mA,その他は 20mA)

虫光轍を含む平面上で光度が最大純のν2になる二つの力向のたナ角.

」

ノノ

'ゞ4、・゛§N゛、ゞ耳ど,t"1-,、'り 4〕、-4-ータ 1 ゞι y:ノ~/Jノ斗、"'^^+占 J.゛~' 1卓",〒ノノづ,、"゛ノ゛、'ψナ,

寺'/tY、'y 11、.メ'ニ}門'七心ちス、'Pニバ1、1、'熊、t/、,之、1 づ,'、

4,ゞ'゛y＼、→、111を,1ず"1

'ノ'、、゛、i^、ゴJ/

TO-1S へりダを使わず,2オゞのりードを川いてエポ牛シ払W行でモールド

し,低仙1格化を行なったものである。 MEⅡ3 は透明樹脂, MEIH

は透明樹垢に光拡散Hを入れたもの, MEⅡ6 は赤色培色樹脂に光

越Ⅲ々材を入れたものでモールドされてぃる。これらの発光ダイオードの

抵かに従来のメタルヘッダ形の MEⅡ2も引きつづき生産してぃる。

とれらは通常のjⅡ途には1.7V程喫の低電圧,20mA秤度の低確流

で十分な明るさが得られる。表1は光学的特性,図34 は外形を示

司、。

これらの発光ダイオードは長時剖の通電寿命試験・高況';j湿試験・

温皮サイクル試験などきびしい偏頼皮試験に合桜しており,副覗1恬"・

制御機器・試験装置の表示ランづ・論理回路などの動作状態の点検

用ランづとして,高信頼度の要求される用途に適してぃる。

図 34.発光ダイオード入IE H3,
M 114, MEⅡ6

Ligl〕t emitting dio(1es, NIE 113,
NIE 1卜1, ME H6

との J0 化トランづスタは,従来品と比鞁して次のよらな利1!iを打

している。

(1)入力抵抗が火きくなっているため,容易夕C完全な整介がと

れ,闘整箇所の波少と利得の向上をきたす。

(2)入カリアクタンスが使Π十治域の、H捉付近で零となっているた

め,容易にルマ揣域が得られる。

(3)角形遭Ⅱ,1頼度セラミ.,クパッケージの採j"により,ス1、りツづラル

1川路への接絖が容易である。

2.イグナイタ用大電カトランジスタ

"動小のノ瓢火系統の耐久性の向上および排気ガスヌ、]策の要求力'カ

トランジスタイグナイタは近午ますまナ脚光をあびてきた。このためイづ

ナイタ用シリコン NPN エビタキシアルベース,メサ形高耐j11パワートランジスタ

2SD394(TO-3 パリケージ)を開発し,1止産休制を確立Lた。

イグナイタ用トランづスタに要求される4"上は次の通りである。

(1)譜弓温において、 V(Bπ)C万0, V(召π)CB0 力町1笥く,安定く'ある。

(2)安全耐Hノ部貞域が広い。

(3)低温において込 h1万がi価く, veι(訊りが低い。

(4)ιj が短い。

(5)凶動車か遭遇する過酷な熱サイクルに十分耐える。

これらの要ボを満たすため,既存の技術に加えて下紀の漸技術を

Ⅲ"6し,1C=6A,四C=10OW, V細m如0>doov, V伊π)CBO>7CO

V, VC三6.田SI.5V (標i北 035V @ 1C=5A,1B=1.3A),代衷伯

hヂ三=8 (1C =4 A, ve万=] V,刷山"品度一30゜C)の4b机1をえた。

(a) 1ビタ十シアル法によりべース婿を形成することにより,ベース

濃度づ口ファイルおよびコレクタN一層のライフタイムを迪正に制御する技

φ行。

山)ベース厩の上屑那に低温不純物拡散と多廻金属蒸放を行な

つた,高耐圧・大確流用パワートランジスタに最適な電励訂杉成技術。

1.放送機器用 J0 化トランジスタ

UHF・ TVサテライト局送恬段のような広帯域火確力単州諾誕C.仙

jUされる高周波高出カトランジスタの高出力化を行なうには,パターン

面槌を大きくナる必要があり,これは入力抵抗の著しい低下を込た

らす。たとえぼ,10NVクラスで2Ω以下,20W クうスで1Ω以下の

値となる。

とのため,広帯域が得られない,整合がとりにくいなどの欠,戚が

目立ってくる。とれらの欠点を除くべくトランづスタの入力側に,イン

ビー§ンス変換回路を内蔵せしめた J0化トランジスタ(JO:入カインピー

ダンスの虚数部が零の意味)のシリーズを開発した。すなわち

MTH014: j=フ70 M11Z, VCC=25V, P。=4工入7,

ZI。=12+jo (Ω)

MTH015: j=フ70NIHZ, VCC=25V,四。=10入¥,

ZI,=15+jo (Ω)

MTH016: f=フ70MH., VCC=25V,四。=20W,

Z血=10+jo (Ω)

ただし, f .動作燭波数

V卯:耐H乍電圧

四。.出力電力(最小1向

Zm :入カインビーダンス(標準値)

3.3 トランジスタ

4 81置子機器

1.1 チップ電卓用 LSI

パーソナルユースの電卓は大きなi1μ昜を1雙IUしつつぁり,了切杉m品11と

して脚光を浴びている。当社では,パーソナル電卓仟μチ,づ MOSLS

1の開発を行ない,現在量産に入っている。

1チ,づのパーソナル電卓用LS1の開発に際して,仙いやすいi寅鮮

仕様を実現することと,システ△を榊成する部品をできるだけLS1に

吸収することに留意Lた。

選卓は,完全浮動小数、,1i力式による W けた計卦、機の6りた女小

であり,コールバヅク牛一で12 けたの結果が得られる。

演鮮機能は,使いやすい"計算式通り"のキー操作によって,4

則計算とその連続・況合計算,定数計姉,べき計算,自乗計算,繰

集積回路3.4

指向特性
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返し加減算,才、よび割増し割引き,1算など,4則に関する版とルと

の演算を実呪した。

システム構成は,従来多くの都保,を必要としたク0."ク発生回路やけ

い光表示管卵動回路を内蔵し, LS1用電源と衣尓裴臘用電源を八・川

するなど,外付部品点数の低減に努めたととろ,電源1川路を除く外

f、1部品を 5 個(抵抗,ダイオード)に抑えることができた。

CAD技術と人手による設計のマッチンづによって,集殖京 f数

1.500 に対してチッづ寸法4.3mm 角という最小寸法を実現した。

2.半導体メモリ

( 1) 4,096 ビ.ワト RAM

M58754S は Nチャネjレシリコンゲート MOS 技術を仙j打して開発した

4ρ96 (4,096× 1)ピヅトダイナミック RAM である。 N チャネルシリコンゲート

MOSに選択酸化技術を使用しているため,高い集積密度を達成で

き,チッづ寸法は 4.13×3.4mm9 と小さいものとなっている。

特性はアクセスタイム 250 ns,サイクルタイム 440 ns,りフレ.ワシュタイム 21ns

であり,チッづ 1大」の消費電力は動{乍11寺 2如mw,スタンドバイ 1崎 0.5nAV

である。

Π功Ⅲ._1り'は,づりチャージイ.シ少とセナづル(chip Enablc)イ"り'に・1・ロ

Vのスィング電圧を必要とするが,他はTrL信号電位を使用するこ

とができる。図 35 は 4,096 ピ.ワト RAM のチ.ワづである。

( 2) 1,024 ビ.,トづ口づフマづル ROM

M5470OS は外部より電気的に任意にづ0づラム可能な ITL タイづ

の 1,02'1(256×4)ピ,ワトのりードオンリーメモリ(ROM)であり,アクセスタ

イムは 60nS である。内部はアドレス部・メモリ部・出力部・イネイづル

部て゛哉成されているフルデコード形式であるので,ワードまたはピット

力向にイネイづル端子を用いて容易忙拡張できる。メモリセルはダイオー

ドとニク0ムヒューズからなっている。ユーザは簡単な書込装置を用い

てヨ引意ビット忙対応するヒューズをーつずつ切断すれぱ所定の ROM

の内容を書込むことができる。なお最近は数秒で1,024ビヅトを書込

んだり照合できる専用裴置も市販されている。

づログラマづル ROM を用いることによりシステム開発の段階でインス

トうクションを容易に変更できるので,マスクROM に比してマスク費用,

ターンアラウンドタイムの面で非常IC有利である。

M5470OS のチワづ写真を図 36 に示す。

3.ショットキー TTL

飽利形論理回路の代表的な 1'TL M5320OP シリーズより約31高,高

速(ιPd=3ns)であるショットキー TTL M5SO0OK シリーズ 11 品種を

開発した。

従来の TTL を構成している各トランづスタは飽和領域て唖川乍させ

ているが,ショ.りトキー TTL はトランジスタのべースコレクタ間にショ.ワトキ

パリアダイオード(SBD)をそう入することにより,トランジスタの飽和

度を制限し,少数牛ヤリアの蓄積時問の短縮を副'り,スィッチング特性

を高速化したことを特長とした IC である。

ショ.ワト牛一 TrL の特長は,

(1)スィッチンづ時間X消費電力が TTL の U2 である。

(2) 1、TL, DTL と直結できる。

(3) TTL と同ービン接続・機能・電源電1モである。

(ι)各入ノ」端十に SBD によるクランづダイオードを付サている。

(5) ECL'穿に必要なインピーダンス整合や終端が不要である。

(6)出ノJ インピーダンスが低く AC ノイズマージンが高い。

高速非飽和形論理回路のECLに比べ使いやすく, TTLをそのま

まショ汁キーTTL に置き換えて高速化を計るととができ,高速の手

図 35.4,096 ピ.ワト RAM のチ.ワづ
4,096 Word by one bit randonl access memo

(M 58754S).

^^^

イジタル機器への広い用途を持っている。

4.ディジタル腕時計用 CMOS IC

当社は昨午新しい CMOS 技術を使った指針式水品腕時'汁用 IC

M58422, M58432 を開発し現在量産中であるが,このたびきたる

べき全固体化ディジタjレ時計の時代に先駆けるカレンダ付液晶表示ディ

ジタル時計用CMOS IC, M58425, M58426 の開発に成功した。こ

の2種の IC はぺアーで用いられ,前者は 1.5V動作であり,その発

振回路は水晶振動子を外付することにより 32.7681d・1Z の周波数で

発振し,9段の分周器により 64HZ の出力を得る。後者は 5~15V

動作で,64HZ の伝牙を秒、分一、時→Πとカウントするカウンタ,その

出力をセづメント信号に手コードする手コーダ,そして液晶を直接卿動す

るドライバにより構成されている。液晶により表示される内容は秒・

分・時・日および曜日である。

この IC のセ.りト・りセ,,ト入ノJ部には,腕Ⅱ寺.汁に使われる併,社な儷

械的スィ'ワチで入力してもチャタリLグによる誤動作を防止する回路が

使われており,また,早送り時刻修正時忙誤動作のないようタイミン

グ回路,波形整形回路が内蔵されている。 1C の消賀電流は非常に

少なく,とれにより腕時計を構成した甥合,酸化銀電池1個で1年

問以上耐」作させることが可能である。

5.自動車 E.1. S.用 CMOS IC

将来の自動車用半導体の本命と目されるCMOSICを,わが国で

始めて自動車用 IC として, E.1.S.(seat Belt Engine lnteHock

System)に採用した。

とのシステムは自動車の乗員がシートに)苫lmした後に,シートベル1、を

締めれぱエンジンは始動するが,この順炉を逆にした場合,並びにシ

ートベルトを締めない場Aは,始動できないようにコント0ールを行なう

ものであり,とれは米国連邦自動車安全基推(FMVSS N0 208)

の要求を満たすものであろ。

自動車では工;ジD 始動時と高速走行時の電源電圧の変動が,6V

図 36.

主袋1:,

、仙^忠=宴、案^、井'畔岩

晦

1,024 ピ.ワト PROM のチ.ワづ
1,024 bit pROM
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~16V とリ1夕常に人きく,主た 1ンジンづラグ笘の雑音発生に'1悩立され

る。 CMOS回路は雑音余裕度が大きく,しかも特別な定電圧回路

を導入しなくて、正常な動作が保障されること,また消費電力込き

力めく小さいという4ど長をもって力り, CMOS IC を臼動東に使う

ことが大きな魅力となっている。

図 37.,38.はとの CMOS IC のバッケーづ写貞と災装屯の写真

て1、ある。

6.テープレコーダ用 IC

当社は昭羽142年からりニア1C の量産を開始した。その中にテーづ

レコーダ用IC も含まれてぃたが,とれはIC化すべき機能の大きさ

および特性が,当時のIC製造技術レペルに適していたためである。

おりからカセヅトテーづレコーダの急速な伸びにともなって,テーづレコーダ

用IC は飛躍的に成長した。

その後テーづレコーづが高級化,多様化の傾向に向うのに従って,従

来の基木灼な IC に加えて,新しいIC が開発および量産された。

これらは下記の 41'§.種からなり,ラづメ付きステレオテーづレコーダに用

いら,しる。

(1) M5117E (4W 音jb電力増幅器)

(2) M5130P (双録音増幅器,メータ邪動蜘幅噐;, AGC増幅器)

(3) M5132P (FM マルチづレヅクス復調器)

(4) M5138P (双再生増幅器)

一方,普及型のテーづレコーダの分野では合理化の要求が厳しく,そ

のヌJ策に IC が用いられる傾向にある。そのために,特に部品点数

の減少および低電源電圧での動作が要求される。とのような要求に

応じられるように下記の2品種のIC が量産された。

(5) M5155P aNV 音声電力増幅器)

(6) M5156P (2W 音声電力増幅器,前置増幅器, AGC)

テーづレコーダ用IC は今後ともなお一届,高級機用と普及機用との

二つの方向に進むと思われる。

フ.マイクロ波 IC

UHFやマイク0 波用高周波半導体素子の性能向上と製造技術の進

歩と相まって,アルミナとかサファイアなどのマイクロ波IC 用の材料技

術,性能の良好なメタライズと精度のよい 1,りチンづ技術,さらにマイ

クロ波 IC の設計孜術が硫立さ六てきた。この結果, UHF 帯から

SHF 帯まで,レーづにあっては,小形軽墨化されたマイクロ波IC化

モづユールを多冕に使リ1}したアレイレー互を実現し,また通信機器にあっ

くは,各種トランづスタ増枇得nミ守サなどの受信系の小形軽量化,高性

能が可能となった。

特に,図 39.の UHF 放送サテライト牙]トランリスタ確力増φ祉器や,

図 40.の新幹線列車無線中糾措R用トランジスタ直線弐郵姻器,マレーシア衛

星通信地球局用 4GH.帯トランづスタ増幅器など,トランリスタ増幅器

は大幅にマイク0 波IC化された。とれら各種トランづスタ増幅器は,

従来づりント基板などを用いて拷成されていたが,誘電率の高いアル

ミナ基板を用いるととによって,此較的損失の大きな集中定数素子

を除去した分布定数回路を使用することができ, UHF帯において

屯小形化および帯域の増大が可能となった。との結果,放送サテライ

ト局用の場合,従来帶域を4分割して4種のトランづスタ増幅器を必

要としたが,入ΠC化によって全帯域を1種類のトランづスタM幅器で

網ら(雛)できるようになり保守性の向上が期待される。

さらに高い周波数のSHF井"こおいては,民生用機器に使用でき

る温度補償付き MIC化ガン発振器や,温疫補償MIC化電カパルス

インパット発振器の開発が進められており,さらにアレイレーダに用いる

4ビット36ぴチイづタル互イオード移相器の改良亀進められ,図41.に示

すような 12×35mm2 の小形で, VSWRく13,平均そう入損失1.フ

dB,帯域50OMH.を有する特性のものが得、られるに至った。

8. N チャ才、ル,イオン注入 MOS プロセス

最近は電子計姉機用に高集積密度巴高速演井能力を必要とするN

チャネルMOS LS1が要求され始めている。とのすうC迩)勢にかんが

み,イオン注入技術を遵入した N チャネル MOS LS1 用ウエハづロセス

の閉発を行なった。

イオン注入法を用いてしきい値電圧を一5~+4V問の任意の電

圧に制御する技術を確立し,との技術を用いてしきφ値電圧の最適

化をはかり,さらに高集積密度化をはかるために選択酸化法および

シリコンゲート方式を用いた NチャネルMOS 上S1用づロセスを開発した0

また NチャネルMOSではPチャネルMOS と比較して約3倍の移動度

が得られたので,高速化および素子面積の縮小による高集積密度化

が可能になった。

、、,"、'1'
゛

瓢鉾

図 37, E.1、 S.用 CMOS IC
Package of cMos lc for E.1. S
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図 38. E、1. S.用 CMOS IC 実装車
Automobile equipped with E.1. S. unit.

,

＼

図 39. UHF放送サテライト局用トランづスタ電力琳幅器
TransistoT power ampli{ier for uHF Tv tTanslator.

輿武茂1^1
図 40.列車無線中継器用トランづスタ直線増幅器
TransistoT ampljfier {or traiD telecommunication'
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イオン件入法彰用いて.しきい仙電圧を制御し,1司ーチッづ上に工

ンハンスメント形 MOS トランジスタとゞづレション形 MOS トランジスタを用

いた, NチャネルED MOS IC づ0セスも開発し,とのづロセスを用い

て試作した MOSIC をバイボーラ1C と同一電源電圧(+5V)て西力

作させるととに成功した。

9.ガスブラズマエッチング

ガスづラズマエッチンづを用いた IC 製造技術*は,打,〒薬品を使わな

い簡素化された製造方法として,内外IC製造会礼で洗Πを染めて

いた屯のであり,昭和48年5月に,ガスづフズマによる IC 製造技術

の開兆と量産ラインへの導入に成功したことを発表して以来,欧米

各国のIC関係会社から人きな反響を呼んでぃる。

IC 製造工程に新たに登場した窒化シリコン膜・多結鼎,シリコン1繊な

どの写真製版では,エ.,チングに'、つ(引D酸,硝酸,鼎山ノV(燐)酸な

どの打害かつ危険な多種多様の薬胴え必要とするため,その工.,チン

づ C保は従来から用いられていた酸化シリコン映の写真製版の場A

と比べ,多くの問題点を有していた。当社では,従来より感光性樹

脂膜の除去に利用していたガスづラズマ技術を,1ツチングエ程忙応用す

べくさら忙発展させた結果,フレオンガスづうズマを用いるととにより,

とれら窒化シリコン膜・多結.昼,シリコン膜の写真製版が非常に容易に

できるととが判明した。

酸素ガスづラズマによる感光性樹脂膜の除去と組合せたとのIC製

造技術は,ドライづ0セスともいうべきもので,との技術を IC 製造量

産ラインに広く導入した結果,製造工程刀簡素化と省力化,パターン

精度の向上による集積密度の増大と信頼性の向上,有害薬品による

廃液処理問題の解決が得られるなど,数多くの効果が発揮された。

図 41. SHF 帯 Pin ダイオード手イジタル侈11'1器
SHF pin dlode digital phase shifter

図 42.ライナック用加速管(手前より ML-10R, ML-15M,
ML-5R, ML-3MB, ML-1R)
Accelerating tube ML-10R, ML-15 M, ML-5R、

ML-3 MB, ML-1 R respectively.

火わす。

2.真空スイッチ管

→饗奥空スィッチ管が発光されてから 9 小を経過し,1拓1.;頼,保守

の省力化,小形・無公害といったメリ四卜が年とともに浄Ⅲ仙されて,

需妾は増加の一途をたどりつつぁる。

数イド前忙確立した特殊ガス'、/V囲気での加山」放豊試験による超ス

0ーリーク検査方式や低サージ形コンタクタ用貞空スィ,ワチ管にリ1続いて,

昭羽147年に完成した定格電流3,00OA,しゃ断容量如kA までのし

や断器用真空管スィ.ワチを加えた"RELIA VAC"新シリーズ管は慈

実忙使用実穎を積み上げつつぁり,サージに関して,また真空度に渕

してまったくの無事故実鞁が小すように文字通りの局IH頼ぶりを発

揮して仏る。

モータ柳上卸などの一般コンタクタj"や,受変電・配電用などの一般し

や断器用の需要増加に加えて,娼午度はコン手ンサ・電気炉・タ.,づ切

換器用など真空スィッチ管の高性能・高信頼を生かした用途への適

用力計剛川した。また変圧器・コンゞンサ・電カヒューズなどの電力機器

と一体化された応用が活発化してきた。

30kV級貞空i.や断器用についてはさらに人容量化され,世界城

人級の3ρ0OA定格の真窄スィッチ管が完成した。製造法改良によ

り歩留まりは安定化し,また耐電圧に対する余裕度も一段と向上し

今後の活躍が期待されている。1.ライナック用加速管

当社では医療用,工業用の多種類のっイナリク(線形電了線加速器)

を製1乍しているが.それらライナックの心臓部である加速管の全機種

を朋発完了し,安定に乍産している。

加速管の電子の加速力'式には進行波形と定在波形とがある。1而者

は電子の速度とマイクロ波の位相速度が等しくなるように設計され

ている。後者は電子が定在波電磁界により加速されるように設引・さ

れた、ので,高能率であり小形化される。とれに属する、のが ML

-3M (医療用3Mev)および ML-3MB形であり,他は進行波形

である。

加速管の製造技術は,数多くの使用尖粘をもち高出力.高信頼性

のパルスクライストロンの製造夜術を用V、,すべて,ろう付サ法を採用

しているので高信頼性がj明寺できる。

図42.は,加速管の外観写真である。 R は工業用を, M は医療

用を示す。 R, Mの前の数字は最大電子線 1ネ1レギー(単位 Mev)を

3.5 力
一〒゛デ
,^

"文献

84

阿部,園部,榎木:三菱危機技呉I V01.47, P.737

1.カラー TV用受像管

カラー 1、V をよりコンパクト化すべく,1、V 剖y,!,,・い最人の容砧を占め

る受像管の広角幅向化は当社が世界に先駆けて,独自のSLE力式

を朋発し,量産を開始して既に2年半を経過した。近年,他社も続

々と広角偏向化に追随するようになり,Ⅱ0゜形が主流製品として

定着した。また画面の明るさ屯,緑・青・赤の各色けい光体ドヅト

の問を黒色物質で埋めコントフストの向上をはかるづラ,りクマトリックスを

採用するととによって飛躍的に改良された。これらのⅡ0゜儒向づ,

.ワクマトリ.ワクス受像管シリーズは N形から 20形におよび,昭和47午

6月から量産化される22形で小形から人形までの全ラインア,づがそ

ろう。これを機会に人形管種である20形と22形については地磁気

などの外界磁気をしゃ断する磁気シールドを受像管に内歳させ, TV

セリトでの簡略化をはかる

IV セ.P卜の簡略化については, PRECISION IN-LINE I'U上E

3.6 像

三災看機技嬢・ V01.48 ・ NO,1・ 1974
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省略して PIT といら受像管は TV セ,,1、姦上四時の複雑な電子ビーム

調整如ンバージェンス調宝めが・一釖不安であり,また TV にダイナミック

コンバージェンス祠路を必要としない1山i期的なものである。との受像枇

の1!f長はけい光1悦か点状でなくしま偽り状に途郁されており,確子

ピー△は卸Uξのシャドーグリルを通過することIC より絲Uそのス0ツトJ伏を

示、J、。また枢丁ξ慈士1丁・亦・緑が嶺・一列{C並んだインライシ 3 ピーム1

ガンカ'式を採川して込る。このようにすると延子ピームがけい光膜

に1卜j突する場介のⅢ々、1的な位1難ずれIC1男し,縦ノj1河の裕腰が無1涙大

となり,裟力阿のランディンづ朕差を縦力向忙しわ寄せして,より枯

皮を上げる設,汁が河能巴なり,ダイナヨヅクコンパージェンスを仰略できる

のである。図 43.は娼午8j1 より.1辻産を開始した 14形 P11で,

受傍が丹に偏向ヨークが一体となって岡定されており,1'V セットへ取

付1埒の釧弦都ま一W不安である。四午51はり]6形P11が_碓産され

2 弛中1となる。

'1、V セヅトのトランジスタ化を契」切として, S、V・、ON と師」択i{C画像が

11・捗ιするインスタントオンブj式がー・世を風びしたが,これは TV セ,りト

を使用していない1時も受像智のヒータに通枢して力く力式である。

との電力は全佳1的には W億kwHに辻し,エネルギー弓'H肖の悪化とと

もにク0ーズアッづされてきた。とのよらな予熱を行なわず嫡'"寺に受像

管が動作する直熱カソートを小研と共祠して研]発L,四郁6刀より

_址}雄ナる。との受像管は SW-ON後2砂でプ6金IC動作し, TV セッ

トの回路屯大幅な変史は不饗である。

2、情報産業用ブラウン管

a)超商解像度カラー受像管

従来の商業川i血像管では解像皮がシャドーマスクのΠの荒らさによ

つて定主り,地子ビーム径を絲K しても干沙じまq滴)(モワレ)を生じ,

・一行あたり如文字荏度以_1二の解像皮を得ることはできなかった。

そこく、,従来のシャトーマスクよりΠをこまかくしたファインピ四チシャト

ーマスクを剛発した斜鋼トー画而の穴の数は一挙にd倍以上となり,表

尓牛ヤラクタ数、従来の6如文字から2,000文字と飛録!的に向上した。

この超商解像度受像管は批子ビー△のスボ,"サイズも従来品の半分以

下IC し,さらにラテラルボールビースを内蔵させコンバージェンス柿正後の解

像皮の向上をはかってφる。このよらな枇造にすると価格が相当高

くなるので,通常のカラー受像智とのホ問程度の解像度の普及管郁

も別意し,コ_ーザの要望にとたえている。電子・銃は青銃UP を標準と

し,通常の青緑赤(B22)の三色矧合せの低か,由緑赤(BWD 、

あり,咽るさ・色訓・鮓明度の点からキャラクタディスづレーΠルして

好IFである。サイズは 14形と 20形の 2郭で5 管種あり,防爆恬造

の受像答である。

(2)長残光性カラー受像管

前記の超Nli解像度受像管のけい光血に長残光性けい光休を組合わ

せて,フりツカーレスカラーディスづレーΠ]としたものく、,その・一例としてだ

いだい(糧)黄緑の三色矧合せの14形受像管(ST1439BL2)があ

る。

(3)ぺ朴レーションカラー受像徹

各1屯ⅢⅢ扇サイズの弌ネ!、レーション形カラー受像歓をW品化した。これ

図
ト1ガ勺0゜

43.14 形

Precjs】on

90゜ PIT

in ]ine tl】]〕e

図 44 (n)普通タイづのシャドーマスクを通して文字を
↓ιたルj介
Convenlionalshadow lnask

4 電子機器

図 44. (b)ファインビッチのシャドーマスクを通して文字を
j1た切}合
New hne PⅡCh s]]adow mask

は電子銃は一本で,陽極砥圧を助換えて発光色を変える方式で,赤

(6kv)から緑(12kv)の岡で少なくとも4種類の色の識別が可能

である。シャドーマスクを使別していないので超荏舮剛象度で均質な表示

が可能であり,カラーグラフィ,りクディスづレー用として最適である。

(4)その他の受像管

ファイハ'記録管,フライングスポリト管,ディスづレー智など忙おいてさら

にその判丁正の向上と熊'荷の充リιを,Ⅱつた。
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4.1 核計装装置の実装試験

中性子検出器と核計裴盤からなる核計装裴置は,原子炉の安全運

転にかかわる非常に重要な装置であるため,十分な開発実証試験を

行なう必要があり,この観点から当社で製作した中性子検出器と核

計装盤を,実機と同じ状態で原子炉に設置し,昭和妬年Ⅱ月より

昭和48年6月まで,連続動作試験を実施した。

試験機は,線源領域・中間領域・出力領域の各領域にっき,それ

ぞれ1チャネルと,比岐起動チャネル1チャネ1レで構成した。中性子検出

器は,線源領域用として BF3 比例計数管ND-8537W-55,中間領

域用としてγ線補償形電雌箱ND-8620,出力領域用としてγ線非

補償形長尺電離箱ND-8640を使用し,実機と同じ状態で装着した。

核計装盤は 2面にまとめ,核計装盤からのトリ.,づ信号などは模擬負

荷に供給し,できる限り実機に近い状態とした6

試験は,中性子検出器と核計装盤との総合動作状態をは握するた

め,線源領域対数計数率計出力,中問領域対数増幅器出力,出力領

域長尺電籬箔上部出力,同下部出力および同上・下部平均出力の5

信号を連続記録するとともに,中性子検出器および核計装盤単独の

特性を定期的に測定した。

1年半余にわたる連続試験期借ひ舮,各チャネjレとも,動作状態は良

好であり,特性も中性子検出器・核"'装盤とも安定してぃた。

実装試験終了後,使用した中性子検出器のうちBF3 比例計数管

およびγ線補償形電雌箱は工場試験を実施した。長尺電籬箱は内

部を点検したが,異常は認められなかった。

工場試験の結果, BF3比例計数管の熱中性子感度,出カバルス波

形には変化が認められなかった。 BF3 比例計数管のづラトー特性,γ

線補償形電籬箱のγ線補償特性は,放射化による多少の変化が認め

られたが,実用上全く問題にならない程度である。またγ線補償形

電雌箱の熱中性子感度が約10%低下してぃたが,中間領域は対数

目盛で計測されるため実用上問題とならない。

以上述べたよらに,1年半余にわたる実装試験の結果,中性子検

出器、含め当社製核計装装置の実用性が実証された。

4.2 原子炉核計装

4.放射線機器

は増幅,波高弁別整形,および対数変換され電圧出力となる。計測

範囲は定格出力の 10-.0~10-406 に相当する。この電圧信号は二安

定増幅器で,設定レベルと比較され,警報信号・原子炉トリリづ信号

を発する。

中問領域は中性子源領域と出力領域との問の中性子束を測定し,

原子炉の起動時に使用される。検出器からの10-11A~10-3A の徴

少電流信号は直接対数変換,増幅されて電圧偏号になる。この計測

範囲は定格出力の10-゜~120%に相当する。中性子源領域と同様に,

警報信号・原子炉トリッづ信号を発する。

出力領域は主として原子炉の通常運転中の中性子束を測定し,計

測範囲は定格出力の約2%~120%である。検出器は上部と下部に

分割されており,次の3種類の計測方法により原子炉出力を求めて

いる。すなわち,1)上部検出器からの電流信号を電圧に変換,2)

下部検出器からの電流信号を電圧に変換,3)上部,下部検出器か

らの電流の加算信号を電圧に変換する,の3種類である。これらの

電圧信号は他の領域と同様に警報信号・原子炉トリッづ信号を発す

る。この領域では原子炉の制御が行なわれている。本装置は,従来

の制御棒落下による制御棒引抜阻止,タービンラッバ.ワク系統を廃止し,

より安全動作となるよう高変化率トリ.ワづを新しく採用した。この高

変化率トリヅづは,炉出力が急に増加した時,あるいは制御棒落下に

より炉出力が急忙減少した時忙発する。

中性子束偏差チャネ1レは新しく採用された屯ので,上部,または下

部検出器信号の各チャネ1d司の偏差を測定し,この傭差が設定値以上

になると警報を発する。

原子力発電用核計装設備の国産化1号機として関西電力(株)高浜

発電所2号機向けの核計装設備を完成し,さらに九州電力(株)玄海

発電所1号機向けのものを製作中である。核計装設備では原子炉の

停止時から定格出力までの広範囲な中性子束レペルを計測するため,

計測系を中性子源領域,中問領域,出力領域の3領域にわけている。

との3領域の計測範囲をたがいにオーバーラ.りづさせることにより,炉

を安全に定格出力まで上昇させる。定格運転時に中性子束レべ1レ信

号を原子炉の制御信号として用い,また中性子束レぺ1レの異常が検

出されると原子炉の卜小ワづ信号を発する。このようにして原子炉を

安全に運転させることができる。

この3領域のほかに,運転がより安全に行なわれるよう,3領域

の信号を処理する比較起動率チャネル・可聴計数率チャネル,さらに従

来装置にはなかった中性子束偏差チャネ1レが設けられてぃる。

中性子源領域は原子炉の起動時に使用され,検出器からの微少バ

ルス信号(約 lmvpp,03μS 幅,10゜~106CPS のランダムパルス信号)

関西電力(株)高浜原子力発電所2号機向けの放射線監視装置の製

作を完了し,さらに九州電力(株)玄海1号機向けのものを製作中で

ある。

この放射線監視奘置の構成は,高浜原子力発電所2号機向けは工

リテモニタ装置5チャネル,づロセスモニタ装置 12 チャネ1レで,玄海原子力発

電所向けはエリアモニタ装置8チャネ1レ,づ0セスモニタ装置 12 チャネルであ

る。

これらの装置の構成は,検出部と測定処理部に大別され,エリアモ

ニタ検出部はづラント内の環境放射線を測定するため,所定の区域ま

たは室内に取り付けられる。づロセスモニタ検出部は,一次系からの放

射性物質の漏えい洩を検出するため,二次系のづ0セスラインに設ける

もの,および一次系の排気筒などに直接取付け,放射性物質濃度を

監視するものがある。測定処理部は中央制御室の放射線監視盤に収

納される。エリアモニタ検出部はCハアにも設置されるため環境条件お

よび保守を考え,トランづスタ,ダイオードなどの能動素子の使用を避け,

部品数を少なくして信頼性を一段と向上させた。づ0セスモニタのうち,

水モニタ,ガスモニタおよびダストモニタは,所定の感度を得るため,低

バ.ワクづランドの検出器を選択,低バ.りクづランド材料の選択および炭境放

射線レべjレに対する検出部のしゃへいを十分考慮した。

スタ.ワクガスモニタはチェ.ワク線源をγ線源からβ線源に変更し,その

構造を簡単にした。測定処理部への信号伝送は,バルス伝送力'式とし,

専用のケーづルを用い,外部ノイズの影響を防止した。

4.3 原子炉用放射線監視装置
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図 45.制御捧邪動制御装置パワーキャビネ.ワト
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Control system.
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制御悼駆動制御装羅(略してCRDM-CS)は,原子炉の核反応を

制御する制御棒を駆動する制御棒駆動機楢(略してCRDM)を制御

するための装置である。制御枠には,炉の起動・停止および出力制

御jHの F゛Ⅱ L印gth con比0I Rod と炉内の出力分布を羽整する

P加t Length control Rod とがあり,駆動装置もまったく別々に

独立してφる。ここでは三菱電機で国産化を完了したFルCRDM-

CS についてのみ記述する。

CRDM-CS は, CRDM 駆動コイル電流柳1御に SCR を用いたソリ

ツドステート方式であり,昭和45年4貝に国産化に着手し,三菱重工

業(株)の協力を得て,同社製のCRDM と組合せて試験を行ない各

種性能試験を好成領で完了することができ,昭和46年1月末に開

窕を完了し, CRDM-CS の性能は確認された。さらに,昭和47年

3月忙関西電ブJ(株)高浜2号機向け CRDM-CS および九州電力

q舟玄侮1号機向けCRDM-CSを受注し,同年12月に美浜3号機

向けCRDM-CSを受注した。国産化第1号である高浜2号機向け

CRDM-CS は,ナでに昭和48年7月にサイトに納入し,さらに九

州電力q漏玄海1号機向けCRDM-CSを製作中である。また関西

電力(株)美浜3 号機向け CRDM-CS の設計を完了した。

CRDM の原理は,磁気づヤ.ワキ方式で, LIFI'コイル, MG コイル,

SG コイルの三つの駆動コイル(これも当社で国産化)にそう入・引抜

によってそれぞれ定まったタイミンづで電流を流すこ巴により,卸Ⅱ卸

棒をそう入あるいは引抜するものである。

次に CRDM-CS は,パワ一千ヤビネ,りト,口づヅクキャビネ,ワト, DC ホールド

キャピネ,ワトよりt偉成され,口づヅクキャビネ,,トが運転員,原子炉制御装

置および原子炉保護装置から制御棒駆動信号を受けて,どの制御棒

づルーづをどの速度でそう入または引抜くべきかの信号を,各駆動コ

イルへの電流信号として,パワーキャビネットにおくり,ここで,駆動す

べき制御俸の駆動コイルに規定電流を供給するものである。 DC ホー

ルドキャビネットは,前記 2キャビネリトの回路の点検保守の場合に,制

御棒が落下しないように, SGコイルに直流電源を供給するための盤

である。

中形工業用ライナック(ML・10R形)4.5

中形工業用うイナック(ML-10R形)を開発,製品化し,日本鋼管

中櫛津造船所忙納入した。とれにより,非破壊検査用ライナヅクのシ

リーズ化をほぼ完了し,薄板から超原板の鋼仮までの放射線透過検

査の要求に十分こたえられるこ主となった。

ML-10R 形ライナ',クは 1ネルギー 8Nlev,(4MeV との 2段切換

可能)であり,最忌iX線出力 1,80OR/min-m をもち,沌板から小

原板(~4Ⅸ)mm厚さ)の鋼板検査に最遭である。

構成としては,熈リ村器本休,枢源箱,冷却裴確,力よび1柴件;排か

らなり,小形うイナックなみのコンパクトな形ではあるか, X忍泌Ⅱ力は

大形なみの強度となっている。

照射器本体はクレーン懸下式を採胴し,延行,桜仟子,上下移動も容

易であり,また垂直面,水平面での回転も容易に行なうことができ

るため,照準するの忙特1勵を要しない。特に照身,1野中心にヌ、」しては

レーザピームで中心を指示しているため,Ⅲ」るい工場内での照準が容易

となっている。また従来のX線コリメータは照射野が固定式となって

いるが,本装置では照射野可変の絞り機構を設け,必要な照場"乎以

外のX線の漏えいを減少させたととも大きな特長である。

ML-10R 形ライナックのおもな仕様は, X線発生エネルギー 4MOV,

8MeV 切換; X線出力 50OR/min-m(4Mev),1,00OR/min-m (8

Mev); X線出力安定度士10%小; X線焦点 lmmψ;照射里予300

mmφ(1m の距籬で);欠俳"謡別度10omm以上で 1%以下(8Mev

のとき)である。また撮影時岡は,焦点とフィルム1川 lm,フィルム濃

度2.5,フィルム SAKUR-RR の場合,鋼板IY1み 20山nm で,0.2d min,

40omln て、 19.5 min て、ある。

'
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制御捧駆動制御装置4.4
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ML-3MB 形小形阪療用ライナックはX線専用の高エネルギー治療裴

置であるが, X線による治療効果は,従来の6~15MeV 級ライナッ

クに比較してそん色なく,装置全体がコンパクトであり,コハ'ルト治療

装置と比枝して焦点サイズが小さく半影が少なく,またX線出力が

大きい。この装置のコンパクト化が可能になったのは,定在波加速管

を採用して込るためで,加速管長が短く,従来の電子ビーム偏向方

式をやめて直進形にすることができたからで,これにより複雑な飼

向マづネ.,トは不要になり X線出力は一段と安定になった。

従来治療の位置決めのため,照準裴置を別室に設置するのが普通

であったが,この装置では照準装置も同時に組込み,スペースの針孫勺

と,同一の治療台で照準するため照準の正確さの向上の二つの利点

を供えている。

装置の構成は,電源・冷却部を含む加速器本休,治療台,制御卓

と治療室内のぺディスタルから成っている。

うイナ,,ク本体のおもな仕様は, X線 1ネルギー4.OMev ; X線出ブJ出

50~350R/min;出力安定度士5%以下; X線焦点の大きさ 2mmφ

以下;照射野の大きさO×0~300×30omm;照射野の平たん(坦)度

士3%以下;回転半径80cmである。また位置ぎめ装置は,高電

圧装置XD 150LBR 150kvp; X線管装置CIRCLEX-RX一如形;

多重絞り奘置 RF-10(改);イメージアンづ IA 9-3-2N である。

この装置にはX線ヌ、j1司板がついており, X線漏えいはすべて
10【川

以下であり建家のしゃへい壁厚は従来よりかなりうすくなった。

小形医療用ライナック(ML3MB形)4.6

4 電子機器
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世界最大級の大出力をもつ,中形電子線照射装置ダイヤト0ン DP-

60OB を開発し,永人産業(株)に納入しナ

おもな性能は,電子線エネルギー最大 60okeV て・300,400,500,

60okev,4級切煥可能;電子線 1ネjレギーの安定度 1.50。以下;

電 f線電流最大10omA,5~10omA 連続可変;電子線電流の安定

度+ 2 %以下;電子赤染仕1、'J最大60kw .電・f線走査ψ,i130omnK問

定),確f線平たル度 50。以下である

電・f線照射奘置は,大出力の直流電源附比,屯イ・線を発生し加速

し照射する電イ・線照射部で朧成される。ダイ卞トロン DP-60OB は,直

流電源の高電ル発生部と電子線照射器を分籬独立させ,その問を高

電πケーづルで接続したいわゆる分航形電了線照射裴置である分艷

形"しては,この奘置は世界最大の電子・線 1ネ1レギー,竃 f赤馴"力機

4.7 中形電子線照射装置ΦP60OB形)
である。高電圧発生器は高周波コ四ククロフト・ワルトン方式である。高

電圧発生器・電子線照射器はそれぞれSF0ガスで絶縁されている。

この装置の構成と諸元は,高周波発電機950φX1950H,10kH.,

定格8(X)v lookvA,高電日.1発生器 1β00φX3,550H,定格 60oke＼

10omA ;電子線照身1:R800φX I,650H+1.600×500×2,00OH、定格

60okev l()omA ;操作卓 1,450×780×950H ;照射電源俳600×600

1.80OH ;発電機眺800×6()O× 1β0OH ;電動機桃600×600× 1β00

Hである

またし記のほか,電 1・線取出窓の冷剣川・1の送排風機,冷却奘置を

付属している。

永大産業作幻への納入忙際しては,この奘貿の付帯設備として,

コンベアを格納できる,シャ.ワタ付放射線しゃへV、設備,および危イ'線

照射忙より発生tるオゾンを処皿するためのオゾン処理裴置も介せて

製作納入した。
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昭和48午疫は,'汁渕・制御の分野でも,ー・般産禦劇係・公害防化関係の漸製■がΠ立っ。また技術而での漸しい傾向として物理,汁測分對
の拡大と,ミニコンの1心用の」1イ1火があげられる 0

iN則奘羅の鞆製品としては,ミニコンを用いた,放確・アークづラズマなどの過波現象オンライン計'i則システムがあげられる。また公'1糾論祝別煙迫ガ

ス1則定器忙っいては,昭和47年度の試作機に引きっづき,昭利48午度には,量産試作機を完成した。

システム制御の分野では,昭和47年度に引きっづき,一般産業向けの,汁算朧制御システ△の納入尖紬が顕著であって,とくに電力系統.白レ管理

省力化機器'冑動'"則システムへの応用がΠ立っ。ミニコンを利用した M-フシステムの適用が本格化し,小形の計1字機システムが増加したとと, C

R、1 手イスづレイの利用がXり川し,人恬ルの女寸話が容易になったことが,技術的な1噺救といえる。

1.3 煙道ガス測定器

Instrumentation and contr01

而、1候枇仟ク心ノJ,il'として, MF-8W形を鯏発した、強化耐候形雌力

鎚.,il'を使jl」した時の利点は,'1辯;箱やフードなどを使川せず,,汁器

を雄外暴欝(雨制汐刃使刈できるため,.汁器箱'nにかかる経蟹とそ

の!:'1剖ltが不jⅡとなることである。

耐候性能は次の通りである。

(1)而1光試験・湿潤・i賜硫般ガス・蛾水噴弼,試験などで,現行

'汁器に々、jし数倍の姓能向上が見られる。

(2) 11'度特性は台{外取り付けのために現行品より,10degi拓況

側に保1"屯囲をひろげている。

(3)温度上打・は一番高温となる Cコイルの温度上昇.を現行品よ

り,10degおさえている。

(4)屋外に暴露して使j"ナるため,ベースは接地した状態でイン

パルス試験を介格するようにしてぃる。
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1,1 MF8W形強化耐候形電力量計
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米1" BIOM<TION 礼の 81(川 j判を採用している。三ニコンは,放'選

関係の突験場や観測室におかれる最人9個の端末機からの指令1毓悦

と,トランづエントレコーダのコントロール,ケーづル系統,接」也系統の白動功

換と,データ処則状況の集1-1・"毓祝をオンラインで行なうためのものであ

つて,外部メモリとして磁気ディスクを採用している。

このシステムにより,

a)放篭前郭現象の硫実な観測機能

(2)ゞイジタル化による Hun醍mfιIctor の除去機能

(3)大鼠な刈定結果からの統計的法則性の解明機焼

(4)大量な測定結果からの変数,因子「珂の関数関係を尚速山動

的に求める機能と表示機能

が得られる。

問題点としては,呪象源が,1C レベルで処則!されるディづタル 1'1リ

に比峻Lて茗しく滞電ル・火確流であり,しか都IH剖的に急激に変

化することによるノイズ誘起の問題があるが,'il'i則センタ全体を絶歉

シールドルームとし,ケーづル系をシールド L,按地系を制御してー/1H妾地

を行ならことにより解決している、なお拘州1ケーづル WJ換えのために,

コンビュータコント0ールの可能な広帯域功換器 aooMHZ) W換え畍Ⅲ」1

mseC をとくに俳」発して使用している。

現在,とのシステムは SF'■'ス,1.,訓川・味色秋破恥mj邪現象,固休絶

歉,大磁カアークしべ寸断現象,越,拓11リJ づラズマ,気流小アーク現象,

1遵流アーク現象の研窕用fci剛・Ⅱされていて,いずれの現象観刈川寺で

も,これまで不可能であった現象の観測と解析を叫能KL,計測の

質の■i則的な向上か行なわれている。今後は,過酷なノイズ'yV1川

気の、上でのノfスマージンの,俗いディジタル'汁測"支術をさらに1佐立し,

電力系統誥敬の肉動';1i則,1靴桝の可能性ICついても研究していく予

定である。
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図 1. MF-8W形強化耐候形竃力耻,;1
'fype MF-8W watt-houl' meter 'f

1酸一weat]1er-proo{ construction

放確・アークづラズマ現象の研窕を目的として,従来不、可能であった

、汁i則を可能にする,オンラインディづタル';1測システムを開発し,当"小央

研窕所に設羅した。放電現象は,偶発・単発性の高速電気現象や,

脱象白身が強力なノイズ源であり,しかも,統計的挙動を示すなと

特熨な性質を、つている。このシステムは,トランリェントレコーダと当礼

ミニコンeユータMELCOM 70 とを結合Lたもので,トランづエントレコーダ

は,超高速 10O MH.(81)it,2,0娼語)の AP と,単発.偶発現象

を予避1÷施から完全に1引意,、るパ.りファメモリと読出し機能を、ち.i剖定

条'牛の■定を含むすべての制御がディジタル述庫剣斯卸できるもので,

ミニコンによる過渡現象オンライン計j則

システム

5 計測・制御

煙迫ガス測定器は,排出濃捜の規制された3M類の煙迫排"ス

(S0丑. NO, NC9)の濃度を個々に述続的に没噺E,、る分析'汁であり,

測定原理は紫外線吸収法の多成分浪算方式と呼ばれる、ので,上記

各ガスの紫外絲領域における吸収断面村ル三っの波長における試料

セ,しの透過率とからアナコづ演算によ「て冬・ガス濃度き氾'定する。

この力式のおもな打長は次のとおりである。
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(1)この測定器1台で3種類(SO0, NO, Noe)の各ガス濃度の

瞬"寺値を同時に速続測定できる。

(2)煙道排ガ'ス中で上記以外のガス(た巴えぼ, N9, H90, con,

OB. CO, CH,, NH.など)は,紫外線領域の吸収断面積がきわめて

小さいので妨害成分とならない。

(3)化学反晦や前処靴を必暖としない純物理的な測延1去である

から,備'頼性力町高い。

煙道ガスi則定器試作機SA-301形を昭利47午Uj1に完成し,電

力会社の発電用ポイラをはじめとする冬種冏定発生源において笑ガ

スi則定,長期ランニング試験を実施し,その問忙得られた手ータをもと

忙して,煙道ガス測定器量産試作機SA-302形を 8月に完成Lた0

この測定器が採用した紫外線吸収法の多成分演算方式は,日本工

業焼格「排ガス中の窒索酸化物分析方法」(K01041973.改正)に

姫定される予定であり,また本器が,同「排ガス中の二酸化硫黄榔

動計測器」の工業標準原案作成委員会(日本電気計測器工業会)に

おいて,規定される方向で審議されている。

1.4 石油自動分析装置

火力窕電所などの燃制・分析を内動化する目的で作られた,石油分

析量の3要業(密度・発熱量・込おう分)をオンライン肉動測定する

装置である。

との装置では放射線が利用され,石油に壯非接触で白動測定がで

きる。

放射線を利用した石油分析装置では,石油の成分の相連,たとえ

ばCH比の相述によって,指示にかなりの誤差が生じ,しかも,こ

れが原理的にさけがたいものとされてきた。この装置は,この限界

を唾論的にも完全に解決した、ので,他に類似の方式がなく,これ

力§オ丈生じ置の五1大の1寺長となっている。

束北電力株式会社との共祠研究により,発確所の燃刈・受入ライン

に仮設羅され,市油にっいて約6力月の突用化試験が実施され,良

好な性能が確認された。この結果に、とづき,全而的な防爆化と測

定精度のいっそうの向上がはかられ,石油自動分析装置として完成

できた。

奘羅は,油サンナJング裴置・検出部・耳艸岳演算部・表示部・油温

靜1柴装羅から俳成されており,増幅演算部と表示部は測定室に設置

されるとらになってぃる。検出部にはAmガンマ線源2個と Am-Be

小性子源が装蘆されているが,放射線の外部への漏れは管理区域境

界レベル以下となっており,取扱上のめんどうはない。表示部は記

録計_上に表示,・るとと亀に,印字すること、できる。

密度のi則定範囲 0.6~1.1g/om9 に支、1'し精度士 0.oolg/om',発熱

量の測定範囲 9,000~12,oook0目小g に対し精度士 20k0■1走g,いお

5分の測定範囲0~5Wt%に対し精度土0.olwt%,また CH比
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図 2.煙道万ス測定器SA.-3促
形

入10del sA-302 S{ack ga5

analyzcr.

5~10 の範圀で密度指示の変化0,0005gkm.以下,いおう分指示

の変化0.00昂Ⅵ%以下である。時定数は 10osec,石油流量は 1

Umin,最大耐圧力は B川暗んmo.最大油温度70゜C,周囲遍度0~

40゜C く・ある。

気動力計
司鼻1.5

(1)総合自動車安全公害技術研究級合納入全山動シ三ユレータ

この奘置はエンジン排ガス台上試験のゞータ処理を含めた全自動運

す広装置で,第1期工事として製作した斗ι自到j運転装置(=菱電機1支

報 V01.47 て珠召介)のアクセル,づレーキ,クラッチ操作機拙をサーポアク

チェータでおきかえ,計算機よりの指令によりミ,ション切換を含めた

各種のモード運転を行なうものである。

(a)制御装置

ミニコンeユータよりの指令によりアクセル,クラ,ワチ,ミ,ワション U」換の祠

時制御を行ない,郁々の走行パターンの全口動運転が行なえる。制御

上しては,定速度制御・吸気負圧制御・定スト0ーク制御を行なって

いる。

(b)ミニコンeユータ

ミニコンピュータは MELCOM 70 を使用し,冬排ガスモード述転指令を

制御装置に出すとともに,任意の運転モードを行なうこ主が可能と

なってぃる。またミニコンeユータでは各種運転指令を出すとともに,

チータ処理および1ンづンの運転監視を同時に行なっている。

メモリはコアメモリ8kw,磁気ドラムフkW より秘"戍されている0

(C)電気動力計および付帯装置

本体構成機器は,渦流式電気動力計,フライホイール,ディスクづレーキ,

1ンジン操作用アクチェータおよび油圧源より成り,各種エンづンの排ガス

試験が行なえるよう装備されてぃる。機器の主要性能は,渦流式電

気動ブJ計 110kw/3,000~8,000ゆm,フライホイールの慣性能率 35~75

kg】Cm-S2,5kg-cm-S2 e,りチである。

(d)運転経過

本装置は1ンジンの排ガス台上試験を目的として,納入されたもの

であり, LA-4モードを中心に排ガス試験を行ない,ショユレート運転

が十分行なえるととが確認された。

(2)日産自動車中幻中央研究所納入ⅡokW直流電気動力計

円産自動車株式会社向けとして高性能直流電気動力計を納入した0

吸収入力 110kw ;駆動出力 90kw ;電圧,電流250/4山V,405P70

A ;回転数 1.000/6,ooorpm ;トルク計精度士0.15 %;1吊動●11受は削,

圧軸受方式である。

1.6 方向弁別式レーダスピードメータ RS7AD形

方向弁別式レーダスeードメータ RS-7AD形は,ヌ、1向車線の水をクN俳

して速度を検出する装置で,自動車の速度述反取綺鋼北して昭和蝿

年試作を完了し,生産体制に入った。

この奘置は取締り現場で警察官が容易に取扱えるように,小形!陛

量化とディジタル表示化を行なって仏る。

速度i則定の原理は,マイクロ波によるドづラ効果を利j打した力'式で,

この裴置より送信される電波ピー△ホに存在する自動車よりの反射

電波を受信して送信電波との周波数差を検出し,とれを速度K換鉾

してディジタル表示している。

方向弁別機能の原理は,自動車の移動力向にヌ、」1心して,反射電波

の周波数が送信周波数より偏移する方向が異なることを利用してお

り,これを二っの検波器より検出されるドづラ信号問の位相の進遅
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として取り出し,位相弁別することにより方向を分雛する方式を用

いている。

速度違反取締用としては可搬性の点K・小形軽量の必要があるので,

斬しい立体回路方式を検討し,休積で従来のν50,重量でν5の、

のを開発した。

この装置は RS-7A 形レーダスピードメータと,外観・重量・接続と

も互換性を備えており, RS-7AD形の送受信装置を RS-7A形レー

づスピードメータに接続することで,方向弁別レーダスeードメータとして機

能的ビルドアワづができる。

1.7 超音波探傷器(FD210P および FD・210S)

溶接部探傷を主眼にした FD-210P形探傷器と,高級ボータづル探

傷器 FD-210S 形を開発した。 FD-210P 形探傷器は,主に造船・

建築・橋梁などでの探傷を対象に考え,つぎの点に留意している。

(1)バヅデJ 込みで総重量4.9Rgと軽減し,かつ消費電力を極力

少なくして使用時問を連続6時問以上に増大した。

(2)屋外作業に便利なようづラウン管却度を明るくし,また各種

コントロール用つ主みを 0.りクタイづとした。

(3)欠陥までの距雛によるエコーの減衰に応じて,警報ゲートレベ

2.システ

昭和46年夏以来の経済環境の変化の影縛が,昭罰」48年度に屯残

つており,鉄鋼・化学などの大形基幹産業関係向けよりも,一般産

業向けの計算機制御システムの納入実績が顕著である。特に電力系統

・ビル管理・省力化機器・自動計測システムへの応用が目立つ。

昭和四年度については,一般産業向けの計鉾機1制御システムが引

続き活発であるが,これに加えて再び鉄鋼づラント向け(輸出を含む)

が急増するほか,交通管理システムが伸びょ5。

また技術面では,次のような傾向が現われている。

(1) M-フシステム(ミニコン利用)の適用が本格化し,小形の計鮮

機システムが増加した。

ルを自由に設定でき,探傷時の欠陥評価の能率を向上した0

FD-210S形探傷器は,万能形高級品でつぎの特長をもっている0

(1) Aスコーづ表示波形をそのまま弌ンレコーダに記録する機能を

持っている。

(2)距誹によるエコーの減衰を補償する DAC 機能をもち,20

dB 以上にわたり 1コーレベルをほぼ一定にするととができる0

(3)りジェクションをかけても増幅直線性が落ちな仇りニアリづエクシ

.ン特性を、つている。

図 3, FD-210S形超音波探傷器および記録器(オづション)
Ultra-sonlc flaw detector, type FD-210 s and
Pen recordet (option)

ム制御

(2) CRTラ,イスづレイの利用が増加し,計算機が単に人問の機能

を代替するのみならず,人問との対話を促進する機能を、つように

なった。

(3)監視・制御よりも情報管理的な機能が充実されるようにな

・コえ二。

表 1.に昭和48年度の実績の概略をまとめた。

2,1 物流システム

最近の計算機使用のーつの特色として,ミニコンの出現や通信回線

技術の発展等により,事務用計算機と制御用計算機の情報処理が密

接な関係を持っようになった。物流システムにおける引姉機使用は正

にその傾向を反映したものといえよう。

物流システムとは,一般忙物の流通に伴ら各種情報の処理および施

設の制御を行なうものである。すなわち,物が一力所に集積され再

び外に放出されるような流れを構成するものの大部分は,物流システ

ムの概念にあてはまるものであり,生産工程より製品が倉庫管理を

経て出荷工程に行く流れや,貨物の集配工程などがその代表的なも

のといえる。これらの物流システムは大幅な経済成長や,省力化思想

の徹底等によりここ数年来,急速に発達した。

物流システムにおける計姉機の機能を大別すると次のようになる。

(1)入庫,出庫に関するクレーン,コンくア等の制御

(2)入出庫時の行先決定を行な5仕分制御

(3)倉庫の在庫管理

(4)入出庫サービスの迅速化

(5)管理用ゞータの作成および帳票類の作成

これらの機能は,システムが対象巴する物により倉庫の形態や構造

さらに設置される搬送機器(クレーン,コンベア等)が異なるために,ソ

フトゥ1ア化される段階では制御方式やチータ処理方式が異なった屯

のとなる。当社ではすでに,鉄鋼材の立体自動倉庫,食品の冷凍庫

システム等の実績があり,それらの経験に基づき,貨物・木材・石鹸

.ノ ス

自
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'フィルム'ドラ△かん(缶)などその対象も広範囲に渡りつつぁろ。

次にその実仔1ルして,昭和48午7月,千代田化工建設(株)経由,

三菱商事(株)納めの MELCOM 350/30Fシステムの概略を紹介する。

本システムは化学品を主体としたタンク基地の製品購入より販売に至

る基地全体の情報処理を行な5と同時に,基地内に設置されたドラム

かん倉庫の自動運転を行なうものであろ。このドラム倉庫の自動化

は千代田化工建設(株)と当社の共同研究により完成されたもので,

トラムの充てん(墳),入庫出庫,出荷の各工程を計算機により自動化

した込のであり,日木で、めずらしくその規模は東洋一といわれて

いる0 この他に陸上入出荷,海上入出荷,在庫管理などの処理も同

時に行なV、,さらに本店に設置された MELCOM 70と通信回線で

結ぱれ,データの受授が行なわれてぃる。

この他,物流システムとして,花王石齡(株),小西六写真工業(株),

(株)三石にMELCOM 350/30F3 台,5F1台が納入され,その実

續を着実忙伸しっつぁり,今後物流システムはますます発展し,その

対象分野を大いに拡大するものと確信する。

本分野忙おける本年度の最新なシステムとして,ラ!ータレコーダを用い

た計測ゞータ処理,自動車エンジン排気ガス手ータ処理および分析装置

のオンライン自動チータ処理の3 システムにつき紹介ナる。特徴巴して

いずれも高速アナロづ入力を使用してぃる。

(1)ラtータレコーダを用いた計測手ータ処理システ△

試験場の各所に発生する現象を可搬型手ータレコーダ,コードジェネレータ

を使用し,アナロづ磁気テーづに記録し,そのテーづをデータ再生装置

にかけ,計算機で自劃珀り忙読取り,編集・解析を行ない,その結果

をラインづりンタ, XYづ0.り夕に出力するシステムである。

このシステムの特徴は磁気テーづの特定チャネルに書き込まれる各種

コード化制御情報,ク0.,ク信号により,あらゆろ場所から集録された

磁気テーづが,一貫して自劃珀勺に処理され,しかもはん(汎)用性k

富んでいろ点である。

磁気デーづの 1~12チャネルに入力信号,13チャネルにチータの同時性

を保証するク0ツク信号,14チャネルに各種制御情報倍β門名,試験

名称,年月日,零ライン,校正信号および測定信号の区別,テーづスe

ド,ケース番号,チャネル番号等)をコードジェネレータにより書き込むこ

とにより,磁気テーづと計算機との問で情報交換が行なわれ,ラtータ

読込み(最高スeード20,000点、伊めから解析結果まで自動的に処理

される。(特許申請中)

システム規模に応じ MELCOM 350シリーズのいずれでも採用可能

で,1号機は当社伊丹製作所忙て, MELCOM 350/30 を用いて,

娼年1月よりか(稼)動に入ってぃる。

(2)自動車エンジン排気ガス手ータ処理システム

大気汚染対策の重要項目として,自動車の排気ガスの規制が実施

ざれ,低公害車の開発が社会的急務となってぃる。

このような状況をふまえて,本装置は排気ガス試験のスビードアヅづ,

省力化,精度の向上を目的として,開発された。

CPU に MELCOM 350/フ,コアメモリ 12kw,磁気ディスクフ32kv、ノ,

システムタイづライタ,高速アナロづ入力および他のづロセス入出力より構成

され,エンづン運転制御装置,排気ガス分析装置と組合せて,日本(10

モード),米国(LA-4)などの各種の規格の試験が,エンづンの運転か

ら分析レボートの作成まで,すべて自動的に処理される。

立た,本装置の特長は手動変速機付1ンリンを対象としている点で,

わが国の実情に即した、のといえる。

当社姫路製作所にて本年7月より,か動してぃる。

(3)分析装置のオンライン自動ゞータ処理システム

当社の研究所システム MELCOM-CLASS (MELCOM-comP川獣

aided Labotatory Automation system series)の一環として, 三

菱石油(株)研究所納め MELCOM 350-5Fオンライン自動手ータ処理シ

ステムについて紹介する。

(a)システム機能

質量分析計(1台),ガスク0マトグラフ(5 台),発光分光分析装置(1

台)と計算機を直結し,同時忙複数分析装置に関して次の機能を遂

行すろ。

(i)操作卓からの指令に基づき,各分析装置からオンラインi工送

されるアナ0づ入力を高速で自動的に読込む。

(ii)波形手ータ解析をし,ピーク位置,ビーク強度,ピーク面積等を

求める。

(iii) ASTM法に従ったタイづ分析,バターン係数解析,濃度計算

を行なう。

(N)分析結果を所定の形式でタイづライタに作表する。

(b)システムの特長

本システムの特長は,質量分析計の自動データ処理であり,今まで

ペテランの分析員であっても1本のサンづル Kついて半日位かかって

いた分析が,計算機では且卵寺に結果が得られ,能率ア.,づに寄与し

ている。これは,高仇融通性(ダイナミックレンε;2 × 106,スキャンスピード

最大10,000点/秒,オートゲイン機能)を持った高速アナロづ入力機橘に

よって行なっている。

ンステム

最近,水質源不足が深刻になっており,関係者を悩ませている。

この水資源不足に対処するための一方法として,下水三次処理水の

有効利用が考えられている。これは,排出された汚水に従来通りの,

一次および二次処理を行なった後,さらに三次処理まで行なって河

川に放流し,そこで自然浄化を行なって,その後に浄水場に遵こ5

とするものである。

とのような下水三次処理場にも計算機の導入が活発に行なわれて

いる。ここで,某下水場忙納入された計算機システムの一例を紹介す

る。本システムの主な機能は,

(1)手ータ収集

上向流式ろ価棚過池,三層式ろ過池,処則場施設からのデータを

収集し,それに基づいて日報を作成するこの臼報作成項目として

塩素注入量,流入水D0濃度,流出水D0濃度,各ろ過池のTOC

濃度, TOC除去量, TOC除去率,残留塩素濃度,電気伝導度,流

入浮遊物量,流出浮遊物量,浮遊物除去量,浮遊物除去率,損失水

頭,損失水頭比等がある。

(2)チータ解析

長期にわたって収集された手ータの解析を行ない,各ろ過池のろ

過特性,ろ過水質特性,ろ過水電気特性等を調べる。

下水処理場忙おける計算機システムとして,今後計算機忙よる DD

C (Direot D喰ital con仕OD が中心となると思われる。その DDC

対象は,特忙三次処理では水質関係忙なり,そのための検出器関係

の信頼度,精度が従来よりもさらに要求される。そこが下水処理場

における計算機システムの成否のカギKなる

2.3 水処理システム

三菱電機技,射・ V01 48 ・ N0 1
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ー
ー
ー
ー



鉄鋼づラントに々Jする術11御用計笄畿の噂人は,2~ 3年前をビーク

に,圧延づラントを小心上して行なわれたが,最近は製鋼・製銑工程

および原料工荏など広範囲にわたってきて,それぞれ自動化や省力

化に中心的役割を果している。最近は計算機H川,, SハV の進歩と

相まって,システムに対する要求も一段ときめ細かさが求められるよ

うになった。

最近の鉄鋼づラントにおける計卸機制御システムの特徴を概観する

と,次のようになろう。

(1)ミニコンが盛んに利用される傾向が見られ,システムサイズによ

つては 1づラントに複数台のマシンを導入して,機能分割を行なうい

わゆるマルチコンeユータシステムの思想が具体化されつつぁる。この方

式は各マシンの高速性の有効利用や,相互パリクァ,づ方式の構成,さ

らにはシステム故障時の悪影鷲を局部に限定できるなどの利点もあ

る。

(2)一方特に HハVシステ△の信頼性の向上により, 1台の大形

計算機システムで, DDC機能を含むすべての機能を包含させる方が,

従来のハイアラ牛ーシステム占上b皎してみると,機能的かっ経済的に有利

巴考えられるシステム、ある。

(3)上記以外の適用分野,例えぱ従来自動化による省力化が困

難と見られていた,ないしは自動化が後回しにされてぃた各種づロセ

スうインなどの分町への適用忙,ユーザの目が向けられる段階になって

きた。

(4)多数の入出プJ儒号の起点が,速距籬に分散配置されて゛る

場合には,ープ介去としてゞータハイゥ1イを利用ナることによるメリ,りト

、1」、1てくる。とれは込わゆるりモート1/0伝送の一方1司を示唆する弓

の巴φえるが,この方式では信号ケーづル関係工斗辺曼の節減も有望視

されるとともに,その保守性,さらには複数台の誕'僻機システムを想

む場合の相互パヅクァヅづに有利であるといった多くの特色を有して

いる。

(5)引'算機Sハハフ而では, Fortran, con{orm などのコンパイラレペ

ルの高級言語が使用可能なことは常識になっており,づ0づラムのー

部または全部をコンパイラ言語て、作成すろととにより,アづ竹ーション

S/W製作上の省力化や,保守性の向上が実現される。

昭和48午度における鉄鋼づラント制御システムの実横の5 ち,主な

、のを紹介する。まずぜ勅神戸製鋼所加古川製鉄所の厚板工場向け

忙,との分野における従来の知識を結集して,その総決姉ともいら

べき M-30計算機システムを完成した。制御範囲は加熱炉出側からレ

ベラ出側までであり,機能的には鋼材のトラ,ワ千ング,ロギング,自動づり

セ,",スケジュール計算,自動シーケンス運転および仕上温度制御であ

る。これらの機能は客先との綿密な協力体制のもとに開発およびレ

ペルア,,づされたもので,自動化と品質の向上に成果を上げてぃる。

また某社圧延づラント向けに, M-30F 計算機1台で卜うツ十ング,ロ

ギングからスケジュール計算に至ろいわゆる SVC機能のほかに,従来

下位計算機が有していたDDC機能をも実施できるシステムを鋭意製

作中である0 なおこのシステムでは三菱データハイゥ1イシステムを入出力

忙適用しているのが,もらーつの特徴である。

一方M-7計算機(ミニコン)をづロセスうインに適用し,大幅な省力

化を計ることを目的としたわが国初の制御システムを閉発中であり,

完成のあけぽの(曙)にはその成果が期待されてぃる。

鉄鋼プラントにおける計算機制御2,4

最近の火力発電所への計算機機能は,従来のチータ処理機能だけ

でなく,計算機忙よるづラントの監視機能,運転員の省力化,制御性

の向上のため,発電所の起動,停止時および負荷運転時のシーケンス

制御,フィードバック制御まで拡大されつつぁる。

ことでは,本年度,火力づラントに納入されたシステムの 5 ち,と

れらの点で特徴のあった計算機システムの概要を紹介する。

(1)関西電力(株)姫路第二発電所5,6号機向け 350-30F

本システムにおいては,ボイラ系統ではポイラ点火後, FRル'W 自動

投入まで水冷壁出口流体温度を昇.温し,貫流系統に切換後, SHの

昇圧を行な込,その他SD弁の開閉, BE/BTB弁切換, FR広W 自

動, ELD手動投入操作を行なってぃる。タービン系統では,ターピン起

動から,起動完了までEHガバナ制御装置を介して,自動昇速およ

び弁切換を行なって仇る。その他補機の起動,停止,弁の開・閉忙

ヌJしチャート手イスづレイ装置によりオペレーションガイドをして仏る。

(2)九州電力伊櫛川内発電所1号機向け 350-30F

本システムにおいては,ポイラ系統では,ポイラ水ちょう 0張)より A

BNC 自動投入に至るまで,タービン系統では,海水系統の確立より

APCガバナ圧ブJ制御まで,停止時は負荷減少よりづラント補機停止ま

での全操作を剖'算機を中心に,アナ0づ制御装置およびシーケンス制御

奘置と一体となり,大幅な自動化を計っている。また本システムでは

ポイラ補機, APC,バーナコントロール,タービン補機,タービン制御系統に

分割されており, FCB後の緊急再起動が司能であり, BT協調の

起動停止スケジュール計姉の機能をもっている。

(3)住共共同発電(株)壬生川発電所1号機向け 3505F

本システムはタービン自動起動奘置として,ターeンの起動準備より

男・速,併入,勧期負荷,弁切換,ガバナ負荷までを所定のシーケンスに

従って,サづルーづを介さないで直接,主そく(塞)止弁子弁, DACA

しゃ断弁,ガパナ弁を操作して,自動的に起動制御している。

2.5 火力発電所の計算機制御

PWR型原子力発電づラントはいよいよ国産化の時代を迎えつつぁ

る。この中にあって,副・算機はいち早く国産化の検討がなされ,日

本で最初のPWR型づラントである関西電力美浜発電所のPCCS の

経験等を経て,このたびPWR型づラントPCCSの国産第1号機とし

てMELCOM350-30F が,昭和48年5月に関西電力高浜1号機に

納入された。つづいて同2号機,九州電力玄海1号機が間近に出荷

される予定であり,現在工場での調整が順調に進んでいる。ととで

は,これらのづラントに遵入された PCCS の特徴を紹介する。

(1)計鉾機の役割

PWR型づラントにおける計算機の主たる役割は原子力蒸気発生設

備の運転において,運転員に適切な情報を提供し運転状態を正しく

判断させるとともに,異常状態を早く運転員に知らせ正しい処置を

とらせることにある。

(2)ハードウ1アの特徴

工業用計算機として中形ないし大形に属するMELCOM350-30F

を採用し,蒸気発生器の数により異なる2~4ルーづづラントのいずれ

に、はん(汎)用性のある標準化したシステ△構成にしてぃろ。

(3)ソフトウエアの特徴

(a) CMS (連続モニタリンづシステム)

データ処理の基本をなナもので,主としてアセンづラて・書かれてφる。

5

原子力発電所の計算機制御2.6
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穴埋め方式にとり各入力点の処理方法につぃて必要事項を所定のフ

オマットで記入するこ巴により,記入内容に従って各入力点のデータ

収集,警報監視を行なう。

(b) NSSS アナ竹ーシ.ン

原子炉保護装置の監視,原子炉蒸気発生設備の監視,炉内熱電対

手ータの解析,炉内核計装データの解析等原子力づラント特有のアづりケ

ーシ.ンづ0グラムで,その大部分が拡張形フォートラン言語(CONFORM

Ⅳ)で書かれてぃる。

( C ) 負荷追従計算

ほう酸濃度計算,千セノン濃度追従および予測,反応度解析,ほら

酸濃度調節予測,等負荷変動の制御に必要な情報を提供するもので

(b)と伺様火部分がCONFORMⅣで書かれてぃる。

三菱電機技報. V01.48. NO.1・】974

当社は,国鉄貨物輪送近代化計画に沿い,長期大形づ0づエクトと

して,貨車操車場の自動化を進めてきたが,すでに,か動中の郡山,

高崎に引続き,現在塩浜,武蔵野がそれぞれ現地試験調整の段階に

あり,またすでに北上の受注が内定,システム設計が開始されている。

塩浜操車場(取扱規模1,800両畑)は,川崎,鶴見臨海部に位置

し,この地区の専用線着発車をま巴めて直行輸送を育成する基地と

して,また臨海部駅扱貨物の集約基地としての使命をもっている。

このため新しい湾岸ルートの建設とともに,周辺操車場,貨物駅の

廃止,縮小等の合理化がはかられ,同時に自動化による省力化が目

指されている。自動化の範囲は,分解作業における転送貨車の速度

御Ⅱ卸巴仕訳制御であるが,高崎の互ウティユニ,トの適用に代って,リ

ニアモータの適用による速度制御方式が,はじめて本格遵入されてお

り,その成果が注目される。

本システムには,速度制御および仕分制御用計井機として, MEL

COM 350-5F の二重系が採用され,昭和49年の開業をめざして

現地試験が進められている。

武蔵野操車場(取扱規模4,400両/田は,首都圏における貨物輸

2.7 貨車操車場自動化システム(YAC)

送体系の改善を目的として,貨物輪送幹線として新設された武蔵野

線上(吉川一三郷間)に位置し,将来の地域問急行輸送の各幹線相

互問のネヅトワーク基地として,また田端,新小岩,土浦の各操車場

機能を統合し,総武,常盤地区の貨車操配基地として建設中の大形

操車場である。従来操車場の自動化は,構内作業のらち分解作業忙

おける転送貨車の速度制御と仕訳制御を中心巴して進められてきた

が,武蔵野操車場では,省力化を含む大幅な生産性向上と作業環境

の改善をはかり,今後の貨物輸送の装置産業化とシステムチェンづを促

進することを意図して,自動化の範囲をさらに拡大し,パートネヅトワ

ーク手法を適用した構内情報処理を基盤として,列車到着から列車

出発にいたる構内全域の進路制御の自動化,キャラクタディスづレイ適用

の高性能マンマシンシステ△に基づく作業計画の作成,指示伝達,貨車

情報の自動追跡,貨報統計処理等の自動化,さらに高能率化ハンづ

をねらいとした,押上機関車速度制御,転送貨車時隔制御を内蔵す

る,4段りターダT紅get shooting 方式の貨車制御部門の自動化等

を含む,いわば操車場自動化のトータルシステムを目ざしている。

本bステムには,制御用計算機としてMELCOM 350-30の二重系,

情報処理用計算機としてMELCOM 7500の二重系がそれぞれ採用

されており,昭和四年の開業を目ぎして現地試験が進行中である。

北上操車場(取扱規模2,000両畑)は,盛岡地区における主要操

車場として,周辺貨物駅を統廃合して建設される(束北新幹線建設

のため貨物駅用地転用が契機となった)もので,武蔵野に続く二番

目の,しかも既設操車場適用が最初のモデルケースとなる総合自動化

操車場である。その特徴としては,北上が1降雪寒冷地にあるため,

分解作業における速度捌御方式としてりニアモータを採用し,積雪凍

結防止策を講じているととが挙げられる。

本システ△には,武蔵野の場合と同様,制御用計卸機として MEL

COM 350-30 の二重系,情報処理用として MELCOM 7500 の

重系がそれぞれ採用されており,開業は,分解作業における速度制

御および仕訳制御のみ昭和50年,総合自動化システム巴しての本格

か動は昭和51年の予定である。
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交通
羅 Tra仟ic and Tra

日本経済の躍進によるおう(旺)盛な需要に支えられ,受注・生産とも大幅な延びを示した0

電気鉄道部門ではチョヅ{電車用として,回路が簡単で,しかも高速より回生づレーキがかけられる新しいAVFチョ,,パ装置を開発する一方,ム
害防止,経済性の点、から近時その必要性が叫ばれてぃる中容量の新交通システムとして,三菱重工業(株)と共に三菱軌迦バスを研九開'してきた
が,昭和娼年三菱重工業休杓三原製作所に試験線が完成し,性能の確認とよりよきシステムを指向しての研九'試験が力強く行われている0
また,編成電車の総合試験装置が帝都高速度交通営団綾瀬車両基地に納入され,その偉力を発揮しているが,給和49平にはコンビュータが追設
されることになっており,本格的試験装置としてその真価が発揮される、のと期待されている0

超高速鉄道の試験線,国鉄全国新幹線網の建設,地下鉄の新設,そして車両冷房の・一般化などの諸計画が谷ユーザで具体的に進められており,
これに対処しいっそうの技術開発が進められている。

昇降機部門ではよりいっそうの飛躍のため,当社稲沢製作所の工場増設を行う・一方,昇降機研窕部を発足させた0
技術的には新宿住友ビル向け世界最高速エレベータ(5如m/min)の研究が結実し,製作・据付中であり,また70'F代を象徴する新群管理方式と
して,発表以来大きな反縛を呼ノVだ「OSシステムフ00」が三菱本館ピルでか(稼)動し,その高哲消Eが実証された0

他方,流動的装飾性をとり入れたデパ_ト.レジャービル用の展望用 1レペータ,そして交1乢婦述捌御をとりいれた規格形 1レベータはそれぞれその真
価を発揮L,多数納入された。また高揚程1スカレータが新たに開発された。

船用電機品辻してはタンカなどさらに大形化が続く一方,カーフェリや特殊作業船の建造もさかんであるが,これ忙ヌ打心し,機関1'の内動化,石
油掘削リづ用サイリスタレオナード装置, CRTカラーディスづレイを使った新しい推進づラント盟t視システムなどの開発か逃められた0
電裴品部門のらち自動車用としては標準化.合理化・小形化を原価改善ほかのために〒」仰剣内に推進するとともに,低厶冒化'安王化のための
機器も量産の糸口が得られた。また,航空機用として燃料系・操縦系とも新規需要にヌ打古するため数機種を嗣発した、

Tra仟ic and Transport

■ 運 1般

1.1 超高速鉄道の基礎開発

無公筈で大量輪送の特長を発揮する超高速鉄道システムとしては,

地上一次式りニアモータ推進と,超電遵磁気浮上との組合せによる方

式が突現性の高いシステ△と老えられており,当社は運輸省たらびに

岡鉄のビ指導のもと忙技術開発に取り組んでいる。

浮上方式忙ついては,昭羽147年度に続き,昭和48年庶には特に

互ンeンづ特性を中心にした理論解析とモ手ル実験とを実施した。その

結果,軌道側遵体によるダンeングは,高速では負になることが明ら

かにされたが,車上に適当なダンパを設けて実用上1,)な安定度を

得ることができる。

1,電気鉄道

挑進力式では,従来のりニアインダクションモータ(LIM)と並行してり

ニアシンクロナスモータ(LSM)の理論解析を進めるとともに,サイクロコン

バータ電源,検出.1例御力式にっ込ても総合的な検討を行ない, LSM

の特性を明らか忙L,突邪システム設計の基礎を固めた。

推進制御の而では,さきに磁気浮上走行試験装置(MLI00りニア

モータカー)用として製作した制御装置にミニコンビュータ MELCOM70

を付加したLIM制御試験奘羅を製作し鉄述技術研究所に納入し

た。

各種コンボーネントのうちでも,やはり超電遵電磁石装置鬨係が最も

重要な革新技術であり,当社では高性能クライオスタヅトの開発を積極

的に進めてぃる。開発の中心は,安定な超電導コイルそのもののほか

{C,極低温部への熱流入が小さく,コイルに発生する電磁力(浮上力,

案内力または推進力)を効果的に取り出すための断熱支持方式にあ

る。当社で開発したCS1方式は,高信頼度・高性能を発揮する、の

で,現在,これを用いて開発した実用クライオスタ,,ト PCM-A-250 が

各種試験にすぐれた特性を実証しつつぁる。

また,昭和娼年度運輸省有朋力金により,さらに高性能で軽量な

クライオスタ汁の開発を進めて仏る。とれは,新しい断熱方法を採用

した HCM-A-450と,従来の完全安定化の考え方から脱却して本

質的安定化の考えに立っ電流密度の火幅な向上をねらった HCM-

B-250であり,いずれも近く性能試験にはいる。

線材は,当社で開発したファインマルチツィスト線を用いているが,こ

れにっいては材料編を参照されたい。これらクライオスタ,り卜の付属品

として,芯脱式バワーリード(80OA,装置時抵抗0.4μΩ),熱式永久

電流スィッチ(20kG,1,00OA以上)の開発にも成功している。

超電辿マづネ,,トを極低温に保っための液化冷凍関係にっ仏ても,

一菟"

図 1,超電遵磁気浮上動特性試験装置
Testing unit for dynamic characteristics of
Superconducting magnetic leⅥtation
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当社で吐,従来の経験と技術忙基づいて軽量・高信頼性の車載冷却

システムの朋発忙取り組んでいる

こ九らの関速分野の技術の巡少と突禎を小オ.して、"寺速 5(川km

をΠ指す国鉄の弾广一次実験線',111111を災現するため.今村・の;公力をあ

げて開発に取り紲ノVでぃる

最高速度 250km小を想定して,6両編成の961形試作電卓が完

成した。この車両は国鉄において今後本格的性能試験が行われるこ

巴になっていろ。

当社はとの試作電車の主要機器の設計を担当し,また機器納入忙

先だち,国鉄の協力を得て主電動機8台,主変圧器・主整流装置.

づレーキチョ'ワパ制御装置各 1台,主平滑りアクトル 6 台,主抵抗器.断

流器箱・転換器箱各2台をそれぞれ使用し,工場総合組合せ試験を

行ない,力行特性・電気づレー牛特性の初期の性能確認を行った。

設計・製作を担当した電機品中技術的に注目すべきものにっいて

述べれぱつぎのとおりである。

(1) RS920形主整流装置

沸騰冷却方式を採用したもので 1.10節忙て記述する。

(2) MT920形主電動機

全面的にボリイミドフィルムを採用し,スくースファクタ・熱伝導の向上を

図ったもので,小形軽量の自己通風形として 275kW と最大容量の

主電動機である。

(3)づレーキ装置

電気指令式でつぎのような1!i長を有してぃる

(a)粘着曲線を近似してづレーキカを制御し,*ル街範囲を有効k

利用して減速度を大きくとっている。

(b)乗客数に応じた応荷重制御を誘導電圧調整器を用込て電気

的に行なって仏る。

(C)バーニアチョ,パ式電気づレーキカの不足分を空気づレーキで補な

う電空演算制御を行なっている。

(d)自動定点停止制御が可能なづレーキ方式忙なってぃる。

(4) FK921B形, FK923形電動送風機

速心軸流形で発生騒音は約80Aホンと従来の、の忙比し低くぉ

さえられて仏る。

1.2 新幹線試作電車

交通営団千代田線忙おいて現車試験を行ない,所期以上の好成績が

得られ,現在,量産90セット製作巾で,5 ち 4セ,,ト壯出倚した木

ンスγ厶は,'歩進んたもので中,り.チ四バの'共川化は第 2段階K仕

いったと園えよう

このチョ,バ電卓κ使川の駆動裴置は,垂喧つりアーム形ギ卞ケース

つり装置の開発・ギャカナJンづ歯車の改良によって,従来の同クラス

の駆動装置と比較して全幅を約10%短縮した新形式WNである 0

また暖房器として,反射板の着脱操作をワンヌ,チ化した床面取付反

射式を開発し納入した。

一方, DC 750V第三軌条方式にっいても,大阪市交通局20系

試作電車用としてチョ,ヅ{制御装置1台を納入,3月から9月にかけ

ての一連の現車試験に所期の性能を発揮し,現在試運転中である。

との装置は,2,50OV 逆導通サイリスタの適用と結合りアクトル式チョ,

パの採用忙よってコンパクト化が図られ, 18m 車へのぎ装を可能忙

している。

また,輸出用として DC 3,00OV 架線方式にっいても,スくイン国

鉄向け電車用として回生づレー牛付チョ,パ装置を 2セット受注し,現

在製作中である。 3,00OV チ,.,パは,世界初のものである。当社は,

これら 750V,1、50OV および 3,00OV のチョ.,バにっいてシリ_ズ化

を図っている。

1.3 チョッパ制御電車

チョ・,パ制御電車が初めて営業運転を開始してからすでに約3年に

なる。この運転実績は,きわめて良好で,車両経常費・電力費の大

幅な節減をみ,所期成果を十分に発揮している。そこで,帝都高速

度交通営団8号線投入車両用として,この貴重な実績を基にチ.'ヅ{

制御の特長をさらに発揮させ,機器容積を増すととなく性能を向上

させる新しい制御システムを開発した。このシステムは, AVF (Auto・

matic variable Field)チ,.,パと称し,その噛長は次のとおりであ

る。

(1)高速回生能力が増大する。

(2)界磁制御が自動的忙行なわれるので,従来のような界磁制

御用機器(スィッチ・分路抵抗・誘導分流器)が不要になり,回路が

簡素化される。

(3)完全な連続制御であるので,簡素で安定な制御系が使用で

きる。すなわち,自動運転に適し,回生制御が安定化される。

この AVFチョヅ{制御製置は,3月から5月にかけて帝都高速度

従来のマスコン扱いによる抑速電気づレーキでは,急、こ 5配線区で

使用する場合、こう配・乗客数・車輪径などの条件により,ノ',チ選

択を行なってバランス速度をえていたが,運転操作の簡易化,保安度

の向上を目ざした新方式の奘置を新たに設計,神戸電鉄向けとして

納入した。この装置は直巻電動機の界磁巻線に電動発電機より強制

的に電流を加え,界磁率を変化させる玉ので,直巻電動機でありな

がら複巻電動機の特性をもたせ,定速度を保つよ5にしたものであ

る。

主要諸元をつぎに示す。

編成 MIC M9 MI M2C

車重 33 t

キ電動機 75kwX8 歯車比=707

定速指令速度 52,47,42, 37,32 km h

定速精度 土 lkm/h

気自動車

1.4 定速抑速運転つき電車

1.通産省工業技術院フロジェクト電気自動車

通産省工業技術院の大形づ0ジェクトとして「インバータ制御誘導電動

機方式の研究開発」,「都市路線電気パス用電動機巴制御装置の研究

開発」を,それぞれ委託および再委託を受けて研究を行なってぃる

が,昭和48年度にはつぎの試作を行ない,成果につ仇てワーキングづ

ルーづの評価を受けた。

(1)三相かビ形誘導電動機と高周波バルス幅変調式VVVF形イ

ンバータ制御装置

(2)界磁制御用巻線付直流直巻電動機と定周波数パjしス幅制御.

自動弱界磁制御,回生づレーキ付きチョ.ヅ{制御装置

(3)ホイー1レ内部組込み誘導電動機と差動制御インパータ制御装置

2.神戸市交通局納め電気バス

神戸市内路線用電気パスの電機易を納入した、これの特長はっぎ

のとおりである。

1.5
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(1)加速一回生制動の切換えは無接点で行う。

(2)加速ぺダルで加速力巴バランス速度の両方が加減できる。

B)過速度になれぱ自動的に回生制動が作用する。

(4)主電動機の使用が過酷になれぱ警報する。

また,次の評価を得ており,毎日長時問営業運転忙供されている.

(a)なめらかな加速・減速が得られており,回生制駒北の切り

変わりも早いので,運転が容易である。

(1〕)加速弌ダルの扱仇に加速力はすみやかに追従するので、運

転感覚が良好である。

(0)回生御何仂は,約 4kmルの・低速主で有効であるので,回生

効果は十分である。

(d)後進では,低い速度で自動的忙加速力が絞られてM速が艸

さえられるので,運転が安全である。

新笥打打交通システムの一環としてのCVS は,機械振興協会のづ0づ

エクトとして,関係各メーカの協力により技術朋発が進められており,

当社は娼午度に,電算機忙よる完全自動運恢車用車上機器および

実験用機器を開発し,東洋工業休幻および三斐白動ホエ業休櫛に納

入した。現在,東村山実験軌道で各種の走行実験が行われている。

当社が開発した車鐵用の機器は標洪奘備品のほかに、,十数郁類に

及ぶ走行実験用の特殊装備品がある。これらの機器は,地上の電算

機の指令によって車上負荷を制御するが,とれに必要な惰報鼠は送

受信と込 30ビヅト,車上負荷は30師類,中上センサは 35郁類K及ん

でおり,設計上,特に留意した特長は次の諸.'烹である'

(1)環境・ノイズ対策

温度,振動等の悪環境下にあって経済的な設計を行うためK,消

費電力の節約,効果的な防振織冶,誘導性負荷電流開閉時のノイズ

に対するメモリその他の誤動作防止,適切な信牙線の利用,各種の

同路絶緑等でノイズの湿入を防止するとともに,ノイズマーづンの高い

回路方式を採用した。

(2)安全性ヌ、j策

重要回路は二重配線とし,信号回路のコネクタはラインドライバレシー

バによる差動回路で信号交信を行ない,バイアス回路を付加してフェ

イルセーフの交信を硴{呆した。また,づりント板コネクタはし・ H 駆動方

式の巧みな級合せによりフェイルセーフを1苗成するとと、に,リー戸ル

等の接.'無て、悟号の受渡しをするもの忙ついてはマイナルーづで指令

応答の一致検定を行なφ,故障報告を敏速化した。その他,負荷

回路について、負荷応答の確認,負荷の断線検出等により,十分な

安全対策をとっている。

(3)高信頼性の確保

実装状態に対して十分にマージンのある温度・振動試験,振動状態

での機能・衝撃・耐久試験を実施して,小形車両に積赦とい5過酷

4'ト」'、＼

1.6 CVS実験車用電機品

な条件下での高信頼性を確保している。

大気汚染公害,そして都市内交通の渋沸などの白動市交通のひず

み刈応策として,新交通システムの必要性が世界的忙論ぜられている

が,当社はこのような社会的二ーズに答え,巾容量の新交通システム

として,三菱重工業ψわと共同で,数年前より三菱畝道バス(MAT)

を開発Lてきたが,昭和48午に三菱重工業守幼三原製作所の・一偶

忙木格的試験線を建設し,性能の確認そして今後のよりよきシステム

開発への指向のため,現在積極的に各種試験を実施中である。

試験線の規模は,車両粗互の衝突防止と複数市両の同時制御むど

を老え,ホ両としては 2両(内 1両はシャシ市)とし,また線路長

仕分岐点制御.複数曲魯お彩径路線、こう配路線の走行などを考え,

最小隈度の距雛として 710m 巴している'

"易告として仕,車両はゴムタイヤ走行怜の中問案内ガイド式とし,

卵動系は AC 三相のバワーレールにより集電L,サイリスタの位栩術Ⅲ卸

により商流モータの電ル制御を行う方式として込る。釧御方式は可

能な限り地上より制御する方式を採用しているが,ーカ1重々の走行

条件が設定でき,測定、容易にでき,かつ市両を走行させなくと、

コンぜユータ上て、市両走行をシミュレートできるようにするなど,試験線

特有の配慮、行っている。伝送路は車両が完全無ノ＼化をねらってい

るため,市両・地上問に通話・符号情祁と多数の交信情報を必要と

し,かつ縁送路が誘遵を拾い易い布設環境であることなどを考え,

↑占嬢量が多数とれ,誘遵陣害に強仇j超音波帯域を使用,、る漏えい

(波)同市111ケーづルを全線に布設している。

三菱軌道バス(MAT)の開癸1.フ

七

一轟.*ー

毛ξ'、^〕.ーノノノ、」、'、

〆....一■^'
"ノブシイ'、、、,ゴノー<一,.,り八、.ー
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1.スベイン国鉄向け直流電気機関車

スペイン岡鉄より, DC 3,00OV,3,10okw dX直流逃気機関小:d2 両

を現地メーカ巴共同受注し,鋭意製作小であったが,とのほど,竺1

社製雁気品の出荷を完了した。この機関車は運転整備重量88t,軸

配羅B-B,最高運転速度 140km小(38両)および 1601口n/h (4而D

の1台車1電動機式,歯車比切換方式である。

2.オーストラリア NSVV PTC 納め DEL 用電機品

当社で仕 2,20OHP のづラシレス交i充発電機/整所i器土勺手イーゼル 1に

気機関車の確気式動力伝逹装羅および制御奘置などの地気機器を製

作・納入し,現在好河知C営業運転「ギである、

'「

、、、

輸出用電気機関車1.8

図 2.トラクションモータ
Traction motor for

CVS

A 交通・運榔

、

図3
General

CVS

、.
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図 5.ラ!イーゼ1レ電気機関車用 1.50okvAづラシレス交流発電機
1,50o kvA bTushless AC 'generator for DEL

との DEL用電機品はわが国で設計'・製作された最大出力規模の

もので,交流発電機/整流器式動力伝達方式を採用し,主発電機は

づラシレス化している。従って最近の機関車の出力増大傾向に対して

も,また無保守化傾向に対しても満足させることができる。

国鉄向け電車用主変圧器は,従来, PCB絶縁油を使用してきた

が,公害対策上からこれをシリコーン絶縁油に切り換える方剣'が出さ

れた。しかし,このシリコーン油は,電気絶緑用としての実績が抵と

んどないので,量産品への適用に先立ち,技術課題としてシリコーン

化主変圧器の試作巴,その現車積載試験および各種基礎実験が計画

され,当社がその原設計および製作を担当した。

試作変圧器の対象機種は,現新幹線用TM200形,および在来線

交直電車用の標準であるTMN形主変圧器が選ばれたそれぞナ

の TM20IX 形, TM922 形試作主変圧器の概略仕様を表 1.忙木

す。

これらは,いずれも 1~3月より現車に積載して課電試験中で,

TM20IX については8月末にいったん現車より取りはずして各種

詐細調杏を行なうたうぇ,再び実車試験を継続することになってい

る。

量産形シリコーン油入主変圧器TM201, TM20形については,上

記技術課題で得られた資料をもとにして原設計を当社が担当,現在,

製作中であるが,いずれもシリコーン油の特性を考慮した,十分な信

頼度を有する設計を行なってある。

する沸騰冷却方式は,すでに数年前から注目されていたが,最近の

素子の大容量化の実現, PCB公害問題などとあいまって急速に実

用化されるに至った。との整流器は,新幹線試作電車用として製作

・納入され運転中である。

沸騰冷却の形式は,全素子を 1個のタンクに封入し,冷媒のフ0ン

R-113 のづール沸騰によって冷却する方法を採用している。冷媒の

循環には,重力を利用した自然循環を用いているので,凝縮器の強

性空冷用ファンを除いて可動部分がなく,信頼性の高い熱輸送システ

ムが実現されて、る整流解の土な仕様は次のとおりである

RS920形形式

2.440 kw定格

1,40O V定格直流電圧

定格直流電流 1,740A連統,3.160A 8分

50/60 HZ定格周波数

単相混合づり.ワジカスケード接続回路方式

FD 160O A-50 形(2,50OV I,60O A)主ダイオード

主ダイオード構成 ISX2PX2AX5ユニ,りト

FT I00OA-50 形(2、50OV I,00O A)主サイリスタ

主サイリスタ構成 ISX2PX2AX5ユニ,ワト

70ン沸騰冷却冷却方式

1.9 車両用主変圧器

従来の風冷・油冷方式と比較してはるか忙すぐれた冷却特性を有

表 1. TM201×、 TM922形主変圧器仕様

SPピCification of type TM 201×, TM 922 main
trans{ormers

1.10 車両用主整流装置

形 名

定椛容借

電圧

置流

式

m相,外鉄形,送油風冷式,

無圧密對式,ゴ'ムベローコソ

サベータ使用, d!リ丁ミド絶

縁物使用

図 6. RS兜0形沸騰冷却式主整流装置
Type RS920 main thyristor rectifier by boiling cooling

TM ?0I X

kvA

V

A

周波数 HZ

絶

1.電発電機

通勤車両への冷房の普及で,75kvA,120kvA,160kvA と人容

量機を多数製作・納入したこれらは電動機側を複巻界磁式に,発

電機側を円筒形回転界磁式にそれぞれしており,かつ騒音対策とし

て,カータ係数を小さくし磁気音を下げ,不等ピヅチワアンを採用し,

かつファン背面の空げきを広くしてファン音を下げるようにしてい

る。

また,一般電源用としてスヘイン国鉄納めノメ,,クス・力づトンを基材

にした 3,00OV 用 30kvA を開発した。

2.空調装置

国鉄通勤電車用冷房装置 AU75BM 形ユニ.,トクーつ,ならびに全

国新幹線試作電車用冷房装置 AU94M 形ユニ.,トクーラを納入した。

AU75BM形ユニヅトクーラは,昭和妬年に納入以来通勤電車の冷

房に大きな役割を果してきた AU75M形を更に改良したもので,

づラ.りトホームにおける騒音低減を計るため約 8ホン騒音を下げ,また

車両火災を防ぐため使用材料の難燃化を強化した。 AU94M形は,

車両の両端天井上にとう(搭)載する 1車両当り2台の集中形で,そ

の 1台の冷房能力は,在来幹線用の 5 台分忙相当する 22,50okcavh

であるが,コンバクト化・軽量化に特に努力し,重量において V2 と

いう大幅な軽減が達成された。また AU75BM 形と同様6極電動

送風機の採用忙よる車外騒音の低減ならびに難燃性・不燃性材料使

一吹

1 650

?5.000

66

総重量 k宮

緑

1.11 電動発電機および空調装置

油

1.500

2'261

663

99

単相,外鉄形,送油風冷式,

無圧密封式,金属ゴムベロー

コンサベータ使用,クラフ

糖縁紙使用

一ι欠
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646

TM 922

シリコーソ州1
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60

一玖
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二次
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用による火災対策を実施している。

1.12 試験装置

1.電車総合試験装置

国鉄火井工場.小倉三1_リ昜K納入した総合試験共羅は,吹田、上場向

けとして岡和"年,'15午に明発された試験裴置を発展させたるの

で,確車の出場,倹査になくてはならない亀のとなりつつぁる。

帝者舶i速度交通営団に納人Lたものは.6000形ヲヨ,バ蒄坤を稔

合的に試験する洛ので,取りあえずは丁唖刈柴作除により那動し,コ

ンピュータおよび1司刷辺生獣置は昭利卜19午に納人するこ上になっている,

との特長を挙げると次の上おりである。

(a)」亘_1二のほとノV どの全機器が試験できる。

(b)工場出場検謹のほかに IJ・1検介にも別いbれる。

(C) 10 仙j11哘成の全水両を列Ⅲ編成状態のま立で,マクロ'ヨク

日なU心mから1河時に試験することができる,

(d) M'測のインタフェースに導川の1則郷奘胤か川愆されてナゞり,多

様八多重'汁i則が可能である、

(ψ磁気(コネクタ・ 1了力づラ類は,操打汁止・女全竹.に俊れ,取1'1

容易で硫火な動作が保証されて加る,

([)芥機器はメインテ丁ンスフリーであるぱかり(心く,機際"休の

セルフJiりクも、河能たようにぷ1'11 されている、

(g)コンじユータのバヅファッづシステムとして丁'山}県作噐1をイjし、ぐい

る。

2. ATC試験装置

廷桧失総武線の東京地下駅乗人れに作い,1司線の快速および1,7急,確

小に ATC 裴胤(内動列_小制鶴逃都榔が股備された,この ATC裴

剖の機能を"動的に試験するために試験奘靴が国鉄幕張雅小武に

納人さ九,試験業防の能率向1.に貞献している。この1"長・試験項

nはつぎのとおりである。

(D 特長

(司 ATC 奘揺Nネ唯上作姿のま主試験される,

(、)試導鉦佐備がきわめて僻j単である。(最人隈 2水のケーづルを

接統ナるだけでよい)

(C)試験条件は,すべてディづタル鼠として設定される。

(d)試験条件にヌJする ATC 奘置の重が乍拙力は,ディづタル亀と

して倹出される。

(e)試験所要時問が加い、('刎乍検査時#ル分' 1寺性検査畊

約5分)

(「)試験は 2人 1判1で行なわれる'(中.」_二に試験員 lt,奘羅

の操作員 1名)

(2)試験項目

動作試験項月

(a) ATC動作試験

化)車内偏号表示試験(一剤羽視磁籍忍含む→

(C)速疫針指示試験(一都習悦硫認念む)

噛性試験項凧

(a)受信器試験

(b)故障検出試験

(C)照査特性試験

(d)車内信号表示試験(動作試験に同じ)

(e)速度計指示試験価川乍試験忙岡じ)
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1.13 その他機器

1.列車ダイヤ自動記録装置

国鉄の東京鉄道指令室に納めた武蔵野線列Ⅲダイヤ白動記録裴置

は,従来の比校的列那密度の小さい線区に納めた問接式記録方式の

技術を一歩進めた高密度線区用の奘置で,つぎの 4リ長をもってい

る。

(1)複線記録の拡充

(2)高密度ダイヤに対応した分停前E力の向上

(a)問接記録時衆を一層小さくする

(b)一記録点の幅を小さくする

(0)紙送り速度を従来の2倍とする

なお現在は,これまでの奘置の欠点である階段状の記録を直線書

きの記録主すべく,直線記録機俄についても奇野モ中である。

2'定期券発行装置

新設の国鉄武蔵野線用として納人した装置は,つぎのような改良

を行ない,操作性・保守性の一層の向上を計った。

(1)操作盤, E川削部,シールエンコード部およびカセヅト磁気テーづ部

をーつのきょう(筐)体に収容し小形にした。

(2)発券時問を短拡した。

(3)機器の紲,造をユニ,ト化した。

(4)はん用機器(固定へヅド磁気ディスク,カセ,"磁気テーづなど)

を使用した。

図 8. ATC試験装置操作架

Operation 11nit of ATc test equipment

6,交通・運搬
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なお,武蔵野線納めと同じタイづの裴置を,昭和娼イド9月には帝

都高速度交通営団中野抜上馴と国会議'"堂前駅に納入したが,この

高速・高性能工しべータとして従来からご好評を得てぃる DMR方

式も森永づラザ向け分速210m.揣浜戈卿館向け分速210m.大阪

国際ビ1レ向け分速240m,人阪大林ピ1レ向け分速 240nl(ダづルブヅキ

エレベータ)笂,多数を納入した。との DMR 方式の良さを受け紕き

ながら,新しく時代のすう勢にマッチした方式として1捌発小であっ

た TFH 方':しべータを新銜イ11友 e1レ(分速凡10 川),シンガボー1し DBS

ピjレ(分速妬om)に納人し,銃点1訓村'小である,

TFH 式速度制i卸ノj式は,制御祉置に人幅にりコ・1C をとり入れ

完全静止化しナとれじ,により,'r導体斗{ f数を少なく擶成でき,

信頼度の向 1二,消費電ノJの低減が"1能とたった。

また,制御同路の設nl'に"'1つては,シミュレーション" WI,'し小1礼

1虫自の BACS (Block DiH父ran1 <nHI0題0〔1S coml)ilcr sy、tcln)づ0

グラムを用いて高精度のチイジタルシミュレーションを行い,系を最適化し

てあるので,運転能率の向上と乗心地の改辨を1"川1に突見できた

超高速エレベータでは1川松機が必然的に人きくなるが,前述の制御

系に最適なマシンシリーズを標淮化Lた。図 9.の巻上機は帰竹洲、1÷友ピ

ル忙納入した分速540m 用のものである。

羽竹測主友白レ向けには更に超高速エレベータ用として新しく俳・1発し

え:ガバナ,非常1上,糸冬端嗣F常減速裴践,長大ストロークパ.ワファ(ストローク

2βoomm),才'よびかご位豊を正1流に検出して高精度の減速パターン

を発ノkする DMSH方式セレクタ等を採用した。また,長い急行ゾー

ンで万一故障した時の乗客の不安を極力小さくするため,高速白動

ドッキンづ装圖を開発・採用した。とれにより故1箪時ただち忙隣接弓

織を高速で呼び寄せ,かつ自動的に位置合せすることが可能となり,

救出運転の所要時問を従来の低速ドッキンづに比較して約V5程度に

減少できる。

その他レールの真直度,ローラガイドシュー,かビ室構造,走行音対策

等忙亀入念な設副'・製作・据付を行い,世界最高速の分速540m と

言う超高速でありながら,かビ内の乗心地は従来の分速30om級の

ものと変わらぬ性能が期待できる。

2.1 高速エレベータ

2.昇

装置では,制御機1台で窓口機を9台制御する

降 機

エレペ.71、が人央化し, 1古i速化しつつある 11i場の変化に1、11心;りるた

めk1川発されメダイヤグ什方式エレペッ1、は.安釡"と伶劇!判y)強化.

運転枇能の改i甲, 1j',1付,1."在傑、'fの飾易化,経済的価価の向 kなどj'

木!'内な川1題を,址内iの雌 f1支術を1は染して/竹決し,リι作好';平衷にか

動小である

従メ(の 1レヘッ1、は,交流[拔または交流 B1艾迷疫」ゞJ、びrl:流"1変

1に111歯小:式を採川していたが,ダ fヤグフィドカ'式 1レペットは, 1ⅡⅡ域,il

窕電機により1剣Ⅱしたかご速度屯ルとパターン兆小1'.1訟より発小.・j、

るパターン竈11辻をlt帳し,その荒に1心;じてノj行または制動い少れか

のサイリスタを動竹1し, i戒迷小のみなら,リ川迷小制11 ルーづ術Ⅲ1Ⅲι'行

えるようにWil,艾されたψ1汁独1!」の迷股h}還ノj 式であり(1!1'h l"削{

小),単速度かご形,誘導値動機を"1変速捜砺Ⅲ卸するものである

このノj式の111'色および改良JI、1、は炊のごとくである

( 1) 1是来のス〒,づ状の力11減速才、よび N動・停.1に11!1のづレー十竹動

ショ.りクを除去してなめらかな釆心地を得るために,辿統迷皮パターン

忙沿って埋湛!的な加1減速を可能{C した11】}・遊捌側1,波速1井1始11!1・をス△

ーズにする UJ換制鋤小路(噛許出即中),起動・停止1{1をソフト忙す

る緩開放・緩着形直流電磁づレーキなど,全く羽iしい万式を採 j・"し

た

2.2 規格形エレベータ

(2)騒文・振動を低波するために,,、1,り",没 il'された電動機の採

jH,援触器の小形化および仙jⅡ佃数・動イノN"1数の細減, MGセ.り卜の

廃1上など芥種の基本設計を改轡した。

(3)着床精度を高め安定させるために,ノ斤f冽御1・制西加川i卸に

より膚床直前の速度を正確忙制御し,遍度・電圧・負荷'町の変動κ

刈しても安定するよ5 に配慮した。

(4)運転能率を高めるために,戸の閉動1乍に始まり,起動・加

速・全速・減速・着床・戸の開動作忙至る一連の運転動作をバランス

よく計両し,乗客に危険感を与えることなく,しかも釆心地良くま

とめた

(5)安全性巴信頼性を高めるため忙,高儒頼度のフラパック形サ

イリスタおよび十分実績のある半導休部品を適正な手イレーティングの下

に使用し,速度制御の中心部にはりニア1C を抓1"して部吊,側数の縮

減を"1'つた。さらに安全監視回路,保護・袖償装置等慎重入念な配

慮を払った。

(6)その他,建物設備費の軽減を考慮しかつ品質の安定を計る

ため,制御装置・重妾機器を工場で完全調整する工場づレゼ,ト化の

突施等,ユーザの要望している今後の蜆格形乗用エレベータとして最適

なものとした

^

ー、ー、ーーーーー

図 9.分速 5如m jⅡ巻 k憾

Traction machine for 540 m/1nin.
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昭和48{膨の展望1レベータの需要は,ラrパート・飲食店・レジャー関連

施設向け忙きわめてi門兆で,ψ1礼は交通機開としてのエレベータイメー

ジを大きく変えた形式としては,延築11,■Ⅲiの艦Y{部分をガラスで

おおうクリスタルエンクローズドタイづが大勢を1!iめ,オーづンタイづか 1ンク0

ーズドタイづかの選択にはそろそろ結論が出たようである。近時の傾

2.3 展望用エレベータ
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向仕,ユニークた外裴ゞ寸インど卿町の双力が重要視きh,11iに外奘照
明忙は人Πをリ1ぐ雄脳な力式が登場したことである,すむわち. こ

h lくν)外少刈御明11.色電井ミ'1.た U、水銀11の配列左基ホ上 1_た゛Jli'

また11 "私1' U小,川明く、'、りたが,タ十父令1永を!戦辨jとして光'上せる

"i凱照刑j"あるいは遊上}ミの自動JI、t滅・,1・1光といった"動照川」"が採

川され,アトラクティづな照捗]方式となったことが特徴である。とれら

のり'例として,天i荷屋デパート広島爪読杓め 2台(ハイライトで写ゞ↓参照)

松傑デパート納め 1台(福附市)・飯島第二白レ納め 1台(東京都)

Ⅱ叫Uコそごうデパート納め 2台(柏市)を挙げることができる。

犬満屋デパート広島店納め 1レベータは,六角形の光った水航'をテー

マとしたデザインで,屡望ガラスの上下から乳白牲例旨板4照珂部とし

て,水晶の輪郭部に半遵体柳Ⅱ卸の点滅電球138灯と,頂部と底部に

ストロポ電球各5灯を配し,八丁堀筋から人目を引くデザインとなって

いる。

松尾デパート納め 1レベータは,艦ツ{卸ガうスの、上下から 3分削に鞍

られた乳一樹脂板の照明部巴し,乳内樹鵬坂の鞍り部近辺忙丸形だ

いだい(儘)色レンズ24 側を象膿したものである。とのエレベータは,

ガラス村1・窓わく(忰)を則形にナるなど,全体として丸力り▲肌北な

つている。

飯島第二白レ納め 1レベータは,外奘底部忙4分割の絞られた乳山

樹垢板照川1卸を1寺ち,3原色けい光灯(めミ・ア1・業●芥4本の照度

をゾイマによって位1Πを・ヂ■ Lて変化させることでオーロー,の効果を

1Ⅱ 1一たイ,のであろ。

これ拓の 1レベ・、タ 11,/i引川力、ら外生煕伽男をつけるため,その川1る

さにうちかつ珂り叟を鵬すよう,!要y心俳およびケーづルの給遊対策,封.

1難路のi誠唆上X・,ガラスのミ,,詣獄、1策,照川1確jよの交換および消拓Hj

牙じ工の捌付,保'了に伐上ナる,汽社の唱UXむ技術1経験を邸使1 ての

そソ,,だもので,1〒岫で4/・,訓'を 1,.1}していろ。

2.4 超大形エレベータの完成

1、網1勝島第二介那向けとして,銃愆製作小であった超人形荷物j"

1レベータが,据付を完了して娼イ1:3ナ1突動K入った。このエレベータ

は介肺に到荊する槌荷を満戯した大形トラックを,そのまま各階床ま

で述び上げる、ので, 11オ執1人の定桜砧城品 30トンの記鉄吊,であ

る。

据付後かごわく・ガイドレ、ルイnの}'力i則定をはじめ,↑飛々の献験・

剥定をリV血したが,すべて所捌の計画通りの良好な結果が得られて

ラ

シ

おり,,b常に優秀な村二能・ N、質を右する超大形エレベータであるこき

がM認された。

悦在.倉庫山、卞没として好吊¥{にイ占躍を統けくいるか,こ●」レ

ベータのyι成を機に超人形エレベータのリ1介いがあいついでいる。すで

に受注を確定し工場で製作中のもの、あり,介後の発展が期待され

る。

^
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図 11.'1新1{形,11介足i納め 30 トン 1レベータ
3()10n {TじiH}]1 Clevalor ror Ta1ζara菖Umj 、vare]〕ouse

2.5 標準荷物用エレベータ

近午,介j'1〔, f場,11ι"ιセンタ左上'の,☆i層化がますますさかノVに

なってぃるが,とれに11乎1心して,荷勃"村 1しべータの私1饗が飛凱1的に

増人してぃる。この状勢忙こたえてヨ社では昭羽レ17年に,仕様の

標準化.説怜化をはかった標禅.倚物川 1レベータを,剛発して発表し

たか,非常な好'平をi'、}て臘'J§た付ψ4を統けている。

荷勃川11しべータは,運搬ヌ1象が芥1市変化にfNみ,イ上様の1票i4化が,

1ルベータの小でも最む仏桟4な隣神とされていた。,11岡にあたっては,

数年1川の火粕を統,汁的忙嗣査1分析を加1え,かとサイズは各定格敬

城姑ごとに人小2極類を川愆するなど,城1客の二ーズにあった 1レベ

ータとナるととに,意を注いだのが成功のj京1人1と込えよう。

標準機種は,定絡禎城量7501熔の小形からフ才ーグP卜の使用が

可能な定絡碩戯量3,00田熔の大形まで,定格速度は分速15m から

60m までを設定した。これにかごサイズの大小,ドア形式の鋤合わ

せで,合,汁301電類の壁"Nな、のとなっている。

2.6 0S システムフ00

昭羽レ18 郁311三美木鯨じルが完成し,当社の誇る最妖鋭全宿動

Ⅱ「管凱力式エレベータ 0Sシステ△7山がか動を併」始した。

OSシステムフ00 は,かビを時悩珀り1ご穿砥Ⅱ鞆に運行させると上により

1寺時問を短縮するととを主眼とする従来方式とは異なり,各乗場く

発生する牙単易呼の分Ⅲにj心じてかビを分散配車するととを基本とし

ており,現在と近い将来の交通状態{こヌ、1し,もっとも効牙紅恂なかご

の配鄭を行って,矛嚇羽客K最適なエレベータサーεスを提供する画期的

なエレベータ群管理システムである。

このシステムには,当社のエレベータ群y旨理分野における豊富な経験

と実裁チータ,および電子計罪機による}膨人な 1レベータトラフィ,"クシミ

ユレーションを郭使して,エレベータにおける最適サービスの極限を追求し

たソフトゥ1アを,静止化技術と耐業境信頼性技術を結染して完成し

たオール1C化専用づロセヅサに盛り込むという,他に例のな仏試みが

実現されている。
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どく1そ信頼性については IC 化エレくータの約6年におよぶ実績を

数次にわたる試作,試験をとおして十分確認されており,また,エ

レくータ群管理システムとしてのサーピス機能については,シミュレーション

はもとより,昭和48年7月に三菱本館ビルにおいて実施した,メ:

蜆模な交通実測から得たチータの驚異的好結果からも十分その成果

が確認されている。

一般にエレペータサービスは,利用客が乗場の呼ポタンを押してから,

かごが呼びに応答するまでに要する時間,すなわち最大待ち時間の

平均値が30秒以下で,との30秒以下の呼びが全呼び数の70%以

上を占めると良好なサーピスと言われるが,三菱本館白レの低層バン

クにおいては,全日を通じて,すべての時間帯における最大待ち時

間の平均値が十数秒という短いものであり,30砂以内で応答された

呼びの数は実に,全呼びの数の90%を上回った。

また,とれまで乗場で乗客がかビの到着を待ちながらいだきがち

な焦燥感についても,新規に採用した割当式ホールランタンが,前広に

かビの到着を予報するので大幅に軽減され,短縮された待ち時問と

1キに,"待たずに乗れるエレベーダ'の印象を強く利用客に与えるとと

に成功した。

とれらの実憤を背景として, OSシステムフ00 は今後ますます複雑

化する超高層白レ内交通の輪送機関として人いに活躍が期待されて

おり,現在新宿住友ピルでは世界最高速540m/min の第 6バンクを

含め 4力一3パンクが,また東京海上ビル 1古」け 6力一 1バンク,六阪IBNI

向け4力一1バンクが鋭意据付調整中である。その池,電気ビ1レ,三田

ピ1し向け等に,多数の OSシステムフ00 を製作中である。

する照明奘置を戒け,との九色をエレベータの打降に伴込変化するよ

うにして,かご内の乘客を幻想の中に浸してしまう企1河が突脱した

ことは,澗期的な 1レベータの意匠上仏えよう。(名古屋観光ホテル納

め)

さらに照明装置の傾向としては,あるものは図 13 にボされるよ

うに装飾性が強調されて扱われ,ときには逆に存在感を極力抑えて

配置されて,それぞれに計画された造形空間の構成に寄与してい

る。

そしてとれらの意匠の質的表現としては,乗場を主体に丹銅板・

銅板等の採用が国立ち,それらの地膚のまま,または硫化いぶし等

の衷面処理が施されて,効果的に荘重感が演出されたまた,丹銅

板の条体を装創舶りな織物としたウーづングリルが意匠パネ1レとして出現

し,みごとな豪華さを誇っている。(全国信用金庫会館納め)

このよう忙高度な加_L技術を要する意匠が多くなっているが,製

造技術の研さんにより,手際よくこ九を実現して好評を得た,

意匠部分は多様化がー'段と進屡しているが,その小にあって娼

箪度中にも幾つかの傾向がみられた。

そのーつは,裴飾性を排除して描成的に洗練された造形を巡求す

るものであり,合理.性を基盤にしたきびしい精度が要求さ九る。

他のーつは,ホテル等レジャーに関連した建物に設けられるエレベータ

忙数多く採用されはじめている華麗さ,または幻想的な表現を意図

するものである。これはステンレス鋼板の工.,チング模様に彩色するこ

とをはじめ,図 12 に示されるように意匠部分のバネルに多彩な幻

想絵画を描くことによって来客を魅了する手法が用いられる。

また,かご室に照明光色がにじ(虹)の各色に順次,連続的に変化

2.フエレベータの意匠

=、菱雷櫛'技報. V01.48. N0 1.1974

透明形エスカレータ 3機種すなわち高級形の"ステア1ースKSS 汗ず',

標準形の"KSA形",実用形の"1スペット ES形",以ヒの滑i系列化

を完成し,松屋銀座店に 120OKSA形 1スカレータ12 台を納入した。

KSA形は,他の 2機種巴祠様にガラスパネ1レを鉛1占に設けた)で}ι

もとが広く,買物袋や大きな千荷物を持って、ゆったり乗ることが

できる。また欄干先端のニュアル張り出しを人きくして乗降岫の安令

性を増すとともに,そのユニークな曲線は継Πを棚干柱に一散させた

大形ガラスパネルと相まって流麗なインテリアを槻成しているさらに

安全性につ込ては十分考慮をはら込,下すりのU_リdコ都には'.斐独

特の二重樹造のガードを設けたほか伽極安全奘匙を奘姉している。

新系列エスカレータ2.8

地 F鉄をヨ,休とする商揚伴王スカレータの謝婆が急、汝に増加してい

るが,当社ではこの需要にとたえて高揚程エスカレータの斯系列化を

完成し,このたび後楽園黄色い白レ A棟に21塔から6階まで直行す

る揚程16mのエスカレータ 2台を納入した。この白レのA棟は中央競

馬会の場外馬券売場となっており,同時忙当社が納入した他の5台

のエスカレータと共に,殺到する群集をさぱくのに大き仏効果をあげ

ている。

図 12.三越広島店納めエレベータ
乗場

Elevator entrance for Mitsukoshi

f王iroshima Department store

高揚程エスカレータ2.9

In?

図 13.岡山国際ホテル納めエレベータ
かビ室及び乗場

Elevator cage and entrance for

Okayama Kokusai Hotel.

、・仲,§ρ.1容、'、心'1'ブ/

図 14.松屋銀座店納め 120OKSA

形 1スカレータ

120O KSA escalator for Matsuya

Department store

、
、



しの 1スカレータは,従鉾工W'告の1甥係で最大戈七」半獣Mが 22m とい

う'山示!内な」'大ノ、バン上むっ、C いる、したがり、C',トつス強堤. N11+1

は 1"列に強化する上共にトラス・、1'法砧皮にも{!1に七1遅を払った。文

持胤造はン1J倒U筒パイづのはめ合い惜造をとって 1、ラス上支持台の尚

に武iさ1剛き用のシムは全く用いず,建築デザインとマッチするものと

した。さら忙内側パネル下部には,ほほ、1スカレータ全長K乳"色の照

明を設けるなど,桝1干意匠も非常にナつきりしたものとした、

2.10 立体駐車場管理装置MELPARK

最近の自動車の単仂Ⅲこよる,都心ゞ部での斑中場不足は深刻な社会

之

ノ、

ノ

問題となっており,それにともない桜られたスペースを U切にW川く

きる0:外瑚ジホ場が1瓣火いで延股されている。

当社では従メぐ,このような立休!牝中生暁靴(三美1袖"、1,k ミニヅトバーク,

ロートパーク,タワーパーク,スうイドパークetc)の男・降機および制御奘置を製

作していたが,このたびとの駐中装置の市川卸の抵かに,ー'般の打判

"走式地下駐小場で行われている駐中料金計鉢,駐卓力一1、,鍍収,11

の発行等も併せ行える管理奘置MELPARK を削発し,,、でに 0-

トパーク用 1台,ミニ,,トパーク用 2 台を納入した。

この装置は,上述した料金計'算,駐車力ード,何科又11・の発行が山動

的に行なえるほか,在車状況,運転状況の管則もでき,また駐卓獣

羅占も才ンラインて珠古合できるので,数百台もの火規枯鶚い亘場の智」果

が数人の管埋人で女全かつ迅速K処郡できる。
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1.交流発電機

船形の大形化にともむって,発返設備容_敬込ますます噛大の傾向

をたどり,昭和48 午は三斐市工業(株)広島池船所納め 3,]25kvA

鵬をはじめとして,1,50okvA 以上の火容昂:機の製作は 51 台を数

えたが,おもな1寺長は次のとおりである。

( D H木海洋1打消11(株)納め 2,0山kvA,10極,づラシレスカ式4

台仕,負倚にサイリスタレオナード1例御を採用しており,最人 28%のi拓

附波を含ノVでいるため.ダンパ巻線などじゅうぶノν杉慮を払った設泓

上なうている。

( 2)弊1工1向けtU1夕織H_1として,1,6S7.5kvA,4 極,づラシレスプノ

式,2叟分,,汁4 台を契作・納人した。

(3)励磁力'式としては,づラシレスカ式か 1り武{こなっているが,

八VR 付宿励力式もづラシレスカ式と1司様分流力式IC変更L,良好む

過渡"性を得た。

2.直流機

直流電機品としては,過去2,3午来急、速に伽びたしゅノVせつ船

および火形トロール船用透機品が主として製作された。しゅノVせつ船

用は,船形のブJ杉化にともない大容量機となった。とりわけ,ワート

レオナード方式による 1,50okWカヅタ駆動電動機,電源Π」1,650kW 発

電機は,既納機の尖繊技術K加え,すぐれた防湿処理と運転の女全

性をじゅうぶん考慮した機能を右Lている。
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船用電機品

近午 1心一jレ船は,好厶刈易所の述忰翫驚何化による操1、W州Uの川1大て

ウィンチも在来の坂時川j定吊が連続定略に移行している。これらの要

求にそって製作納入したウィンチ確動機は,上部に他力通風U釜1皿機・

空気冷却器を奘備L,反負荷側に確磁づレー牛を鵬絲占し,これらの付

J禹機器をコンパクトに防水カバーで1川った述統定略機で,防水1ル造力

よび防濯処凱にはとくにぢ応:が払われている,

水偵流冠動機の定格は次のとおりである。

470R入¥出力
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図 17.三饗中上業q知長崎迭舟Wi納め2,oookYA 4極
全脇内冷形づラシレス交流発確機

BIUS}〕1ess Ac generntot 2,oookvA 4PO]es (totaⅡy

enclosed witl〕 top mount air coo]eo
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定格連続
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形パ企悧内印他力心飯じ乍ヌU1リ、膿桝、j

3.機関室補機

機関室柿機胴電動機の特長としては, F極絶秋化の没透と電動機

奔牡の炉1人があげられる。休櫛御Ⅷ造肌所納めバウスつスタ川 1、125

kW 440V/550V 60H"10極,巻線形,防滴保僅、立形三川,誘導近

動磯は低圧船用確動機として最人級で,磁流容せが大きいため集電

環やづラシ回りの冷却には1"川な考j恵をはらっている。この他に

750kW 8極スタンスうスタ用などを製作したが,矧"旧の大形化にとも

ない今後とも大容量機の出現が予想される

叢 2. MUS監視継報裴置の形式仕様
fype and specificaⅡons of "MUS" supcrvisory sySιCnls

k M〔 S 八IUS NIUS MUS M{1S MUS MUS MUS
1100 1300 -1500 -1700 2000 -3000 5000 -7000

11

丁

11.f

ナ

警畏

ラ ムロ

千動切換式丁ナログモ

図 18.バウスフスタ川'誘導遊小川畿 1,05kw l0 仙1

111(111Clio" m0ιor r01' BO、V 11〕1'ustel' 1'125 k、V I01川ICS

ン

盤司胃
3.2 配

砥源.没備容:止の中1人とΠ動化の進朕κともない,配枢系統の保'懲

と 1,訓゛性向 1:はさら忙亟.饗"しさ九るようになってきた

このため永久ヒューズ付き,窃性能配線川しゃ断岑 Uシリーズ忙知1製

時リ1外し要業付(225A~80OA)を完成し,知絡'"'牧"!iの逃択リ1外

しが安全にしかも確実忙行えるようにした。これbは従来ACB ま

たは人容量配線用しゃ断器との組合せでしか得られなかったもので

あるが,永久ヒューズをj村いた小形しゃ断器で,しかも経済的忙迷成

することが可能になった。これらの方式はすでに佐世保重工業休杓

納人配心盤(2β50kvA 1台十1,250kvA 2台)の斜γ心1可路7 同路

に採川した。

この他接地喫般および発電機内都短絲保護回路などの採用,スナJ

.,、畔線の採j"など従来の山動化機器の採川のみでなく,イΠ*則生設

'.nC重Jはをお仏た配電桃が次第に」曽加している。

3.3 自動化機器

1. MUS監視警報装置

MUS (MitsubiS11i unmanned engine supervisor)システムは,そ

の機能としてアナログおよびディジタル入力の常時監祝,アナンシェータ,

ディスづレイ裴置,定時記録.故障発生と復帰の順停記録,第一原因表

尓,延長警蛾およびポイスアラームなど多岐にわたるものを監視システ

ムとしてまとめたものである。

表2.に MUS1100~7000 の仕様を示す。監視機能の種々の組合

せが可能で,コンパクトにまとまっており信頼性が高く経済的な儲成

が得られるとともに,計画から据付ぎ(航)裴までの工事の合理化忙

X

"ノ ^

乎動U」渙式デ f ジタルモニタ

104

翻翻露,

杣弥

時

第一故障原因孜示

十フプイスフ

イ

X

タ

ス

0

指

か

丁

(テレ

尓

性

江}.0印は装締,:・ロ]は避択司焼, X印1よ製血不能を示す

2.標i犯人力点数はアナログ人ブJ120.'!i,ディジタル入力 160 点となっている.

も貞獻している。三菱重[業休凋向けとしてすでに10隻分を製作

納入した。

2.グラフ'カルディスプレイを利用した遠方監視報装置

MUS,詮1兒竺縦裴置のシリーズとして凋1しく CRTラtイスづレイ裴1置(グ

ラフィカ1レブイスづレイ)およびテレビ 1流税裴置を利j11し, yψ常噛にIH矧的

判断により迅速な処置が"1能で,主た船橋など"ル1な場ψiで瑞,守兒で

きるシステムを剛発した。

N常の場介には,ランづ,ポイスアフ△ ICJ、りψ1心者に伯山せるとと

もに,熨常1牲縦シーケンス忙より CRI、にその窕生岨U,などを,グラフ,

文字,数字によって衣示する。さらに誹しくケ引るため忙アづ0づ'il'器

類を!毓祝している nV によって,絲過状洸を知1り,そのヌ、11熊忙つ

いても VIR受1象機でただちにt占Ⅷを1'、1ろことができるシス丁ム,'な

つてし、る。

システム榊成は,赴!統監祝ユニ汁,音'jH笹蝦奘置,鼻t常発生加山づ"

録裴置,カラーグラフィカ1レディスづレイ奘置,定時記録およびピデオシス丁ム

などからなっている。

主要構成要素は MSI, LS1などの集積回路を人幅に採用し,ハード

ウ1アの巖小化と信頼性向上をはかり,さらに引統いてソフトウエアの

拡張開発を行なっている。

3' BV船級協会認定取得

機関室無人化運転の実施にともない,各国船級恊会では制御機豁

の形式認定制度を強く打出している。当社では,すでに昭豹147年

忙英国0イド船級協会のUMS認定を取得しているが,昭利48年度

はフランスのBV船級協会の認定試験を行ない申請書提出中で,一部

はすで忙合格認定を取得した。適用機器は電磁開閉器SI0~S600

全シリーズ, SR継電器, SRTタイマ, AK スィ',チ, OU ・ BTM 抑しポ

タンスィヅチ,配線用しゃ断器全シリーズ,幽動化機器用ナルトカードー

式,アナンシェータ,ラ,ータ0ガ,モニタ,自動」同期,自動負荷分担装豊,絢

動電圧調整器その他制御盤用スタティヅクリレーなどである。

3.4 特殊船用機器

1.地質調査船用電機品

三菱重工業(株)建造金属鉱物探鉱促進事業団納入の地質調査船用

電機品一式を製作納入した。特筆すべきものとして,下記要目の深

三菱電機技報. V01.48. NO.1.1974
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図 19.カラーづラフィカルディスづレイ奘1溌を利j"した

船川喘,1税杵W システム
NliドUI"゛]1 UΠΠ〕nnncd cnKlnc supcrY玲ory 、yb1じ】n 、Y:【11

'1、Y ;1nd c(ホ)r gl'al〕1]1Cal (11SI〕111y duY】Cじ

i毎ウィンJ j1上心機f"',2 セッ 1、がある。

1 1
]0,ooo jn^^

、、,、、、'ー

^

最人荷雨 8

を上速度 d5~150nV川川

巻Mに動機 801ハV DC 小10 v d(川~1 3501'1)m

遂]k心動機 20 k入V DC 440 V 61)n~1ρ501'1〕m

いずれ、ワードレオブード術1」御で口一づ繰11_1 し」ξさ K上ι介った111,拓谷

上能ノjを兆1Ⅲできるような定出力制御を行なうととイHC,巻取機と

の迎動1〕動述転ができるようになっている。

2.石油掘削りグ用電機品

Π木海洋掘削休幻で建造ヰ・W)半i誹水形挑進機付、イi油Ⅱ1梢1"グ"第

三白竜"向け電機用一式を完成納人した。掘削および推進j・1上心動機

は,すべてサや炊タレオナード方式による池斬i確動機が川いられてお

り,これらの11長は次のとおりである。

(1)推進11」1に列」1畿は,1,oookW 720V I,ooorpm, d 台で,サ

イリスタレオナード制御のものとしては,わが匡1初めてで,容量として

も記録品である。

(2)主発電機は 2,oookvA 60OV 720rpm,4 台で,推進.1赫

削などすべての電源K仙用される。

(3)サイリスタ整所謡§はえU令のクーラ村きで,720kW 720V 1ρ00

A,7台を,推進と掘削用とに切換えて使用ナる。推世忙は界磁切

換力式の可逆転を採j11している。制御回路もそれに応じて適助た動

4,電
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図 20.イ1油抑梢11リグ向け扣.進川蔀流心動幟
1.0(川 R入V DC 720 V I,ooo rl〕1n

1)」'01)【11S】0]】Π101{Ⅱ'S {or DH-SI〕ore d】'1111】]g rlx ;
1,00{〕1<'1、V D(} 720 V I.oo「)」'1川〕.

{乍を得るように11:大・さJじている。

(4)Ξ1_1発批殿,]1内寸心鷲を補、しめ姉.進IC側・ナるすべくの1幾;瓣仕,

<BS 捌ゞ剣窃会の検がに介桃したきわめて安ξオ上,{.訓頑性の徐」い◆

の上むっている。

(5)抑捫ⅢⅡ確動{畿は,60ORW 72(八11,100η,川,フイ↑で,似発

枇ガスのある危険場所に,没睡されるため,内打1防以形とし,労例名

産朶安全研究所の検定に介桜したものである、磁到ル知よ,五換判1を

もたせるため岡一一外形とし,抑1削裟械よりらける寸法捌約,過Mな

竹1業環境,泥水などに耐えるよう十分な刈策がなされている。

(の制御雛は,批進と抑消1ルの主回路切換,各郁運転モードに

1、jする保護インタロックに玄J饗む機器をコンパクトにまとめている。

(フ)掘削川の操作盤は内ル防螺形とし,産業安全研死所の検定

に介怜したものである。またド0-ワークス操作用の足谿主幹制御獣は

1切燃と操作の幡快さ,小形化のため"・1気圧制御方式としている。

なお,この低かに小板紬機としてアンカウィンドラス 125/12別くXV U8

極極数変換式誘遵近導機,ならびに数多くの柿機j1丁心動機とこれら

の制御装睡を製作納入Lた。

3.漁船用冷凍機

漁船向けの1師削的製品上して分白動竹力化冷凍機があけΥ寸ιる。

(舒細は第3編4章冷凍・空調機器参照)
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4.1 自動車用電装品

1.オルタネータのステータへの巻コアの採用

鋼板打抜き式による使用材料の低歩留まりを解消するため,巻コ

ア形のステータコアを僻拶をし,12V 50A 系の量産品に採用した。と

の巻コアはスBりトを打ち抜φた銅板をエッジワイズに曲げ,とれをら

せん状に桜み重ねる方式であり,磁気特性は1越来品と変わらない。

2.標準スタータシリーズの完成

完成した標準スタータシリーズは,機荷の多'典化に適応するような標

藍剣ヒ作業の推進により,さらに安定Lた良,早,質のスタータとなった。

智§佐シリーズは 12V 系ガプルⅢ川dン心成削1込み形のもの6機郁と,

24V系ディーゼル車川の袖助回転形のもの 2機価からなる。

.'

'^
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3.フルトランジスタイグナイタの開発

点火時期の検出には配俺器内に細み込主れた電磁 eツクァ"づコイル

を,コイル電流のしゃ断忙は斬規に俳1発した袖荊打モバワートランジスタを

採用しており,排気ガス規制の強化により要求される点火火花性能

を,低速から商速まで,また長川彬勺にわたっく偶謡圧できるイづナイタ

で,三斐自動車工謙伊詞 New Galant 200O GSⅡ j村{C納入を1躬始

1_,ノて。

4.ロータリエンジン車用新形配電器の開発

東洋工業(株)の口ータリェンジン車用配電器は,排気ガス女」策や動力

性能IJi1も村利左点火系を1粘h戈するために,これ主で IJ'の丁ンジン

に 2介奘市されているが,このたび, B介分の機能を 1台でもつ配

確器を川"§した。この配心器は2接点式を基永とし,4按、,はまでを

対象として吉えており,それぞれの按点ICついく速心進角W性・真
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空進角特性の付加あるいは除外が司能なよ5忙考されている。

5.低公害車用空気噴射装置の生産開始

との装置は,排気ガス中に漸鮮な空気を噴'身1,・ることにより,有

害な HC と C0 を嚴化させて無害化する機能をもち,エアボンづと村

属制御パルづで朧1戍されており,三菱自動車T.業(株)向けに生産を

開始した。エアボンづは2枚ベーン式容積形で,このべーンを ド1レベ二

アリンづを介してシャフトで支持する構造のため,ハウづンづ内周巴ベーン

とは無接削!となるので,無潤滑での使用が可能であるまた,付属

の制御パ1レづは,1アボンづの吐出圧力を感力1して竹嗣ル,仙給空気量

を最適殖に制脚すろ。

6.エンジンインタロックシステム用制御ユニットの生産

アメリカでは'7dイド形小:から,前席乗員がシートベルトを圧しく装竹し

なければ,1ンジンの始動が妨げられるような奘貿を,標沖1裴備とす

ることが筵務づけられたが,当社はこのシスデムの小核となる制脚ユ

ニッ1、に独1'1のノj式を採川し,さらにとの主要部分には導川の C-

MOS IC を剛兆して紕み込み,希頼州1の高い製.J'として東ル 1:業

q知向け北米i愉1_Ⅱ小:j11として小序を開始した C-MOS IC は,Π

動市が遭辿する喋境に遭した'1ι連休であるが, 1'1乎川帆"しての人

規模遭川は,わが岡では初めてであブ

フ.給油量自動放送装置の開発

"ソリンスタンド'業界の省力化ご削脳化のため忙閉発し乃録高仟jl,編

樂ノj式の再生裳買で,給iⅢ昂怨n動的忙音j{;で剥奔と喫務所忙通W

すろ、のである。多チャネルの再ι仁へ,71{'と 1ンドレステーづをもつ戸b詐

再小裴置や,給油量記憶カウンタを備えており,総油巾は,汁量機の回

転ドラムから出るパルス信号をとの装置でカウントし,給油完了噛に

は,カウン1→、可パ忙応じて磁気テーづの所定チャネルにあらかじめ録冉

されているメ.ワセーづを e,,クァッづし,たとえぱ"ただいまの給i111帛

吐 256Z で,、"といったアナウンスを行なうものである。

8.超小形力ーステレオを開発

(a) GS 80 形力ーステレオ

,拓さ四, 11' 120,奥行 160mm 巴仏う超小形決定版である師1路

を全モノリシ'ワク1C化して高儔頼判1を得るととも忙,づ口づっ厶選択は,

連続スキッづ力式に加えてカラードインジケータを採用しており,ファイン

チューニンづ付きである。

(b) RX-27形力ーステレオ

FMマルチづレ.ワクスラジオを内蔵したカセットカーフ、テレオで 5 個の IC を

活用し,高さ 60,幅 140,奥行 188mm ど超小形にまとめ,車への

裴着はイン,.ワシュ・アンダーダ'ワシュと、にできる拙j告で手ザインもユニーク

である。
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図 21.2接点式配電器

TW0 1〕oinιS typc dlstl'1bulor

' 図 22.1アポンづとコントロールバルづ
、'alveAⅡ'1njecuon pump 、vith conu'01

1.新しい燃料系統装備品の開発

(1) AV形レベルコントロールパルづ

燃料・タンク中の燃料・レベルを柳1御するもので,フロートを持つパイ0.,

ト部分と,亙イヤフラムおよびパイ0',トラインを持つシャットオフ部分で構

成され,燃剥・が設定レベルに達するとフロートが作動してパイロ.,トライ

ンを閉じ,ダイヤフラムとの組合せによりバルづが閉じ,燃料の流れを

しゃ断するもので,フロートとダイヤフラムは国産の特殊材料を採用し

てφる。

つ0ートは二つの独立した機1"からなっているので,ーカが万一故

障した場合でも,バルづは正常に動作でき,また1大"歳のソレノイドの

励磁により燃料レベルに関係なくバルづの動作をチェ,,クできる抵か,

図 23.給油量白動放送装置
AU[on〕11tlc fuel disl〕en卜inK

4.2 航空機用電装品

announcct

図 24. GS-85形力ースTレオ

1'yl〕C GS-85 CaT stcrゼ0
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特殊りり一フパルづにより燃料しゃ断時の急、激なサージ圧力を抑制でき

るなど,多くの特長がある。

(2) AV形チェ.,クパルづ

新しく開発したチェ.,クバルづはユニークな樹造で,燃料づースタポンづ

と組み合わせて使用され,加圧補給時忙はこのパルづが開いて,非

常に小さい圧力降下でエンジンへの燃来H共給を可能にし,吸引補給1侍

にはこのパルづは閉じたままで,吸サ1圧力り川わっても燃料づースタポ

ンづ側の燃制・がエンジン側へ流れるのを防止する。

2.新しい操縦系統装備品の開発

(1) AA形りニアアクチュエータ

これはだ(舵)角制限奘置に組み込まれ,だ角興常が発生したとき

パイ0,,トの操作により制限を解1徐するための緊急作動用のもので,

直流1白:巻モータ,歯車減速機織,トルクリミヅタ,ジャヅキスクリュウ,メカニカ

ルスト,/V穿でt苗成さ九ている。1!jに躯動系全体の偵性力の岻減,儷

構の解j素化・小形軽量化に成功した伯'頼性の高いアクチュエータであ

る。

図 25. RX-27 形ラづオ付き
カーステレオ

Iype RX-27 Casseuc CιⅡ
Stereo with radio

'
、



、/弐

図 26. AA形りニアアクチュ1ータ

Type AA linear actuator {ot aircta{t.

、尋^

図 27. AM形バイづレータ

1'ypc A入1 工,Ⅱ)r且ιor for ailcraft

(2) AM形バイづレータ

航空機が失速した場合に,パイロ,トに警報を振動によって伝達す

るための振動発生装置であり,通常はパイロヅトのフ.りトペダルまたは

グリヅづスティ,ク部に取り付けられる。直流永久磁石励磁モータ,歯車

減速部およびアンバランスウェイトで構成されており,製品重量巴加振

力を効果的にバランスさせてある。

6.交通・運搬 107



経済情勢はおら(旺)盛な住宅需要を反映して,電庭用電気品(家電品)販売はきわめて好調であり,より快適な生活環境巴、合理的な生活に併せ

て,教育・レジャーに対する欲求も一層強まっている。

また一方高信頼性・高安全性に加1うるに資材の有効利用,省 1ネ】レギー特に省電力への変雫,ならび忙づラスチワクス・鉄板など主資材の絶ヌ、1敏の

不足などの問題、あり,昭利娼午度の開発は高信頼性・高安全性はもとより,生活環境に訓和する匁i機能,励便な繰竹性,最匁iなデリ'インに併

せて資材の適正使用,省1ネjレギーに重点を指向して,従来機種の見直し,新商品の開発を行なった。

その主なるものは,カラーテレビの高信頼性操作性向しの無接点化によるタ',チ式選局力式,および瞬問1映像ヒータのW換スィヅヲの1采用,驚VR の

機種拡充とソフトゥエアの整備,高性能VI、R と小形力フーカメラの新発売,ダイ卞トーンステレオの最,高級アンづと 4ゴヤネjレ(CD一のの三ノj式1勾蔵機種によ

るシリーズの充実,伝統の技術を有するダイヤトーンスピーカシステムの機種拡人,なかノVずく,高能率・,高性能,大きさにおいて記録的なメインスピーカを

中心にしたシステムを新 NHK ホールに納入したなどである。

また大幅な節電を達成した電気冷蔵庫,低入電力・操作性・安全性を向上した電子レンづ,衛生的・高作業性のセントラルクリーナ,節水と合理的

な洗たくの全自動洗たく機などがある。

空調機器については快適な室内環境,省 1ネjレギ,電力の有効利用の見地からセパレート形,オールシーズンのヒートボンづ形,4寺に辻!礼独由の深夜電

/J利用の儲熱ルームヒータ,およびミクス応用のクリーンヒータ,排気式温風ヒータ(ヒート66)の高偏頼性の機縄拡充ならびに1坊火形の換気扇の開発がある。

照明忙つ仏ては各種作業場の刷!埠度化の傾向がさらに強くなり,覇設の事務所・作業場・1円姉などでは照川1の質と量に改辨が加えられ戸例が

多くなった。

また住宅における居作空問の機能,ルはなどの変化に什い照1例器具の,高級化,ノ,,ノコy化が進1艮してきた。Ⅷ1礼叔これらの動1川IC1Ⅲ1心,る光

源と器具の閉発を行なった。

光源忙おいては一般照明光源の改良と上込に,産業用としてそのj,^汎杉)野によ川血介したランづ,ド1色で局効*である乃OCランづの4U{を生

かした投影器用のランづが提供された。

住宅照明器具においては,高級化・鵬j照股化にCたえる"ジ.レンポルミフフワー"が開発された。

また電気T_:事省ノ」化器具力よび部品の充火,光の照身・1/j向を制御したユークな形の居什地域用の屋外照ψ1部具,汀・風の地園灯の聞兆が行なわ

れた。

器具の部品として重妾な安定器に1,1しては,永久安令枇をもっ六焼損防止形の開発,また打・来技術として安定器の IC化の研窕が僑々と進贋

している。

Home Electric Appliances and L喰htin8

1.カラーテレビ

国内普及率は,昭和148年3円末に 76%となり,新規・買替・買

増しの需要構造を反映して機種構成の多様化が著しく進み,サイズ面

では 20形,18形,14~16形に 3分極化し,機能面では各種メリ.ワト

のある製品が開発されるとともに,省力・合理化の面で、技術的な

進歩が見られた。また海外市場忙対しては,テレフンケン社の特許を使

用しない三菱 PALカラーテレピの20形・14形が英国に,14形がスウェ

一手ン・スィス市場に出荷された。以下,昭和48年の業界に誇るべき

三菱カラーテレビ独自の技術開発を紹介する。

(1)タッチ式選局方式カラーテレピ

他社に先駆け昭和46年よりバラクタダイオードを使用した電子チュー

ナを採用してきたが,新しく電子チューナのタッチ式選局方式の開発

に成功し,これを採用した 18形コンパクトコンソール 18CK-41CT形

を昭和48年10刃より発光した。従来危了チューナは機械式スィヅチに

より,ハ'ラクタダイオードへの1颪流"リ川竃j〔1を選択制1"1してチャネル迅局

してきたが,タッチ式選局方式は機械式スィッチ部分を電子化したも

のであり,完全に無接点化され,機械式チューナで発生していた接触

1.1 レ

1.家庭用機器

ビ

108

ーモ庭用電冥日■■

図 1.ダイヤトロン SSS 方式の14CP-15C 形
DIATRON sss system c010r Tv mode1 14CP-15C

不良が解消し,偏頼性が火幅に向上するとともに,選局操作がきわ

めて便利巴なった。今後,各社問で激しく技術競了卜が展閉される分

野となろう。
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路

( 2)ダイヤト0ン SSS (スリー1ス)カ、j丈カラーテレピ

一体擶造で,商粕密加_、Cされた小形インライン繊子銃,シャドーグリル,

づラックストうイづけい光i可をもったづラウン管"ダイ卞トロン SSS"と,こ

れに撃nした磁牙杉>布の浦iしい偏向ヨークの矧合,せにより,ダイナミッ

クコンバーゼンス 1川路のな仏カラーテレピのWi/j式の併・1発K成功した。こ

のカバを採川した M 形ノDーラレビ HCP-15C を昭和椙午川月よ

り窕光した。

この力'式によれぱ,

(")コンパーゼンスの.','.質_ト、のバくそろいが少なくたり,弍た流通1斐

1粘での,剖峡り一Eスが不少1となる。

(1,)シャドーグリルにより,ビーム透過*が"}i く力:り, 1111i1田の川1るさ

が30%向上する。

(C)繊子銃の小j倒ヒによって, t.引、の奥行か約'mm 知くな

る。

などの利',1、功二1,、1 られる。

(3)モジュールシャシの全珀i採川

当社では昭和46年9111こ,他社に]年以上先行してモジュールシャ

シ構造を 18形カラーテレピ18CTS-531形に畔入して以来,国内・!愉

出機種ともに逐次14形・16形・18形全機種に屡開してきた。さら

に昭羽148午5ナはり 20形コンソール 20CK-81C 形を皮ψJりに 20形

忙、採用し,全而的にモジュール化を完了した。モジュールシャシ擶造は,

カラーテレビの IC化によって初めて可能となったものであり,生産性

の向上,品質,信頼性の管理,サービス性などの面で多くの利点を持

つと同時忙設副・の省力化にも役立っている。

(4)二重超音波方式りモートコントロールカラーテレピ

従来から超音波の連続波によるテレビのりモートコントロールシステムが

実用されてきたが,電話のべル,硬貨の触れ合う時などに発生する

超音波による誤動作が安全性の面から社会問題となり,昭和47年

12月から法規制されることとなった。当社では,他社に先駆けて,

これに対処できる二重超音波方式りモートコン1、0ールカラーテレビ20CK-

80CM形を完成,昭和48年4月に発表した。との方式は送信機か

ら発射される超音波信号に F1変闘をかけ,そのデューティサイクルを

変えて ON-OFF,音量とチャネル助換えの 2動作をりモートコントロール

するもので,外来超音波雑音による誤動作を完全に除去したもので

ある。

以上の低かにも,高妨害排除特性のCATVの製品化(例えば昭

和48年9児大阪ロイ卞ルホテル納入)や,グリドチザイン選定商品巴なっ

た 20形コンパクトコンソール20CK-62C 形(昭羽148年611発売)など

多くの技術進歩があった。

2.白黒テレビ

国内および米国向け白黒テレビは,すべて9形・12形・14形とな

り,白黒テレビのバーソナル化は定芯してきた。これ等の機種には共

◆暖硬
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図 3, 1ヨ黒テレe 11PS-4030形(L0 シャシの鞆モデル)
New black & W11Ⅱe TV .14 PS-4030 with L。 chassis

刑化のため,標準化されたし。シャシを昭利47年より大幅忙採別し

てきたが,さらにシャシの一部を変更し, SIF および音声出力回路

を 1偵に収納しているIC を新たに採則し,一屑の合理化を引力,

昭和娼午以後の矧モ手ルのすべてに適用している。なお輸出用テレピ

は,海外小産を砧"血御に進めている。

その他の地域は,主だ 17形・20形と人形セ,り卜がヨ三流を占め,タ

イ・11・.近東・香港向けは, Xシャシを基盤として,それぞれの地域で

現地生産を行なっており,各国の生産会社と技術提携を結び,技術

援助を槌極的に進め,1"C信頼性の細才与向ト.を訓'り,ほぽ期待通り

の成巣か得られた。
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1. EVR

VP-200シリーズ EVR づレーヤは,47年度より生産を開始し,他社

に先がけて3モータ砥気シーケンスカ式の採用で,好評を博しているが,

介午皮はこのシリーズの充笑(各国仕様の製品化と性能および品質の

向上)と応胴(付加機能)にっいて1刑発,製品化を行なった。すな

わち PAL力式EVR づレーヤとして VP-20OB (英匡D, VP-20OL

(「1、,近東), VP-20OA (衆州), VP-20OF q厶国), NTSC力式とし

ては VP-20ON (Hえ0, VP-20OC (カナダ), VP-20OU (米国)の

各機極を製品化した。またTVカメラ等を接統できるⅥDE-1N端子

付EVRやりモコン付EVR,さらに EVR を 2台以上順次自動演奏

させる交互運転ユニ,1、の開発,製品化を完了した。

2,1/2ガカートリッジ VTR

日本電子機械工業会(EIAJ)規格CP-507, CP-508 に準じたカラ

一化力ートリヅジVTR の開発を完了し,昭和48年末より量産を開始

した。本方式の特長は U2リ磁気テーづを収納した 1リール小形力ートリ

ツジにあり,カートリ,,ジを VTR に装着するだけでテーづは自動的に

ロ_ディングされづレイモードになる。また EIAJ 統一 1形蜆格によるオ

_づンリールVTR とも互換性があり利用効率が高い。その他, TVチュ

ーナ, RF 変調器内蔵,スチール再生(フレーム調整,駒送り機榊卞D,

任意区問のオートリビート,音声アフレコ等多様な付属機能を有し,小形

カラーカメラとの組合せにより,業務・家庭両分野での活用が期待さ

れる。

1.2 ビデオ機器

フ'家庭用竃気品・照明

門で、ーー妻、寧一^"、
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図 4.三菱 U2リカート小,づ VTR
Mitsubishi caTtridge vTR,
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3.小型カラーカメラ

今後の需要の伸長に備え新技術を結集してきわめて低価格な,高

安定・高忠実の色再現を有する二管式カメラの開発に成功した。

カメうへウドには,カラーエンコーダ,同期信号発生器などを内蔵し,わ

ずらわしいカメラ制御器を使用せずに,電源コードと同軸ケーづル1木

だけで,カラー複合信号をとり出すことができる。

回路構成は高級形カメうなみで,完全無調整化を図るとと屯に安

定性.信頼性と、に優れ,機能面にお込ても,幅広い各種ピ手オシス

テムへの応用性・サーピス性などを十分満足させ得る新しいカラーカメラ

て、ある。

図 5.三菱カラーカメラ
Mitsubishi c010r camera

1.ダイヤトーンステレオ

コンボーネントアンづにおける昭和48年度当社の成果は,ダイヤトーンの

イメーリアヅづであり,世界の名器と肩を並べてそん(遜)色のない最高

級アンづを開発し,発売したことにあり,ダイヤトーンのコンボーネントヘ

の布石としてきわめて有意義である。 DA-AI00形パワーアンづおよ

びDA-PI00形づりアンづは,マうンッ・マッキントワシュなど世界の超一流

品にひけをとらない,綿密な分析と周到な実験により,当社独自の

思想を、りこんだもので,これらの世界最高級品の中にランクされ

る製品であると自負している。さらにナリインアンづ二系列,チューナ

二系列,およびレシーバ三系列の合計9機種を順次発売することによ

リー応の機種系列を備えることができ,市場における需要の傾向が

セ'りトステレオからコンボーネントへと移りかわりつつぁる情勢の中で,コ

ンボ市場における当社の地位は一層有力なものになった。なおこれ

らの製品群はつぎの一貫したボリシーで生産してぃる。

(1)材料,部品を精選して性能向上をはかり,音質決定の重要

因子としてパワーリニア庁一を重視し,とれを理想に近づけた。

(2)ヒャリンづを音づくりの基本にとり入れ,聴感と手ータを納得

のいくまでつき合わせた。

(3)操作性(特にマニアフィーリング)を重視し,これの改善をはか

つた。

(4)信頼性の高い設計

一方,セ.ワトステレオ市場では4チャネルの定着化とシステムステレオの台

頭がみられた。 4チャネjレは方式論争の時代から3方式内蔵の時代と

なり,特にCD-4については,その技術的改良もさることながら,

完全にセ.介ステレオに定着化しつつある。当社DSS-S69形セバレート

ステレオおよびSY-55,-56形システムステレオは三方式内蔵である。ま

た,アンづ,づレーヤ,スピーカシステムカ{それぞれ独立し,しかもシステム

6.

DIATONE

1.3 オーディオ機器

SY-5形システムステレオ

System stereo model sY-5'

全体として総合的に意匠づけされた機能的なステレオとして,システム

ステレオという新しい分野が台頭し,当社では SY-1,-5形および SY

-55,-56形がそれであり, SY-1,-5 形は 4チャネルステレオでありな

がら,2チャネルずつ独立して使えるという当社独自のメリ,り卜があり

好評を博している。

2.テープレコーダ

ステレオテーづデッキはカセ.,トタイづの高性能化すなわちカセ.,トとして

の使い易さと,オーゞイオ機器として満足される性能の改誇によって

オーディオコンポーネントとして認識されてきた。昭和48午度に開発した

DT-420OD の特長は性能面で,

(a) SN 比を向上させるためにドルe一回路の採用

(b)低雑音化されたIC

(C)不必要なアンづノイズをなくすための入出力切換を採用

さらに種々のテーづが,それぞれ最良の状態で使朋できるバイアス切

換と,再生イコライザ切換の両方を採用して低音から高音まで自然な

音の録音再生を可能にした。使い易さの面では

(a)録音が終ったとき,ワンヌリチでいま録音した内容を聞くこ

とができるようなクィ'りクレコードレピュー方式

(b)再生中にワンタ.,チでテーづを順逆方向に送り,聴きたいテー

づ上の位置を探すことのできるキューレビュー機構の採用

により,オー手イオマニヤの要求に答えると同時に,手軽に音楽を芽し

みたいユーザにも十分満足されるものである。

モノーラルテーづレコーダの動向は,ラジオ付カセットレコーダが大きく伸長

したことである。技術的特長は,づレーミキシング機能を重視して各種

のミキシンづが可能な新機種が市場に出された。当社の昭和娼年度

製品屯この点を主眼として, FMワイヤレスマイクを利用した録音ミキシ

ンづ機能に特長を屯たせた。

テーづづレーヤとして TD-83 形,3パック,オートチェンづヤは従来主と

して力ーステレオに使用されてきた,8 トラックカートリ.りジテーづをホーム用

で長時問演奏可能にしたものである。 3個の力ートリヅづテーづを連続

自動演奏,任意の 1力ートリ.ワジを選択演奏および空バック飛び越しが

可能で,当社独自のキャづスタントルクによるへッド切換および力ートリッづ

切換機構を採用しており,低消費電流と相まってこの種オートチェンづ

ヤとしては非常にコンパクト設計である。

3.ダイヤトーンスピーカ

市場のトリづ商品として名声が高い DS-251形スピーカシステムを中

心巴したダイ卞トーンスビーカは,発売以来4年目を迎え一段と大きく

躍進した。

昭和48年度新製品4機種は市場の要望に応え,昭和娼年7月17

図 7.テーづレコーダ DT-420O D

Tape recoder model DT-420O D.
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図 8.1、D-83 形 3 パリクォート
チェンジャ

DT-83 SteTeo autolnalic chanσel

j

図 10.ダイヤトーンス図 9.ダイヤトーン
ビーカシステム DS・・251スeーカ
MK ⅡDS-303形
DIATONE spen]WTDIATONE speaker
System type DS-type DS-303
251MK H

Π発表した。この羽U製'Yめ1.'1長は,下〒つくりの傾向を三系統にじ11i

場の多様性にヌ寸処したこと,指向11栓屯説のためのエッジレス千ヤeネ,リ

トの採用,さらに,設訓'条件としては困難のある能率向上_など新し

い技術を、り込んでぃる 0

(1) DS-303 形フ、ビーカシステム

ダイ'ヤ1'ーンスビーカの技術の粋を染めたづツクシェルフ形の最ゞ;i級,',1.と

して,性能の細都まで十分に検i;1し削発した。 4ウ1イカ式で小古
〒1'.'工11'

・超i拓高にはドーム形スピーカを採jl-1,ステレオ再生時の斯の広が1」,」 1=1

りを改筈するため,スピーカ配般を対称となるよう右側川,1劇則川の

それぞれ専川システムを用意して,ペアー発光するなど業界最籾の試

みを行なっている。ーカ家庭で十分な高敬が得られるよう最火入力

10ONV と大きく越び,ダイヤトーンのゞ止」新級アンづ DA一< 100 の性能を

フルに引出すに'、さわしい性能をもっていろ。

(2) DS-36BR 形スピーカシステム

市場で各社の製品が染中する 30cm3ウェイスeーカシステムの小で,

このDS-36BRは,低斉の力強さと能*のi拓い解像力の良い音つく

りを行ないユニークな製遍,として1州兆Lた。流行のソフトドームに主ど

わさ九ることたく]2 Cm コーン形スコーカ,2.3Cm ハードf'ーム形 1、ウィー

タで拙成しダイ卞トーンサウンドポリシーを貰いている。

(3) DS-251 MK Ⅱ形スビーカシステム

火ヒヅトを飛ぱしている DS-251形をどのよ5 に改良ナるか巴註

目を染めたとのDS-251MK Ⅱは,指向性亟祝の性能木意の最矧な

デザインと,1ツジレスキャビネット効采による小音域の充実や音の広がり,

さらには低音の解像力の向上などDS【303 の系統をもつ高密度設副

となっている。

(4) DS-22BR 形スビーカシステム

現在の DS-22B MK Ⅱを改良し, DS-36BR と同じ意1或で,阿

じ系統の音つくりの設計手段で1刑発したもので,づりりアンスコン1、0-

ルを新しく採用し,音の鄭き,鮮明さを好みに合せて朋彬できる41

長をもたせた。能率の高い音の解像度の良いコストバフ才ーマンスの良

い製品である。

4.新 NHK ホーノL向けスビーカシステム

渋谷に昭和48年6円 20日オーづンした新NHKホールは,4,000人

の客を収容する大ホールと世界最人級のパイづオルガンを設陵したとと

で話題を集めている。

この大ホールのメインスピーカに,ダイヤトーン SC-74住リ杉をはじめと,、

る各種スビーカを納入,高性能を発輝して活躍している。

この SC-7如4形スビーカシステムは,客席での明りょう(瞭)度を玉桝

フ.家庭用電気品・照明

ゞ

'
健

@

ー、ー、、、

'＼<
、、、ー

111

、

^

ー^

、之梦

゛,

図 12.船別川」ラジオ FT-935 形
Ra(1io {or l]1arlne use mode]

FT-935

図 11,ダイヤトーンスビーカ SC-7404

DhYroNE spcaRer type sc-7404.
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し,この 1セ,,トで全鄭1広声を行ない,客jm最後Ⅷ1で 10odB の古・」止

(1卵1寺イ1のが得られるような仕様を玉とに,3ウ1イ・ 2ウ1イ助換え

付のオールホーンロード形超尚能*商忠突度スビーカシステムとしてⅢ1兆し

た。磁ヌロで料変換能井断御卯%,最人入力 20OW で130dB の音Π1レ

ペルを得,如~15,0山HZ を均・・小j1にする。また 1台凹り約 8Ⅸ)1璃

とスビーカ上しては越飛ht級である。その他,客席に埋込み,フロアシ

における川演名への油助をする SC-7H5超薄形スビーカシステムなヨ^

どを納入Lた。

5.卓上ラジオ・携帯ラジオ

昭和娼年度の技術的な傾向は,商感度・高川力の述及に加え,

付加的機能が加味されるよ5 になったことであろう。当社において

も, 1_ⅡノJnjlC を使用して突用最ブく出力 1.5NV のものを開発,また,

FMバンドにおける S/N感皮においては,入力 1μVでS/N比15dB

をらるのに成功した。

特1ルすべきものは船舶川ラづオ FT-935形で, FM ・巾波の低か長

波および 3バンドの知波受伝帯をもつ6パンドオールウェーづタイづである。

その他の特長としては,2ウ1イスピーカ方式バス,トレづルコントロール付

などで,ラジオとしては最初の試みである。

気冷蔵庫
長〒ヨ1.4

冷蔽肺のよらに司汀拐を通して毎H運転している家庭電気品は,氾

気 1ネルギーの効率使用を重要祝して考える必要があり,昭利48年

皮妖製品は,この点を開発の重要ボイントとし,デザインに、標酋{Hヒを

指向して統一させ,新しいイメーづをつくりだしている。

(1)霜なし,飾1研杉みどり(MR-190MFG、 210 MFG,210M

FW)

当社の冷却システムは,二冷却器・二段ル切長で他社にない独由のも

のである。 2ドアでは3年の市場突績を経た昭和48年度は,創了艦機

能をさらに徹底して行なった。このシステ△の特長は,冷凍室巴冷蔵

室の冷却器を独立して設けていることである。冷蔵室の冷却器はオ

フサイクル霜取力式としているため,冷東室・冷却器の霜取りヒータの
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消豊電力が少なく,冷凍室の霜取りサイクルは 12時問運転ごとに平

均 10分問の霜取りでよい。

1ファン・ 1冷却器式のものは,冷蔵室の冷勾1器も旅ねているため,

霜取りサイク1レは 611!i問運転ごとに、r均20分問の霜取りが必要忙な

る。従って,当社のものは,霜取り忙消費される電力はν4でよく,

霜取りによる温度上昇.分を冷却するための,消費電ノjも節約できる。

さら忙新しい節電機能として,

( n ) tl、ピネ,',トの総付1切ルヒータ(14~18 ~V)を, 1宕i1胤多湿岫の

み、趣竃できるように鮎j竃スiヅゴの設届,礎来は常哨通電,イH苧用

時は 0.3K、ⅥVDAY の節電になる。

(1〕)パターコンディショナヒータの廓止(2W~ 4 W)を導入してい

る。また性能改薔として,冷凍食品・ホームプjージングの普及を見越

して,フリーザ冷却性能の向上を計ると同崎忙霜取り崎の遍皮 1二牙・改

善を計った。すなわち,霜取り完了は,バイメタ1レ感知1により,りレー

をf動らかせて,直ち忙冷却運転を開始させ,霜取りによる冷凍室・

冷蔵室の湘度上男.1Cよる熱暈 0スをなくした。従来は,タイマの稲取

リタイムセーフの時問内では,霜取り完了して屯冷却運転剛始はイ」'な

われなかった。

(2)直冷式超節電形みどり(MR-170MG. MR-]90MG, MR-

210 MG)

冷凍室冷却器が直接,冷凍室を形成してⅥる直冷式は,冷却循喋

のためのファン不要,霜取りも自動でなく,1力刀忙 11亟程度の下

動霜取り力式をとっているため,消費電力量はファン式のものと比

べて,11ヨ当り 025~0.5KWH の節電になる。冷却効率も直接冷

広1]器IC,冷凍食晶がスト.ワクされるため高率である。

この直冷式節電形が,今後市場でも見直されてくることを硫信し

て機種の拡充を計ると同時に,新しい節電機能をづラスさせ,超節

電設計を実現させた。

(a)寒冷時絲勺1ぴC以下)に庫内を温めることにより,フリーザ

の温度上昇を防止するもので,従來は,圧縮機停止時に常時土ータ

を通電していた過冷防止ヒータを,節電スィッチにより不用時はヒータ

通電なしにした。 12~16NVのヒータ電力が創絲勺できる。

(b)キャビネ.ワト露付防止ヒータの入・切による節電スィ,,チ設置

(C)バタコンヒータの廃止

(3)手ザインの標準化

プトザ1ドア~2ドア冷蔵庫全機種を通して,デザインの統一を計り,

標準化効果をあげ,イメージアワづを副'つた。

(1)小形で多量の飲料水が江出できる(ピークロードに強い)

(2)飲料水を瞬問K冷ノ、11するパfづ式冷剣リjパである。

(3)屯 f川路による U動コン1、ロールブj式である。

(の余分な飲刈・/Kを貯戚しないで倫生的である。

(5)コヅづ飲みもサービスできるガΩ宰ゞ皆付

(6)いつも適最に測節できるΠ動流量洲整裴隱付

(フ)嵯くくダルをrlit「だけで OK,永た・N1しポタンで飲めブ

やすい設"1

図 13
Model
ウォタクーラ凡VP-7000形
、VI〕ーフ000 、Vι1[er coolcr.

昭和娼年度開発のづレ.ワシャタイづ床置形 WP-7000形は小形化節

電を計るため,従来のづレ'ワシャタイづの冷却方式,タンク貯蔵冷却方式

に対し,全く新しい蓄冷方式によるパイづ式瞬問冷却方式を採用し

た。この方式は飲料水を注出しないときに,氷により蓄冷し飲料水

を注出するとき蓄冷された氷・水の中を設置されたパイづを通し瞬

間に適温に冷却する方式である。

蓄冷する氷はウォータセンサによって自動的に製氷され,その量は

アイスセンサによって自動的に一定量に制御される。この蓄冷方式は,

従来品に比べ小形軽量化が計れるのと,氷の融解熱を利用するため,

小形のコンづレ.ワサで多量の冷水を注出することができる。最近さけ

ぱれている小形軽量の節電型の画期的なウォータクーラーといえる。

主な特長は次の通りである。

1.5

昭荊148年に発売した RR-501形およびRR-507形は,「健康を守

る食生活づくり」を介い言葉として,使いやすさと安全性を向上し

た製品である。おもな特長は次のとおりである。

( D 低入力:1剖燭波出力を突用上さしつかえない d80W にし,

入刀を 9.9A と低入力に下げて 15A契約の家庭電源で使えるよう

にした。

(2)小形軽量化.マづ朴ロンの電源回路を商圧,ヒータ同時1↑リ川

方式にすること忙より,高圧トランス巴ヒータトランスをー・体とし小形

軽量化を計り,置き場所をとらないスマートな設引、とした。

(3)使いやすいドア●ワンアクシ.ンで操作できるハンドルラヅチスィッ

チを採用した。片手で軽く開ける横開きドアで,チ.ク構造をドア

内部へ入れたフラ'ワトチョークにするとともに,ファインダを大きくして

オーづン内を見やすくした。

(4)料理時間早見機構:料理時問が一目で分るように,RR-507

形は5枚(お手軽料理・再加熱・生調理・冷凍食品,ゆでもの・ご

家庭メモ)の力ードとスライドタイマを組合せたメニュータイマ, RR-501 形

はタイマ目盛の周囲へ着脱自在の料理時問早見ステ.ワ力を付けて便利

にした。

(5)食器置台になる食品だな(棚)(RR-507 形のみ):オーづンの

ウォータクーラー

1.6 電子レンジ

図 14. RR-507形電子レンづ
Microwave oven model RR-507.

112 三菱電機技報. V01.48. NO' 1.1974



1 ,ご<Jへ.'ι'/づ1、襄良モ'"'ψ'Uンゞ、プ,、ノ゛、き゛イ・' H イ;1ン、' J ,、ψウマ、,、

,ー,、ー~、ー゛ーー'ー＼、、,_゛
.ノ＼七一ーン■゛七一・寸、ニ"ι■ 1,.""^ー゜'、、"＼、、

T沖。]C、WO0御加1 為"'＼丁ーンンijジにーニ*、、、、■1 1臣卜多、ーン心"' 1'§ミJ'>、＼"1印.
ノ,"、、八y1経姦名ンゞ1;ダ恕 1 "'、＼ぐ""

__フ、Sン,_.'>1't11jlt、1,1>1 _、、・^f '＼1ミ..、ー、、、・才;【___f三' 1
1'ノリ"「、i'17、"を,,ー"ヒ..゛1゛、.ーニグン、、、、'ーノ,、、- 1

、'、"^ 11".ノー」'弌、、、・、'、、、

＼、'、イーく§§§L、、、ン

、'、＼、ーーノ1太シ<>＼>_.,メン/配
図15.セントラルクリーj殷買挟1 '゛＼ゞ_/
Layoutofccl〕1rnlYacuun]clcan〔.r 、＼＼
inslaⅡation.フレキシブルホース＼

両側面に食品だなのストッパを設けて,食削.だ右をスライドした時は

食器の躍台となり,スト,,バ都分で1川松させると食品だなを取りはず

せるよ 5 にした。

セン15ルクリーナはセン1、ラルヒーティングのぢぇ力を1砧除tC取り入れた,

新しい方式の確女往引徐機である。図 7.15 のように,クリーJ のオ"水

を納j;たどに設1溌し,家111ナみずみまで}赫1徐できる位1溌に,咲込1、1

を数1固1所設け,オ新ポと冬製込11Ⅲ」をパイづで配管,、る。この吸込11

にフレ千シづルホースを茶込ノVで家小のh1除ができるよらにしたシステム

<・ある。その4丁長を1己す。

a)従来の吊除機のような沖,備寸る千岡や,水休売移動L力が

ら1示除するわずらわしさがたく,抵うきの1・,様さで家111の吊除がで

きる。

(2)先に聖11上がⅢ1発した掃除憐川フィルタ「ロシポーザ_1 の採jUで,

新ム,'111寺の強力な吸じノV(塵)ソJが」U切1叫IU統する。

(3)木休を納戸などに設羅するので,昂除する都屋で仕騒門が

少く,かつ,排気が都屋内忙放出されないので,火変衛生的で一股

住宅はもとより,病1完やコンビュータルーム義どにも遭す。

(4)ブJ杉集じんケース・火形 0シボーザの採用と,バイづレータ式山

動ちり落し裳置の勧きで,家庭用掃除機の約10イぶの染じん能力が

あり,ごみ捨ては年2~3 回ですむ。

(5)階段・天井・たななどや,狭仏ところも容易に掃除できる。

そのうぇ,りモコン式なのでホースの手元でスィ.りチの入・切ができる。

(6)配管都品に「三菱純正配管継手」JC-PN形を採用してい

るので,配管のつまりが少ない。

以上のように,従来の電気掃除機では,得られなかった数々の特

長をもった画朔的商品であり,昭和48年9月発売L,その高効率,

操作性,衛生的メリ四卜により今後の需要力斗切待できる。

電気掃除機(セントラルクリーナ)1.フ

ノノノ、

斥一'嘉"L

吸込口

翁

昭利娼年度は,洗たく最適条件の選択の容易化,水・洗剤・電

力の節約を重点主して開発を進め,客呈3.01屯のAW-4800形(高

級形)をはじめ,2.51璃の"洲り杉,普及形およびポンづ付,寒冷地

向U冴絲帛坊ルヒータ村むど'16憐孫を発光した。<NV-4800形のIUI

について次に記す。

(1)大容量化一・・・3kg の大容量,従来品(容量2.5kg)忙比べ

図 17. AW-d800 形全Π動汎たく械
ModC1 <＼V一娼00 厶1Ⅱy au【omatic 、V砥11ing n川C11iljc

水・洗刷・貼1川が約20%以上の節約。

( 2)絲済刊1のm」上・・・・節約 3ースを介凹!化 1門に'{41.コース 1とq し

て水・洗行11・確力それぞれ約20%餅絲勺。

(3)操作の奔易化と J1使j則坊止・,',・浦iづログラムセレクタにより,

沈たく物に合わせてお好みのづログラムがワンタ,チで越べる。

(4)安全性の向上一いっ水防止裴靴を付ける。

(5)据付の容男河ヒー・・2~4力所訓整可能足を付U据村場所が

傾斜面で1〕 OK。

(の使用範鬮の拡大イヒ・・由動予洗コース付でドロンコ汚れなど

には最適。

圃

1.8 全自動洗たく機

一五一ーー

フ.家庭用電気品・照明

'

1.小形ルームエアコン

昭和娼年度の市場動向としては,セパレート形は新期課税にもかか

わらず,室内の低騒音,据付の簡易化,小形化により,またオールシ

ーズン形は高効率,室内の快適性,運転のし易さにより急速な需要の

伸長が見込まれる。

とれらの点から48年度品は,下記のとおりセパレート形の充実と

併わせてオールシーズン形の機種拡充を計った。

(1)セパレート形(Ⅷ掛けタイづ, MS(D)-18RG,-22 RG; MS-22

SG)

(a)室内ユニ,"を全面的忙モデルチェンづし,意匠は高級感あふ

れるものとした。

1,9 調機器
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(a) MS 18 RG 形 (b) MS 22 RG 形

図 18.セパレート形(竺冴1卜けタイフ) MS(D) 18 RG,22RG ; MS 22 SG
Sel〕aralc lype (、va11 moun11ng tyl〕C) ro0111 air condilioncr nludel

MS(D) 18 RG,-22 RG ; MS-22SG.
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剛馴棚脚棚
棚1棚胤1 棚棚胤

図 19.オー1しJ スJ形(リξ1遼形)
MFΠ 35SA

AⅡ 』Cason type (Floor sCιting lyl)e) ro0111
Condilioner model MFH-35 SA.ιUr

(10 運転操作は1莚来通りすべてりモコンガ式としたがが托コン忙

吐 311舸川のお休みタイマを1大」蔵させるととにより,就襄前にセ.71、す

れぱU動的に停止させることもできる。

(C)フィルタはパネjレを取外すことなく外糊はりワンタッチで外す

ととが可能であり,フィルタの掃除力新鋼単になった。

(d)内外ユニットの電気配線は,端子台の構造を改良するこ巴に

より,簡単かつ硴実に固定できるようにした。

とのうち特に 3時問タイマとフィルタのワンタ.ワチ式は,現況のエネル

ギー危機にかんがみ,省エネjレギーの観点より採用したものである。

(2)オールシーズン形(床置形, MFH-35SA)

従来機種系列になかった床置形の大容量ヒートボンづである。

(a)電源単相 20OV にて,冷房・暖房・除湿ができる

(b)奥行 18Cm の超薄形タイづである。

(C) 1.8kW の補助ヒータ内蔵。

(d) 2ステージサーモの採用により,暖房1侍,補助ヒータとヒートボ

ンづが 5゜C の温度差にて自動的に入・切できる。

2.クリーンヒータ(" MICS"応用)

国内の暖房機11j場は,室内開放型ストーづ類から室外給排気型暖房

機へ急激に変化しており,本年がそのターンニンづボイント忙さしかか

つている。

クリーンヒータ開発以来,暖房機の必要条件である快適性・安全性は,

セントラルヒーティンづなみに,また経済性の点、からも全く新し仏システム

として,毎年改良してきたが,昭和48午度については,高信頼性・

高安全枇にヌ、1'する辿求はもちろノVのこと,機師系列も充突させ,第

二の媛房機として薪災共に不動の地位を築くべく1捫充を行なった。

との機種系列は,従来の VRB-30G, VGB-30G,および VGB-

40G の3機種に,寒冷地および業務用(特に学校向け)の 8ρ00

(C) MS-22SG 形

図 20.＼しBD
Model vGBD

Clean l〕eater.

80G 形クリーンヒータ
80G deluxe [ype

図 21.排気型石油温風ヒータ HEA166
OUιdoor eX11aust type oi11)eaιa' 1node11-1EA166

kcavh,および手ラックスタイづの VGBD-40G, VGB-80G, VGBD-

80G の3機極を加え,6機種に充実した。

また,安全性・快適性の面から,下記の事項について改良した。

(1)風圧スィ.,チ,高圧放電着火の紲み合せによるづレパーづ機構

をつけたため,爆発が起きない。

(2)万ーガス漏れが発生しても,クリーンヒータ自休のガスコックで

ガスがストッづできるよう,ガバナをガスコ.ワクの後に配置した。

(3)暖房時の湿度が惟ぽ50%に保てるように,加湿能ノJ をア

.りづした。

(4) VRB-30G, VGB-80G, VGBD-80G の 3機卿は,ガス批

閥整ができる。

3.排気形石油温風ヒータ(HEAT66)

温風ヒータの最大の特長は室内の排気ガス汚染のないととである。

発売3年めの昭和48年度製品は快適な室内環境をつくる安全装置

の具備に重点をおい左。使用中しばしば起るであろう各種の原因に

よる電源の停止に際して,速か忙自動消火し排気ガスの室内流出を

極力防止し,異常過熱による火災防止と併せて地震,転倒に対する

安全装置を装備させた。

自動消火動作はすべて,従来より採用している二玉落球式の感震

器と,その上部忙玉と連動するように設けたソレノイドとの組合せで

行ない,電源 OFF 時ソレノイドの吸着力がなくなり,玉をソレノイド

レバーがたたき落す構造になっており,それぞれの機能について説明

する。

(1)丹確時自動消火

停遜→ソレノイド電源OFFーツレノイドレバーが球を落す→感震器作動

一寸肖火板が心しゃ閉→消火の動作をし,部屋の空気を汚すことなく

しかも,再通電されてもソレノイドレバーは自動復帰しないので安全を

.

.

1
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確かめて,再びセ.り卜できる。

(2)異常過熱時自動消火

燃焼器部分の清掃が行なわれなかったり.排気ホースに異物がつ

まり燃焼器まわりが異常に高温になったとき,火炎等につながらな

φよう自動消火する込ので,本体側面反射板に設けられた過剤寸金知

オートカ,ワトが切れ,ソレノイド電源を切るよらにしている。

(3)排気温異常上昇自動消火

室内循環空気取入れフィルタが目づまりした場合や才品風吹出し口

がふさがれた時など,排気温が上打.し排気ホース周りょり火災につ

ながるおそれ、あるので,排気送風機出口にオー1、カ,ワトを用いー・定

i品度以上で切り.ソレノイド電源を OFF する、ので,本休の最終安

全ともかねて,温度ヒューズを保護用として直列にそら入している。

(4)地震転倒自動消火

二球方式を従来より採用してⅥるが,球が入ってぃるかいないか

で,消火動作ができるか否かになるため逐明カバーを使用L,耐舗忍

が容易にできるよらにしている。

4.蓄熱ルームヒータ(深夜電力利用)

蓄熱ルームヒータは夜問の余剰電力を利用して,夜の問忙器休内部

の芸熱体に熱をたくわえ,との熱を利用して昼の問に部屋金休を暖

房する、ので,都屋の空気を汚したり,有害なガスの発生もないク

リーンで安全立暖房器であって,鼈気 1ネルギーの有効利用機器として,

またクリーン唾房機器として一眉注目されてきた。昭和娼年度の蓄

熱暖房器は,これらの暖房器にふさわしい格調高いデザインに一新し,

さらに安全性を高めた、のとして, SR-3006形, SR-5006形三菱帯

熟ルームヒータを開発した。これらの特長は次のとおりである。

(1)器休全休からの白然放熱がぺース暖房としての役割を行な

い,"U儲に冷え込むことがなく,室内温度分布がよくなる。

(B)部屋の冷たい空気を下から吸い,器体上部から送風址の多

いラインフローファンで下K向けて温風を吹き出ナ強制放熱により,室

内を早く暖房ナることができる。

(3)ルームサーモが内蔵されているので,好みの室途"C コン1、ロール

できる。

('りルームサーモで室温を一定に保ち,夜は蓄熱(蓄熱Lながら暖

房することも可),昼は媛房,とスィッチ操作なしで全自動運転がで

きる。

(5)蓄熱'やは自動温度調節器・温度過昇防止器と,さらに吹出

口忙も温座過昇防止器を設けた三重爰全ヌ,j策がとられてぃる。

(6)送風暖房中に吹出口が異常高温になった場合は,吹出口に

設けた温度過男・防止,器がダンパを閉じ,冷風だけを送風して冷却し

安全が確保される。

(フ)暖房中の風温が約 8げC以下になると,自耐珀りに補助ヒータ

に通電され,不足の熱量を補う。

(8)腐食に強仏ステンレス製の大形蒸発皿を吹出口の上に設け,

加湿性能がよく,部屋の乾燥を防ぐ。

このように蓄熱ルームヒータは個別暖房に最も適Lた暖房器である

が,個別制御のほか集中制御も簡単にでき,予算に応じ増設も簡単

で,セントラルヒーティンづ方式にはない優位性をもっている。一般家庭

だけでなく病院・寮・ホテル・学校に広く採用され,「クリーン畷房

安全暖房」が要求される現在有用な暖房器である。

気扇1.10 換

1.ウインドファン

タ涼みの快適さを室内にとり入れるウィンドファンは100万台の、市

場規模に発展した。戸外の空気を吸い込んでの換気冷房はきわめて

健康的であり,昭和娼年度は機能の改善と機種充実を計った。

ウィンドファンの主流はラインフローファンを組込んだもので,涼風の到

達距籬が長く窒内にむらなく送風できることが要求条件となってい

る。三菱ウィンドファンは回転ケーシンづを使用しているため都圧1リ性が

すぐれ,夜問締切った室内にも上削狗杓容男"C涼風を打1込むことがで

きる。使い勝手としては前面から操作できる2重首振,發1剛度の高

い部屋で込使える同時吸排,通匝W那分の振動を防ぐためのスづりング

入りフィンルーバ讐があげられ,ラtザイン的には里流し技法を応用した

木目仕上げとし,手作りの昧を量産化して画一的な手ザインから脱皮

している。

・ーカ実用木位のウィンドファンとしてづ口ペラファンとラインフ0-ファンを

矧介せた機種制刑発した。これはづ口ペラファンの火風量とラインフロー

ファンの1噴流を叢1合せた玉ので,づ口ペラファンの広がる風を前方に'誘引

し,村効な涼風として部屋のすみずみまで送ることができるまった

くユニークなウインドファンである。

2.換気扇

数年前から進んで加る単能化の傾向、,一戸建住宅では一舟好杉換

気扇,中高層染合住宅ではづクトファンによって達成されつつぁるが,

蛎たに住宅密集地での防火の問題がクローズア,づされ,この要求を満

すべく"メタルコンパヅク換気扇"が開発された。

この換気扇は主要構造部をすべて金属で製作し,万一火災などが

発生した場合には,換気扇に内蔵された 72゜C の温度ヒューズが働き,

シケ汐を閉鎖すると伺時に電源を切り羽根の回転を停止させる。ま

f

ψ^"、J「"、、」ー

7

図 22. SR-3006形蓄熱ルームヒータ
Type sR-3006 night stotage l)eateT.
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図 23. NVF-3PLP 形ウィンド
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た外部に面しているシャヅタや取付わくなどは建築基準法で規定され

る乙種防火戸としての役目を兼ねており,この種の換気扇では全く

新しいタイづのものである。したがって火災時に他への延焼を防止

するとともに,また他からの類焼を確実に防止することができる。

これと同時に甲種防火戸型に適用させるため防火ダンバ付ウェザーカバ

を開発し,防火面での機種の充実を計った。

この他連動スィッチ付浴室用換気扇,低騒音居問用ダクトファン,天

井直付取付ダクトファン,大形パイづファンなどおよび手ザインを一新した

座敷用換気扇,トイレヅトファゾを開発し,一部屋1台の換気扇時代を

先取りした機種系列を作りあげてぃる。

イエローけい光ランプ

ガラス管内面に顔料層を設け,あざやかな純色光を出す当社の力フ

ードうンづは,長年各方面にご愛用をいただいてきたが,使用する顔

料がカドミウムを含有するために,本年度より生産中止に踏切った。

しかしながら半導体工場,フィルムエ場たどのようなフォトレジストや感

光乳剤を取り扱う作業所のセーフティラ什として,従来の純黄色(Y・

F)ランづの代替品開発の要望がきわめて強く,とれに応えるべく覇

イ10一けい光ランづを開発した。その構造は,ガラス管内壁忙,チタニ

ウムイエロー黄色顔料層を第一層とし,波長480nm のアンチモン発光

が少ない色温度2,50伊Kハ0りン酸カルシウムけい光体を第二層として

使用したものである。イエ0一けい光ランづの特性は,表 1.の定格

および図 26.の分光エネルギー分布に示すように,初光束2,000 ル

ーメンと従来の純黄色カラードけい光ランづと同程度の明るさで,かつ

波長50onm 以下の光放射が憾とんどなく,セーつティライトの要件を

満足している。

2.ショートアークランプ" S"シリース

シ,ートアーク水銀ランづは,可視光および紫外線領域の放射が強ノJ

であることから,光学機器や光化学反応装置用の点光源として広く

使用されているが,最近これらの機器や装置の高精度化にともなっ

てさらにアーク寸法が小さく,光制御のしやすい点光源が要求され

てきた。これに対処して当社では本年度'S"シリーズとして,表2

2.1 プ

2. 日口
'亘'、

図 25.換氣扇「メタルコンバック」
V-25LM 形

Mode} V-25LM venhratlng fan
" METAL COMPAC"

明

に示す定格のランづを完成し需要κ応えた(図 27.)。このうンづの

特長は次のようなものである。

(1)電極問ギャ,,づが非常に小さいので,放電アークは非常K小

さく,高師度で,そのアークィメーづは真円に近い。したがって上記の

機器や装置に使用されて均斉度のよい照度分布が得られる。

(2)発光管部に対する細心の配慮ICより,発光管ガうスの鳳折

によるアークィメージの偏位や乱反射をなくした。

3.投影装置用 BOC ランプ

明るい部屋で実物投影ができる投影装置用光源として,新しいタ

イづの 1,00OW BOC ランづ(PM I00OBOC-H)を丸善,牛瀚研究所と

共同で開発した。投影装置用光源に要求される主な性能は.

(1)効率が高く,出力が大きい。

(2)演色性がすぐれている。

(3)熱放射が少い。

(4)小形である。

表 2.'S"シリーズショートアークランづ定格特性表
Ratings and characteristics of short aTc lamps

形

表 1.イエローけい光ランづの定格
Ratings of ye110W {1Uorescent lamps

FL40 Y-F Ⅱ

FLR40Y F Ⅱ M

名 11 "・一叉.ト 1・
大きさ初光束色温度・宰波長寸注(血m)ランプ電回路電

(W) am)( K)(nm)ランプ艮ラソプ径(A)(V)

100

80

2,300

2,300

60

40

400 500

波長

図 26.イ10一けい光ランづ
1"uminous spectral distribution of

580

20

580

1,198

1,198

0

電流方式

定枯電源電圧

定怖回路電圧

ラ y プ電力

ラγプ電圧

ラソプ電流

全光束

率効

水平光度

平均蝿喫

丁ークの大きさ

平均寿命

点灯方向

金口

0.43538

38 0.435

V01.48. N0 11 16

形名

(V)

(V)

(W

(V)

(A

am)

am w

(cd)

(cd cmり

長さX幅(mn

(励

200

200

SH 500-2 D-S-1

600

(nm)

の分光 1ネルギー分布

ye110w fluorescent lamps

DC

AC 200

DC I'0

400士40

31 土ム

12.6土1.2

15,500

40

2,100

120,000

1.2 1.1

300

鉛直

特鳳

700

SH500 2 D S 2

DC

AC 200

DC I'0

'25士'0

38士4

11 3土1.2

17.500

42

2,350

105'000

1 6× 1 3

300

鉛直

特殊

図 27. SH 500-2 D-S-2 の形状

Short arc lamp sH 500-2 D-S-2
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形

3.

Ral】ngs

PM I000
BOC・H

式

技影裴置用 BOCランづの定稲
Of BOC ]amps for proJector

A,',,巷会'1蛋弄^至i^ 1"、"、'ー.

、ぼご'L4.、ーー~ーー、""'

130

図 28

87

投影聖i置用 BOC ランづ(PM I00OBOC-H)
Boc lamp {or proJectoT

即 000

.0 、・0001 " 1"1

図 29.メL苦はん用投影裴置 MUP-102
MARU%EN universa] projector NIUP-102

などであるが,当社のメタルハライFランづ・ BOC ランづは.これらの条

件をよく満たす。 1,000×90omm のブく形りアスクリーンを姉え, BOC

うンづを裴備したメじ筈はん用投影装置MUP-]伐の突用投影倍率は

37倍に達し,明るいスクリーンにはあざやかな画面が写し出される。

この装羅は教育用機器として各方面から注目されている。表 3.忙

投影装羅用 BOC うンづの定桜を,図 28、,29,にランづおよび装置

を示す。

0

、

レrインサー1

フミ什六2-90φ

図 30.天井埋込み形器具取付図

Of 2 X FL 40 S Tecessed type auoreRcent 1ⅡΠ11na1↑InゞH}1at】on

、、^

AJ、J'^^

ー'ー

2.2 照明器 具J、キ、

1.ジャンボルミフラワー

好君平の"」レミフラワーシトズ"に商照度照明ができる大形照明器具

"りヤンポルミワラワー"が辿加された。本体は円形けい光ランづ30WX3

灯でチェーンづりとコードづりがあり,セードは色変りを含めて 5種類

開発され,8~10畳問の照明が可能になった。ジャンポ用のセードは

従来のルミフラワ一本休にも使用でき,また従来のセードのうち,6種

類はジャンポの本体が使用できるなど各部に標準化が副'られている。

2.工事用器具の省力化

電気工事の人手不足IC対応できるよう,照明器具の取付け工事省

力化が着太とすすみ,たとえば電源端子盤,反射板取付け用クィ,ワク

ラ,ワチ,あるいは 110W用器具のソケ,ワトと安定器接続用の 6P コネクタ

などの付加が行なわれた。下面カバー付き天井埋込み形器具では本

体の取付け穴を 90φにして,インサートボルトを入れやすくし,特殊

座金を使用することにより工事がきわめて容易になった。

3.住宅街路用水銀灯器具

住宅団地,マンションあるいはアバート周辺の照明に防犯灯を兼ねた

柱上灯が多く使用されている。これまでの防犯灯は全方向形の配光

で,2階程度の設置高さが効率がよいため忙,場所によっては器具

7 家庭用電気品・照明

、ー(、

図 31. HF-100~75WX 1住宅街路用水'只よ丁器具 HC-120
HC-120 1× 100~75 乳、 meTCUTy lamP 5tl'eet ]uml"nire
f01' residential aTea

からの光が住いの窓から室内に入り住人からクレー△があった。この

器具はアクリル製づりズムグローづを使用し,75~10OW 水銀ランづを使

用し,路上方向のみ光を出すよう配光を考慮したもので,路上や広

場のみを効率よく照明し快適な生活環境をつくり出すことができた。

4.ガソリンサービスステーション用器具

サービスステーション方薪洽油作業や車の整備ばかりでなく,各種サービス

業務をあわせて行なうようになり,明るく快適なふん囲気づくりが

必要になった。この器具は透明づりズム硬質訓'ラスづ口一づを使用Lた

角形デザインで,折板天井専用器具である。

5.ガーデンライト

これまでのガーデンライトは和風のデザインが多かったが,この器具

は透明オレンジ色と白色のアクリル成形品で2重セードにした最新な洋

風デザインである。自動点滅器用ソ小,トが内蔵されており,2重絶

緑構造で,接地工事なしで使用できる安全構造になっている防犯灯

を兼ねた屋外用住宅照明用器具である。

6.防災形けい光灯安定器

きわめて稀ではあるが,けい光灯の焼損事故とか寿命末期の焼損,

発火などの危険を未然に防ぐため,安定器の内部にバイメタル式づロテ

クタを組込んだⅡOW用安定器が開発され,紡績会社その他に納入

しフヒ。

1 17

'「、'.,1、'碧.Y',シ、、

ゾノ

図 32.ガ'ソリンサービスステーション用水銀灯器具 HG-306
HG-306 1XHF-200~40o mercuTy lamp lumiDaire
for service station

'.1+、

ー'ナ

4JJ 井」
J ニノ;

,大セき外琵

'"4

勺
、
,
,
'
ナ

、
 
J

J
 
/
 
J
 
"
 
J

J
'

J
 
、

ヤ
、
、
ー
ー
¥
^

ご
^
七
^
^
才
瓢
、
^
ぞ
轡
1
ご
二
一

ノ
ι
゛
才
β
ゞ
 
k
1
三
.
、
'
』
"
 
J
.
と

'
』
"

一
十
と
女
二
,
イ
'
ハ
ゞ

J
J
J
 
]

,
,
一
"
)
j
 
.
「
五
.
¥
゛

一
、
,

ナ

ー
ー
一
,
琶
,
ー
,
ー

"
^
b
y
一
泳
三
父
^
冷
^
"
努
,
、
絵

^
^
^
4
"
、
。
い
^
^
.
^
一
^
^
^
^
^
゛
^
'
^
゛
^
^
琴
1

」
JP

/

、
、
J
 
、
、
人
、

ノ
ノ

m

一

一
ノ
.

J
/

'

a
-

{
R
-

ノ
」

X
,
一

一
一
瞳
き
涛

1
L

、
'
゛
ι

り
、

、

、
へ
、
予
 
J
 
J
、

'

、
、

ダ

4
、

、
、
"
÷
j
二
,

一

で
ー
,
ニ

〆
ノ
一
ム

メ

〆

リ

/
J

/
ξ
ン
ノ
ノ
^
ノ
,

J
 
J
、
 
J
 
/
 
J
 
/

七
/
一
一
/
■
七

,
シ
ノ
ノ
ン
ダ
.
、

57

/
 
J
 
J

mm

、

ゾ

ノ

宅
?

乢
A )(

圷
、

ノ
七
学

全

表

/
、
'
^
ん
^
,
イ
^
^
凡
■
燕

L

、

一
が
ず
ン
芽
鼻
,

,
リ
^
.
、
イ
^
ン
^
、
'
^
"

'
>
,
1
一
二
'

^
ヨ
'
子
一
こ
^
{
,
一

一
父
、
、
劃
、
、
、
、

^
J
」
ノ
エ
」
^
I
 
J
 
、
、
」
、
J

、
三
三
1

"
く
、
 
1
 
J
 
J
 
/
'

ヅ
,
'
,
,
ゞ
'
聖
゛
■



図 33. HF-40× 1 ガーデンうイト HC-495
HC 495 IXHF 40 mercury lamp luminaire "garden1喰11["

表 4.110W けい光灯安定器
Rating of ba11ast of 110W' fluorescent lamp for

Solid state and conventional type

ル,明治生命広鳥白レ,(掬問組本社ビルなどがその代表的な例であ

る。

(2) L場では,三饗重上業中知横浜込船所本牧1.場(図 35

が,ド.,ク仙IUきの上下 2 列にもうけられたピリトの巾IC, 1りj水形 30U

W水銀ランづを設置し,新しい照明方式として注目をあびた施設で

ある。

(3)会館では,加古川市民会館(図 35.)が,多目的総合文化

施設にふさわしい照明として賞讃を得た。白熱電球に比して小形・

高効率・長寿命などの特長をもったハロゲン電球を主光源に用い,豪

華で落着いたふんい気を演出するとともに, SCR 調光装置により

照明の機能を高めている。

(4)店鯆では,(株)西友ストア大船店(図 37.)があげられる。

西友ストアのなかでは最大の規模をもつ同店は,ニューチザインの屋外

灯"スくースルミ"を正面入口付近に配し,明るくはなやかなふんい気

をみなぎらせ,ショ.りビングムードをもりあげて仏る。なお,との屋外灯

の光源には,人のはだの色を特に美しく見せる"ビューティポール"が用

いられている。

(5)スポーツ施設では,旭硝子(株)関西工場健保野球場(図 38')

がある。コンクリート柱6基に 1,00OW 水銀灯投光器を合"1'132台設

置し,グラウンド面と同様に空問の照度を高くしているので,フライが

見やすいのが特長である。

(6)道路では,現在建設工事が進行中の東北縦貫自動車道忙お

いて,すでに完成している羽生パーキングエリア(図 39.)がある。

(フ)その他の施設では,銀座マッダロータリー"人工ファーム"(図

40.)および大阪府都市開発(株)泉北高速鉄道線泉ケ丘駅(図 41.)

がある。両施設はいずれも,高演色性と高効率を誇る当社メタjレハライ

ドランづ"BOC ランづ"を用いている。前者は,都会のピルの中忙お仇

て, BOCランづおよび色けい光ランづを人工太陽として植物栽培をす

るという,世界でも初めての試みでマスコミの話題になった。また,

後者は,大阪のべ.ワドタウン"泉北ニュータウン"にできた新しい駅のづラ

ヅトホームであるが,明るく演色性のよい照明が好評を博している。

匝

寸

電

五!(kg)

噂灯周波数

力

法(mm)

フ.半導体安定器

車載用ⅡOW安定器として軽量化をめざした半斗体安定器を日

本国有鉄道新幹線用モゞル車に納入した。現在の当社一般形安定器

と比較すれぱ表4.のとおりであり,50H.地域でも 60H.地域で

も同一安定器でも使用できるなどの特長をもつもので,今後の発展

が期待できる。

投 (W)

(HZ)

半違体安定部

340×70×60

1.8

20

25 k

一般形安定器

(1)オフィスビルで特筆すべき点は,ピjレの高層化に対処し,天井

材と照明,空調,防災,放送などの設備を一体システム化して,工事

の省力化と天井面諸設備の整理統合簡素化を図った"システムライン"

を採用した施設がますますふえてきたことである。神奈川県随一の

超高層ピ/レ,横浜天理教館(図 34.)をはじめとして,大阪国際ビ

5.0

345×84×66

50 立たは 60

2.3 照明施

30

号JI,

西又

図 34.横浜天理薮館基準階事務室
StandaTd floor 0錨Ce room of Tenrlsm

BUⅡding, Yokohama'

FLR40×2下面開放埋込み形邪具(システムライソ

T パー方式) 5,000台,天井高さ 2.55m,籾期実測

照度 1,1伽I×(机上面)

図 35.三菱重工業(株)横浜造船所本牧工場
Yokohama shipyard Honmoku work,
Mitsubishl Heavy lndustTies
防水形30OW 水銀灯 120台,ド,ク嵐断面鉛直面

設計照度 100IX

. 弌'・

、.、.

ーー

".ーー

-CL

、

奄
偉

.争

図 36.加古川市民会館大ホール
Kakogawa city Assembly HaⅡ

50OW ハロゲン灯下面ガラスカパーつき埋込み形

ダウγライト 84台,観客席実測照度2(幻~340IX

゛

゛

,
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図 37.伊凋西友ストア大船店
0{una Brancl〕 of seiyu store

10OW ビューティボール(HGF-10OXD),スペー

スルミフ灯用 5 上1,3 灯川 5」よ,平均照度 1001入

之釜

,、'、゛ノご゛'ゞ1圭1

語愈瓢§武

春一

'、

ニモむ

.ユメ,J、、

姦ξ.、会ゞ"ミ牲簿宅'ニ・

0宵

・1七、寺シ宅'雫警イ
4=

図 38.旭硝子(株)関西工場健保野球場
Base baⅡ ground of Asa]〕i G]ass co

1,00O W 水銀灯(H I,00OAX46, HF I,00O A-EX 86〕

投光噐(HS・1004)】32 台, 15 m =ソウリート柱 61よ,

グフウンド面水平西乎均!皿座:パッテリ問即0}X,内

野 6001×,外野 350 IX

爽,璽■Mぜ二立凡鬼;●ゞ

イY

/匡

ゞ
''

図 40.銀座マッダロータリー"人工ファーム"
G]n2a Ma2da rotary "aTU{icial {aTm"

反射形400、VBOC ランプ(MRF-400-BOC-U)9灯,色けい光ラソフ
(FL 20 B) 24 灯削装1殴 3 括,平均照崖 20ρ00 IX

風

霽〆那一A

図 39.牙剣ヒ縦貫自動車道羽生バー牛ング1リア
Paτ1訂ng area of a route {OT drlveway Tunning
throU三h the Toboku DiS比ict

40O W 水銀灯(HF 400-ED)、 HP-324 セミカフト才フ形

高速迫路専用豁只 4 jよ,寸;ール高さ 10m,顕斜角 5 度,

平均!典疫玲 51入

ー¥ーー、、、

星

唾套

争

争

、

J卓

'^ J、、

図 41.大阪府都市開発ψ凋泉北高速鉄道線泉ケ丘駅

Izum喰aoka station o{ senl〕oku Higl〕 speed railway,0訟ka
400凡VBOC ラγプ(M 40O F-BOC-H), HP-321 形器呉 10」よ,

末ール商さ 5m,平均畷度260IX

>f 多

7

●卦

家庭用電気品・照明 119

'二

゛
三
き

一'



ーぐ弓、バ,,シ,ずイ1'゛〆

乙、'、ノビ',¥1之t 、1、J、、、

'々ー゛゛/1';,、,、ーーケ¥ニ'

材鷲W那門の研究開発はそれぞれの分野においてその二ーズに合わせて活発に行なわれた。すなわち絶緑材料にっいては,局湿度・高汚損蝶境

下で使用ナる電気機器の絶禄忙適した量産性忙すぐれた耐トラッキング牲エポキシ樹脂積層品と,雄気機器の高性能化,コンパクト化に対感する可巴

う G尭)性・耐熱性などに,すぐれた漸しいイミド変性ワニスがi菊発された。また送配f'機器用のエボ千シ注型晶に使j・Ⅱする1'料として, 1、分な信

頼性のある耐クラック性エボ牛白注型枯珂目を開発した。

金属材料忙っいては,ヒューズエレメントとして Ag線の一部に Te を付濳させて小電流域の溶断電流を減少させることに成功した。また超局速列

車の磁気浮上ならびにりニアモータコイル忙使用するための,高性能ファイン?/レチ,超電導線1てっいて艸出加工法による製造技術を確立した。通信機器

の部品として使用するための十分な舳げおよび必要なばね性を備えた接点ぽねM料として,現在のものよりさらになまし暢の狭゛部分な生し材

の製造方法を開発した。

フェライトにっいては,準ミリ波納のマイクロ波用として飽和磁化の大きさを変えて利用周波数範囲を広げユーザの要求に答えた材料が,また誘

遵加熱作用を応用した調理器のコアとして幌呈化・低価格化たどを胃的とした新しい材料が開発された。またフェライトコアの画流磁束に重官した

磁気特性の非直線性を改良するととによって,スビーカシステ△用インダクタの音質ひずみを著しく減少させることができた。

メモリ 1揚係では当社で開発した 1,024ピ,ワトダイナミ',ク MOS メモリ1C を使用した白レディング方式の斯しい IC メモリシステムカ斗11発され,また'1'算機の

ファームウェア化の進展にヌ11心した惜ハ田書換え容易な固定メモリとして,電気的書換え可能な ROM が開発された。

化成品鬨係では力ーフェリーの安全支寸策が強化されたと上を機会に,新タイづのすべり台状小形シュータを聞発した。緊急、用オイルフェンスとしては

先に開発したル甥長式に続いて,石油基地など使用ひん@鋤度の高いところでの使用に適した作業性・耐久性忙すぐれた巻取裴貿を備えた斯Lい

オイルつエンスを開発した。またっロス法発恢゜ら(i包)ポリウレタン忙つ込て閉発と突用化が行なわれた。

を発
訳悪Z歩
鰹式§ Materials

琴淫

高湿皮や高汚損環境下で使用される電気機器の絶縁に適した耐ト

ラッキング性 1ボキシ柿朋旨積層品を開発した。従来,エボキシ荘"旨積層品

は,分子内に芳香環を含んだ1ピビス系枝用旨より作られており,電気

特性・機械特性・耐熱性はすぐれているが耐トラ.井ング性は十分と

はい支たい、そのため分子内忙芳香環を含主な゛脂環式エポキシ紅川長

表 1.耐トラ,,牛ング性積層品の性質
(ガラス布基材,厚さ 3mm)

Properties o{ tracking resistant epoxy ]amlnate

1.1 耐トラッキング性エボキシ桓朋旨積層品

1.絶縁材料

験 項 目

山げ

圧縮

引張

丁イゾプ

処 "・1 "" 1 玲都 1

強さ

強さ1生

強さ

ト衝禦強さ、*

忙よる砧屑品の製造も試みられてぃるが,貯j1艇安定性のよいナ」づレ

づ(予術含浸基材)が得られ州tく製造に千問がかかり量産化のあい

(艦)路となっていた。今回の開発はこの点を解決してなされた、の

である。

積層品のらち,鞁眉板の性質を表 1.忙示した。耐トラ.,キング性

は,1EC法でCTI(比校トラ,,キンづ指数) 600以上で侵食もほとん

どみられない。さらにきびしい試験法として当社で採用している

DIP-TRACK でも 2.8kV 以上を示し,すぐれた耐トラッキンづ性を

備えているといえる。その他の性質について、, JIS 規格を十分上

回る性質がえられている。

この薙層品は,従来の積層品と同様の形状忙加工することが可能

であり,トラ,りキング破壊が重要視される環境下で使用される電気儷器

の性能向上忙寄与する、のと考えている。

I MHZ

I MHZ

FIV-L工入1

FIV

LW

L工刃

注(D

当社囲発品

X常態^20゜C 65%RH fこて 90時冏罵整

煮泌後^ふうとら水中2時問淺せき後

゛.10t M胴板で1剖定

FW^測に垂直方向 LW^長さ方向

CW^福方向

試験方法は JIS K 69"によろ

(2)

<3)

Rg-cmtmo

(4 )

kg 500以上 800以上1
ーニー1面t1而でーごー、_ー.1-"1・ 1"0耻
W I0..耻1

120

30 以上 70以上

送配電機器のコンパクト化,設計,生産の合理化に適用できる耐ク

ラ,,ク性エポ牛シ注型枝用旨を開発した。これは,可とう性,強じんq卿

性を与える酸硬化剤TEP一Ⅱを開発することにより可能となった。

すなわち電気機器忙使用される1ボヰシ注型品は,複雑な構成体をー

体化するためK,注型枝甥旨の耐熱価N讐性,耐クラリク性が玉要な問題

となっており,従来から可とら性付与剤あるいは硬化剤などが使用

されていたが,億気的・機械的性質が必ずしも満足されるものでは

なかった。このTEP一Ⅱは,エボキシ枝"指(1eビス系)と任意の割合

で況合できて,硬化枝朋旨になると,強固な接着性と加熱冷却サイクル

托十分追随できる強じん性を有し,膨張収縮によるヒズミ応力を緩

和することができる特長を有している。現在までの試験結果では,

長期劣化 a30゜C)で、特性の低下が低とんどみられず,また耐トラ

耐クラック性エポキシ注型枝相旨1.2

三菱電機技報. V01、 48. NO.1・ 1974
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2.1ボ牛シ樹脂の機械的性質に及ぽすTEP-U
EHect o( TEP-H on mecl)anical propertles

epoxy reslns

(注 1)

儲考

,キング性,耐コロナ性におφても満足する1,テ性を有しくいることが

わかった。表2.忙は特性の一都を示した。すなわち耐クラ,,ク性の

必要な注型樹脂として十分な信頼性を発揮することがわかる。

1.3 H 種耐熱性ワニス

雁気機器のコンパクト化,高性能化に支、1応して透気絶緑村料の耐熟

性の向上が要望され,アミドイミf,イミドなどの芳香放ポリイヨト系樹脂

が 1ナメル線・燕葉材料として利用されている。しかし,芳霄族ボ,"1

イミドは,耐熱性にすぐれてはいるが,ガラス転位温皮が高温であり,

加]二性・作業性についてコイル含浸mワニスとして満足すべき、ので

はない。また,1割喋は, Nーメチル,ぜロリドン,メタクレゾールなど1こ1捉ら

れるので,機器に使用される締透物の絶緑表而忙悪影粋をおよぽす

沸J長が高いので, U蛾持を便化させるのに鴨覗品で長則H拐を要とこと ,

L,作業性が恕φなどの欠.'烹がある。

このワニスは,分子内にイミト'結合を打する化合物であり,トル1ン,

千シレンなどの芳香族溶娯々て可溶で,可とら性,耐熱性,冠気的・機

械的特性のすぐれた新規な 3イル絶緑ワニス V-5U-35 が併1発された。

才リフプントワソシ十一江による測定陣

()内は他杜可とぅ(挑)性硬化剤使用

8.フ

(フ.3)

の列J果
for

14.3

(8,0)

62

(6.0)

V-5U-35 はイミド変性ワニスで,これまでのコイルワニスと同じょう

な処理条件 a30~180゜C)で使用でき, AIW との適合性も良好

で, H種ドリルワニスに匹敵するものであり,電動コニ具・i芥接機コイル,

その低か1て耐玉針生を必要とする電気機器の絶緑忙遡用が期待され

る。

38

(4 の
104

4

2,] AgTe ヒュ ズエレメント

従来の冠カヒューズ K使川されている Ag線の一部忙,斗Zi"瓜兀業

である Te を付J古させることにより,過渡大遊流域忙おU る溶断q6

性を新劃寺しながら,数分から2時冏に女・1応する小透流域Kおける溶

断心流を 35%少なくした遅動形の電流一11寺階"寺性とすること忙成功

した。

Ag-Teエレメントでは過負荷磁流忙よる灘度上男'のためKAgと Te

が共品化し溶断するが, Ag と Te の相互拡散は共飼寸品度(351゜C)

近く忙おいて急速に進み,融点の低下と電気抵抗の増加の相乗効果

Kよる変化は急げきである。そのため,変質劣化をおこしながら溶

断にいたらなφような現象かおこりにくい。また, Ag-Te の共晶

遍度がAg の融点K くらべて低いことも,酸化崎.の化学変化を防ぎ,

繰返し通冠の温度拓帥岳により生ずる熱応ブJを小さくするので 1レメシ

トの寿命にたいし有利である。小電流域の繰返し通電に六すして Ag

およびAg-snと比較Lて溶断電疏により近い電流まで使用できる

ことを図 2.に示す。

さら忙, Ag-Te 1レメン1、の溶断温疫か低込ことから,ヒューズリンク

忙使用する材料は耐熱性の低いものが使用でき,消弧剤の温度上昇

、少なく消弧剤が有効に作用しU四'充域のしゃ断性が向上する。ま

た Ag の一部に Te を付播した継ぎ何のな込二要索ヒューズ1レメントで

あることから,工作がたやt くかつ安定な溶断特枇がえらナ1,ろ左力

の特長を有している。

10'

ι

、
、

10'

へIW無処理

V-5H-35

/Jレ桂1ヨ旨ワニス
フレキ・シフルトリル'ノニス

0

4

2,金属

2

10

140

図1

(゜C)温 !こ

IEEE N0 57 K よる耐熱寿命(1 柯! AIW 09 ψ使jlD
Therma11ife l〕y lEEE N0 57 (09φ AIW)

160 180

材料

2CO 250

100

R

90

f11:]0ヲ,宅口三匙,气 11

、气gマ""Ξ 0 20nlnld

材

80

(η近(▲舌竜電六(10分j竜一30勇イ!、')

.・K、'.

..0

""一●^,

生耳

70

0

●応
0

60

.

]0 ヨ5 1025 10 0

くり返L致N

図 2 10分通電のくり返し{Cよる各ヒューズエレメントの
寿命特性

Llfe of fuse elemenw by repeated pass]ng o{ cun'cnt
fm lo m]n

』N"δn

00 0

.

2.2 ファインマルチ超電導線

超高速列車の磁気浮上ならび忙りニアモータコイル忙使用されるファイ

ンマルチ 1tlo'j身.糸寝をn等弓毛した。 J脳忍子避!薊1弓iの超.11琶1尊.コイルイ1,Ⅱ条{1七く、

安定性の高いことが要求される。これを実現する忙は,銅の中{C多

数の超維挙フィ3メントを埋め込んだファインマル子超磁遵紳を使用寸る

必要がある。また列Ⅲの進行に作って交流磁界が発生し,超確導コ

イル K交流扱失が生じる。この損失を小さくするためには,超篭遵

「ノ气ゾント売で青るだU小き V、 e,,ヰでツィス1、1,なけれぽならない。
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表 3.三菱ファインマルチ超電導線の仕様および特性
Specifications of Mitsubishi fine multiple superconductin宮
^Ires

断

超電迫フィラメント径

面

超電導プイラメソト数

寸

ツーストビッチ

超電導鞍と銅の西砧比

醐界冠流値

法

臨

臨

1.6×3.2mln

MSW 300

約 60μm

確流籍度
綏のみ)
'確、流徳度
(CU 広・全力)

3.3

305 本

レンジ用フェライトマグヒート

このような線材を製作する忙は高度の加工技術を必要とするが,当

社では押出加工法により高性能ファインマルチ超電導線の製造技術を

硫立した。この方法によると数百本以上の超電導線を銅の中に入れ

ることが可能で,連続長1,ooom以上の大電流用長尺線が容易忙得

られる。また銅と超電導線の密着性が良いため,伸線加工やツィスト

加工がし易く臨界電流特性が優れている。

表3.に超高速列車用に開発された 2種類のファインマルチ超電導線

の什様ならびに特性を示ナ。これらの線村は,実車用高性能クライオ

スタ,"モ手ルに使用されている。

30 Tnm

1 4 5

30kG で 1,70O A

1.9× 10I A/cm气30 kG)

1 0 mmφ

MSW {20

330Ah力mo(30 kG)

約 50μm

1?1本

20 tnln

ν2

部焼鈍部を設けた部分なまし材を製造しているが,ここではそれを

さらに改良しユーザの要求に,より合致し左材料の製造方法を閉発

したのでその内容を紹介する。

部分なまし材製造の工作技術上のボイントは局部なまし用の熱源で

ある。現在はガスバーナ炎が用いられて仇るが,しかしガスバーナ法は

ガス流量の変化によって炎の幅が変わり,さら忙エネルギー密度が低

いため軟化幅を細く安定に制御することが難しい。また加熱による

変形の発生が大きい5えに処理の高速化にも限界があるこのよう

な欠点を改良する目的で熱源にエネルギー密度が高く,しか屯強さを

電気的に制御できる精加熱方式を採用し,なまし部の幅を狭く安定

に保った改良型部分な立し材の量産試作に成功した

図 3.に示したよ5 に新熱源を用いて製造した部分なまし村の軟

化幅はガスパーナ炎を用いて製造したものと比較して約 U5 に縮少で

きる。軟・化幅の縮少は機器の小形化に効果的である。またこの方法

は 1ネルギー密度が高いので処理速度の向上とともに厚板の部分なま

しも容易に行なえるという利点がある。

30kG で 70OA

2.9× 10. A 'cmo(301くG)

2.3 改良形部分なまし材

通信機器の小形化および高性有副ヒに伴い,これ忙用いられる接点

ぱね材料には,過酷な曲げに耐えられる加工性と豊かなばね性が同

11寺に要求されるような使用法をとるユーザが」竹加する傾向にある。

とのよらな.饗:求にヌ、!しⅧ1社では現在圧延ガ向と平行に速絖n洲CI,}

880 Almmo(30 kG)

近年,マイクロ波の利用は, Xーノし卜帯から準ミリ波,さらにミリ波

帯へと利用周波数帯が高くなってきている。激ミリ波帯用のマイクロ

波フェライトとしては,従来G-LA 材があり,良好な温度特性,角形

ヒステリシスを示すととから,サーキュレータ・ラッチンづサーキュレータなど忙使

用され好評を博しているが, G-LB 材, G-LC 材は,さらにこの材

料の飽和磁化の大きさを変えて利用周波数の範囲を広げ,ユーザの要

求にとたえたものである。また,ミリi皮階用低損失材料として新た

に G-Q材を開発した。これらの特性を表4 に示した。

3.1 マイクロ波フェライト

220

3.

200

180

ー'1-0,1.,、.'。 1

フェライト・メモリ

' t、11 1
＼. 1 '山

160

表 4.マイク0 '
Characteristics of

i40

G・LB

]20

G・LC

]00

図 3.
Annea1ピd widι11

4,200

G・Q

、フェライトの牛寺性
Inicrowave ferrites

れてきた。このなかk フ工つイ1、を刑いたネッ1、'フーノ川コ fルも含まれ,

直流磁東に重畳した磁気111性の非心線性が音質ひずみの原囚のーつ

であると指摘され,改良が望まれていた。

今回,開発したネ,りトワーク用コイルは,フ工つイbコアの徹分透磁*を

人きくし,巻線数を小さくして直流抵抗を下げスe一力と再生回路と

のマ',チングを改善するととも忙,飽和磁束密度を高くして直流重畳

特性の直線領域を従来の2倍近く拡張し,高出力時の問題の解決を

計った。

これにより,当社の新シリーズのスeーカシステムで 100ワットの入力

時忙おいても,音質ひずみが抵とノVど無視できるくらい低下させる

ことに成功した。

0.93

近年,音響機器の再生機器面における性ヨ釘司ヒにより,スビーカシス

テムの方のひずみが問題となわ,各要因からの解析と改善が行なわ

半値幅
aH(oe)

3.2

ト→

部分なまし村の軟化幅

Of Pι{rtiι1Ⅱy ιⅧnealed n1ιltcriιιIS

卑司 r

260

ι゛

;'L'

田

スヒーカシステム用インダクタ

率

1丁1"1

、0

M.0

誘匙休損.ユー誘匙休損温ユ度
tanδε 7'(OC)

3×10-3 525
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誘導加熱作用を応用した剥理器(マづヒートレンジ)の鉄心忙は幡壯

化,低価格化および寸法・形状の関係からフェライトコアを使用して

いる。

このフ工う介材質は従来のフェライト製造法とは熨なる索材純度・

配合組成・添加物・焼成等の条件を検討し開発されたものである。

表 5.にとの標準特性を示す。
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表 5.マづヒートレンジ用フェライトコア
Ferrite core {OT MAG-HEAT Range

項

飽和 鼻東

(;OU5S

円1

密度

融

目

このメモリシステムは,当社で開発した 1,024 ピットダイナミ,,ク MOS メ

モリ1C を使用したピルディンづづ口,,ク方式の IC メモリシステ△であり,最

小 8KB(バイト)から最大数 MB Kおよぶ冬種のメぞルステムを桃"曵

できる。また無停電電源装置をはじめ白レトインチェ,,力など豊富なオ

づションが用意されている。お、な性能と特長は下記のとおりである。

(1)性能

メモリ索子 N158533 (D-MOS,1 K ビット)

云Lt悪容〕豆 8KB/カード,128 KB/モジュール

5【X) nsアクセスタイム:

80o nsサイクルタイム

消費電力 0.1 mw/ヒット

(2)特長

(a)周辺回路の全IC化,複合抵抗の採用,両面づりント基板の

使用,低消費電力化などにより,高密度・高恬頼皮・低コストを突

現した。

(b)バイトコントロールが可能であり,2極類の語1俳成がとれる。

(4 K 語X 18 ビットまたは 8K 語X 9 ビヅト/カード)

束

-20゜C

慈

20゜C

3.4

130゜C

標

IC メモリシステム 1M 8000

準

5,000

特

4,900

性

4,000

3,650

2,000

(C)りフレヅシュ制御回路を内蔵し,同期化用ク0りク、不要であ

るから,計鉾機巴の接続が容易である。

(d)白レトインチェ,ワ力が用意されているので,保守が簡単である。

(e)オづションの無停電電源装置を付加するこ巴によって,停電

時の情報保持が司能である。

3.5 NDR0 形 FSM メモリ装置

0.5

密度

計姉機のファームウ1ア化が進力につれて,情報書換えの容易な固定

メモリに対する要求が高まっている。本メモリ装置はこの要求に応え

るために開発された亀ので,電気的書換え可能な ROM (リードオンリ

メモ,D である。以下にその特長および仕様を述べる。

(1)特長

(.)記憶素子は2層繊造の磁性薄膜で非破壊読出し(NDRO)

可能である。

化)記憶素子はガラス板上に一括生産可能なため安価に製造で

きる。

(C) NDR0形磁性薄影語計意素子を用いているので不揮発性で

あり停電対策が不要である。

(d)情報書換え装羅を内蔵しており,記憶情報の高速書換えが

可能なため RAM(R由d-W亘也 Memory)しして使用できる。

(e)木装置は信号ヌ払唯音比が良く,ワイドストローづ方式を採用し

たため,動作マーリンが広い。

(2)仕様

(2K語X17Eツト)4K ハ'イト記憶容量

(nり200/300アクセスタイム/サイクルタイム:

図 4.1M 8000 IC メモリカード

IM 80oo lc memory card

4.]

ウレタンフォー△は,イソシアネート(R-NCO)とボリオール(R'-0ID が触

媒の作用で重合反応Lボリウレタン樹脂を生成する際に,適当な発ぽ

う(泡)剤と界面活性剤を加えて,発ぽう硬化させたものである。発

ぽら斉1ルして R-U の抵かに沸点の低い R-12 を併用すると, ;ノコ:ー

ビンづクリーム状のあわを吐出させるととが可能で,とれがフロス法発

ぽ5 といわれる。

当社では冷蔵庫用断熱材に硬質ウレタンフ才ームの現場発ぽう法を遵

入して数年になる。その問発ほ゜う方式の改良研究を行ない,当初導

フロス法発ぽうポリウレタンの開発と実用化

^
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図 5. NDR0形FSMメモリ装置
NDRo fine striped memory module

入した液状吐出のコンベンシ.ナル法から前記フ0ス法を開発実用化し

た。フロス法とコンペンショナル法の相述点のいくつかを表 6.に示す0

コンペンショナル法からフロス法に変えたことにより,1)発ぽう圧の小

さ仇ことを生かし治具の簡略化を,2)液漏れが少ないととからシ

ール作業を減らすことを可能にした。抵う状吐出させるためには ミ

ヰシングヘ,";'に工夫を要し,ボリオールとイソシアネート原液が加圧流下し

ながら混合する~功ルミキサ方式を考案した。

この方式のメ小介のーつである充てん性の良さから,大形機種へ

の適用が容易になり,冷蔵庫用フ0ス原液をさらに改良してショーケ

ースの断熱材にも遵入した。試作品のショーケース冷却室を解体して密

^
ロロ

'

、虚、
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表6

Comparison

原液(イソシ丁ネート働)

発

70ス法とコンベンショナル法の比較
Of {Tothing and conventional method

ぽ

吐

5

発

出

陛

(泡)

発ぽ 5

液漏

物性

充て

方

倍

7

剤

5

圧力 k宮/cm,

れ(2mmφ)

の均 性

ん(増)性

プレ余リ々 TDI

口

R・11

R-12

ス

操

(沸点 24゜C)

(沸点一30゜C)

度分布を調べた結果は,大きなきょら(筐)体(厚さ.60~100,幅

2,438,高さ:435,奥行.1,000,単位. mm)にもかかわら,' 0027

~0031g/cm'の範囲にあり,熱伝導率 0.014~0.015 kcavm.h.deg

の良好なフォームであった。現在引続いて原液の改良研究を行なって

おり,作業衛生上の問題が憾とんどなく,づレヒート,アフタキュア不要

のク1レードMD1系フ0ス発ぽら技術を確立しつつぁろ。

注

あわ状

4~5倍

4.2

作

0035

コンベソシ,ナル法

な

クルード TDI

性

良好

し

R-】1

大

やや複排

液状

約 30倍

0.124

当社では,昭利 38年に最初の船舶用脱出装置「三菱シュータ」を

完成し,国鉄青函連絡船へ納入して以来約200台のシュータを製作し,

各種の実験やたびたびの避難訓練を実施してきた。

このような実績が認められ,昭和娼年7月には力ーフェリーの安全

対策強化の一環として,救命艇やつり下げ形救命いかだをもたない

カーフェリーで水面から脱出甲板までの高さが 5m をこえる船にあっ

ては,あみはしビにかわってシュータ等降下式脱出装置を備えること

Kなった。

これを機会に,従来から製作Lてきた骨組構造タイづのシュータの

新機種追加と一部設計変更を実施し,また図6.のよ5 な新タイづの

すべり台状小形シュータを開発した。これによって高さ 5m 以上

12.8m までの高さに適用できるシュータのシリーズ化を完成した。

三菱シュータは,滑降面が標準状態て濠勺4デの傾斜をなす気体膨張

式のすべり台であろ。このためにつぎのような特長をもってぃる。

(1)滑り台式なので子供や女性,老人を安全忙退船できる。

(2)高さが変化してもシュータの追随がよく,安全に脱出できる。

(3)短時間に多くの乗客が無理なく安全に退船できる。

4.3 つい(衝)立式オイルフェンス MF70T

オイ1レフェンスは海上に流出した油の拡散を防止する器材である。さ

きに緊急用オイルフェンスとして,膨張式オイ1レフェンスを開発したが,

引続き石油基地など使用ひん度が大きなところで使うのに適した作

業性のよい,耐久性のあろ MF-70T形オイルフェンスを開発した。こ

の MF70-T形オイルフェンスは,海上でオイルフェンスが浮いたままで巻

やや不均一

,」、

簡単

り

タ

図 6. MS-9 形三菱シュータ
＼11ιSUI〕ishi escape chute for shゆ model MS-9

取ることができる専用の巻取装置を備え,オイレフェンスの展帳,撤収

時の作業を機械化するという従来のオイ1レフェンスにない大きな特長を

もっている。オイjレフェンスは水面で油の流出をせきとめるづ厶布製の

本体,本体を保形する補強板,張力を支える補強べルト,安定性を

もたせるためのおもり,浮力体よりなる。巻取装置は,巻胴軸をモ

ータで回転させる駆動部,オイルフェンスを巻取る巻胴軸,巻取装置の

骨組部材であるフレーム,巻取装置を海上に浮かせ適正な吃水に保つ

70ート,および防舷物よりなる。

石油基地,製油所などでの常時使用ならび忙緊急時,巻取装置ご

と曳航して使用するなどの利用が期待される。

図 7.つい(衝)立式オイルフェンスMF-70T
0Ⅱ boom, model MF-70T
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大阪営業所

名古屋営業所

静岡営業所

福岡営業所

長崎営業所

札幌営業所
,ι、
仙台営業所「コ

山営業所富

広島営業所

岡山営業所

高松営業所

新潟営業所

東京商品営業所

関東商品営業所

大阪商品営業所

名古屋商品営業所

福岡商品営業所

札幌商品営業所

仙台商品営業所

北陸商品営業所

広島商品営業所

高松商品営業所

本 社

本社・営業所・研究所・製作所
東京都千代田区丸の内2丁目2番3号(三菱電機ビル)

大阪市北区梅田町8番地

名古屋市申村区広井町3丁目舶番地

静岡市伝馬町 16 の 3 番地

福岡市中央区天神 2 丁自12番 1 号

長崎市丸尾町7番8号

札幌市中央区北 2 条西 4 丁目

仙台市大町 1 丁目 1 番 30 号

富山市桜木町 1 番 29 号

広島市中町 7 番 32 号

岡山市駅前町 1 丁目 9 番地 15号

松市鶴屋町2番1号尭台
ル司

新潟市東大通 2丁目 4 番地 10号

東京都千代田区丸の内2丁目2番3号
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特集論文

0鉄鋼ブロセスライン別電機品

0圧延機駆動系忙おけるよじり振動K関する諾問

題

0冷間圧延機用電機品

0熱問圧延機用電機品

0鉄鋼プラントの DDC システム

0 サイリスタレオナード装置

0鉄綱プラント用制御盤と操作盤

0 鉄鋼プラソトヘシーケソサ MELSEC-310 の迪

用

0 アナログ制御標準モジュール

0鉄鋼プラントにおける検出器および計測装諸

予定
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0新日本製鉄(株)大分製鉄所納めスラプ精整設備

用電機品

0塊状磁極形同期電動機の始動特悩

《普通論文》

0沸騰冷却方式Kよる大容量半導体変換装置の開

発

0火力発電所向け全電子式バーナ制御装置

0電子計算機用コアメモリ装置 PM-865

0鋳造プラントの自動化

0埀負荷多端子用新形搬送保護継電装置
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